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Ⅰ 教育課程の概要 
 
 １．教育課程の編成 
  本学の教育課程は、看護教育を体系的に「教養科目」、「専門教養科目」、「広域・基

盤看護科目」、「生涯発達看護科目」、「統合科目」の 5 つの科目群で編成しています。 
 

1）教養科目：豊かな人間性と幅広い知識を学ぶ科目群 
   ・自然科学系：生物学、環境学、数学など 5 科目 
   ・社会科学系：沖縄の生活と文化、経済学など 5 科目 
   ・人文科学系：哲学、心理学、歴史学など 5 科目 
   ・リテラシー：日本語表現法、英語、中国語、スペイン語、看護大学ゼミナー 

ルⅠなど 10 科目 
 

2）専門教養科目：看護学を理解するための基礎を学ぶ科目群 
   医療と倫理、疫学と保健医療情報、家族社会学演習、身体活動論、人体の 
   構造と機能、栄養と代謝、微生物と免疫、臨床心理、疾病論、生涯人間発達論    
   など 21 科目 
 

   3）広域・基盤看護科目： 
看護実践の基礎として、またあらゆる発達段階の人々に共通して必要な知識・

技術・態度を習得する科目群 

     看護学原論、看護専門職論Ⅰ、ヘルスアセスメント、生活援助・療養援助 
技術、クリティカル・緩和ケア論、早期体験実習、精神保健看護関連科目、 
地域保健看護関連科目など 23 科目 

 
   4）生涯発達看護科目： 

各発達段階に特有の看護実践に必要な知識・技術・態度を習得する科目群           

周産期保健看護関連科目、小児保健看護関連科目、成人保健看護関連科目、 
老年保健看護関連科目、助産関連科目など 25 科目 

       
   5）統合科目： 

これまでの学びを統合し看護を実践する能力を身につけ、生涯にわたって学習 

していく力（生涯学習能力）を養うための科目群 

看護大学ゼミナールⅢ、島嶼保健看護、国際保健看護、卒業演習、 
看護専門職論Ⅱ、看護統合実習、看護卒業論文、看護総合演習の 8 科目 
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＜広域・基盤看護科目＞ 
広域・基盤看護科目は、看護実践の基礎として、またあらゆる発達段階の人々の看護に

共通して必要な知識・技術・態度を学ぶ科目群である。また、多様な生活や治療・療養

の場における多様な対象者に健康へのアプローチを、身体的・精神的・社会的な側面か

ら看護を実践する能力を培う。また、家族・集団を加えたコミュニティの特徴を学び、

場と対象に応じた看護を実践する能力を培う。 
 
＜生涯発達看護科目＞ 
生涯発達看護科目は、一人の人間が生を受けてから死ぬまでの生涯にわたる各発達段階、

すなわち周産期、小児期、成人期、老年期の各期にある対象の特徴に応じて、家族も含

めて適切な看護を実践する能力を養う科目群である。 
 

＜統合科目＞ 
統合科目は、看護職者として倫理観を持ち、自らを律し、他者と連携し専門職者として

看護の役割を担う能力を養うための科目群である。また、統合的な学習経験と創造的思

考により質の高い看護を実践する能力を身につける。そして、看護職者として社会的責

任を果たすために、生涯学習能力を養う。 

 
２．教育課程の編成方針 

1）21 世紀の市民としてふさわしい知性と態度を磨くために、充実した教養科目を設

定する。 
2）多様な場や対象の健康レベルにあわせた看護実践力を身につけるため、原則とし

て専門教養科目から統合科目へと段階的に配置すると共に、教育効果を考慮し柔

軟な配置も行なう。 
3）科学的思考に基づく看護実践力を身につけるため、看護の専門職に必要な知識・

技術・態度を､基礎から応用へと段階的に学習するよう科目を配置する。 
4）看護の対象となる人間を成長・発達にそって身体的・精神的・社会的側面から理

解するため、周産期から老年期へと段階的に学習するよう科目を配置する。 
5）学習効果を高めるため、講義・演習及び実習など多様な学習形態の科目を組み合

わせる。 
6）本県が島嶼県であることや太平洋に開かれた地域であることを理解し、グローバ

ルな視点とローカルな視点の両面から保健看護が実践できるよう科目を設定する。 
7）学びを統合できる力と生涯学習能力を養うため統合科目を設定する。 

 
３．教育課程の内容 

 ＜教養科目＞ 
教養科目は、広く人間を理解する科目、自然現象を理解する科目、社会のしくみを理解

する科目、及び生命の尊厳を尊重する科目で構成され、幅広く学問を学ぶことにより、

社会に求められる市民にふさわしい知性と感性を高め創造力を養う科目群である。また、

沖縄の歴史、文化、芸能などを通して人間のおかれた地理的文化的特性を理解するとと

もに、情報化社会や国際社会に対応できるように学際的学びの基礎をつくる。 
 
＜専門教養科目＞ 
専門教養科目は、保健看護をより広く、科学的に学習していく準備として習得せねばな

らない科目群から構成されている。これらの科目は看護学周辺領域の学問、すなわち医

学、保健学、社会学、心理学、リハビリテーション等の基礎的知識や技術であり、人間

の健康を身体的・精神的・社会的な側面から多面的に捉え、科学的根拠に基づく判断力

を養う科目群である。また、地域社会における健康を論理的に思考するために活用され

る知識・技術も学習する。 
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４．教育課程の編成図
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を果たすために、生涯学習能力を養う。

教養科目は、広く人間を理解する科目、自然現象
を理解する科目、社会のしくみを理解する科目、及
び生命の尊厳を尊重する科目で構成され、幅広く学
問を学ぶことにより、社会に求められる市民にふさわ
しい知性と感性を高め創造力を養う科目群である。
また、沖縄の歴史、文化、芸能などを通して人間の
おかれた地理的文化的特性を理解するとともに、情
報化社会や国際社会に対応できるように学際的学
びの基礎をつくる。

統合科目

生
涯
発
達
看
護
科
目

広
域
・
基
盤
看
護
科
目

広
域
・
基
盤
看
護
科
目

生
涯
発
達
看
護
科
目

教育課程の編成

専

門

関

連

科

目

教養科目

─ 6 ─



５
．

授
業

科
目

の
年

次
配

置
 

専

  

門

  

関

  

連

  

科

  

目 

看
護

学
原

論
 

看
護

専
門

職
論

Ⅰ
 

 疫
学

と
保

健
医

療
情

報
 

身
体

活
動

論
 

人
体

の
構

造
と

機
能

 
人

間
関

係
論

 
 

生
涯

人
間

発
達

論
 

生
活
援
助
・
療
養
援
助
技
術
Ⅰ

 
 保

健
医

療
情

報
演

習
 

人
体
の
構
造
と
機
能
演
習
Ⅰ

 
栄

養
と

代
謝

 
微

生
物

と
免

疫
 

臨
床

心
理

 
 

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

生
活
援
助
・
療
養
援
助
技
術
Ⅱ

 
精

神
保

健
看

護
Ⅰ

 
地

域
保

健
看

護
Ⅰ

 
周

産
期

保
健

看
護

Ⅰ
 

小
児

保
健

看
護

Ⅰ
 

成
人

保
健

看
護

Ⅰ
 

老
年

保
健

看
護

Ⅰ
 

病
態

生
理

 
ｽﾄ
ﾚｽ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄと

健
康
教
育

 
家

族
社

会
学

演
習

 

 臨
床

薬
理

 
看

護
大

学
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

Ⅱ
 

疾
病

論
Ⅰ

 
疾

病
論

Ⅱ
 

      

生
活
援
助
・
療
養
援
助
技
術
Ⅲ

 
ｸ
ﾘ
ﾃ
ｨｶ

ﾙ・
緩

和
ｹｱ
論

 
精

神
保

健
看

護
Ⅱ

 
地

域
保

健
看

護
Ⅱ

 
地

域
保

健
看

護
Ⅲ

 
周

産
期

保
健

看
護

Ⅱ
 

小
児

保
健

看
護

Ⅱ
 

成
人

保
健

看
護

Ⅱ
 

老
年

保
健

看
護

Ⅱ
 

 保
健

医
療

福
祉

制
度

 
身

体
活

動
論

演
習

(選
択

) 
人
体
の
構
造
と
機
能
演
習
Ⅱ

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

論
 

精
神

保
健

看
護

演
習

 
周

産
期

保
健

看
護

演
習

 
小

児
保

健
看

護
演

習
 

成
人

保
健

看
護

演
習

 
看

護
大

学
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

Ⅲ
 

          

ｸ
ﾘ
ﾃ
ｨｶ
ﾙ・

緩
和

ｹｱ
演

習
 

地
域

保
健

看
護

演
習

 
老

年
保

健
看

護
演

習
 

 島
嶼

保
健

看
護

 
国

際
保

健
看

護
 

 看
護

専
門

職
論

Ⅱ
 

      

卒
業

演
習

 
  医

療
と

倫
理

 
         

教 養 科 目 

生
物

学
(選

択
) 

化
学

(選
択

)
数
学

(選
択

) 
沖
縄
の
生
活
と
文
化

 
哲
学

(選
択

) 
心
理
学

 
文
学

(選
択

) 
英
語
Ⅰ

 
看
護
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

 

日
本

語
表

現
法

 
英

語
Ⅱ

 
歴

史
学

(選
択

) 

地
理
学

(選
択

) 
環
境
学

(選
択

) 
社
会
学

(選
択

) 
経
済
学

(選
択

) 
情
報
学

(選
択

) 
教
育
学

(選
択

) 
英
語
Ⅲ

(選
択

) 
中
国
語
Ⅰ

(選
択

) 
ス
ペ
イ
ン
語
Ⅰ

(選
択

) 

英
語

Ⅳ
(選

択
) 

中
国

語
Ⅱ

(選
択

) 
ス

ペ
イ

ン
語

Ⅱ
(選

択
) 

法
学

(選
択

) 
 

 
 

学
期

 
前
 
期

 
後
 
期

 
前
 
期

 
後
 
期

 
前
 
期

 
後
 
期

 
前
 
期

 
後
 
期

 

学
年

 
１
 
年
 
次

 
２
 
年
 
次

 
３
 
年
 
次

 
４
 
年
 
次

 

 

助
産
実
践
論

(選
択

) 
基
礎
助
産
学

(選
択

) 
助
産
診
断
・
技
術
学

(選
択

) 

ｳ
ｨ
ﾒ
ﾝｽ

ﾞ
 ﾍ
ﾙ
ｽ 

ｻ
ｲｴ
ﾝｽ

 
(選

択
) 

早
期

体
験

実
習

 

地
域

保
健

看
護

実
習

Ⅰ
 

老
年

保
健

看
護

実
習

Ⅰ
 

生
活
援
助
・
療
養
援
助
技
術
実

習
 

精
神

保
健

看
護

実
習

Ⅰ
 

周
産

期
保

健
看

護
実

習
Ⅰ

 
小

児
保

健
看

護
実

習
Ⅰ

 
成

健
護

実
習

精
神

保
健

看
護

実
習

Ⅱ
 

周
産

期
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

 
小

児
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

 
成

人
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

 

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
緩
和
ケ
ア
実

習
老

年
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

 
地

域
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

 
在

宅
保

健
看

護
実

習
 

看
護

統
合

実
習

 

第
１

段
階

 

第
２

段
階

 

第
３

段
階

 

第
４

段
階

 

助
産

実
習

(選
択

) 

講
 
義

 
演
 
習

 

実
 
習

 

(選
択
必
修

) 

(選
択
必
修

) 
看

護
卒

業
論

文
 

看
護

総
合

演
習
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Ⅱ
授
業
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割

Ⅲ
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ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）
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Ⅱ　授業時間割

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）
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平
成

3
1
年

度
平
成
3
1
年
4
月

1
年

次
夏
季
休
業

限
Ｇ

教
室

前
半

後
半

前
半

後
半

前
半

後
半

日
本
語
表
現
法

（
喜
屋
武
）

教
室

中
講
義
室

教
室

中
講
義
室

中
講
義
室

中
講
義
室

中
講
義
室

教
室

講
義
室
5

Ｌ
Ｌ
教
室

Ｌ
Ｌ

教
室

講
義
室
７

基
礎

看
護

実
習

室

日
本
語
表
現
法

（
喜
屋
武
）

教
室

L
L
教
室

講
義

室
5
・

体
育

館
中
講
義
室

中
講
義
室

中
講
義
室

講
義
室
７

基
礎

看
護

実
習

室
中

講
義

室

教
室

L
L
教
室

講
義
室
1

講
義
室
5
・
体
育
館

講
義
室
５

生
体

機
能

演
習

室
基

礎
看

護
実

習
室

教
室

講
義
室
1

講
義
室
5

Ｌ
Ｌ
教
室

Ｌ
Ｌ

教
室

基
礎

看
護

実
習

室
中

講
義

室

教
室

生
体

機
能

演
習

室
基

礎
看

護
実

習
室

教
室

中
講
義
室
・
講
義
室
1

中
講
義
室

別
途

指
示

生
体

機
能

実
験

室
基

礎
看

護
実

習
室

生
体

機
能

実
験

室

教
室

教
室

講
義
室
3
／
講
義
室
5

中
講
義
室

講
義
室
5

別
途

指
示

生
体

機
能

実
験

室
生

体
機

能
実

験
室

※
健
康
診
断
 
5
/
2
2
（
水
）

※
前
期
：
早
期
体
験
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
5
/
3
1
（
金
）

但
し
、
離
島
で
実
習
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

※
時
間
割
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅰ

（
栗

原
　

他
）

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅰ

（
栗

原
　

他
）

１
０
 
月
　
～
　
３
 
月

微
生

物
と

免
疫

（
佐

伯
　

他
）

栄
養

と
代

謝
（

新
城

）

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ

金

日
本

語
表

現
法

（
仲

原
）

中
講
義
室

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ
（

佐
伯

）

生
体

機
能

実
験

室

臨
床

心
理

（
渡

久
山

）

講
義
室
５

英
語

Ⅱ
（

山
城

）

L
L
教
室

生
涯

人
間

発
達

論
（

大
湾

/
上

原
/
山

本
）

後
期

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅰ

（
栗

原
　

他
）

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅰ

（
栗

原
　

他
）

木

中
講

義
室

水

日
本

語
表

現
法

（
仲

原
）

中
講
義
室

火

日
本

語
表

現
法

（
伊

狩
）

1
0
/
1
～

1
0
/
1
5

日
本

語
表

現
法

（
伊

狩
）

1
0
/
3
～

1
0
/
1
7

英
語

Ⅱ
（

山
城

綾
子

）

保
健
医
療

情
報
演
習
Ⅰ

（
金
城
芳
秀
/
知
念
）

保
健
医
療

情
報
演
習
Ⅰ

（
金
城
芳
秀
/
知
念
）

１ 時 限

 
8
:
4
0
～

1
0
:
1
0

1
0
:
2
0
～

1
1
:
5
0

２ 時 限

科
目
名

英
語
Ⅰ

（
山

城
綾

子
）

Ａ
科
目
名

科
目
名

ＢＢＡ

身
体
活
動
論

（
牧

内
）

化
学
(
選
）

（
宇
地
原
）授
　

　
業

　
　

時
　

　
間

　
　

割

時

学
期

前
期

英
語
Ⅱ

（
山

城
綾

子
）

４
 
月
　
～
　
９
　
月

沖
縄
の
生
活

と
文
化

（
成

定
）

３ 時 限

1
2
:
4
0
～

1
4
:
1
0

Ａ

疫
学

と
保

健
医

療
情

報
6
/
4
～

6
/
2
5

（
金

城
 
芳

秀
）

人
間
関
係
論

（
渡

久
山

/
大

川
）

英
語
Ⅰ

（
山

城
綾

子
）

月
火

水

早
期
体
験
実
習

6
/
1
4
～
7
/
1
9

Ｂ

人
間
関
係
論

（
渡

久
山

/
大

川
）

看
護
学
原
論

(
金

城
)

Ｂ
科
目
名

科
目
名

英
語
Ⅰ

（
山

城
綾

子
）

身
体
活
動
論

（
牧

内
）

科
目
名

看
護
大
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

（
金
城
 
芳
秀
）

5
/
3
0
～
7
/
2
5

看
護
大
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

（
金
城
 
芳
秀
）

5
/
3
0
～
7
/
2
5

Ａ

科
目
名

疫
学

と
保

健
医

療
情

報
（

金
城

 
芳

秀
）

6
/
3
～

6
/
2
4
は

Ｂ
ク

ラ
ス

の
み

疫
学

と
保

健
医

療
情

報
（

金
城

 
芳

秀
）

6
/
4
～

6
/
2
5
は

Ａ
ク

ラ
ス

の
み

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅰ

（
栗

原
　

他
）

英
語
Ⅱ

（
山

城
 
綾

子
）

臨
床

心
理

（
渡

久
山

）

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ

※
早
期
体
験
実
習
：
前
期
後
半
 
6
/
1
4
（
金
）
 
 
6
/
2
1
（
金
）
 
 
6
/
2
8
（
金
）
 
 
7
/
5
（
金
）
 
 
7
/
1
2
（
金
）

Ａ

科
目
名

1
4
:
2
0
～

1
5
:
5
0

５ 時 限

1
6
:
0
0
～

1
7
:
3
0

英
語
Ⅰ

（
山

城
綾

子
）

疫
学

と
保

健
医

療
情

報
6
/
3
～

6
/
2
4

（
金

城
 
芳

秀
）

４ 時 限

科
目
名

Ｂ
科
目
名

歴
史
学
(
選
）

（
前

田
）

講
義
室
5

木
金

月

生
物
学
(
選
）

（
大

城
）

心
理
学

（
渡
久
山
）

数
学
(
選
）

（
久
高
）
/

哲
学
(
選
）

（
大
城
）

文
 
学
(
選
）

（
波

平
 
）

人
体
の
構
造
と

機
能

（
佐

伯
）

人
体
の
構
造
と

機
能

（
佐

伯
）

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ
（

佐
伯

）

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ
（

佐
伯

）

生
体

機
能

実
験

室

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ
（

佐
伯

）

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅰ

（
栗

原
　

他
）

看
護

専
門
職
論
Ⅰ

（
宮

里
/
大

湾
/
嘉

手
苅

）

人
体

の
構

造
と

機
能

演
習

Ⅰ

L
L
教
室

曜
日
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Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



２
年

次

夏
季
休
業

限

G
教

室
前

半
後

半
前

半
後
半

前
半

後
半

前
半

後
半

教
室

基
礎

看
護

実
習

室

教
室

大
講

義
室

講
義

室
５

大
講

義
室

大
講

義
室

大
講

義
室

別
途

指
示

教
室

基
礎

看
護

実
習

室

教
室

大
講

義
室

大
講

義
室

中
講

義
室

講
義

室
５

大
講
義
室

講
義
室
３

講
義
室
５

別
途
指
示

教
室

視
聴

覚
室

教
室

中
講

義
室

中
講
義
室

基
礎

看
護

実
習

室
大

講
義

室

教
室

視
聴

覚
室

教
室

基
礎

看
護

実
習

室
大
講
義
室

基
礎

看
護

実
習

室
視

聴
覚

室
大

講
義

室

教
室

教
室

講
義

室
3
／

講
義
室

中
講

義
室

視
聴

覚
室

大
講

義
室

※
健

康
診

断
 
5
/
2
2
（

水
）

※
後

期
実

習
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

未
定

※
前

期
実

習
オ

リ
エ

ン
テ
ー

シ
ョ

ン
4
/
1
2
（

金
）

※
9
/
3
0
（

月
）

～
1
1
/
8
（

金
）

　
後

期
 
臨

地
実

習
※

前
期

　
臨

地
実

習
4
/
1
9
（

金
）

～
6
/
2
8
（

金
）

老
年

保
健

看
護

実
習

Ⅰ
　

4
/
1
9
～

5
/
2
4
,
 
 
地

域
保

健
看

護
実

習
Ⅰ

　
5
/
3
1
～
6
/
2
8

　
　

成
人

保
健

看
護

実
習

Ⅰ
　

精
神

保
健

看
護

実
習

Ⅰ
※

時
間

割
は

変
更

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

※
後

期
に

お
け

る
講

義
開

始
 
1
1
/
1
1
(
月

）
～

大
講

義
室

病
態
生
理

（
）

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

宮
里

/
金

城
）

中
国

語
Ⅱ

(
選

）
（

上
江

洲
）

教
育
学
（
選
）

（
浅
野
）

成
人

保
健

看
護

Ⅰ
（

山
本

）

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

(
選

）
（

上
地

）

月
水

木

地
域

保
健

看
護

Ⅰ
(
川

崎
/
牧

内
)

環
境

学
(
選

）
（

桜
井

）

金

家
族

社
会

学
演

習
(
山

口
)

周
産

期
保

健
看

護
Ⅰ

(
井

上
)

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
と

健
康

教
育

（
渡

久
山

　
他

）

家
族
社
会
学

演
習

（
山
口
）

精
神

保
健

看
護

Ⅰ
（

大
川

）

地
理

学
(
選

）
（

上
原

）

大
講

義
室

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

宮
里

/
金

城
）

講
義

室
5

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
と

健
康

教
育

（
渡

久
山

　
他

）

大
講
義
室

生
活
援
助
･
療
養
援
助
技
術
実
習
　
小
児
保
健
看
護
実
習
Ⅰ
　
周
産
期
保
健
看
護
実
習
Ⅰ

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅱ

(
選

）
（

上
地

）

授
　
　
業
　
　
時
　
　
間
　
　
割
　

学
期

後
期

１
１
月
　
～
　
３
 
月

時

前
期

４
 
月

　
～

　
９

　
月

火

臨
床

薬
理

（
）

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅱ

(
選

）
（

上
地

）

４ 時 限

情
報
学
(
選
）

（
米
盛
）

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

宮
里

/
金

城
）

５ 時 限

1
6
:
0
0

～
1
7
:
3
0

Ａ
科
目

名

科
目

名
ＢＡ

中
国

語
Ⅰ

(
選

）
(
上

江
洲

)

中
講

義
室

２ 時 限
Ａ

科
目

名

1
0
:
2
0

～
1
1
:
5
0
Ｂ

科
目

名

３ 時 限
Ａ

科
目

名

老
年

保
健

看
護

Ⅰ
(
大

湾
/
田

場
)

科
目

名

1
4
:
2
0

～
1
5
:
5
0
Ｂ

科
目

名

小
児

保
健

看
護

Ⅰ
(
永

島
/
上

原
)

金

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅱ

（
金

城
忍

　
他

）

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅱ

（
金

城
忍

　
他

）

看
護

大
学

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅱ

（
渡

久
山

　
他

）
英
語
Ⅳ
(
選
）

（
山

口
）

英
語
Ⅲ
(
選
）

（
山

城
/
山

口
）

L
L
教
室
・
大
講
義
室

看
護

大
学

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
Ⅱ

（
渡

久
山

　
他

）

疾
病

論
疾

病
論

社
会
学
(
選
）
(
山
口
)
/

経
済
学
（
選
）
（
狩
俣
）

地
域

保
健

看
護

実
習

Ⅰ
/

老
年

保
健

看
護

実
習

Ⅰ

（
各

5
日

間
）

中
国

語
Ⅱ

(
選

）
（

上
江

洲
）

火

疾
病

論

英
語

Ⅳ
(
選

）
（

山
口

）

講
義
室
３

１ 時 限
Ａ

科
目

名

 
8
:
4
0

～
1
0
:
1
0
Ｂ

科
目

名

1
2
:
4
0

～
1
4
:
1
0
Ｂ

科
目

名

木
水

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
と

健
康

教
育

（
渡

久
山

　
他

）

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅱ

（
金

城
忍

　
他

）

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
と

健
康

教
育

（
渡

久
山

　
他

）

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅱ

（
金

城
忍

　
他

）

月

曜
日

─ 10 ─



３
年

次
夏
季
休

業

曜
日

教
室

前
半

後
半

科
目

名
人

体
の

構
造

と
機

能
演

習
Ⅱ

（
佐

伯
）

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅲ

(
金

城
忍

　
他

)

教
室

大
講

義
室

基
礎

看
護

実
習

室

科
目

名

教
室

視
聴

覚
室

視
聴

覚
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

科
目

名
生

活
援

助
･
療

養
援

助
技

術
Ⅲ

(
金

城
忍

　
他

)

教
室

基
礎

看
護

実
習

室

科
目

名

教
室

視
聴

覚
室

視
聴

覚
室

視
聴

覚
室

視
聴

覚
室

視
聴

覚
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

科
目

名

教
室

科
目

名
人
体
の
構
造
と
機
能
演

習
Ⅱ

(
佐

伯
)

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅲ

(
金

城
忍

　
他

)

教
室

大
講

義
室

基
礎
看
護
実
習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

科
目

名

教
室

科
目

名
身

体
活

動
論

演
習

(
選

）
(
牧

内
/
知

念
)

生
活

援
助

･
療

養
援

助
技

術
Ⅲ

(
金

城
忍

　
他

)

教
室

視
聴

覚
室

体
育

館
基
礎
看
護
実
習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

各
実

習
室

科
目

名
身

体
活

動
論

演
習

(
選

）
(
牧

内
/
知

念
)

教
室

体
育
館

科
目

名

教
室

特
別

講
義

室
視

聴
覚

室
各

実
習

室
各

実
習

室
各

実
習

室
各

実
習

室
各

実
習

室

※
健

康
診

断
 
5
/
2
2
（

水
）

※
時

間
割

は
変

更
に

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
※

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
論

　
2
/
1
7
（

月
）

～
2
/
2
6
（

水
）

　
別

途
指

示
※

1
1
/
1
8
（

月
）

～
2
/
1
4
（

金
）

　
後

期
 
臨

地
実

習

1
0
:
2
0

～
1
1
:
5
0

２ 時 限

法
学

(
選

）
(
吉

本
)

Ａ Ｂ

５ 時 限

Ａ Ｂ

３ 時 限

1
2
:
4
0

～
1
4
:
1
0

４ 時 限

Ａ

老
年

保
健

看
護

Ⅱ
（

田
場

/
大

湾
）

後
　

　
　

　
期

１
０
 
月
　
～
　
３
 
月

月
火

水
木

金
木

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

金
火

水

保
健
医
療
福
祉

制
度

（
大
湾
/
川
崎
/

牧
内
/
知
念
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

地
域

保
健

看
護

Ⅱ
,
Ⅲ

（
川

崎
/
牧

内
）

Ｂ

地
域
保
健

看
護
Ⅱ
,
Ⅲ

（
川

崎
/
牧

内
）

Ａ
成

人
保

健
看

護
Ⅱ

（
山

本
/
赤

嶺
/

宮
城

）

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

緩
和

ケ
ア

論
（

神
里

/
謝

花
/

田
場

)

精
神
保
健

看
護
Ⅱ

(
村

上
)

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

小
児

保
健

看
護
Ⅱ

（
上

原
/
山

本
）

周
産

期
保

健
看

護
Ⅱ

(
賀

数
/
井

上
/

西
平

）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

授
　

　
業

　
　

時
　

　
間

　
　

割

学
　

　
　

期

１ 時 限

 
8
:
4
0

～
1
0
:
1
0

前
　

　
　

　
期

時
４
 
月
　
～
　
９
月

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

限

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

Ａ ＢＧ

月

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

1
4
:
2
0

～
1
5
:
5
0

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

Ｂ

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

1
6
:
0
0

～
1
7
:
3
0

　
精
神

保
健

看
護

実
習

Ⅱ
　

周
産

期
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

　
小

児
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

　
成

人
保

健
看

護
実

習
Ⅱ

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

保
健

看
護

演
習

（
精

神
/
成

人
/
小

児
/

周
産

期
）

※
実

習
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 
未

定
※

ウ
イ

メ
ン

ズ
・

ヘ
ル

ス
・

サ
イ

エ
ン

ス
　

　
1
0
/
7
（

月
）

～
1
1
/
7
（

木
）

　
別

途
指

示
※

看
護

大
学

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
　

　
1
0
/
1
（

火
）

～
1
1
/
8
（

金
）

　
別

途
指

示

─ 11 ─

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



４
年

次

夏
季
休
業

限
Ｇ

教
室

月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

助
産

実
習

室
視

聴
覚

室
・

講
３

～
７

特
別

講
義

室
特

別
講

義
室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

視
聴

覚
室

・
講

３
～

７
助

産
実

習
室

助
産

実
習

室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

特
別

講
義

室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

助
産

実
習

室
助

産
実

習
室

助
産

実
習

室
助

産
実

習
室

※
健

康
診

断
 
5
/
2
2
（

水
）

※
実

習
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

7
/
3
0
（

火
）

※
4
年

前
期

実
習

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
　

5
/
2
4
（

金
）

※
後

期
：

地
域

保
健

看
護

実
習

Ⅱ
・

在
宅

保
健

看
護

実
習

 
9
/
2
（

月
）

～
1
1
/
1
（

金
）

※
前

期
：

老
年

保
健

看
護

演
習

・
実

習
Ⅱ

　
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
・

緩
和

ケ
ア

演
習

・
実

習
　

5
/
2
7
（

月
）

～
7
/
2
6
（

金
）

※
後

期
：

看
護

統
合

実
習

 
1
0
/
2
1
（

月
）

～
1
1
/
2
9
（

金
）

※
助

産
実

習
（

８
週

間
）

※
時

間
割

は
変

更
に

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

１ 時 限

 
8
:
4
0

～
1
0
:
1
0

２ 時 限

地
域

保
健

看
護

演
習

（
川

崎
　

他
）

Ｂ

５ 時 限

1
2
:
4
0

～
1
4
:
1
0

1
4
:
2
0

～
1
5
:
5
0

地
域

保
健

看
護

演
習

（
川

崎
　

他
）

基
礎

助
産

学
（

選
）

(
賀

数
/
井

上
/
西

平
)

1
6
:
0
0

～
1
7
:
3
0

Ａ Ａ

４ 時 限３ 時 限

助
産

診
断

・
技

術
学

(
選

）
(
賀

数
/
井

上
/

西
平

)

看
護

卒
業

論
文

/
総

合
演

習

ＡＢ

助
産

診
断

・
技

術
学

(
選

）
（

賀
数

　
他

）

島
嶼

保
健

看
護

/
国

際
保

健
看

護
(
川

崎
/
知

念
/
他

）

助
産

実
践

論
(
選

）
（

賀
数

　
他

）

助
産

診
断

・
技

術
学

(
選

）
（

賀
数

　
他

）

Ａ

助
産

実
践

論
(
選

）
（

賀
数

　
他

）

基
礎

助
産

学
（

選
）

(
賀

数
/
井

上
/
西

平
)

授
　
　
業
　
　
時
　
　
間
　
　
割

時

ＢＢ

※
看

護
卒

業
論

文
/
看

護
総

合
演

習
/
卒

業
演

習
/
医

療
と

倫
理

に
つ

い
て

は
掲

示
版

の
時

間
割

（
詳

細
）

を
参

照
す

る
こ

と
。

Ｂ

学
　

　
　

期
前

　
　

　
　

期
後

　
　

　
　

期

４
 
月
　
～
　
９
 
月

１
０
 
月
　
～
　
３
 
月

1
0
:
2
0

～
1
1
:
5
0

看
護

専
門

職
論

Ⅱ
(
宮

里
/
大

湾
）

Ａ

曜
日
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４
年

次

夏
季
休
業

限
Ｇ

教
室

月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

助
産

実
習

室
視

聴
覚

室
・

講
３

～
７

特
別

講
義

室
特

別
講

義
室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

視
聴

覚
室

・
講

３
～

７
助

産
実

習
室

助
産

実
習

室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

特
別

講
義

室

科
目

名

教
室

科
目

名

教
室

助
産

実
習

室
助

産
実

習
室

助
産

実
習

室
助

産
実

習
室

※
健

康
診

断
 
5
/
2
2
（

水
）

※
実

習
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

7
/
3
0
（

火
）

※
4
年

前
期

実
習

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
　

5
/
2
4
（

金
）

※
後

期
：

地
域

保
健

看
護

実
習

Ⅱ
・

在
宅

保
健

看
護

実
習

 
9
/
2
（

月
）

～
1
1
/
1
（

金
）

※
前

期
：

老
年

保
健

看
護

演
習

・
実

習
Ⅱ

　
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
・

緩
和

ケ
ア

演
習

・
実

習
　

5
/
2
7
（

月
）

～
7
/
2
6
（

金
）

※
後

期
：

看
護

統
合

実
習

 
1
0
/
2
1
（

月
）

～
1
1
/
2
9
（

金
）

※
助

産
実

習
（

８
週

間
）

※
時

間
割

は
変

更
に

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

１ 時 限

 
8
:
4
0

～
1
0
:
1
0

２ 時 限

地
域

保
健

看
護

演
習

（
川

崎
　

他
）

Ｂ

５ 時 限

1
2
:
4
0

～
1
4
:
1
0

1
4
:
2
0

～
1
5
:
5
0

地
域

保
健

看
護

演
習

（
川

崎
　

他
）

基
礎

助
産

学
（

選
）

(
賀

数
/
井

上
/
西

平
)

1
6
:
0
0

～
1
7
:
3
0

Ａ Ａ

４ 時 限３ 時 限

助
産

診
断

・
技

術
学

(
選

）
(
賀

数
/
井

上
/

西
平

)

看
護

卒
業

論
文

/
総

合
演

習

ＡＢ

助
産

診
断

・
技

術
学

(
選

）
（

賀
数

　
他

）

島
嶼

保
健

看
護

/
国

際
保

健
看

護
(
川

崎
/
知

念
/
他

）

助
産

実
践

論
(
選

）
（

賀
数

　
他

）

助
産

診
断

・
技

術
学

(
選

）
（

賀
数

　
他

）

Ａ

助
産

実
践

論
(
選

）
（

賀
数

　
他

）

基
礎

助
産

学
（

選
）

(
賀

数
/
井

上
/
西

平
)

授
　
　
業
　
　
時
　
　
間
　
　
割

時

ＢＢ

※
看

護
卒

業
論

文
/
看

護
総

合
演

習
/
卒

業
演

習
/
医

療
と

倫
理

に
つ

い
て

は
掲

示
版

の
時

間
割

（
詳

細
）

を
参

照
す

る
こ

と
。

Ｂ

学
　

　
　

期
前

　
　

　
　

期
後

　
　

　
　

期

４
 
月
　
～
　
９
 
月

１
０
 
月
　
～
　
３
 
月

1
0
:
2
0

～
1
1
:
5
0

看
護

専
門

職
論

Ⅱ
(
宮

里
/
大

湾
）

Ａ

曜
日
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１ シラバス目次 

 授 業 科 目                  頁 授 業 科 目                  頁  

教養科目 
 自然科学 
   13110 生物学 
  13120 化 学 
   13140 地理学 
   13150 環境学 
  13160 数 学 
   社会科学 
  11230 沖縄の生活と文化 
    12110 社会学 
    12120 法 学 
    12130 経済学 
  12160 情報学 
  人文科学 
    11140 哲 学 
    11110 心理学 
    11130 教育学 
    11160 文 学 
    11170 歴史学 
  リテラシー 
    14010 日本語表現法 
    14141 英語Ⅰ 
    14142 英語Ⅱ 
    14143 英語Ⅲ 
   14144 英語Ⅳ 
    14211 中国語Ⅰ 
    14212 中国語Ⅱ 
    14311 スペイン語Ⅰ 
    14312 スペイン語Ⅱ 
  40011 看護大学ゼミナールⅠ 
 
 専門関連科目 
   専門教養科目 
    23141 医療と倫理 
   22121 疫学と保健医療情報 
  13515 保健医療情報演習 
  23122 保健医療福祉制度 
  23111 家族社会学演習 
  22141 身体活動論 
  22143 身体活動論演習 
  22142 ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと健康教育 
  21010 人体の構造と機能 
  21011 人体の構造と機能演習Ⅰ 
  21012 人体の構造と機能演習Ⅱ 
  21121 栄養と代謝 
  21131 臨床薬理 
  21160 微生物と免疫 
  21143 病態生理 
  22171 リハビリテーション論 
  22152 臨床心理 
  22153 人間関係論 
  40012 看護大学ゼミナールⅡ 
  21154 疾病論Ⅰ 
  21155 疾病論Ⅱ 
  22190 生涯人間発達論 
       

  
 

15 
17 
18 
20 
21 
 

22 
23 
25 
26 
27 
 

28 
29 
30 
31 
32 
 

34 
36 
38 
40 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
 
 
 

49 
51 
53 
54 
56 
57 
58 
59 
61 
63 
64 
65 
67 
68 
70 
72 
73 
75 
77 
78 
80 
82 
 
 
 
 

 広域・基盤看護科目 
    31113 看護学原論 
    31125 看護専門職論Ⅰ 
    31140 ヘルスアセスメント 
    31151 生活援助・療養援助技術Ⅰ 
    31152 生活援助・療養援助技術Ⅱ 
    31153 生活援助・療養援助技術Ⅲ 
    31160 生活援助・療養援助技術実習 
    31171 クリティカル・緩和ケア論 
    31172 クリティカル・緩和ケア演習 
    31180 クリティカル・緩和ケア実習 
    31133 早期体験実習 
    36124 精神保健看護Ⅰ 
    36125 精神保健看護Ⅱ 

36126 精神保健看護演習 
36133 精神保健看護実習Ⅰ 

    36134 精神保健看護実習Ⅱ 
    37124 地域保健看護Ⅰ 
    37125 地域保健看護Ⅱ 
    37126 地域保健看護Ⅲ 
    37127 地域保健看護演習 
    37142 地域保健看護実習Ⅰ 

37143 地域保健看護実習Ⅱ 
    37150 在宅保健看護実習 
  生涯発達看護科目 
  33126 周産期保健看護Ⅰ 
  33127 周産期保健看護Ⅱ 
  33128 周産期保健看護演習 
  33133 周産期保健看護実習Ⅰ 
  33134 周産期保健看護実習Ⅱ 
  32126 小児保健看護Ⅰ 
  32127 小児保健看護Ⅱ 
  32128 小児保健看護演習 
  32133 小児保健看護実習Ⅰ 

32134 小児保健看護実習Ⅱ 
  34124 成人保健看護Ⅰ 
  34125 成人保健看護Ⅱ 
  34126 成人保健看護演習 
  34135 成人保健看護実習Ⅰ 
  34136 成人保健看護実習Ⅱ 
  35125 老年保健看護Ⅰ 
  35126 老年保健看護Ⅱ 
  35127 老年保健看護演習 
  35134 老年保健看護実習Ⅰ 
  35135 老年保健看護実習Ⅱ 
  33511 助産実践論 
  33521 基礎助産学 
  33533 助産診断・技術学 
  33541 ウィメンズ ヘルス サイエンス 
  33554 助産実習 
  統合科目 
  40013 看護大学ゼミナールⅢ 
  37131 島嶼保健看護 
  38111 国際保健看護 
  40020 卒業演習 
  31126 看護専門職論Ⅱ 
  40142 看護統合実習 
  40131 看護卒業論文 
  40030 看護総合演習 

 
85 
86 
87 
89 
92 
94 
96 
98 
100 
102 
104 
105 
106 
108 
109 
111 
113 
114 
116 
118 
120 
122 
124 
 

127 
129 
131 
133 
135 
137 
139 
141 
143 
145 
147 
148 
150 
152 
154 
156 
158 
160 
161 
163 
165 
166 
168 
170 
172 
 

175 
176 
178 
180 
181 
183 
185 
187 
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Ⅰ
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程
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概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



 
２ シラバスの見方 

科 目 

コード 
36124 

授業 

科目 

精神保健看護Ⅰ 
    （Mental Health and 

 Psychiatric Nursing Ⅰ） 
担当 

教員 

   ○沖縄花子 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1 単位 科目 

分類 

専門関連科目 
（保・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15 時間 

条
件 

前提科目 
なし 

その他 なし 

授業概要 
○○○○ 

○○○○ 

到達目標 

 

1. ○○○○ 

2. ○○○○ 

3. ○○○○ 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

○○○○ 

○○○○ 

○○○○ 

 pp○-○ 

pp○-○ 

pp○-○ 

pp○-○ 

pp○-○ 

 

＊事前学習 

 

 

沖 縄 

 

 

 

 

 

 

講義 

テキスト ○○社  ○○看護学Ⅰ ○○保健学 第Ｘ版  

参考文献 随時提示します。 

他科目との

関連 
沖縄の生活と文化、家族社会学演習、生涯人間発達論の内容を踏まえて学習する。 

成績評価 
の方法 小テスト・レポート（40%）および期末試験（60%）で評価を行う。 

 学習相談・

 助言体制 

○○○○ 

授業改善の

特記事項 
○○○○ 

備 考 ○○○○ 

科目責任者を○

で示しています。 

また、科目責任者

の「看護」の実務

経験を表示してい

ます。 

15 時間は 8 回の授業に

換算されます。 

1 単位の時間数は授業

形態により異なります。 

例） 講義＝15 時間 

   演習＝30 時間 

   実習＝45 時間 

（保・看）とは保健師課程と

看護師課程の両方に必要な

科目、（保・助・看）は保健

師、看護師、助産師課程の

すべてに必要な科目を意味

します。 

学内での教科書販売日が、前期、

後期の各第 1 週目にあります。 

掲示板を確認し、各自で購入してく

ださい。 

実習科目では各種

予防接種が完了して

いることが履修条件

として明記されてい

ます。（学生便覧の

該当頁を参照） 

本科目の前提と

なる科目の単位

が取得できていな

い場合、原則とし

て本科目を履修

することはできま

せん。（履修規定

第 5 条、学生便覧

の該当頁を参照） 

先頭の番号 

教養科目   1 

専門支持科目 2 

専門関連科目 3 

統合科目   4 

成績評価の方法は、パーセント（％）で表記します。

ただし、各科目の出席日数が講義あるいは演習科目

で 3/4、実習科目で 4/5 を満たさない場合、期末試験

受験資格がなくなり、単位取得ができません。 

（学生便覧の該当頁を参照） 
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科 目 

コード 
13110 

授業 

科目 

生 物 学 
（Biology） 

担当 

教員 
○大城安弘(非常勤) 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 生物学の諸分野（分類・形態・生態・進化等）に関する理解を深め、動物の一種であるヒト

を始め生物の多様性と普遍性、及びそれの成立要因等について学習する。 

到達目標 

分子生物学の発達により、20 世紀後半から生物学は新しい時代に入った。これからは個体

の一生や個体群の動態を時間的・空間的に捉え、時空を超えた生命の連続性についても思い

を馳せ、30 数億年も続いてきた生物の歴史から生命（生物）の誕生・隆盛・衰退やその営

みを学び、学生自らがこれらのことに対応し価値判断できる能力・姿勢を醸成する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第１～15 回 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．生命（生物）とは → 生命科学について 
  a 生命の誕生及び進化 
  b 生物の系統分類 

２．生命（物）科学の基礎 
 a 最小機能単位 → 細胞とその多様性 
 b 核と細胞質・細胞膜及び細胞内構造物 
 c 単細胞生物と多細胞生物 
 d 体を構成している物質及び物質代謝 
 e 体の設計図・遺伝子（ＤＮＡ）の複製と発現 
ｆ ホメオスタシス（Homeostasis・恒常性） 

３．精子と卵子の形成 
 a 減数分裂と体細胞分裂 
 b 無性生殖と有性生殖 
４．受精とその多様性 
 a ウニ・昆虫・ヒトの受精 

   b ほ乳類（ヒト）の体外受精と顕微授精 
５．動物の初期発生とその多様性 

  a いろいろな動物種の卵割とのう胚形成 
６．形態形成運動と器官形成 
 a 細胞分裂と器官形成 
 b 発生における遺伝子発現と核移植の意義 
７．老化（加齢・エイジング・Aging） 

   a 動物と植物のエイジング 
   b 個体における分裂性細胞群と非分裂性細胞群 

８．ヒトと自然環境 
   a 人間社会と自然環境    

b 琉球列島と生物多様性 
ｃ 環境保全・自然保護 
ｄ ヒトと自然との共生 

事前、事後学

習や学習課題

については、

各講義時に説

明する。 

大  城 

 

 

講 義 

 

テキスト [生物学(カレッジ版)]：高畑雅一・増田隆一・北田一博共著、医学書院 

参考文献  随時紹介する。 

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価 
の方法 中間・期末試験及び実（演）習の成績と出席状況等を勘案して総合的に判断する。 

学習相談・ 
助言体制  講義中に質疑を受け、対応する。 
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授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 

初めに、地球及び生命の誕生、生物の基礎的現象を学習し、これまでの生物学の諸分野（発

生学・細胞学・生化学・形態学・生態学・遺伝学等）の進展状況や現状を概説する。特に

この講義では、ヒトも動物の一員であることをベースに、私たちと自然環境についての理

解を深め、関係する専門科目につなげたい。また、視聴覚教材を活用（ＤＶＤ等の映像）し、

適宜コピー教材により補足する。更に、昆虫（チョウ）の各Stage(各態)の形態・生態や自

然保護等について実演・実習を行う。就中、チョウ等の小さな命に触れることによって、生

命、取り分け「命どぅ宝」を体験学習してもらう。 
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科 目 

コード 
13120 

授業 

科目 

化 学 
（Chemistry） 

担当 

教員 
 ○宇地原敏夫(非常勤)  

開講年次 1年次 前期 単位数  2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 化学結合、物質の状態、反応速度など化学の基礎理論と無機化合物及び有機化合物の基本 

 的物質について学習するとともに、我々の身のまわりの化学物質の性質、用途などについ 

 て学習する。 

到達目標 
身のまわりの化学物質およびそれが関わる事象について化学的視野から理解できる 

ように化学の基礎を修得させる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 導入、ミクロの世界、物質量（モル） 

 原子の構造、元素の周期律と元素の性質 

化学結合 

物質の状態（１）物質の三態、気体、液体、固体 

物質の状態（２）混合物、モル濃度 

水と溶液 

 化学反応とエネルギー（１）反応速度 

化学反応とエネルギー（２）化学平衡、熱化学 

 酸と塩基、ｐH 

酸化と還元、光触媒 

無機化合物の世界 

 有機化合物の世界（１） 

有機化合物の世界（２） 

糖質、脂質、タンパク質および核酸の基礎知識（１） 

糖質、脂質、タンパク質および核酸の基礎知識（２） 

第 1章 

第 1章 

第 1章 

第 2章 

第 2章 

第 3章 

第 4章 

第 4章 

第 5章 

第 6章 

第 7章 

第 8章 

第 8章 

第 9章 

第 9章 

別途配布資料

で事後学習す

ること。 

宇地原 

 

 講 義 

 

テキスト 「ナースの化学」：中埜邦夫・塩田三千夫・山崎昶・中村美知子著 裳華房 ￥2500 

参考文献 講義中に適宜紹介する。 

他科目との 
関連  

成績評価 
の方法 期末試験、宿題、出席状況で評価する。 

学習相談・ 
助言体制 毎回講義終了後、30分程度学習相談に対応する。 

授業改善の 
特記事項 

パワーポイントを用いて講義する。講義のメモと事後学習を容易にするため、パワーポイ
ント原稿を縮小版にした資料を当日配布する。 

備 考  

 

 

─ 17 ─

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



 

科 目 

コード 
13140 

授業 

科目 

地 理 学 
（Geography） 

担当 

教員 
○上原富二男(非常勤) 

開講年次 2年次 前期  単位数 2単位 
科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 自然地理学ならびに人文地理学の基礎的視点に関する理解を深めるとともに、沖縄の離島 

 地域の地理的特性（島嶼性）についても学習する。 

到達目標 

1．地理学の考え方を知る。 

2．地球から沖縄（しま・島）の良さを学ぶ。 

3．世界的諸課題について，地理学の視点から，かつ沖縄の事例に基づく説明ができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

 

 

第2回 

 

 

第3回 

 

 

第4回 

 

 

第5回 

 

 

第6回 

 

 

第7回 

 

 

第8回 

 

 

第9回 

 

 

第10回 

 

 

第11回 

 

 

第12回 

 

 

第13回 

 

 1．地理学の考え方 

 1）風水の空間と構図 

 2）万葉集，おもろさうし，小浜節の世界 

 2．しまと島 

 1）しまとは 

 2）島の分類 

 3．地球の姿 

 1）季節と時差 

 2）地図と生活 

 4．地図の世界 

 1）地図の歴史 

 2）地図を読む 

 5．変動する地球 

 1）プレートテクトニクス 

2）地震と津波 

 6．環太平洋造山帯 

 1）ファイヤーリング 

 2）地殻運動と地形 

 7．サンゴ礁と台地 

 1）ゆいむんの海 

 2）階段の島 

 8．台地と集落 

 1）溶ける台地 

 2）泉と集落 

 9．気候と土壌 

 1）植生と気候 

 2）気候と土壌 

 10．三角江と港 

 1）長江とNapha Kiang 

 2）三角江と城 

 11．世界の人口 

 1）世界人口の変遷 

 2）人口問題 

 12．農業と食料生産 

 1）四つの農耕文化 

 2）Hunger map 

 13．政治と地理学 

 1）ペリーと琉球・沖縄 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

 

上 原 

 

 

 

講 義 
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第14回 

 

 

第15回 

 2）Keystone of the Pacific 

 14．地球環境問題 

 1）世界の環境問題 

 2）島の環境問題 

 15．総括 

豆テスト 

 

 

豆テスト 

 

テキスト  テキストは使用せず、配布プリントによって授業を進める。 

参考文献  参考文献は、授業で紹介するが、高等学校で使用した地理の教科書・地図帳があるとよい。 

他科目との
関連 

 授業科目全般 

成績評価 

の方法 

 豆テスト(30％)、レポート(20%)、まとめの試験(50％)で評価する。なお、試験には自分 
で作成したノートのみ持ち込みを可とする。 

学習相談・ 

助言体制 

 授業で毎回実施する豆テストは、授業への取り組みを評価する手がかりである。また、毎 
 回授業に対する意見や質問を提出することにより、授業の理解へつなぐ。 

授業改善の
特記事項 

 授業はテキストに代えてプリントによって進めるが、適宜関連資料を添付する。 

備 考 

 地理学は身近な科学である。その校正は系統地理学と地誌学を二つの柱とし、系統地理学 

 は自然地理学人文地理学に分けられる。授業は系統地理学分野を中心に、基礎的事象を理 

 解し、それらを沖縄の事象と比較、考察することにより理解を深める。 

 沖縄の島は小さい。しかし小さいから向こうが見える。たとえば、中等教育における地理 

 的諸事象は沖縄の島にも存在し、しかもそのスケールが小さいことから、確認しやすく、 

 理解につながる。すなわち本授業は、世界的諸課題について、地理学の視点から、かつ沖 

 縄の事例に基づく説明ができることを目標とする。 
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科 目 

コード 
13150 

授業 

科目 

環 境 学 
（Environmental Studies） 

担当 

教員 
○桜井国俊（非常勤） 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 現代社会の課題である地球環境問題の学習を通し、これまでの科学技術が地球環境にどの 

 ような影響を与え、また、その修復に私たちがどのように関われるかについて理解する。 

 また、環境と健康との関係についても学習する。 

到達目標 

 1．沖縄、日本、アジア、世界の環境の現状と課題について理解する。 

 2．日々の生活（ライフスタイル）が環境にどのように影響しているか考察出来るように 

    なる。 

 3．自らのライフスタイルを環境により優しいものとするための技能と意欲を獲得する。 

 4．自らが日々暮らす家庭、大学、沖縄社会を変革する意欲を形成する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
  事前・事後学習 
  （学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1～3回 

第4～6回 

 

第7～9回 

 

第10～12回 

 

第13～14回 

第15回 

第16回 

 序論・沖縄の環境問題概説 

 生態系・食物連鎖・生態ピラミッド・生物多様性 

 生態系を脅かした事件・事故（ボパール等） 

 持続可能な開発と環境倫理学 

 地球温暖化と地球サミット、資源エネルギー問題 

 ＤＤＴと環境ホルモン（化学物質の安全性） 

 食糧問題・食品安全問題、ゴミ問題、水問題 

 貿易と環境、途上国の環境問題、フェアトレード 

 授業のまとめ 

期末試験 

・ 毎回、次の講義の講

義資料を配布し、事

前に読んでいるこ

とを前提に授業を

行う。 

・ 期末試験は、事前配

布資料を含め、あら

ゆる資料の持ち込

みを可とする。 

・ 配布資料は、ファイ

ル保存して試験前

に目を通しておく

ことが必要。 

桜 井 講 義 

（適宜学生に

質問し、双方向

の授業となる

よう心がける） 

テキスト  次回に使用する講師作成の講義資料を毎回配布する。 

参考文献 

『沈黙の春』（レイチェル・カーソン、新潮社）、『奪われし未来』（シーア・コルボーン他、 

 翔泳社）、『世界がもし 100 人の村だったら』（池田香代子、ﾏｶﾞｼﾞﾝﾊｳｽ）、『バナナと日本人』

（鶴見良行、岩波新書）、『エビと日本人』（村井吉敬、岩波新書） 

他科目との
関連 

 なし 

成績評価 

の方法 

 出席カードに講義への感想、質問、意見等を記述してもらう。これをＡ（＋）、Ａ、Ｂ、
 Ｃの4段階で評価し、それを授業参加点（50点）とする。期末試験（50点）とあわせて成  
 績を評価する。 

学習相談・ 

助言体制 
  毎回の授業のあと、10分間、相談・助言のための時間を設ける。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 

 沖縄、日本、アジア、世界の環境の現状と課題について学び、あわせて21世紀の地球市民 

 として、われわれ沖縄の市民は環境に優しい社会を築くためにどのように行動すべきかを 

 明らかにする。 
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科 目 

コード 
13160 

授業 

科目 

数 学 
（Mathematics） 

担当 

教員 
○久高将壽(非常勤) 

開講年次 1年次 前期 単位数 2 単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30 時間 

履
修
条
件

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

身の回りにあふれている偶然に支配された出来事を乗り切るために、天気予報、トランプ、偏 

差値など現代社会の日常的な事柄にむすびつけて、偶然の中にある規則性の基礎を学び、数学 

の面白さを学習する。 

到達目標 

数学への親しみが増すことと、数学が「学習過程」の上では実験科学でもあり得ることを認識 

すること。また興味を持った数学の新しい分野を、どうやって勉強していったらよいかの自分 

なりの方法がみつかること。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後
学習（学習
課題） 

担当者名 授業形
態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

 

第 9 回 

 

第 10 回 

 

第 11 回 

 

第 12 回 

 

第 13 回 

 

第 14 回 

第 15 回 

地平線のすぐ上の月はなぜ大きいのだろう？ 

古代エジプトとインドの縄張り師たちの知恵 

ピタゴラス先生の困った教え「豆を食べるな」 

ルート２は許せない数、通約不能数の秘密 

ゼロの発見、「数とは何か、何であるべきか？」 

コンピューターでも計算できない数があるって本当？ 

2 進法と計算不可能数 

2 匹のウサギの子孫たちと黄金の長方形、「フィボナッチのふしぎ

な数」の話 

風景画のうまい描きかた、「昔の人は苦労しました、でもある方法

がついに・・・」 

物とその影のでき方、そこにはすばらしい規則がある・・・「影の

科学」 

パラボナ・アンテナは伊達にあの形をしているのではないのです 

いろいろな図形を描いてくれる機械を工夫してみよう 

アラビア人は知っていたそうだ、「タイルの模様は 17 種類しかな

い！」こと 

ケプラー先生と宇宙の神秘、「正多面体の調和が太陽系の設計図に

ちがいない」 

数と図形を結婚させよう！放浪の哲学者が開いた近代数学への道 

雪の形は怪物曲線、無限に豊かなフラクタル図形の世界 

 久 高 

 

講 義 

 

テキスト  特にテキストというものはありません。必要な資料はプリントを配布します。 

参考文献  必要に応じて講義の際に詳しく紹介します。 

他科目との

関連 
 

成績評価 

の方法 

最後に全15回の講義の中から、気に入ったテーマを選んで詳しくまとめたレポートを提出し 
てもらいその内容の濃さと量で評価します。何かオリジナルな発想が一つでもあると評価が 
ぐんとアップします。 

学習相談・ 

助言体制 
対面方式およびEメールで学習相談・助言体制を整える。 

授業改善の

特記事項 
  

備 考 
なるべく視覚教材を多く使用し、講義形式と手作り教材による半実習とを交互に織り交ぜなが 

ら授業を進めます。毎回事前に手作りの簡単な道具（糊や鋏、厚紙、定規など）の準備を指定 

します。 
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科 目 

コード 
11230 

授業 

科目 

沖縄の生活と文化 

（Okinawa Lifestyle and Culture） 

担当 

教員 
○成定洋子(非常勤) 

開講年次 1 年次 前期 単位数 2 単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30 時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 世界における｢文化の多様性｣の基本的理解の上に、沖縄に暮らす個人ならびに共同体がも 

 つ強みと弱みをグローバルな視点からとらえられるように、沖縄の｢歴史や文化｣と現代社 

 会において沖縄の人々の生活を支える｢地域の社会心理的特性｣との関わりについて学習す 

 る。 

到達目標 
１.沖縄の生活と文化について、歴史的視点から理解する。 

２.沖縄に生活と文化について、各自の考察を行う。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第１回 

第２回 

第３回 

第４回 

第５回 

第６回 

第７回 

第８回 

第９回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

全体の講義についての説明 

「沖縄の文化」のイメージ①  

「沖縄の文化」のイメージ② 

暮らしと信仰① 

暮らしと信仰② 

沖縄の文化とジェンダー① 

沖縄の文化とジェンダー② 

消えゆく文化論① 

消えゆく文化論② 

戦後の文化変容① 

戦後の文化変容② 

戦後の文化変容③ 

世界のウチナーンチュ① 

世界のウチナーンチュ② 

まとめ、沖縄の生活と文化をめぐる展望 

事前・事後学

習の学習課題

については、

各講義時に説

明する。 

成  定 講 義 

 

テキスト  各講義で、随時紹介する。 

参考文献 各講義で、随時紹介する。 

他科目との
関連 

 沖縄の生活や文化を理解・考察することを通して、沖縄における医療や健康の問題を取り

上げる。 

成績評価の
 方法 

毎回の出席カード 

学習相談・ 

助言体制 
毎回の授業の前後に質問を受け付ける。 

授業改善の
特記事項 

 出席カードや授業評価に記述された要望などを必要に応じて随時取り入れていく。 

備 考  
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科 目 

コード 
12110 

授業 

科目 

社 会 学 
（Sociology） 

担当 

教員 
○山口賢一 

開講年次 2 年次 前期 単位数 2 単位 
科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選  択 時間数 30 時間 

履
修
条
件

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

社会学の基礎理論をふまえ、個人と社会、集団、地域社会、社会文化等についての理

解を深め、情報化社会、少子高齢化社会、グローバリゼーション等についての問題を

取り上げ、事象の多面的な捉え方について学習する。 

到達目標 社会学の基礎概念およびテーマを理解し、批判的思考を養成する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後
学習（学習
課題） 

担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

第 9回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

社会学とは何か／社会学的想像力 

社会を観察する方法 

社会で生きる「私」 

変容する家族のかたち 

性の多様なあり方を考える 

「現実を生きる」ための社会学 

環境・災害社会学 

逸脱行動と社会問題／社会学と医療 

「格差」の社会学 

生活空間としての地域社会 

グローバル社会とエスニシティ 

宗教から社会を捉える 

社会の中のメディア／メディアが動かす社会 

国家と社会運動 

総括 

テーマに沿

ってテキス

ト、参考文

献を講読 

山 口 講義&エク

ササイズ 

テキスト 篠原清夫・栗田真樹編『大学生のための社会学入門』晃洋書房 

参考文献 講義中に適宜指示する。 

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価 
の方法 定期試験（40％）、プレゼンテーション（40%）、出席・講義参加度（20％） 
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学習相談・ 

助言体制 
授業毎に質疑応答により理解を助ける。 

授業改善の
特記事項 

授業毎に一分間メモを用いて疑問点をくみ上げ、次回の授業に反映させる。 

備 考 
研修室および電子メール情報については授業内で適宜案内する。定期試験は期末筆記

試験あるいはレポート提出。 
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科 目 

コード 
12120 

授業 

科目 

法  学 
（Law） 

担当 

教員 

○吉本篤人(非常勤) 

 岩垣真人(非常勤) 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

「法」とは何か，法のしくみ及び基本原理を正しく理解し，日常生活において生ずる様々な 

問題を法はどのように処理，解決しているのかについて学習する。また，生命を尊び，人権 

を尊重することを理解するために，日本国憲法の基本的人権の章に焦点をあてて学習する。 

到達目標 

１．法に関する基礎的知識を得て，日常生活で生じる問題を法的に考えることができる。 

２．憲法及び刑法で用いられる基本的な原理・概念を理解し，説明することができる。 

３．現代社会で起きる事柄を法的観点から読み解き，自分の意見を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

 
第1～7回 

 
 
 
 
 
 
 
 

第8～14回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第15回 

 
Ⅰ 法学入門――日常生活と法 
（１）法の世界へようこそ 
（２）法の実現は裁判で――訴訟手続 
（３）裁判に関わる人々 
（４）日常生活と契約 
（５）日常生活とアクシデント 
（６）雇用社会のルール 
（７）家族関係と法 
 
Ⅱ 憲法と刑法 
（８）憲法とはどのようなものか 
（９）憲法上の権利 
（10）統治の仕組み（１）国会と内閣 
（11）統治の仕組み（２）裁判所 
（12）統治の仕組み（３）地方自治 
（13）憲法と刑法（１）罪刑法定主義 
（14）憲法と刑法（２）錯誤論，共犯論 
 
Ⅲ 講義のまとめ 
（15）講義のまとめと試験 

 
 
事前・事後学習
や学習課題に
ついては，各講
義時に説明す
る。 
 

 
 
吉 本 

 
 
 
 
 
 
 
 
岩 垣 

 
 
 
 
 
 
 
 
吉 本 

 
 

講 義 
 
 
 
 
 
 
 
 

講 義 
 
 
 
 
 
 
 
 

講 義 

テキスト  初回講義時に提示する。 

参考文献  講義中に適宜提示する。 

他科目との
関連 

 授業科目全般 

成績評価 
の方法  学期末試験 

学習相談・ 
助言体制  講義中に質疑を受け，対応する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 
 新聞を読む習慣を身に付けてもらいたい。 
 教員免許状（養護教諭二種）を取得するための必修科目。 
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科 目 

コード 
12130 

授業 

科目 

経 済 学 
（Economics） 

担当 

教員 
○狩俣一郎(非常勤) 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
経済学の基本的な知識と医療経済学の知識を用いた実践能力を学ぶ。      

 

到達目標 

経済理論の基本的な理解。医療経済学の基本的な理解。 

我が国における社会保障と医療経済の現状の理解。 

医療の現場における医療経済学の理解。 

医療経済学の知識を用いて現場での実践的な活動計画の検討ができるようになる。   

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

経済学・医療経済学とはなにか。 

需要と供給（価格はどうやって決まるの） 

需要と供給２（価格はどうやって決まるの） 

グループワーク 

前半のまとめ 

ミクロ経済（市場とは） 

経済の循環とマクロ経済① 

経済の循環とマクロ経済② 

経済の循環とマクロ経済③ 

中間のまとめ 

世界と日本における社会保障と医療経済 

医療保険・介護保険のメカニズム 

医療スタッフの労働市場 

医療現場での医療経済 

テスト 

事前、事後学

習や学習課題

については、

各講義時に説

明する。 

狩 俣 

 

講 義 

 

テキスト   項目ごとにオリジナル資料にて講義を行うので、その他のテキストは使用しない。 

参考文献 
  紙面の都合ですべてを掲載できないので、講義開始時に一覧表を配布する。 

菅原 晃（2013 年）『高校生からわかるマクロ・ミクロ経済学』 河出書房新社 他  

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価 

の方法 
 授業参加状況（30％）＋ レポート（30％）＋ 期末試験（40％） 

学習相談・ 

助言体制 
 講義中に質疑を受け、対応する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 
 経済学の初歩的な理解を得て、興味を持ってもらうことを目的としています。 
また、医療経済学の基本を学び、実践に生かせる知識の取得を期待しています。     
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科 目 

コード 
12160 

授業 

科目 

情 報 学 
（Informatics） 

担当 

教員 
○米盛徳市(非常勤) 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 情報の持つ意味など情報の本質に関する理論や知識を学び、さらには科学的思考活動や社 

 会調査など研究活動に結びつく情報の処理方法とその応用を学習する。 

到達目標 

1．情報の意味およびその活用方法について述べることができる。 

2．情報およびデータの分類について述べることができる。 

3．調査データを用いた情報処理を行うことができる。 

4．処理した情報を活用することができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 情報とリテラシー：情報とは何か 

 ICTについて：インターネット技術と仕組み 

 情報の活用と発信：ブラウザによる情報の活用 

 データ処理１：データの分類と尺度 

 データ処理２：数値とカテゴリーの扱い 

 データ処理３：基礎的データ処理の考え方 

 データ処理４：２つのデータの組み合わせ  

 データ処理５：２つ以上のデータの組み合わせ  

 データ処理６：高度なデータ集計法と適応範囲 

 データ処理環境の選択とツール：Excelと統計ソフト 

 Ｒ言語による情報処理演習1：基本操作編 

 Ｒ言語による情報処理演習2：データ入力 

 Ｒ言語による情報処理演習3：基礎集計 

 Ｒ言語による情報処理演習4：クロス集計 

 まとめ 

 

 

 レポート１ 

 

 

 レポート２ 

 

 

 レポート３ 

 

 レポート４ 

 レポート５ 

 レポート６ 

 レポート７ 

米 盛 

 

講 義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演 習 

 

 

テキスト   R 初心者のための ABC シュプリンガー・ジャパン(演習用)、講義は配布資料を基に行う。 

参考文献   講義時に紹介する。 

他科目との
関連 

 授業科目全般 

成績評価 

の方法 
  出席 10％、演習参加状況 40％、試験 50％ 

学習相談・ 

助言体制 

 講義は全体で３回レポートを課す。演習は毎回レポートを課す。レポートは次回授業まで 
 に提出を求め、講義内容についての理解を広げ深める方法の体験を促す。 

授業改善の
特記事項 

  講義および演習内容を伝達するための資料を毎回作成、配布する。 

備 考  
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科 目 

コード
11140 

授業 

科目 

哲  学 
（Philosophy） 

担当 

教員 
○大城信哉(非常勤)

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 「自我」「自然」「人間」のありよう等について哲学的に考察する力を身につけられるように 

  具体的事例と結びつけて、哲学とは何かを学習する。 

到達目標 

1. 批判的に検討する姿勢を学び、多角的かつ合理的に考えられるようになる。

2. 哲学的な考え方について、具体的な事例に即して説明できるようになる。

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

講義担当者は講義内容を準備してくるが（あたりまえであ

る）、受講者から問題提起があればそちらを優先しても良い。

以下はあくまで叩き台として提示するものである。受講者諸

君に哲学にこういうことを期待したいという希望があれば、

ぜひ聞かせてほしい。 

講義概要および哲学の概略的紹介、受講者諸君との合意作り 

哲学という考え方について（１） 反省ということ 

哲学という考え方について（２） 自然と規範 

哲学という考え方について（３） 「私」とは誰か 

哲学という考え方について（４） 人間であること 

論理的に考えるために 思考と言語 

哲学の始原（１） 古代ギリシア：神話から

ソフィストまで

哲学の始原（２） ソクラテス

哲学の始原（３） プラトン

哲学の始原（４） アリストテレス

現代社会と哲学（１） 科学について

現代社会と哲学（２） 宗教について

現代社会と哲学（３） 美と芸術について

現代社会と哲学（４） 生命について

まとめ 哲学の自己批判

各講義時に

説明。全体的

に言うなら

予習は不要、

しかし復習

は必要であ

る。 

 

大 城 講 義 

テキスト   使用しない。資料を適宜配布する。 

参考文献 
  教室にて指示する。 

他科目との
関連 

合理的かつ批判的な思考はすべての学問に必要なので、他科目全般に通じよう。 

成績評価 
の方法 

全15回を終えたあとにレポートを課すつもりだが、受講者の希望によっては試験にするか
もしれない。ここのところは第１回講義時に受講生諸君と協議したい。 

学習相談・ 
助言体制 

  講義中もしくは講義終了時に質問あるいは相談してくれたら、その都度対応する。

授業改善の
特記事項 

授業評価に記された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく他、学期中でも受講者

諸君の気づいたところがあれば言ってほしい。改善すべきところがあれば随時改善する。

備 考 

取り立てて事前の知識は必要としないが、受講者諸君の積極的な参加を希望する。哲学が

考える問題とは生きること、自分自身であること、正しくあることなど、すべての人にか

かわるもので、決して一部専門家だけにかかわるものではないのだから。
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科 目 

コード 
11110 

授業 

科目 
心 理 学 

（Psychology） 
担当 

教員 
○渡久山朝裕 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 心理学の主要な領域からの研究成果やトピックにふれつつ、人間の心と行動、文化に理解を 

 深め、心理現象のメカニズム、内省、コミュニケーション、集団力動等について学習する。 

到達目標 

1．心理学の専門用語を学び、適切に使うことができる。 

2．人間の心と行動の諸特徴を知る。 

3．自己および他者の内面で動いている心理現象に気づくことができる。 

4．ストレスと心の健康について理解できる。 

5．集団の特徴について知る。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 授業の概要説明 

 心理学とは 

 感覚と知覚① 

感覚と知覚② 

 記憶  

 学習  

 感情と動機づけ  

 性格とパーソナリティ  

 社会と集団 

発達① 

発達② 

 心の健康① 

 心の健康② 

 フロイトの精神分析：理論と治療法 

 医療・看護と心理 

 

P1-12 

P13-31 

 

P33-51 

P73-94 

P95-118 

P119-134 

P143-166 

P167-194 

 

資料 

資料 

資料 

P223-242 

渡久山 

 

講 義 

テキスト  系統看護学講座 基礎分野「心理学」：山村豊・髙橋一公 医学書院 \2,300 

参考文献  適宜、紹介する。 

他科目との
関連 

 「人間関係論」「臨床心理」での学習につなげる。 

成績評価 
の方法 ミニ・レポート12％、期末レポート20％、期末試験68％ 

学習相談・ 
助言体制 

 毎回の授業の終了時に提出させる出席カードに、理解できなかった内容、疑問に感じた点 
 等を記述させ、次回の授業の冒頭で説明・補足を行う。 

授業改善の
特記事項 

 心理学の様々な分野に関する文献を検索し、報告するミニ・レポートを学期中に3回程度、
課すことで心理学の幅広さを理解させ、興味・関心を喚起し、図書館になじませる。 

備 考 テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
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科 目 

コード
11130 

授業 

科目 

教 育 学 
（Education） 

担当 

教員
○浅野誠(非常勤)

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

人間関係 学校教育 学校外教育 教育の歴史 教育と社会 学校改革 教育内容 教育方

法 授業 ワークショップ 教科外教育 教育における個人と集団 教育と健康 世界の教

育 進路指導 人生創造と教育 参加 

到達目標 

1．教育についての関心・認識・考えを広げ深めること
2．受講生相互の協同的知的活動を通して、教育の前提である人間関係を広げ深めること
3．教育的発想・教育的関わりの初歩を体験的に学びとる

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習    
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 教育と人間関係 

学校 学習 教育内容 

 出会い／発見・協同 

教科 学校と社会 

 教育環境 教室 

 相手・課題・場面に応じた指導方法 

人生創造と教育 

生涯学習 進路指導 

参加型教育 1 

参加型教育 2 

健康と教育  

国際的難題と教育  

世界と教育 政治経済と教育  

 同上  

自己評価 他者評価 

テキスト№3，4，

26

２，５．１０

２７，３１

２９

７，８

１３，１５，

１６

19，21、

受講生によるワーク

２４，３３

２３

２３、受講生ワーク

２３、受講生ワーク

自己評価・他者評価

浅 野 講 義 

テキスト 「浅野誠ワークショップシリーズ№７ 楽しいワークショップ」 

参考文献 浅野誠「沖縄おこし・人生おこしの教育」、浅野誠「＜生き方＞を創る教育」 ほか 

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価 

の方法 

１）毎回のレポート（予習・中間メモ・最終メモを含む）7回  各１～0ポイント

２）特別レポート ３回 各５～0ポイント 

３）ワークショップつくりなど、授業過程での貢献  随時0～3ポイント

以上の総計×４で算出した点数を、看護大学評価基準にあてはめて評価する。

学習相談・ 

助言体制 
授業前後の時間での面談 メールによる相談 

授業改善の
特記事項 

授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 
考えを出し合いつつ、クラスメイトとの多様な交流協同活動を軸にした大変活動的な授業で

す。与えられたものをこなすという受身型ではありません。積極的な行動が期待されます。 
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科 目 

コード 
11160 

授業 

科目 

文 学 
（Literature） 

担当 

教員 
○波平八郎(非常勤) 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 人間理解を深められるように、文学作品を解釈並びに享受するための様々な方法論を概観 

 するとともに、沖縄の文学作品についても学習する。 

到達目標 

1．物語の構造分析の理論を説明できる。 

2．ある物語についてその理論を適用して分析することができる。 

3．日本および沖縄の文学の代表的な作品についてその概要を説明することができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 オリエンテーション 

 読むための理論 

 プロップの理論 

 物語の構造分析① 

 物語の構造分析② 

 物語の構造分析③ 

 物語の構造分析（ヒーローズジャーニー） 

 大江健三郎の文学観 

 レジリエンス文学論① 

 レジリエンス文学論② 

 沖縄の文学（琉歌①） 

 沖縄の文学（琉歌②） 

 さまざまな文学①（『ナビィの恋』） 

 さまざまな文学② 

 まとめ 

[1-2]レポートの

作品を決定。 

[3]配布資料 

[4-6]作品を分析

しレポートにま

とめる。 

[7]配布資料 

[8-9]配布資料 

 

[10-12]配布資料 

 

 

[13-14]映像資料 

波 平 

 

講 義 

 

テキスト  なし。授業中に適宜資料を配布する。 

参考文献 

1．大江健三郎『新しい文学のために』（岩波新書） 

2．沖縄県教育文化資料センター編『新編 沖縄の文学』（沖縄時事出版） 

3．その他 

他科目との
関連 

他のすべての科目をとおして、言語表現の方法について意識的であることを心がけること。 

成績評価 

の方法 
出席10％、学習参加状況・課題レポート20％、試験70％ 

学習相談・ 

助言体制 

 授業に関する質問はメールで送ってください。 
         namihira@okigei.ac.jp（沖縄県立芸術大学） 

授業改善の
特記事項 

教員と学生のインタラクティブ（対話的）な授業にするために、受講生は授業中にレポー
トや意見の発表が求められます。 

備 考  なし 
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科 目 

コード 
11170 

授業 

科目 

歴 史 学 
(Historical Science) 

担当 

教員 
○前田 勇樹(非常勤) 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 歴史や文化がどのように作られてきたかを理解するために、人間の活動や人物像を通して 

 歴史を学習する。 

到達目標 

本講義では、「遊び」「身近な歴史」「病気」「イメージ」「歴史的転換期」など各テーマを 

通して、琉球・沖縄の歴史を中心に歴史の「考え方」を学び、広い視野や柔軟な発想力の 

習得を目指す。そのため、本講義の内容は琉球(沖縄)に留まらず、日本・小笠原・北海道 

やアジアをはじめとする世界の歴史と関連させた内容となっている。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

ガイダンス―覚える歴史から、考える歴史へ― 
大学でのレポート・テスト・論文とは 

遊びから考える① 琉球版人生ゲームをやってみよう！ 

遊びから考える② 「聖人上」と近世の琉球社会 

歴史を歩く① 「上り口説」を歩いてみた！ 

歴史を歩く② 「書を持って街へ出よう」 

病気と歴史 ペスト・梅毒の世界史 

病気と歴史 コレラ・天然痘の世界史と琉球・沖縄 

中間テスト 

琉球・沖縄イメージの歴史① 近世～明治期 

琉球・沖縄イメージの歴史② 戦前～復帰前 

琉球・沖縄イメージの歴史③ 戦後から現在へ 

琉球処分とその時代① 先行研究と歴史認識 

琉球処分とその時代② 同時代を広い視野から 

まとめ 

事前、事後学

習や学習課題

については、

各講義時に説

明する。 

前 田 講 義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

テスト 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

テキスト 特になし。講義の際にプリント配布 

参考文献 

安里進他『沖縄県の歴史』(山川出版会、2004 年)、石原俊『近代日本と小笠原諸島－移 

動民の島々と帝国』(平凡社、2007 年)、上里隆史『マンガ 沖縄・琉球の歴史』(河出書 

房新社、2016 年)、『沖縄県史』各論編 6沖縄戦(沖縄県教育委員会、2017 年)、『沖縄県 

史』各論編 5近代(沖縄県教育委員会、2011 年)、多田治『沖縄イメージを旅する』(中公 

新書ラクレ、2008 年)、立川昭二『病気の社会史―文明に探る病因』(岩波現代文庫、20 

07 年)、ティネッロ・マルコ『世界史からみた「琉球処分」』(榕樹書林、2017 年)、ラブ・

オーシュリ、上原正稔編『青い目が見た大琉球』(ニライ社、1987 年)など  

※そのほか講義のなかで適宜紹介する。 

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価の
 方法 

 平常点４０％、中間テスト２０%、期末テスト４０％。無連絡欠席４回で不可とする。 

※平常点は毎回授業の最後に書いてもらうリアクションペーパーで評価します。 

学習相談・ 
助言体制 

 講義に関連したことについて、レポートなどを書かせて発展学習を促す。また、毎回質疑 

を受け対応し理解を助ける。 

授業改善の
特記事項 

 講義内容を伝達するための講義資料を作成して配布する。 

 

備 考 

高校までの「歴史」は歴史事象や年号の暗記が主であるが、大学で学ぶ「歴史学」という 

学問には暗記ではなく「考える」ことが求められる。ある物事や事件、出来事について時 

系列から、広い視野から、もしくは今と繋げて考えることで、何気ない出来事から多様な 

側面が見えてくるだろう。琉球・沖縄の歴史に関心のある学生や、沖縄の事もっと知りた 

いけど歴史の授業が苦手(嫌い)だった学生を歓迎します。 
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備 考 

高校までの「歴史」は歴史事象や年号の暗記が主であるが、大学で学ぶ「歴史学」という 

学問には暗記ではなく「考える」ことが求められる。ある物事や事件、出来事について時 

系列から、広い視野から、もしくは今と繋げて考えることで、何気ない出来事から多様な 

側面が見えてくるだろう。琉球・沖縄の歴史に関心のある学生や、沖縄の事もっと知りた 

いけど歴史の授業が苦手(嫌い)だった学生を歓迎します。 
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科 目 

コード 
14010 

授業 

科目 

日本語表現法 
（Japanese Language Communication） 

担当 

教員 

○喜屋武政勝(非常勤) 

伊狩典子(非常勤) 

仲原 穣(非常勤) 

開講年次 1年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 60時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

社会生活や職業生活においてスムーズなコミュニケーションをとるために欠かせない

日本語による話し方及び日本語の特徴について学習する。特に、形式と目的に合った簡

潔・明瞭、正確かつ論理的に表現する方法を学ぶ。また、うちなーぐち（沖縄の方言）

の表現の特徴についても学習する。 

到達目標 

1．日本語による表現の基礎となる日本語の基礎的な特徴について理解できる。  

2．自分の考えを日本語で的確に表現し、相手に伝えることができる。 

3．場面に合わせて適切な文体や敬語を使うことができる。 

4．うちなーぐちの表現と琉球語の特徴について理解できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

 

第10回 

 

第11回 

 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 

     

第16回 

第17回 

第18回 

第19回 

第20回 

第21回 

第22回 

第23回 

第24回 

第25回 

第26回 

 

日本語の特徴①語彙の体系（語彙をゆたかに）  

日本語の特徴②語彙の体系（まとめ、練習） 

日本語の特徴③文法の体系（品詞、「てにをは」） 

日本語の特徴④文法の体系（「は」と「が」） 

日本語の特徴⑤音韻の体系（音節と単音、音声と音韻） 

日本語の音声表現①読みと分析「絵本」 

日本語の音声表現②感想の交流 

日本語の音声表現③発表、表現読み 

日本語の音声表現④読みと分析、感想の交流 

「わすれられない おくりもの」 

日本語の音声表現⑤読みと分析、感想の交流 

｢詩 五編」 

日本語の音声表現⑥「あなた、その川を渡らないで」

鑑賞 

日本語の音声表現⑦感想の交流 

沖縄方言入門（簡単なあいさつことば） 

沖縄方言の表現①（よく使う沖縄方言の表現） 

沖縄方言の表現②（健康・体調不良に関わる表現） 

期末試験 

 

日本語の単語①（複合語・派生語） 

日本語の単語②（省略語） 

日本語の表現①（慣用句） 

日本語の表現②（ことわざ・四字熟語） 

日本語の文のしくみ①（文の種類・動詞の基本） 

日本語の文のしくみ②（受身文） 

日本語の文のしくみ③（可能文・間違えやすい表現） 

日本語の文のしくみ④（使役文） 

日本語の文体（文体の基本・若者ことば） 

日本語の文のしくみ⑤（敬語の基本） 

日本語の文のしくみ⑥（敬語の使い方・間違えやす

い敬語） 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜屋武 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

伊 狩 

〃 

〃 

 

 

仲 原 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

講義＋演習 
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第27回 

 

第28回 

 

第29回 

 

第30回 

 

日本語のまとめ／中間試験―日本語の単語・文のし

くみ・文体― 

沖縄のことば①（琉球語の名称・範囲・区分・うち

なーぐちとの違い・現状） 

沖縄のことば②（琉球語の多様性・うちなーやまと

ぅぐち） 

 沖縄のことば③（うちなーぐちの音と文のしくみ） 
期末試験 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

 

テキスト 
基本的にプリントを使用（喜屋武・仲原） 

配布資料（伊狩） 

参考文献 

 野田尚史・森口稔(2004)『日本語を話すトレーニング』ひつじ書房 

 稲福盛輝(1992)『医学沖縄語辞典』ロマン書房 

庵 功雄・日高水穂・前田直子・山田敏弘・大和シゲミ（2003） 

『やさしい日本語のしくみ』くろしお書房 

 西岡敏・仲原穣（2006[2000]）『沖縄語の入門―たのしいウチナーグチ―』白水社 

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価 

の方法 

① 学習参加状況（発表、小課題）25%、試験 75%（喜屋武、伊狩） 

② 学習参加状況（コメントシートの提出）25％、試験 75％（仲原）   

①②を総合して評価します。 

学習相談・ 

助言体制 

小テスト、受講メモの取り組みや、スピーチやインタビューなど、次回の授業のための準備

をしてもらい、授業内外での学習活動を促す。 

 沖縄方言による会話を暗唱できるように指導する。配布されたプリントや資料を２日以内

に見直して講義をふり返る。 

授業改善の
特記事項 

グループ活動を多用することにより、授業を活性化するとともに、ともに助け合いながら、 

学び合う姿勢を育てる。 

 沖縄方言による会話例を講義資料として配付する。 

備 考 ＊都合により、変更になることがあります。 
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科 目 

コード 
14141 

授業 

科目 

英 語 I 
（English I） 

担当 

教員 
○山城綾子 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 60時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

日常生活や様々な場面で必要とされる英語の表現法を学び、インプット（聴く）からアウ 

トプット（話す）まで効果的に学習する。またコミュニケーションには不可欠な異文化理 

解も意識しながら総合的な英語力を身につけられるよう学習する。 

到達目標 

1．会話表現で用いる基本的な語彙を習得できる。 

2．基礎的な文法を理解し、実際の会話で活用できる。 

3．異文化理解を深めながら、自分の考えや意見を英語で表現できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1･2 回 

 

第 3･4 回 

 

第 5･6 回 

 

第 7 回 

第 8･9 回 

 

第 10･11 回 

 

第 12･13 回 

 

第 14･15 回 

 

第 16･17 回 

 

第 18･19 回 

 

第 20･21 回 

 

第 22 回 

第 23･24 回 

 

第 25･26 回 

 

第 27･28 回 

 

第 29･30 回 

 

 Unit 0＋1 ＋ Online Practice 1 

Listening Quiz 1  

 Unit 2 ＋ Online Practice 2 

Reading Quiz 1 ＋ Listening Quiz 2 

 Unit 3 ＋ Online Practice 3 

Reading Quiz 2 ＋ Listening Quiz 3 

Review Units 1 - 3 

Unit 4 ＋ Online Practice 4 

Reading Quiz 3 ＋ Listening Quiz 4 

 Unit 5 ＋ Online Practice 5 

Reading Quiz 4 ＋ Listening Quiz 5 

Unit 6 ＋ Online Practice 6 

Reading Quiz 5 ＋ Listening Quiz 6 

Review Units 4 - 6 

 Comprehensive Session 

Unit 7 ＋ Online Practice 7 

Reading Quiz 6 ＋ Listening Quiz 7 

Unit 8 ＋ Online Practice 8 

Reading Quiz 7 ＋ Listening Quiz 8  

Unit 9 ＋ Online Practice 9 

Reading Quiz 8 ＋ Listening Quiz 9 

Review Units 7 - 9 

Unit 10 ＋ Online Practice 10 

Reading Quiz 9 ＋ Listening Quiz 10 

Unit 11 ＋ Online Practice 11 

Reading Quiz 10 ＋ Listening Quiz 11 

Unit 12 ＋ Online Practice 12 

Reading Quiz 11 ＋ Listening Quiz 12 

Review Units 10 - 12 ＋ Reading Quiz 12 

 Comprehensive Session 

Final Examination 

P. 2-9 

 

P.10-15 

 

P.16-21 

 

P.22-23 

P.24-29 

 

P.30-35 

 

P.36-41 

 

P.42-43 

 

P.44-49 

 

P.50-55 

 

P.56-61 

 

P.62-63 

P.64-69 

 

P.70-75 

 

P.76-81 

 

P.82-83 

 

山 城 

 

演 習 

 

テキスト 
 “Smart Choice 2 with Smart Choice Online Practice and on the Move”   

Oxford University Press  

参考文献  講義中に適宜紹介する。 
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他科目との
関連 

今後学ぶ英語Ⅱ～Ⅳに向けて語彙、英文法の基礎を固める。 

成績評価 

の方法 

定期試験（20%）Listening Quiz（10%）Reading Quiz（10%）E-Learning（20%） 

出席・講義参加度（20%）Reading Rog (20%) 

学習相談・ 

助言体制 
 授業毎に質疑を受け対応し理解を助ける。 

授業改善の
特記事項 

テキスト内容を補充するQuiz及びE-Learningを毎回行う。 

学習ストラテジーを用いた多読図書の導入を行う。 

備 考 
大学レベルの英和辞書を必携すること。 

教員の免許状（養護教諭二種）取得のための必修科目 
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科 目 

コード 
14142 

授業 

科目 

英語Ⅱ 

（English Ⅱ） 
担当 

教員 
○山城綾子 

開講年次 1年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 60時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 英語Ⅰで習得した日常会話の語彙や文法を活かし、保健・看護・医療に関する基礎的な 

 コミュニケーションを学習する。 

到達目標 

1．基礎的な専門用語を習得する。 

2．言語と文化の関係を意識しながらコミュニケーションをとることができる。 

3．様々な場面や状況に即した対応を、英語を用いてスムーズにできる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1・2回 

 

第 3・4回 

 

第 5・6回 

 

第 7 回 

第 8・9回 

 

第 10・11 回 

 

第 12・13 回 

 

第 14 回 

第 15・16 回 

 

第 17・18 回 

 

第 19・20 回 

 

第 21 回 

第 22・23 回 

 

第 24・25 回 

 

第 26・27 回 

 

第 28 回 

第 29・30 回 

 

 Introduction & Unit 1 

 Sentence Quiz 1 

 Unit 2 

 Vocabulary Quiz 1 ＋ Sentence Quiz 2 

 Unit 3 

 Vocabulary Quiz 2 ＋ Sentence Quiz 3 

 Comprehensive Session 

Unit 4 Additional Vocabulary Quiz Unit 1-3 

 Vocabulary Quiz 3 ＋ Sentence Quiz 4 

 Unit 5 

 Vocabulary Quiz 4 ＋ Sentence Quiz 5 

 Unit 6 

 Vocabulary Quiz 5 ＋ Sentence Quiz 6 

Comprehensive Session 

Unit 7 Additional Vocabulary Quiz Unit 4-6 

 Vocabulary Quiz 6 ＋ Sentence Quiz 7 

 Unit 8 

 Vocabulary Quiz 7 ＋ Sentence Quiz 8 

 Unit 9 

 Vocabulary Quiz 8 ＋ Sentence Quiz 9 

 Comprehensive Session 

Unit 10 Additional Vocabulary Quiz Unit 7-9 

 Vocabulary Quiz 9 ＋ Sentence Quiz 10 

 Unit 11 

 Vocabulary Quiz 10 ＋ Sentence Quiz 11 

 Unit 12 Additional Vocabulary Quiz Unit 10-12 

 Vocabulary Quiz 11 ＋ Sentence Quiz 12 

 Comprehensive Session 

Final Exam Preparation  

Final 

P.6-11 

 

P.12-17 

 

P.18-26 

 

P.27-29 

 

P.30-36 

 

P.37-45 

 

P.46-54 

P.55-57 

P.58-65 

 

P.66-75 

 

P.76-84 

 

P.85-87 

 

P.88-96 

 

P.97-103 

 

P.104-112 

 

P.113-115 

 

山 城 

 

演 習 

 

テキスト  “Speaking of Nursing” NAN’UN-DO 

参考文献 “看護英語の基本用語と表現”メジカルビュー社 

他科目との
関連 

 英語 Iで習得した語彙や文法を土台として、専門関連科目で得た知識を生かし、看護・ 

 保健・医療分野の英語の基礎を学ぶ。 

成績評価 
の方法 

  定期試験（30%）Sentence Quiz（15%）Vocabulary Quiz（15%） 

Additional Vocabulary Quiz (10%) 出席・講義参加度（30%） 
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学習相談・ 
助言体制  授業毎に質疑を受け対応し理解を助ける。 

授業改善の
特記事項 

テキスト内容を補充するQuizを毎回行う。視聴覚教材や英字新聞を適宜使用する。 

備 考 
 大学レベルの英和辞書を必携すること。 

 参考文献は出来るだけ入手して活用することを勧める。 

 学生の積極的参加が求められる。 

 

─ 39 ─

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



科 目 

コード 
14143 

授業 

科目 

英 語 Ⅲ 

（English Ⅲ) 
担当 

教員 

○山城綾子 

 山口賢一 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
読む、書くことを中心に英語を学習する。一般英文記事を読み、英文を正確に、かつ効果的

に理解し、自分の意見を英語の文章で論説的に表現することを学習する。 

到達目標 

1．英文を読み、書くのに必要な基礎的語彙力を習得できる。 

2．英文を読み、書くのに必要な基本的文法を理解し使うことができる。 

3．様々な場面やトピックに合わせて英語で記述できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

 

第 4 回 

 

第 5 回 

 

第 6 回 

 

第 7 回 

 

第 8 回 

 

第 9 回 

 

第 10 回 

 

第 11 回 

 

第 12 回 

 

第 13 回 

 

第 14 回 

 

第 15 回 

 Introduction 

Timed Reading 1 + Reading Rog  

 Unit 1 

 Timed Reading 2 + Writing 1 + Reading Rog 

 Unit 2 

 Timed Reading 3 + Writing 2 + Reading Rog 

 Unit 3  

 Timed Reading 4 + Writing 3 + Reading Rog 

 Unit 4  

Timed Reading 5 + Writing 4 + Reading Rog  

Unit 5  

 Timed Reading 6 + Writing 5 + Reading Rog 

 Unit 6  

Timed Reading 7 + Writing 6 + Reading Rog  

Unit 7  

Timed Reading 8 + Writing 7 + Reading Rog  

Unit 8  

Timed Reading 9 + Writing 8 + Reading Rog  

Unit 9 

Timed Reading 10 + Writing 9 + Reading Rog  

Unit 10  

Timed Reading 11 + Writing 10 + Reading Rog  

Unit 11 

Timed Reading 12 + Writing 11 + Reading Rog  

Unit 12 

Timed Reading 13 + Writing 12 + Reading Rog  

Unit 13   

Timed Reading 14 + Writing 13 + Reading Rog  

Unit 14   

Timed Reading 15 + Writing 14 + Reading Rog  

 Final Examination 

 

 

P.1-4 

 

P.5-8 

 

P.9-12 

  

P.13-16 

 

P.17-20 

 

P.21-24 

  

P.25-28 

 

P.29-32 

 

P.33-36 

 

P.37-40 

 

P.41-44 

 

P.45-48 

 

P.49-52 

 

P.53-56 

山 城 

山 口 

講 義 

 

テキスト  “CNN Student News for Reading and Writing” Asahi Press 

参考文献  講義中に適宜紹介する。 
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他科目との
関連 

英語Ⅰ、英語Ⅱで培った語彙・文法を生かし、Reading と Writing のスキル強化を図り、 

英語Ⅳへの導入とする。 

成績評価 

の方法 

定期試験（30%）Timed Reading（15%）Reading Log（15%）Writing（20%） 

出席・講義参加度（20%） 

学習相談・ 

助言体制 
授業毎に質疑を受け対応し理解を助ける。 

授業改善の
特記事項 

 テキストに限らず附属図書館を利用して速読、多読を行うことで多くの英文に触れる。 

備 考 
 大学レベルの英和辞書を必携すること。 

 ハワイ研修セミナー参加及び課題提出により英語Ⅲ（2単位）の認定を行う。 
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科 目 

コード 
14144 

授業 

科目 

英 語 IV 
（English IV) 

担当 

教員 
○山口賢一 

開講年次 2 年次 後期 単位数 2 単位 
科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30 時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
英語で書かれた国内外の文献を読み、構造や理論展開を理解することで、より高度な読解

力を養い、またアカデミック・ライティングについても学習する。 

到達目標 

1．豊富な語彙力を身につけ、辞書を使いながら幅広い分野の英文を読むことができる。  

2．比較的長い文章の構造や意味を理解できる。 

3．批判的思考(critical thinking)を通して英文を読み、自分の意見を表現できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後
学習（学習
課題） 

担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3～5回 

第 6～14 回 

第 15 回 

Introduction & 英語文献検索  

アカデミック・ライティングの構成 

講読＋ライティング 

文献紹介＋ライティング 

総括 

各自で検索

した英文記

事を読み、

分からない

単語を調べ

てくる。プ

レゼンテー

ション・レ

ポート提出

に向けた準

備。 

山 口 講義&エク

ササイズ 

テキスト 講義中に適宜紹介する。 

参考文献 講義中に適宜紹介する。 

他科目との
関連 

専門関連科目の知識も用いながら英語で書かれた英文記事（学術論文）を読み、英語 I～

III で学んだ語彙・文法を活用してアカデミック・ライティングを行う。 

成績評価 
の方法 定期試験（40％）プレゼンテーション（40％）出席・講義参加度（20％） 

学習相談・ 
助言体制 

各授業毎に質疑応答により理解を助ける。 

授業改善の
特記事項 

各授業毎に一分間メモを用いて疑問点をくみ上げ、次回の授業に反映させる。 

備 考 
大学レベルの英和辞書を必携すること。スマートフォンによるネット辞書の利用も可。

定期試験は期末筆記試験あるいは英文レポート提出のいずれか。 
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科 目 

コード 
14211 

授業 

科目 

中国語Ⅰ 
（ChineseⅠ) 

担当 

教員 
○上江洲基(非常勤) 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 中国語の発音や文法を学ぶと同時に、日常生活や様々な場面で必要とされる中国語表現 

 を学習する。また、異文化を理解できるよう中国語圏の文化についても学習する。 

到達目標 

1．「声調」の把握：「四声」・第一声・第二声・第三声・第四声・軽声。 

2．発音の把握：①子韻２１ケと単母韻、その他の複合母韻と組み合わせての練習 

        ②ピンインを完全に読み書き出来るようにする。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

第16回 

中国語はどういう言語か。漢字はどういう文字か。 

声調（四声）・単母音・ピンインについて 

声調の練習・子音 

発音の練習・声調（第３声）の練習 

第一課「「あなたは日本人ですか」 

第二課「お茶を飲みます」 

第三課（形容詞述語文） 

これまでの復習（声調・発音・ピンインの理解） 

中国映画鑑賞 

中国映画鑑賞 

第四課(代名詞名詞)･映画で聞き取れたフレーズの 

解釈 

第五課（所有を表す「有」と数詞 

中国現代事情（雑誌の記すを参考にして） 

中国時事のレポートを書く 

期末テスト 

期末テストの講評と前期のまとめ 

事前、事後学

習や学習課題

については、

各講義時に説

明する。 

上江洲  

 

 

講 義 

 

 

テキスト  初回講義で指示する。 

参考文献  講義中に紹介する。 

他科目との
関連 

 授業科目全般 

成績評価 
の方法  試験 70％、提出物・発表 30％ 

学習相談・ 
助言体制  講義中に質疑を受け、対応する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 

エチケットを守ること。学生らしくない服装厳禁。 

本講義は初学者の為の「中国語」の講義である。中国語は独学することは絶対に不可能な

言語であるから、どのように中国語を学ぶかの手解きをする。同時に現代および歴史的中

国の事例を紹介しながら、今日の抱えている諸問題について考え意見交換を図りたい。諸

君達は将来の日本を担う若者であるから、日頃からそのようなニュース等に関心を払い、

このような問題には真剣に取り組むように心がけていただきたい。 
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科 目 

コード 
14212 

授業 

科目 

中国語Ⅱ 
（ChineseⅡ） 

担当 

教員 
○上江洲基(非常勤) 

開講年次 2年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  中国語Ⅰを履修した者を対象とする。 

授業概要 
 中国語Ⅰで習得した日常会話の語彙や文法を活かし、中国語を第一言語とする話者と 

 の保健・看護・医療に関する簡単な会話を練習し、中国語の応用表現を学習する。 

到達目標 
1．中国語Ⅰで学習したことを着実に自分のものにする。「声調」と「発音」の完全把握。 

2．単文の中国語作文が出来るように語彙をふやす。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

第16回 

 第六課・第七課   場所指示代詞   

 第八課       名詞＋的＋名詞 

 第九課       金銭の単位 

 第十課       能願動詞“想”“要” 

第十一課      動詞の“在”＋場所詞 

 中国映画鑑賞   

  〃 

第十二課      方位詞、場所詞 

 第十三課      動詞の重ね型 

 第十四課      動詞＋時間量詞 

第十五課 

 中国語検定過去問題練習 

      〃 

      〃 

 期末テスト 

 期末テストの講評と前期のまとめ 

事前、事後学習

や学習課題に

ついては、各講

義時に説明す

る。 

上江洲  

 

講 義 

 

テキスト  初回講義で指示する。 

参考文献  講義中に紹介する。 

他科目との関
連 

授業科目全般 

成績評価 

の方法 

 
試験70％、提出物・発表30％ 
 

学習相談・ 
助言体制  講義中に質疑を受け、対応する。 

授業改善の 

特記事項 
 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考  辞書必携、ＮＨＫ、ラジオの「中国語講座」を講義と平行して学ぶこと。 
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科 目 

コード 
14311 

授業 

科目 

スペイン語Ⅰ 
（SpanishⅠ） 

担当 

教員 
○上地リリア(非常勤) 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 スペイン語の基礎文法を学習すると同時に、日常会話やさまざまな場面で必要とされるス 

 ペイン語表現を学習する。また、異文化を理解できるようスペイン語圏の文化についても 

 学習する。 

到達目標 
 実際のコミュニケーションに近い場で適切にスペイン語が使えるようになる。 

 タスク：看護師が患者の問診を取る活動 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 スペイン語の概要，アルファベット，簡単な挨拶 

 発音，アクセント  

 発音，アクセント 

 発音，アクセント 

 お水をお願いします（名詞の性と数） 

 はじめまして、武田カナです(動詞serの直説法現在） 

 看護師の田中さんですか?（動詞serの直説法現在） 

 妊娠4ヶ月です 

(動詞estarの直説法現在，基数詞1～10) 

 内科はどこですか？（動詞estarの直説法現在） 

スペイン語を少し話します（直説法現在の－ar動詞）

アルコールを飲みません（直説法現在の－er動詞） 

 那覇に住んでいます（直説法現在の－ir動詞） 

 看護師が患者の問診を取る（スペイン語Iのまとめ） 

 口頭試験A（問診） 

 口頭試験B（問診） 

事前、事後学

習や学習課題

については、

各講義時に説

明する。 

上 地 

 

講 義 

   

テキスト 
 高橋覚二/糸魚川美樹/福地恭子/リディア・サラ・カハ著『ケ・テ・パサ？－初級スペイ 
 ン語，看護・医療系語彙を中心に－』朝日出版社 2009年 2,100円 

参考文献 
 中萩エルザ著『暮らしの医学用語辞典（西和/和西）』インターナショナル・プレス 
 3,600円 

他科目との
関連 

 授業科目全般 

成績評価 
の方法  小テス 40％、口頭試験 40％、授業への参加態度 20％ 

学習相談・ 
助言体制  講義中に質疑を受け、対応する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 

本講義は、看護・医療系スペイン語である。スペイン語の基礎文法また医療機関での患者
と話すための会話を学習する。スペイン語はスペインのみならず中南米やアフリカなど約
四億人の人々によって話されている言語である。現在、日本には中南米からの移住者が増
加し、スペイン語の需要が高まっている。講義を通して、スペイン語話者の患者と簡単な
コミュニケーションが取れる力を身につけること。 
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科 目 

コード 
14312 

授業 

科目 

スペイン語Ⅱ 
（SpanishⅡ） 

担当 

教員 
○上地リリア(非常勤) 

開講年次 2年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  スペイン語Ⅰを履修した者を対象とする。 

授業概要 
 スペイン語Ⅰで習得した日常会話の語彙や文法を活かし、スペイン語を第一言語とする話 

 者との保健・看護・医療に関する簡単な会話を練習し、スペイン語の応用表現を学習する。 

到達目標 
 実際のコミュニケーションに近い場で適切にスペイン語が使えるようになる。 

 タスク：看護師が医師と患者の通訳をする活動 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

 

第7回 

 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

 

第14回 

第15回 

 スペイン語Ⅰの復習① 

 スペイン語Ⅰの復習② 

 水が飲みたいです（直説法現在の不規則動詞querer） 

 小児科に行きます（直説法現在の不規則動詞ir） 

 よく眠れません（直説法現在の不規則動詞poder） 

  何かアレルギーはありますか？（直説法現在の不規則

動詞tener①） 

  入院しなければいけません（直説法現在の不規則動詞

tener②） 

  私にそれを下さい（目的格人称代名詞） 

  甘いものが好きです（gustar） 

  お腹が痛いです（doler） 

  手を洗います（再帰動詞） 

  上着を脱いで下さい（命令） 

  看護師が医師と患者の通訳をする（スペイン語I・Ⅱ

のまとめ） 

  口頭試験Ａ（通訳） 

  口頭試験Ｂ（通訳） 

事前、事後学

習や学習課題

については、

各講義時に説

明する。 

上 地 

 

講 義 

 

テキスト 
高橋覚二/糸魚川美樹/福地恭子/リディア・サラ・カハ著『ケ・テ・パサ？－初級スペイン
語，看護・医療系語彙を中心に－』朝日出版社 2009年 2,100円 

参考文献 
中萩エルザ著『暮らしの医学用語辞典（西和/和西）』インターナショナル・プレス 
 3,600円 

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価 
の方法  小テスト 40％、口頭試験 40％、授業への参加態度 20％ 

学習相談・ 
助言体制  講義中に質疑を受け、対応する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 
本講義は，看護・医療系スペイン語である。スペイン語Ⅰで学んだ文法事項を反復練習し
ながら新しい事項を学んでいく。スペイン語ⅠとⅡで修得した表現を用い，スペイン語話
者の患者と簡単なコミュニケーションが取れる力を身につけること。 
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科 目 

コード 
40011 

授業 

科目 

看護大学ゼミナールＩ 
（OPCN Seminar I） 

担当 

教員 

○金城 芳秀 山口 賢一 

山城 綾子 渡久山 朝裕 

南 信之介(非常勤) 

開講年次 1年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

学生が身近に感じている問題を取り上げ、その解決に主体的に取り組む過程を通して、 

自らを総合的に振り返り、客観的に自分の強みと弱み、そして能動的学習能力に気づく。 

また、問題の発見と解決のための必要なあらゆる情報収集、図書・文献検索、論文読解、 

報告書作成、そしてチームワークの基本を学ぶ。この科目は少人数制教育により行い、 

情報リテラシーを身につける。 

到達目標 

1. 身近に起こっている問題をチームで絞り込むことができる。 

2. 絞り込む過程では、多様な情報収集を行うことができる。 

3. 図書・文献検索から、学術的情報にアクセスすることができる。 

4. 自分の意見が言え、他者の意見が聞ける。 

5. 自分の意見と他者の意見との違いを認めることができる。 

6. チームの一員として自分の役割を見つけることができる。 

7. チームの一員としてレポートの作成に参画できる。 

8. チームの一員としてプレゼンテーションに参画できる。 

9. チームとして個人として活動を振り返ることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第1回 

 

第2・3回 

 

 

第4・5回 

 

 

第6・7回 

第8・9回 

 

第10・11回 

第12・13回 

 

第14・15回 

ゼミナールIの導入（ゼミノートの説明） 

 

プレゼンテーション入門 

文献検索入門 

 

すぐりむんの紹介 

新聞記事の探索／学習テーマの明確化 

 

グループワーク： 学習テーマの文献検索 

グループワーク： 文献抄読 

 

文献抄読資料、プレゼン資料の作成 

文献紹介プレゼンテーション 

 

振り返り（チーム別） 

 

 

附属図書館、 

情報処理学習室、

ならびに教員の

活用 

 

 金 城 

 山 口 

 山 城 

渡久山 

南 

 

演 習 

 

テキスト  演習ノート（個人ならびにチームにおける学習活動のガイド） 

参考文献 

●看護学生のためのよくわかる大学での学び方 ―スタディ・スキル/キャリア・デザイン 

/プロフェッショナル・スキル―（本学附属図書館の Maruzen e-Book Library 参照） 

●KITIE (慶應義塾大学の「情報リテラシー」習得のためのウェブチュートリアルシステム) 

http://project.lib.keio.ac.jp/kitie/ 

●ティップス先生からの７つの提案 学生編 名古屋大学高等教育研究センター 

http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/seven/student/index.html 
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他科目との
関連 

情報リテラシシーの基礎づくり科目であることから、全ての科目の導入となる。 

成績評価 
の方法 

振り返りレポート, あなたの率直な意見（30％） 
チーム別プレゼンテーションによる自己評価・他者評価（70％） 

学習相談・ 
助言体制 

適宜、オフィースアワー（教員と学生が気軽に話せる場所と機会）を設ける。 
学習相談等を通して把握した学習ニーズは必要に応じて教員と学生の双方向で共有する。 

授業改善の
特記事項 

クラスルールの作成例を提示し、グループワークによる追加修正の機会を設ける。 
授業協力教員のプロフィール集を改訂し、学習資源としての教員活用を奨励する。 

備 考  学習時間を確保できるように、アルバイトやサークル等の時間管理を行なうこと。 
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科 目 

コード 
23141 

授業 

科目 

医療と倫理 
（Medical Ethics） 

担当 

教員 

○大城信哉(非常勤） 
金高望(非常勤) 

開講年次 4年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 人の誕生から死までの間に起こりうる様々な出来事について、医療現場で直面する倫理的 

 問題および法的問題に気づき、生命の尊厳を認識した望ましい行動が取れるための倫理的 

 基盤について学習する。 

到達目標 

1．義務の思想から功利主義、さらに徳倫理学にいたる現代の倫理思想の要点を理解する。 

2．生命倫理学の諸問題を適切に理解し、説明できるようになる。 

3．人間に対する理解を深め、自分の考えを語れるようになる。 

4．主要な医療関係法規の制定趣旨を把握し、看護師の職務を法的な側面から理解できる。 

5．医療事故における法的責任とその解決の仕組みを理解できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

 

第2回 

 

 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

 

 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

 

8回目までのイントロダクションン：なぜ倫理学を学ぶ
のか 

義務論、リベラリズム、功利主義、共同体主義と徳倫
理学 

医療の臨床倫理と生命倫理 

インフォームド･コンセントとパターナリズム 

医療倫理と生命倫理 

脳死と臓器移植 

ＱＯＬと人為的な死 

ケアとホスピス 

人間理解の諸相と看護 

法とは何か－法の体系と医事法学の扱う分野－ 

医事法規～保健師助産師看護師法・医師法・医療法等 
    （医師看護師等の資格と職務） 

同上 

 

医療事故と法的責任 

看護事故と法的責任 

紛争予防、様々な医療関連紛争解決システム 

薬事法その他の関連法規 

医療従事者が知っておくべき労働法 

 

 

 

 

 

予習は不要、し

かし復習は必

ずするように

（8回目まで） 

 

 

 

 

 

事前準備は不
要。授業時に
配付する資料
を試験時に持
ち込み可とす
る の で 、 整
理・保管する。
(９回目以降） 

大 城 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

金 高 

 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

講 義 

 

テキスト 
プリントを配布する（8回目まで）。 

授業時に資料を配付する。（９回目以降） 

参考文献 教室にて指示する。 
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他科目との
関連 

受講者諸君が看護の現場にいくまえに知っておいてほしいことで、全科目と関連しよう。 

成績評価 

の方法 

レポートを課す。講義内容との関連がやや特殊なので初回に注意して聞いてほしい（8 回目

までの大城担当分）。  

出席及び試験により評価する。初回講義時に詳細を説明する。（９回目以降の金高担当分） 

学習相談・ 

助言体制 

講義中もしくは講義終了時に質問あるいは相談してくれたら、その都度対応する。 

 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく他、学期中でも受講者

諸君の気づいたところがあれば言ってほしい。改善すべきところがあれば随時改善する。 

備 考 

倫理諸問題は白黒はっきりした答えが出ることが期待しづらく厄介だが、看護職に就く人に

はぜひ学んでほしいものである。受講者の積極的な参加を期待する（大城）。 

医療が人の生命・健康に直接関わるものであるだけに、医療職にかかわる法制度は複雑で多

岐にわたり、かつ日常的な職務遂行においてもこれらの問題に直面する。講義では、それぞ

れの法が制定されている社会的背景を明らかにし、これらの法律の内容を知識として詰め込

むのではなく、それぞれが社会的な規範として制定されている趣旨を学ぶことによって医療

関係法規への理解を深める。また、増大する医療事故紛争の実状を紹介し、それに対する法

的責任のあり方と医療事故防止の方策を考える。 
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科 目 

コード 
22121 

授業 

科目 

疫学と保健医療情報(A,B) 
(Epidemiology and Health Information (A,B) 

担当 

教員 

○金城芳秀 

知念真樹 

開講年次 １年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
講義・演習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履
修
条
件 

前提科目  

その他  なし 

授業概要 

社会環境の変化と健康問題との関連について理解を深めるため、健康増進、疾病予防と健康

管理についての知識や方法論を学習する。また、人間集団における疾患の広がりとその分布

の型、さらにその分布に影響する要因について系統的に分析する方法論を学習する。さらに、

統計学的なものの見方および考え方、データや情報の処理、要約、分析について学習する。 

到達目標 

1．人々の健康と病気に関する情報についての知識と理解を深め、疫学との関連を説明できる。 

2．疫学の調査・分析、活用方法が説明できる。 

3．保健統計および情報処理に関する知識と理解を深め、主な事項の説明ができる。 

・健康概念を理解できる。 

・地域保健（公衆衛生）における疫学の役割を理解できる。 

・疾病頻度の指標（罹患率、有病率、死亡率など）を理解し、実際に計算できる。 

・曝露効果の指標（オッズ比、相対危険、寄与危険など）を理解し、実際に計算できる。 

・疾病の 1次予防から 3次予防までを理解できる。 

・疫学調査法（断面的調査、生態学的調査、症例対照調査、コホート調査、無作為割付試験）

の特徴を説明できる。 

・疫学的な因果推論（因果関係の考え方）を理解できる。 

・統計学的推論として、推定と検定について述べることができる。 

・母割合と母平均値の推定と検定ができる。 

・わが国の人口静態統計の特徴を述べることができる。 

・わが国の人口動態統計の特徴を述べることができる。 

・コンピュータとインターネットが活用できる。 

・各種の医療情報サービスにアクセスできる。 

・各種機関のデータベースから科学的根拠が探索できる。 

・主な疾患の疫学データや統計データを読み解く視点を持つことができる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

 

第13回 

第14回 

第15回 

公衆衛生と健康の概念 

公衆衛生の活動対象としくみ 

集団の健康をとらえるための手法－疫学 

（高木兼寛と脚気） 

疾病頻度の指標 

 曝露効果の指標 

疫学調査デザイン 

 （事例：JPHC study） 

疫学的因果推論 

疾病のスクリーニング 

感染症対策 

  （事例：感染症事例のリスクアセスメント） 

 

 統計学的推論（帰無仮説、有意、検定） 

 

 

 

 

 

学習個所は疫学

情報ノートに提

示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 城 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A・B 

合同講義 
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第16回 

第17回 

第18回 

第19回 

第20回 

第21回 

第22回 

第23回 

テキストから担当テーマ、文献を選択 

 

グループ演習 

〃 

〃 

〃 

〃 

 〃 

〃 

〃 

金城・

知念 

グループ別 

 

テキスト 
 はじめて学ぶやさしい疫学（改訂第 3版）日本疫学会標準テキスト 2018 

医療情報科学研究所 編集：公衆衛生がみえる 2018-2019 メディックメディア 2018 

参考文献 

 新谷 歩: みんなの医療統計 12 日間で基礎理論と EZR を完全マスター 2016  

守山正樹：ナラティブな公衆衛生学・社会医学 マイクロレクチャーオンライン授業 

（http://social-med.blogspot.jp/） 

他科目との
関連 

保健医療情報演習、地域保健看護への導入とする。 

本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 
の方法 確認（20%）、グループ演習（20%）、中間試験（30%）および期末試験（30%） 

学習相談・ 
助言体制  講義前後の時間帯にオフィスアワーを設ける。 

授業改善の
特記事項 

 疫学情報ノートを配布する。学生自身が補完し、授業に臨む。 
 グループ演習には小教室を2つ活用する。 

備 考 教員の免許状（養護教諭二種）取得のための必修科目 

 

─ 52 ─



科 目 

コード 
13515 

授業 

科目 

保健医療情報演習（A,B） 
Health Information Seminar （A, B） 

担当 

教員 
○金城芳秀 知念真樹 

開講年次 1年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  疫学と保健医療情報 

その他  なし 

授業概要 

データ、情報および知識の統合を目指す看護情報学の視点を理解し、的確に意思決定を行う 

ために必要な情報処理能力を学習する。また、保健看護の専門職として健康に関するデータや 

情報を実践的に活用して、地区のアセスメントの方法論についても学習する。 

到達目標 

1. データ、情報および知識の違いを述べることができる。 

2. 情報分析ツールが活用できる。 

3. 看護職者に必要な基本的な統計処理ができる。 

・データシートを作成することができる。 

・統計図表を作成することができる。 

4. 地区アセスメントに用いられる基本情報について説明できる。 

5. 保健医療情報について批判的な見方・考え方ができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

データ、情報および知識 

患者の権利と個人情報の保護 

既存情報・文献の収集方法 

    〃 

データ解析と図・表の作成（演習） 

  〃 

  〃 

   〃 

    〃 

  〃 

個人: 統計解析レポート、気になる図／表 
  〃 

チーム: 統合プレゼンテーション 

  〃 

保健医療情報の批判的な見方・考え方 

 

 

 

 

参考文献などの

学習すべき個所

は演習ノートに 

提示する 

金 城 

〃 

〃 

〃 

金 城 

知 念 

〃 

〃 

〃 

〃 

金 城 

〃 

〃 

〃 

〃 

演 習 

テキスト はじめて学ぶやさしい疫学（改訂第 3版）日本疫学会標準テキスト 2018  

参考文献 
 医療情報科学研究所 編集：公衆衛生がみえる 2018-2019 メディックメディア 2018 

疫学会スライドコンテスト 2017 年作品 jeaweb.jp/activities/about_epi-research.html 

他科目との
関連 

地域保健看護関連科目、看護大学ゼミナール II、III の導入とする。 

本科目は、保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 
の方法 

個人評価： 統計解析レポート(30%),  気になる図／表(20%) 
 チーム評価： 統合プレゼンテーション（50%） 

学習相談・
 助言体制 

講義後の時間帯にオフィスアワーを設ける。 

授業改善の
特記事項 

疫学会スライドコンテスト 2017年作品など、関連資料を配布する。 

備 考 
基本的に毎週水曜日に小グループ単位で演習を行う。 
Aクラスは10月2日～1月22日の2限目、Bクラスは同期間の1限目を演習時間とする。 
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科 目 

コード 
23122 

授業 

科目 

保健医療福祉制度 

（Health Care and Welfare System） 

担当 

教員 

○知念真樹 川崎道子 

牧内 忍 大湾明美 

未定（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門教養科目 

(保・看) 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

前提科目   なし 

その他   なし 

講義概要 

様々な健康問題を抱え、複雑多様化する社会において、保健医療福祉に関する施策・制度（医

療法・地域保健法・社会福祉法など）、および政策決定過程について学習する。また、歴史的

変遷により影響を受けた沖縄の保健医療福祉の特徴についても学習する。 

到達目標 

1.我が国の保健医療福祉の理念を踏まえ、過去と現在の保健医療福祉の概観、及び沖縄の保健

医療福祉の特徴が理解できる。 

2.看護職者として看護を実践するための基本的な制度(医療法・保健師助産師看護師法)が理解

できる。 

3.健やかに生きるための施策・制度が理解できる。 

4.生涯発達（母子・成人・老人）の各段階の基本的な施策・制度が理解できる。 

5.倫理を保ちながら共に生きるための施策・制度が理解できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

(学習課題) 
担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

 

第15回 

我が国の保健医療福祉の理念と変遷 

沖縄の保健医療福祉の特徴 

医療と制度(医療法) 

看護と制度（保健師助産師看護師法など） 

公衆衛生施策・制度（感染症法など） 

沖縄県の保健医療福祉（行政組織など） 

沖縄県の保健医療福祉（政策形成過程など） 

生活を支える施策・制度（生活保護法など） 

母子の施策・制度/学校保健の施策・制度 

成人の施策・制度/産業保健の施策・制度 

障害児の施策・制度 

障害者の施策・制度 

高齢者の施策・制度 

人権養護の施策・制度/地域づくり・まちづくりの施策・

制度 

新たな社会保障の動き 

開講時に、予

習すべき資

料、テキスト

の頁、文献等

を提示する。

必要時レポ

ート等の課

題を提示す

る。グループ

討議等を行

う際は、必要

な事前・事後

学習を提示

する。 

大 湾 

〃 

川 崎 

〃 

知 念 

（非常勤）

（非常勤） 

牧 内 

川 崎 

牧 内 

知 念 

知 念 

大 湾 

〃 

 

〃 

講 義 

テキスト 

公衆衛生看護学.jp（第4版）データ更新版 インターメディカル 2017 

標準保健師講座別巻1 保健医療福祉行政論 医学書院 2014 

 系統看護学講座専門基礎 社会福祉 健康支援と社会保障制度③医学書院 2013 

参考文献 
「看護六法」「社会福祉小六法」「看護法令要覧」「国民の福祉と介護の動向」 

「国民衛生の動向」「公衆衛生がみえる 2018-2019」その他、開講時に紹介する。 
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科 目 

コード 
23122 

授業 

科目 

保健医療福祉制度 

（Health Care and Welfare System） 

担当 

教員 

○知念真樹 川崎道子 

牧内 忍 大湾明美 

未定（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門教養科目 

(保・看) 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

前提科目   なし 

その他   なし 

講義概要 

様々な健康問題を抱え、複雑多様化する社会において、保健医療福祉に関する施策・制度（医

療法・地域保健法・社会福祉法など）、および政策決定過程について学習する。また、歴史的

変遷により影響を受けた沖縄の保健医療福祉の特徴についても学習する。 

到達目標 

1.我が国の保健医療福祉の理念を踏まえ、過去と現在の保健医療福祉の概観、及び沖縄の保健

医療福祉の特徴が理解できる。 

2.看護職者として看護を実践するための基本的な制度(医療法・保健師助産師看護師法)が理解

できる。 

3.健やかに生きるための施策・制度が理解できる。 

4.生涯発達（母子・成人・老人）の各段階の基本的な施策・制度が理解できる。 

5.倫理を保ちながら共に生きるための施策・制度が理解できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

(学習課題) 
担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

 

第15回 

我が国の保健医療福祉の理念と変遷 

沖縄の保健医療福祉の特徴 

医療と制度(医療法) 

看護と制度（保健師助産師看護師法など） 

公衆衛生施策・制度（感染症法など） 

沖縄県の保健医療福祉（行政組織など） 

沖縄県の保健医療福祉（政策形成過程など） 

生活を支える施策・制度（生活保護法など） 

母子の施策・制度/学校保健の施策・制度 

成人の施策・制度/産業保健の施策・制度 

障害児の施策・制度 

障害者の施策・制度 

高齢者の施策・制度 

人権養護の施策・制度/地域づくり・まちづくりの施策・

制度 

新たな社会保障の動き 

開講時に、予

習すべき資

料、テキスト

の頁、文献等

を提示する。

必要時レポ

ート等の課

題を提示す

る。グループ

討議等を行

う際は、必要

な事前・事後

学習を提示

する。 

大 湾 

〃 

川 崎 

〃 

知 念 

（非常勤）

（非常勤） 

牧 内 

川 崎 

牧 内 

知 念 

知 念 

大 湾 

〃 

 

〃 

講 義 

テキスト 

公衆衛生看護学.jp（第4版）データ更新版 インターメディカル 2017 

標準保健師講座別巻1 保健医療福祉行政論 医学書院 2014 

 系統看護学講座専門基礎 社会福祉 健康支援と社会保障制度③医学書院 2013 

参考文献 
「看護六法」「社会福祉小六法」「看護法令要覧」「国民の福祉と介護の動向」 

「国民衛生の動向」「公衆衛生がみえる 2018-2019」その他、開講時に紹介する。 

他科目との 

関連 

沖縄の生活と文化、社会学、法学などの既習科目の内容を基盤として学習する。 

本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 
授業参加状況20％、レポート10％、筆記試験70％で評価を行う。 

学生相談・ 

助言体制 

出席票に理解できなかった事項や疑問点の記載をもとめ、次回授業時に説明を補充し対応する。

履修上の問題は随時対応する。 

授業改善の 

特記事項 
授業内容を補充・説明する資料を配布する。授業内容と保健師国家試験問題の関連を解説する。 

備 考 地域保健看護Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、地域保健看護演習、地域保健実習Ⅱの基礎となる授業である。 
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科 目 

コード 
23111 

授業 

科目 

家族社会学演習 
（Sociology of the Family） 

担当 

教員 
○山口賢一 

開講年次 2年次 前期 単位数  1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

学生の積極的な参加も織り込みながら、基礎概念を理解し、それらを応用して現実の家族

について考察できるように、家族に関する諸学説、現代社会における家族とその周辺の事

象（家族の個人化、家族と市場のジェンダー化、少子高齢化と家族等）について学習する。 

到達目標 
近代家族の形成と変化に関する社会学的理解を深め、批判的思考を通した家族についての

考察、発信を可能とする。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

第 9回 

第 10 回 

第 11～14 回 

第 15 回 

社会学とは何か 

家族の多様性と政治性 

近代化と家族の変化 

家族と貧困 

結婚 

就業と家族 

妊娠、出産、子育て 

親-成人子関係 

グローバル化と家族 

ジェンダーと家族 

プレゼンテーション 

総括 

テーマに沿

ってテキス

ト、参考文

献を講読 

山 口 

 

演 習 

 

テキスト 岩間暁子ほか編『問いからはじめる家族社会学-多様化する家族の包摂に向けて』有斐閣 

参考文献 講義中に指示する 

他科目との関
連 

授業科目全般 

成績評価 

の方法 
定期試験（40％）、プレゼンテーション（40%）、出席・講義参加度（20％） 

学習相談・ 

助言体制 
授業毎に質疑応答により理解を助ける。 

授業改善の特
記事項 

授業毎に一分間メモを用いて疑問点をくみ上げ、次回の授業に反映させる。 

備 考 
研修室および電子メール情報については授業内で適宜案内する。定期試験は期末筆記試

験あるいはレポート提出。 
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科 目

コード 
22141 

授業

科目 

身体活動論 

(Physical Activity Studies) 

担当 

教員 

○牧内忍 

実務経験：あり 

開講年次 1年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 QOL を高めるために必要な個人的資源としての「心身の健康」について考え，身体活動と  

 エネルギー代謝，発育や加齢に伴う身体活動の特徴や，活動量の評価法など，個人にと 

 って適切な自立的身体活動の実施と継続の諸条件と方法を広く学習する。 

到達目標 

1．健康、QOL、身体活動の定義について述べることができる。  

2．体力・抵抗力、エネルギー代謝の仕組みについて理解できる。 

3．生活習慣病や健康増進と身体活動の関連について理解できる。 

4．発育・加齢に伴う身体活動について理解できる。 

5．安静時、運動時の身体活動量の評価について理解できる。 

6．運動のメリットとデメリット、継続要因について述べることができる。 

7．身体活動と休養、睡眠、栄養について理解できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第 1 回 

第 2 回 

第 3 回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

ガイダンス、心身の健康と QOL、身体活動の定義 

身体活動の種類と体力・抵抗力 

エネルギー代謝と消費カロリー 

生活習慣病と健康政策 

発育・加齢に伴う身体活動 

日常生活と有酸素運動に伴う身体活動量の評価 

運動のメリットとデメリットおよび継続要因 

身体活動と休養、睡眠、栄養、まとめ 

本シラバス

に示す「授業

内容，計画」

についての

事前，事後学

習は，各講義

時に詳細指

定を行う。 

牧 内 講 義 

テキスト 特に指定しない。そのつど資料を配付する。 

参考文献 
「筋トレ以前のからだの常識」講談社、「21 世紀の健康・体力づくり」大修館、 

「健康づくりへのアプローチ」文光堂、「慢性疾患に対する身体活動のすすめかた」文光堂 

他科目との

関連 

「ストレスマネジメントと健康教育」および「地域保健看護」関連科目、選択科目の身体活

動論演習との関わりを意図した科目とする。 

成績評価 

の方法 

 講義参加状況・学習態度20％、小テスト20％、期末テスト40％ 

 ポートフォリオ10％、レポート10％ 

学習相談・ 

助言体制 

 各講義中および終了後30分は質問・相談を受ける。毎時間出席・所感票を書かせ、書面で

も質問できるよう配慮する。質問事項に対する回答は講義内でまとめて行う。 

授業改善の

特記事項 

授業期間中，2～4回の小テストに合わせて学生による授業評価を実施し、その対応可能性

に応じて、速やかな改善の実施およびその他必要に応じた説明を行う。 

備 考 
グループワークを通して学びを深め、簡単な運動を行いつつ、身体活動を体感してもらう。 

体調不良や運動実施にあたって制限等のある学生は、事前に連絡をすること。 
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科 目
コード 22143 授業

科目 
身体活動論演習 

（英訳：Physical Activity Seminar） 
担当
教員 

○牧内忍 

知念康代（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 1単位 科目分
類 専門関連科目 授業

形態 演 習 
選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 運動が体と心に及ぼす影響を実感すると共に、継続的な運動を通して体を動かすことや仲間 

 と共に運動することの楽しさを体験し、生活の中に運動を取り入れ習慣化するための方法を

学ぶ。 

到達目標 

 1．運動が体と心に及ぼす影響を実感する。 

 2．継続的な運動を通して体を動かすことや仲間と共に運動することの楽しさを体験する。 

 3．自己の生活の中に、楽しく体を動かす方法（日常生活の動きの中で楽しく体を動かす、 

    日常生活から離れて楽しく体を動かす、鍛えた運動能力を試す）を取り入れる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

 

 

 

第１回 

 

 

 

第2～13回 

 

 

 

 

 

第14・15回 

＊15 回中 13 回(26 時間)は体育館で行う（A・Bクラス） 

＊最後の回(2 コマ連続)は屋外に出て全員で運動する。 

 

「身体活動論演習」導入 

自己の体の動きや姿勢を観察し、運動習慣を評価する。 

姿勢・動きを見る、ひずみに気づく、ひずみを整えて

変化を感じる。自己の運動習慣を評価する。 

体を動かす楽しさと継続的に運動することによる心身

の変化を体験する。 

気功・エアロビクス・ジャズダンスなど 

自己の体の動きや姿勢を観察し、運動習慣の変化を評

価する。 

 

自然の中で、全員で運動する。 

 

 

開講年度始め

に提示する。 

 

 

 

牧 内 

知 念 

 

 

 

知 念 

 

 

牧 内 

知 念 

 

 

演 習 

 

テキスト  開講年度初めに提示 

参考文献 開講年度初めに提示 

他科目との
関連 

「身体活動論」（１年次前期） 

成績評価 

の方法 
 授業への参加状況80％、レポート20％ 

学習相談・ 
助言体制 

 授業評価に記述された疑問に関しては次回授業で取り上げる。 
個別の相談には随時対応する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 
 養護教諭2種免許資格を希望する者は必修。 

 体調不良および運動実施にあたって制限等のある学生は事前に連絡をすること。 
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科 目
コード 22142 

授業 

科目 

ストレスマネジメントと健康教育 
(Stress Management and       
         Health Education) 

担当
教員 

○渡久山朝裕 牧内忍 

知念真樹 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講義・演習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 ストレスの概念，各種ストレッサ，ストレス反応及び調整因子を理解した上で，ストレスに 

 関する特徴ならびにストレスのアセスメントおよびストレスマネジメントの方法論を学習 

 する。また，保健看護の専門職者として，多くの人々が QOL を高められるような健康教育の 

 方法論についても学習する。 

到達目標 

1. ストレスの概念、ストレッサ、ストレス反応等について説明できる。 

2. 自らのスモールライフイベントから発生するストレス反応に気づくことができる。 

3. ストレスのアセスメントとマネジメントが実践できる。 

4. 保健看護職者として必要な健康教育の方法論を身につけ、基礎的な教育実践ができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第 1 回 

   

第 2 回 

 

第 3 回 

 

第 4 回 

第 5 回 

第 6 回 

 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回  

 ガイダンスおよびストレスマネジメントの概要 

 ストレス解消法アンケート 

 ストレスの本質 1（ストレッサおよびストレス反応） 

 自律訓練法の練習 

 ストレスの本質 2（ストレス評価およびコーピング） 

 ストレス関連疾患について  

自律訓練イメージの練習・認知行動療法① 

認知行動療法②（詳細解説）ビデオ学習 

予防的ストレスマネジメントとリラクセーション技法 

 バイオフィードバック 

  中間テスト 

健康教育と保健行動 

健康行動理論 1 

健康行動理論 2（演習） 

健康行動理論 2（演習）、教育方法の基礎 

指導案、教育教材作成について 

教育方法に関するグループディスカッション 

教育方法に関するグループディスカッション 

教育方法に関するグループディスカッション 

 本シラバス 

 に示す「授 

 業内容、計 

 画」につい 

 ての事前、 

 事後学習は、 

 各講義時に詳 

 細指定を行う 

渡久山 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

牧 内 

知 念 

〃 

〃 

牧内・ 

知念 

〃 

〃 

講義・演習 

  

〃 

 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

 

 

講義・演習 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

テキスト  荒賀直子 後閑容子(編)「公衆衛生看護学.jp 第 3 版 」 インターメディカル  2011   
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参考文献 

 野村忍（著）「情報化時代のストレスマネジメント」日本評論社 2006 

「包括的ストレスマネジメント」医学書院，「学校，職場，地域におけるストレスマネジメン 

 ト実践マニュアル」北大路書房，「認知行動療法 100 のポイント」金剛出版，「健康教育論」 

 メチカルフレンド社，「健康行動理論-実践編-」医歯薬出版株式会社 ほか 

他科目との
関連 

「地域保健看護」関連科目、地域における健康教育、学校保健領域との関わりを意図した科 

 目とする。 

成績評価 

の方法 

 前半（心理担当）中間テスト50％、 

後半（地域担当）授業参加状況・演習レポート20％、期末試験30％ 

学習相談・ 
助言体制 

  各講義中、終了後など定期的に質疑を受ける場面を設定し、講義内での説明を行う。 

授業改善の
特記事項 

 授業期間中、2回程度学生による授業評価を実施し、その対応可能性に応じて、速やかな改 

 善の実施およびその他必要に応じた説明を行う。 

備 考 なし 
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科 目 

コード 
21010 

授業 

科目 

人体の構造と機能 
(Structure and Functions of 

the Human Body) 

担当 

教員 
○佐伯宣久 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

人体を構成する細胞・組織・器官などの形態と構造を把握すると共に、人体全体の位置関 

係を理解し機能と関連性をつけながら学習する。また、人間の生命現象がどのようなメカ 

ニズムで行われているかについても学習する。 

到達目標 

 

1. 人体の基本構成単位である細胞の構造及び核や細胞小器官の機能について理解する。 

2. 人体が形成される胎児期の発生について理解する。 

3. 主要な骨の位置と名称を覚え、骨格系の機能を理解する。 

4. 主要な筋の位置・名称・機能を覚え、筋収縮のメカニズムを理解する。 

5. 神経活動電位の発生メカニズムと神経系の機能を理解し、主な末梢神経の名称と走行 

 を覚える。 

6. 血液を構成する細胞や物質を覚え、それらの機能を理解する。 

7. 心臓の構造と機能、体循環と肺循環、刺激伝導系について理解する。 

8. 主要な血管・リンパ管の名称と走行を覚え、循環器系の機能を理解する。 

9. 呼吸器系の構造とガス交換のメカニズムを理解する。 

10. ホルモンとその分泌組織を把握し生体調節でのそれぞれホルモンの役割を理解する。 

11. 泌尿器系の構造を覚え、体液調節のメカニズムとその異常について理解する。 

12. 循環器などの機能を不随意に調節している自律神経系の役割を理解する。 

13. 眼や耳などの感覚器の構造と機能を細胞レベルあるいは分子レベルで理解する。 

14. 消化器系臓器の名称と構造を覚え、これらによる栄養吸収のメカニズムを理解する。 

15. 生殖器の構造と妊娠のメカニズムを理解する。 

16. 体内の異物や微生物を排除するメカニズムについてその概要を理解する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

第 9・10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

第 16 回 

 

人体の基本構成単位“細胞” 

“遺伝情報”と“ヒトの発生” 

運動とカルシウム貯蔵に重要な“骨格系” 

体幹と四肢の骨格 

人体の運動に重要な“筋系” 

主な骨格筋とその機能 

“脊髄と脊髄神経” 

細胞に酸素や栄養を供給する“血液” 

全身に血液を送り出す“心臓” 

血液・体液の循環を担う“血管・リンパ管系” 

酸素・二酸化炭素の交換を行う“呼吸器系” 

ホルモンによる生体機能の調節を行う“内分泌系” 

体液を管理する“泌尿器系” 

腎臓による“体液・電解質の調節” 

腎臓・肺による“酸塩基平衡の調節” 

神経による生体機能の調節“自律神経系” 

知識を確か

なものにす

るために、

講義後の自

己学習をし

っかり行っ

ていただき

たい。 

佐 伯 講 義 
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第 17 回 

第 18・19 回 

第 20・21 回 

第 22 回 

第 23 回 

思考と行動を司る“脳” 

外界の情報収集を行う“感覚系・特殊感覚系” 

体内に栄養を取り込む“消化器系” 

次世代に命をつなげる“生殖器系” 

異物や微生物から身体を守る“免疫系” 

テキスト 細谷安彦・他 編訳: トートラ人体の構造と機能 第4版, 丸善 2012 

参考文献 

伊藤隆・高野廣子: 解剖学講義 改訂第3版, 南山堂 2012 
御手洗玄洋 総監訳: ガイトン生理学 原著第11版, エルゼビアジャパン 2010 
入村達郎・他監訳: ストライヤー生化学 第7版, 東京化学同人 2013 
北岡建樹：水・電解質の知識 改訂２版, 南山堂 2012 

他科目との
関連 

看護専門科目全般 

成績評価 
の方法 期末試験により評価する。 

学習相談・ 
助言体制 自己学習によっても解消しない疑問などについては適宜対応する。 

授業改善の
特記事項 

試験結果及び学生の意見を参考にして、授業内容の改善を図る。 

備 考 

講義では解剖生理学で学ぶべき重要事項について解説する。 
医療や教育の現場で使える確かな知識とするために、講義を参考に自己学習を行うことに 
より理解を深め身につけていただきたい。 

 

第 17 回 

第 18・19 回 

第 20・21 回 

第 22 回 

第 23 回 

思考と行動を司る“脳” 

外界の情報収集を行う“感覚系・特殊感覚系” 

体内に栄養を取り込む“消化器系” 

次世代に命をつなげる“生殖器系” 

異物や微生物から身体を守る“免疫系” 

テキスト 細谷安彦・他 編訳: トートラ人体の構造と機能 第4版, 丸善 2012 

参考文献 

伊藤隆・高野廣子: 解剖学講義 改訂第3版, 南山堂 2012 
御手洗玄洋 総監訳: ガイトン生理学 原著第11版, エルゼビアジャパン 2010 
入村達郎・他監訳: ストライヤー生化学 第7版, 東京化学同人 2013 
北岡建樹：水・電解質の知識 改訂２版, 南山堂 2012 

他科目との
関連 

看護専門科目全般 

成績評価 
の方法 期末試験により評価する。 

学習相談・ 
助言体制 自己学習によっても解消しない疑問などについては適宜対応する。 

授業改善の
特記事項 

試験結果及び学生の意見を参考にして、授業内容の改善を図る。 

備 考 

講義では解剖生理学で学ぶべき重要事項について解説する。 
医療や教育の現場で使える確かな知識とするために、講義を参考に自己学習を行うことに 
より理解を深め身につけていただきたい。 

 

科 目 

コード 
21011 

授業 

科目 

人体の構造と機能演習Ⅰ 

（Laboratory Studies of Structure 

and  Functions of the Human BodyⅠ） 

担当 

教員 

○佐伯宣久 

 石田肇（非常勤） 

比嘉真理子（非常勤） 

開講年次 1 年次 後期 単位数 2 単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 60 時間 

履

修

条

件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 
講義で学んだ知識を実践的に身につける目的で、心機能、呼吸機能などの 

生体諸機能測定法や人体の構造・機能を把握し各グループごとに行う。 

到達目標 

1．各臓器・器官系の位置と名称を覚える。 

2．各組織の構造とその機能との関連について理解する。 

3．画像検査から得られる情報について解剖生理学的観点から理解する。 

4．呼吸器・循環器機能の測定から得られる情報について解剖生理学的観点から理解する。 

 5．血液などの生体試料の検査から得られる情報について解剖生理学的観点から理解する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

全 30 回 

演習番号 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

 

 

 

人体模型観察 

画像情報演習（及び人体模型観察の試験） 

人体解剖見学 

脳波測定 

血圧測定 

心電図 

腱反射・関節可動域測定・対光反射・眼底観察 

ABO 式血液型検査/血液凝固実験/脳波解析 

組織標本の顕微鏡観察 

生化学実験（核酸を用いた実験） 

心音・呼吸音・パルスオキシメトリー・ 

スパイロメトリー 

 

事前に演習ガイド

を読み演習内容を

把握しておく必要

がある。 

 

 

佐 伯 

〃 

石 田 

比 嘉 

佐 伯 

〃 

〃 

比 嘉 

佐 伯 

〃 

〃 

 

 

演 習 

 

テキスト 教員が作成する「演習ガイド＆レポート」に従って演習を進める。 

参考文献 
細谷安彦・他 編訳：トートラ人体の構造と機能 第4版、丸善 2012 
その他授業時に適宜紹介する。 

他科目との

関連 
 看護専門科目全般 

成績評価 

の方法 
演習への参加状況、レポート、テストにより評価する。 

学習相談・ 

助言体制 
 授業時に質問や相談に対応し、適宜助言を行う。 

授業改善の

特記事項 
学生の演習達成度や理解度について適宜検討し、演習内容の改善を図る。 

備 考 演習内容に応じて数人を１グループにして演習を行う。 
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科 目 

コード 
21011 

授業 

科目 

人体の構造と機能演習Ⅰ 

（Laboratory Studies of Structure 

and  Functions of the Human BodyⅠ） 

担当 

教員 

○佐伯宣久 

 石田肇（非常勤） 

比嘉真理子（非常勤） 

開講年次 1 年次 後期 単位数 2 単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 60 時間 

履

修

条

件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 
講義で学んだ知識を実践的に身につける目的で、心機能、呼吸機能などの 

生体諸機能測定法や人体の構造・機能を把握し各グループごとに行う。 

到達目標 

1．各臓器・器官系の位置と名称を覚える。 

2．各組織の構造とその機能との関連について理解する。 

3．画像検査から得られる情報について解剖生理学的観点から理解する。 

4．呼吸器・循環器機能の測定から得られる情報について解剖生理学的観点から理解する。 

 5．血液などの生体試料の検査から得られる情報について解剖生理学的観点から理解する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

全 30 回 

演習番号 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

 

 

 

人体模型観察 

画像情報演習（及び人体模型観察の試験） 

人体解剖見学 

脳波測定 

血圧測定 

心電図 

腱反射・関節可動域測定・対光反射・眼底観察 

ABO 式血液型検査/血液凝固実験/脳波解析 

組織標本の顕微鏡観察 

生化学実験（核酸を用いた実験） 

心音・呼吸音・パルスオキシメトリー・ 

スパイロメトリー 

 

事前に演習ガイド

を読み演習内容を

把握しておく必要

がある。 

 

 

佐 伯 

〃 

石 田 

比 嘉 

佐 伯 

〃 

〃 

比 嘉 

佐 伯 

〃 

〃 

 

 

演 習 

 

テキスト 教員が作成する「演習ガイド＆レポート」に従って演習を進める。 

参考文献 
細谷安彦・他 編訳：トートラ人体の構造と機能 第4版、丸善 2012 
その他授業時に適宜紹介する。 

他科目との

関連 
 看護専門科目全般 

成績評価 

の方法 
演習への参加状況、レポート、テストにより評価する。 

学習相談・ 

助言体制 
 授業時に質問や相談に対応し、適宜助言を行う。 

授業改善の

特記事項 
学生の演習達成度や理解度について適宜検討し、演習内容の改善を図る。 

備 考 演習内容に応じて数人を１グループにして演習を行う。 

 

─ 63 ─

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



 

科 目 

コード 
21012 

授業 

科目 

人体の構造と機能演習Ⅱ 
（Laboratory Studies of Structure  
and Functions of the Human Body Ⅱ） 

担当 

教員 
○佐伯宣久 

開講年次 3年次 前期 単位数  1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 須 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 
臨地実習での経験をもとに、学生が小グループ単位で能動的に演習し、特に主要な人体の

構造と機能について学習する。 

到達目標 

これまでの講義で学んだことや臨地実習での経験に基づき、学生自身が設定したテーマ

について学習し、その成果を発表することを通して、人体の構造と機能、疾患の病態生

理などについてさらに理解を深める。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

 

全１５回 

 

設定されたテーマについて各グループで学習し、その 

成果を発表する。 

（詳細については第１回の授業で説明する） 

 

与えられた

テーマにつ

いて発表で

きるよう準

備する。 

 

佐 伯 

 

 

演 習 

 

テキスト 特にない。 

参考文献 必要に応じて参考文献を紹介する。 

他科目との
関連 

看護専門科目全般 

成績評価 

の方法 
学習成果の発表とレポートで評価する。 

学習相談・ 

助言体制 
授業時などに質問や相談に対応し、適宜助言を行う。 

授業改善の
特記事項 

設定できるテーマの範囲を工夫して、できるだけ興味あるテーマに取り組んでいただく 
予定である。 

備 考 演習は３人程度を１グループにして行う。 
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科 目 
コード 21121 授業 

科目 
栄養と代謝 

（Biochemistry and Nutrition） 
担当 
教員 ○新城澄枝（非常勤） 

開講年次 １年次 後期 単位数 2 単位 科目 
分類 専門関連科目 授業 

形態 講 義 
選択必修 必 修 時間数 30 時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 生命維持や健康の保持増進と栄養との関連を生理・生化学的に学習すると共に、代謝のメカ

ニズムを把握し、栄養素が人体に及ぼす影響を学習する。また、メタボリック症候群に関連

する健康問題と食生活の関係について学ぶと共に、科学的根拠に基づいた食の選択、バラン

スのとれた食生活の実践方法について学習する。 

到達目標 

 1．生命維持や健康の保持増進の面から食生活の意義について述べることができる。 
 2．栄養素の種類、消化・吸収、代謝と健康との関係について説明することができる。 
 3．エネルギー、各種栄養素の量と質についての理解を深め、バランスの良い食生活につい

て説明することができる。 
 4．食事の意義や現代における食生活と健康問題との関連について述べることができる。 
 5．生活習慣病の発症・重症化予防について、メタボリックシンドロームの概念に基づき説 
    明することができる。 
 6．科学的根拠に基づいた食の選択・実践能力を培い、食の自己管理能力を高める。  

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習

（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

 

 

 

第 2 回 

 

 

 

第 3 回 

 

 

 

 

第 4 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回 

 

 

 

 

 

 

1．健康と食生活（１） 

 1）体の構成成分と食品の構成成分（栄養素） 

 2）生体内環境の維持と食事支援 

 3) 生物にとって食べることとは（摂食の意義） 

4) 五(六)大栄養素について 

5) 生体エネルギー・ATP とエネルギー代謝について、 

6) 栄養素等摂取基準、日本食品標準成分表について 

7) 正しい食生活（食事）とは 

2. 消化器系器官と消化・吸収の概略 

1) 消化管ホルモン、代表的な消化酵素、 

2) 小腸の構造と機能、管腔内消化と膜消化について、

3) 吸収経路（門脈系、リンパ系）と栄養素の種類 

3. 細胞内小器官とその機能 

4. 炭水化物（糖質）の消化・吸収と代謝 

1) 糖質の生理機能 

2) 炭水化物（糖質）の化学的消化と吸収 

3) 単糖類、二糖類の膜消化と吸収経路 

4) 主な臓器と glucose transporter 

5) インスリン作用と GLUT（グルット）4の関係 

6) 食後および空腹時の血糖調節  

7) 主な臓器における糖質代謝 

解糖・TCA・電子伝達系、グリコーゲン回路 

グルクロン酸経路、五炭糖リン酸回路、糖新生系 

5. たんぱく質の消化・吸収と代謝 

1) たんぱく質の生理機能 

2) 消化器系器官とたん白質の化学的消化と吸収 

3) ペプチド、アミノ酸の膜消化と吸収経路 

4) アミノ酸とペプチドの吸収の違い 

5) アミノ酸の代謝、核酸およびたん白質の合成 

6) たんぱく質と食物アレルギー 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

 

 

 

新 城 

 

 

講 義 
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第 6 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 回 

 

 

 

 

 

 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

 

 

 

第 11 回 

 

 

 

第 12 回 

 

 

第 13 回 

 

 

第 14 回 

 

 

第 15 回 

7) たんぱく質の変性と消化吸収、低アレルゲン化 

8) たんぱく質変性を利用した調理・加工例 

6. 脂質の消化・吸収と代謝 

1) 胆汁酸の腸肝循環 

2) 長鎖脂肪酸のトリグリセライドの消化と吸胆 

3) 中鎖脂肪酸のトリグリセライドの消化と吸収 

4) 循環脂質の種類と役割 

5) リポ蛋白形成の意義 

6) リポ蛋白の種類と機能  

7) 体内でのリポ蛋白の移動と代謝 

8) 脂肪酸代謝、コレステロール代謝 

9) コレステロール代謝とステロイドホルモン産生 

 7. エネルギー代謝 

   1) 適正 P:F:C バランス下における三大栄養素のエネ

ルギー産生相関 

2) PFC アンバランス下でのエネルギー代謝 

 例：糖尿病者と糖質抜きダイエット者のエネルギ

ー代謝  

3) 脂肪酸のβ-酸化亢進とケトン体産生 

8. ビタミンとミネラル 

9. ２１世紀の健康づくり：国の健康・栄養施策 

10．健康と食生活（２） 

  1) 思春期・青年期の食生活の現状 

 2）食情報の氾濫,フードファディズムと食の選択能力 

  3）18 歳までに育てたい食の自己管理能力 

 11．生活習慣病発症予防のための食生活（１） 

 1）食生活とメタボリックシンドロームの深い関係 

  2）過剰栄養・低栄養とインシュリン抵抗性 

3）エネルギー,各種栄養素の質･量のバランスとは 

 12．生活習慣病発症予防のための食生活（２） 

  1）バランスのとれた食生活：四群点数法：基礎編 

2) 発達段階に応じた四群点数法の活用：応用編１ 

13．生活習慣病重症化予防・治療の食生活（１） 

 1）科学的根拠に基づいた減量の重要性 

2) PFC バランスと疾患：糖質抜きダイエットの危険性 

 14．生活習慣病重症化予防・治療の食生活（２） 

1）四群点数法応用編：貧血, 脂肪肝,糖尿病.腎症等 

  2）体重計、血圧計、四群点数法活用で賢い食事管理 

 15．まとめ: 沖縄百寿者に学ぶ健康のための食生活 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

関連配布資料 

課題レポート 

 

関連配布資料 

課題レポート 

テキスト  資料を配布する。 

参考文献 

 ｢新しい食物学-食生活と健康を考える-改訂第２版｣加藤陽治/長沼誠子編集、南江堂、2009 

 ｢標準的な健診･保健指導プログラム(確定版)：全４冊｣厚生労働省健康局、平成 19 年 4 月 

 ｢健康の科学シリーズ 9沖縄の長寿｣日本栄養･食糧学会監修、関西学会出版センター 

他科目との

関連 
 「栄養と代謝」の前半部は、後半部への導入とする。 

成績評価の

方法 
 出席 20％、学習参加状況・課題レポート 60％、小テスト 20％ 

学習相談・ 

助言体制 

 毎回の授業ごとに、関連のある課題レポートを課す。レポートは次回の授業までに提出を求 

 め、講義内容についての理解を広げ深める方法の体験を促す。 

授業改善の

特記事項 
 講義内容を伝達するための講義資料を随時作成し、配布する。 

備 考  なし 

─ 66 ─



科 目 

コード 
21131 

授業 

科目 

臨床薬理 

（Clinical Pharmacology） 

担当 

教員 
○未定(非常勤) 

開講年次 2 年次 後期 単位数 2 単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30 時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 薬物と人体との関わりについて、薬物がどのように身体に影響を及ぼすかを人体構造学、生 

 体機能学、細菌学などの知識を基に学習する。また、臨床的な立場から、薬剤の種類、主作 

 用と副作用、薬の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄等）などを学習する。 

到達目標 

 1．薬物と人体との関わりについて、薬物が身体に及ぼす影響を生体機能学、細菌学の視点 

    から説明できる。 

 2．病態生理の視点から薬剤の種類、主作用と副作用、薬の体内動態（吸収、分布、代謝、 

    排泄等）を説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第 1 回 

第 2 回 

 

第 3 回 

 

第 4 回 

 

第 5 回 

 

第 6 回 

第 7 回 

 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

 

第 13 回 

 

第 14 回 

 

第 15 回 

 総論 

 循環系治療薬Ⅰ（狭心症治療薬, 心筋梗塞治療薬, 心不 

 全治療薬） 

 循環系治療薬Ⅱ（高血圧治療薬, 低血圧治療薬, 抗不整 

 脈薬, 脂質異常症治療薬） 

 消化系治療薬Ⅰ（消化性潰瘍治療薬, 健胃・消化・制酸 

 ・制吐薬, 便秘の治療薬, 下痢の治療薬） 

 消化系治療薬Ⅱ（肝疾患治療薬, 胆道・膵臓系治療薬, 痔 

 の治療薬） 

 呼吸系治療薬（気管支喘息治療薬） 

 内分泌・代謝系治療薬（糖尿病治療薬,甲状腺疾患治療薬, 

 高尿酸血症治療薬） 

 腎臓病治療薬（腎疾患治療薬） 

 抗炎症・抗アレルギー薬（リウマチ治療薬） 

 ホルモン剤（前立腺肥大症治療薬, 更年期障害治療薬） 

 骨・カルシウム代謝薬（骨粗鬆症治療薬） 

 感染症治療薬（全身感染症治療薬, 白癬章・アトピー性 

 皮膚炎治療薬） 

 神経・精神系治療薬Ⅰ（統合失調症治療薬, 不安・不眠 

 治療薬, 頭痛の治療薬） 

 神経・精神系治療薬Ⅱ（うつ病の治療薬, てんかんの治 

 療薬, パーキンソン病治療薬） 

 がん治療薬（がんの治療薬, 抗がん薬の副作用対策） 

 その他の治療薬（緑内障・白内障の治療薬, 貧血の治療薬） 

 

P. 2～17  

 

P.18～46 

 

P.47～69 

 

P.70～88  

P.89～103 

P.104～125 

P.126～130 

P.131～137 

P.138～148 

 

P.149～153 

P.154～169 

 

P.170～185 

 

P.186～206 

P.207～223 

P.224～232 

 

未 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト  中原保裕：処方がわかる医療薬理学 2014-2015, 学研, 2011. 

参考文献  講義時に紹介する。 

他科目との

関連 

 人体の構造と機能、人体の構造と機能演習Ⅰ、栄養と代謝、微生物と免疫、病態生理、疾病 

 論Ⅰ、疾病論Ⅱ 

成績評価 

の方法 
 出席、レポート、筆記試験で評価を行う。 

学習相談 

助言体制 

 毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カード 

 の提出をもとめ、次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

授業改善の特

記事項 
 テキスト内容を補充・説明する資料を配布する。 

備 考  学生は次回使用のテキスト箇所および資料内容を読み、準備して授業に臨む。 
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科 目

コード 
21160 

授業 

科目 

微生物と免疫 

（Microbiology and Immunology） 

担当 

教員 

○佐伯宣久 

岸本英博(非常勤） 

當眞弘(非常勤） 

開講年次 1 年次 後期 単位数 2 単位 科目 

分類 
専門教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30 時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

看護を学ぶにあたり必要な、主たる病原微生物の特徴と感染・発症、および、生体防御機

構 について学ぶ。そして、人間はどのようなしくみで病原微生物からからだを守って生

きているのかを生体と病原微生物の相互関係の観点から学ぶとともに、免疫反応の多様性

について理解を深める。また、新興感染症や再興感染症、院内感染や日和見感染等につい

て学び、感染予防を行ううえで必要な感染症の知識を修得する。 

到達目標 

 1. 病原微生物と関連する疾患について理解する。 

 2. 病原微生物から体を守る生体防御機構について理解する。 

 3. 新興感染症や再興感染症、院内感染や日和見感染等について理解する。 

 4. 感染予防や感染拡大を防ぐための感染コントロールについて理解する。 

5. 疾患と関わりのある寄生虫などの多細胞生物や自然界の危険生物について理解する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 

授業形

態 

授業番号 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

 

ウイルス（1）主に小児期に問題となるウイルス 

－麻疹ウイルス・風疹ウイルス・水痘ウイルスなど 

ウイルス（2）主に成人期に問題となるウイルス 

－肝炎ウイルス、レトロウイルスなど 

ウイルス（3）主に海外で問題となっているウイルス 

－狂犬病ウイルス、エボラウイルス、プリオンなど 

ウイルス（4）ヒト免疫不全ウイルス、母子感染症 

細菌(1)：総論・ブドウ球菌・連鎖球菌など 

細菌(2)：大腸菌・赤痢菌・コレラ菌など 

細菌(3)：結核菌・マイコプラズマ・真菌など 

院内感染症とそのコントロール：消毒、院内感染対策など 

免疫 その１（免疫・生体防御機構概説） 

免疫 その２（腫瘍免疫・移植免疫、） 

免疫 その３（アレルギー・自己免疫疾患・免疫不全） 

感染予防と予防接種 

寄生虫・医動物(1) 寄生虫、節足動物、 

寄生虫・医動物(2)      沖縄の危険生物など 

寄生虫・医動物(3) 寄生虫の観察実習 

 

事後学習をし

っかり行って

いただきた

い。 

 

 

 

 

佐 伯 

 

〃 

 

〃 

   

 〃 

  〃 

  〃 

   〃 

〃 

 岸 本 

  佐 伯 

    〃 

   〃 

  當 眞 

   〃 

〃 

 

講 義 

 

 

 

テキスト  藤本秀二 編著: わかる 身につく 病原体・感染・免疫 改訂第３版, 南山堂 2017 

参考文献 

医療情報科学研究所 編集：病気がみえる Vol. 6, メディックメディア 

吉田幸雄・有薗直木: 図説人体寄生虫学 改訂９版, 南山堂 2016 

 篠永・野口・今泉・小川 監修：フィールドベスト図鑑 危険・有毒生物, 学研教育出版 2014 

松島綱治・山田幸宏 監訳: 分子細胞免疫学 原著第 7版, エルゼビアジャパン 2014 

高津聖志・清野宏・三宅健介 監訳: 免疫学イラストレイテッド 原著第 7版, 南山堂 

2009 

他科目との

関連 
生活援助・療養援助技術Ⅰ、病態生理、疾病論Ⅰ、疾病論 II 
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成績評価 

の方法 
期末試験及び講義で出される課題により評価する。 

学習相談・ 

助言体制 
自己学習によっても解消しない疑問などについては適宜対応する。 

授業改善の

特記事項 

各種疾患に関する講義は「人体の構造と機能」「微生物と免疫」「疾病論Ⅰ・Ⅱ」の４科目

で網羅しており、過不足無く効率的に学習できるよう、毎年度授業内容を見直している。 

備 考 

本科目では病原性を持つ生物とそれが原因で起こる感染症について講義を行う。 

疾病論でも臓器別に感染症に触れるが、多くの感染症について、症状や治療を含めて 

本科目で扱うことになる。 

講義を参考に自己学習をしっかり行い理解を深めていただきたい。 
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科 目 

コード 
21143 

授業 

科目 

病態生理 
（Pathophysiology） 

担当 

教員 
 ○未定 (非常勤） 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

疾病の成り立ちを病態生理学的に学習する。循環器系、呼吸器系、消化器系、腎・泌尿器系、

生殖器系、造血器系、脳・神経系、内分泌系、運動・感覚器系、皮膚など臓器・組織別に 

病態生理、症状について学習する。 

到達目標 

１．代謝性疾患、内分泌疾患、免疫性疾患の全身性疾患の病態生理、症状について説明で

  きる。 

２．腫瘍性疾患の病態生理、症状について説明できる。 

３．臓器・組織別疾患の病態生理、症状について説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習 
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

 

 

第2回 

 

 

第3回 

 

第4回 

 

第5回 

 

第6回 

 

第7回 

 

第8回 

 

第9回 

 

 

第10回 

 

第11回 

 

第12回 

 

第13回 

 

第14回 

 

第15回 

 

1．病態生理学を学ぶための基礎知識 
 １）①正常と病態生理、②循環障害、③変性、  

   ④炎症 

  ２）⑤感染症、⑥腫瘍、⑦先天異常と遺伝子異常、

   ⑧変形・圧迫による障害、⑨老化と死 

 

2．皮膚・体温調整の異常 

 

3．免疫による防御の異常 

 

4．体液調節の異常 

 

5．血液の異常 

 

6．循環の異常 

 

7．呼吸の異常 

 

8．消化・吸収の異常 

  １）①消化管、②肝臓、 

 

  ２）③膵臓、④腹膜腔・腹膜・腸管膜 

 

9．腎・泌尿器の異常 

 

10．内分泌・代謝の異常 

 

11．生殖の異常 

 

12．脳・神経、筋の異常 

 

13．感覚器の異常 

 

P2-19 

 

 

P19-35 

 

 

P38-46 

 

P48-63 

 

P66-79 

 

P82-99 

 

P102-127 

 

P130-149 

 

P152-179 

 

 

P179-187 

 

P190-208 

 

P210-232  

 

P234-243 

  

P246-268  

 

P270-278 

 

未 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト  系統看護学講座 疾病のなりたちと回復の促進② 病態生理学 医学書院  

 

参考文献 

ナースの内科学 改訂 7版 中外医学社  

臨床病態学１ NOUVELLE  HIROKAWA  

臨床病態学２ NOUVELLE  HIROKAWA  

 臨床病態学３ NOUVELLE  HIROKAWA 

他科目との
関連 

人体の構造と機能、人体の構造と機能演習Ⅰ、栄養と代謝、微生物と免疫、疾病論Ⅰ、 

疾病論Ⅱ 

成績評価 

の方法 
筆記試験（100％）、出席状況等で評価を行う。 

学習相談 

助言体制 
講義の途中、あるいは講義終了時に質疑等を受ける。 

授業改善の
特記事項 

 テキスト内容を補充・説明する資料を配布する。 

備 考 学生は事前に次回使用のテキスト箇所を読み、準備して授業に臨むこと。 
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参考文献 

ナースの内科学 改訂 7版 中外医学社  

臨床病態学１ NOUVELLE  HIROKAWA  

臨床病態学２ NOUVELLE  HIROKAWA  

 臨床病態学３ NOUVELLE  HIROKAWA 

他科目との
関連 

人体の構造と機能、人体の構造と機能演習Ⅰ、栄養と代謝、微生物と免疫、疾病論Ⅰ、 

疾病論Ⅱ 

成績評価 

の方法 
筆記試験（100％）、出席状況等で評価を行う。 

学習相談 

助言体制 
講義の途中、あるいは講義終了時に質疑等を受ける。 

授業改善の
特記事項 

 テキスト内容を補充・説明する資料を配布する。 

備 考 学生は事前に次回使用のテキスト箇所を読み、準備して授業に臨むこと。 
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科 目 

コード 
22171 

授業 

科目 

リハビリテーション論 
（Rehabilitation Medicine） 

担当 

教員 

○大田仁史(非常勤） 

   伊志嶺恒洋 

開講年次 3年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

リハビリテーションの語源である「ハビリス」を通してすべてのステージのリハビリテー 

ション・ケアの内容を吟味する。緩和ケアのなかにいる人々や､改善しない重度の障害を 

おった人々、また命の終焉のちかい高齢者にも「ハビリス」の精神が行き届くよう、「介 

護期・終末期リハビリ」を提唱する。 

到達目標 
リハビリテーション医療の流れについて理解する。廃用症候群について理解できる。「介護

期・終末期リハビリテーション」について理解できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 

 

 

 

第2回 

 

 

 

第3回 

 

 

 

第4回 

 

 

 

 

 

 

第5回～8回 

「ハビリス」を考える 
リハビリテーションの語源からリハビリテーションの本 
質を考える。病期を通して廃用症候群の予防の必要生を 
理解する。「寝たきり老人の介護」を供覧。 
芯から支える在宅リハビリ～集団アプローチの意味～ 
中途障害者の苦悩を考え，在宅療法で孤立からの脱出， 
社会性の獲得のために集団アプローチが有用であること 
を理解する。 
介護期・終末期リハビリテーション 
急性期からのリハビリテーションの医療の流れを包括的 
に捉え，終末期においても人の尊厳を守るためにリハビ 
リテーションの考えと手法が重要であることを学ぶ。 
超高齢社会の介護予防 
日本が突入した高齢社会は「異次元」とも言われる。こ 
れを乗り切るには国民の自助・互助に基づいた「介護予 
防」の実践が欠かせない。茨城県が進めているシルバー 
リハビリ体操指導士養成事業の実際から介護予防の重要 
性を学ぶ。 

 
 リハビリテーション医療について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 田 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
伊志嶺 

講 義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト  なし 

参考文献 

「新・芯から支える」大田仁史著 莊道社 2006，「実践・終末期リハビリテーション」大田 

仁史監修著 莊道社 2003，「介護予防と終末期のリハビリテーション｣大田仁史著 荘道 

社 2015 

他科目との
関連 

授業科目全般 

成績評価 
の方法 出席率とテストで評価する。 

学習相談・ 
助言体制  講義終了後個別に対応する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 主としてパワーポイントを用いて講義する。 
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科 目 

コード 
22152 

授業 

科目 
臨床心理 

（Clinical Psychology） 
担当 

教員 
○渡久山朝裕 大川嶺子 

開講年次 1年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
講義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
人間の知的能力や性格傾向、臨床症状などを把握するための心理アセスメントについて、実

際に体験し、自己分析を交えながら系統的に学習することで、専門家が記述した所見レポー

ト等が理解でき、看護実践に活用できる能力を身につける。 

到達目標 

1．質問紙法や投影法などの心理アセスメントを体験し、分析してみることができる。 

2．心理アセスメントの効能と限界を説明できる。 

3．臨床心理士など、心の専門家が記述した所見レポート等が理解できる。 

4．所見レポート等を看護実践に活用できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事後学習 担当者名 授業形態 

第1回 

 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

 

 

第7回 

第8回 

 

第9回 

 

第10回 

第11回 

第12回 

 

第13回 

第14回 

 

第15回 

授業の概要説明、看護と心理アセスメント、 

心理検査の基礎 

  知能検査、発達検査、痴呆スクリーニング検査 

 人格検査①エゴグラム、バーンの交流分析 

   〃 ②HTPテスト(家屋・樹木・人物描画テスト) 

          〃     〃  ：事例研究 

   〃 ③質問紙法：ＹＧ性格検査 

   〃 ④質問紙法：不安検査 

   〃 ⑤質問紙法：うつ尺度 

   〃 ⑥作業検査法 内田クレペリン精神検査 

   〃 ⑦投影法：TAT（主題統覚検査） 

  〃 ⑧投影法：SCT（文章完成法テスト） 

   〃 ⑨投影法：箱庭療法 

      観察面接室見学、ビデオ学習 

   〃 ⑩投影法：コラージュ療法 

       ユングの分析心理学、ビデオ学習 

   〃 ⑪投影法：ロールシャッハテストⅠ、 

          ビデオ学習 

   〃         ：ロールシャッハテストⅡ 

 所見レポートの理解、看護実践への活用 

 ミニ・レポート 

 授業の振り返り、まとめ 

資料 

 

P.12-14 

P.18 

P.24-25 

資料 

P.16 

P.27 

P.27 

P.19-20 

P.22-23 

P.23-24 

P.64-66 

資料 

 

資料 

P.21-22 

 

資料 

資料 

 
 

渡久山 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

大 川 

 

渡久山 

講 義 

〃 

〃 

演習・講義 

演 習 

演習・講義 

〃 

〃 

〃 

演習・講義 

講 義 

〃 

〃 

〃 

演習・講義 

講 義 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

テキスト 「臨床心理学」：名嘉幸一編著 中外医学社 \2,400 

参考文献 
「交流分析療法－エゴグラムを中心に－」：新里里春著 チーム医療 \2,678 
「描画テスト入門－ＨＴＰテスト－」：高橋雅春著 文教書院 

他科目との
関連 

「心理学」「人間関係論」での学習を土台にし、さらに臨床心理学への理解を深める。 

成績評価 

の方法 
期末レポート40％、期末試験60％  
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学習相談・ 
助言体制 

毎回の授業の終了時に提出させる出席カードに、理解できなかった内容、疑問に感じた点
等を記述させ、次回の授業の冒頭で説明・補足を行う。 
授業終了後はしばらく教室に居り、学生が個人的に質問できる機会をつくる。演習に抵抗
を示す学生は授業外で個別指導の機会を設ける。 

授業改善の
特記事項 

この科目について、授業の最終日にアンケート調査を行い、学生たちから指摘された改善
点や修正点を検討し、次年度に活かしていく。 

備 考 先入観を持たずに心理アセスメントを体験してもらいたいため、事前学習は行わず、事後
学習を行うこと。演習に積極的に参加し、実践的に学ぶ態度を持つこと。 
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科 目 

コード
22153 

授業 

科目 
人間関係論 

（Human Relations） 
担当 

教員 
○渡久山朝裕 大川嶺子

開講年次 1年次  前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
講義・演習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 
心の健康や対人関係における適応などの問題に悩む個人・家族・集団への心理的援助方法 

としてカウンセリングの理論と方法を実践的に学習し、それを基礎として看護実践で行わ

れる面接、健康相談、コンサルテーション、ケアマネジメント等への応用も学習する。 

到達目標 

1．ロジャースの人間中心理論を理解できる。

2．カウンセリング的な応答や援助的コミュニケーションの原則を述べることができる。 

3．上記技術を活用し、健康相談やコンサルテーションを行う方法について理解できる。 

4．3．のスキルを実践できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習 担当者名 授業形態 

第 1 回 
第 2 回 
第 3 回 
第 4 回 
第 5 回 
第 6 回 
第 7 回 
第 8 回 
第 9 回 
第 10 回 
第 11 回 
第 12 回 
第 13 回 
第 14 回 
第 15 回 

授業の概要説明、人間関係とは、カウンセリングとは

ロジャースの来談者中心療法①

ロジャースの来談者中心療法②

ロジャースの来談者中心療法③

カウンセリング事例の検討Ⅰ

カウンセリング事例の検討Ⅱ（録音事例・ビデオ事例）

カウンセリング演習①基本的技法の練習

カウンセリング演習②ロールプレイⅠ(一般的な client）
カウンセリング演習③ロールプレイⅡ(看護現場の client)
カウンセリング演習のまとめ・アンケート

精神障害者への心理療法①

精神障害者への心理療法②・電話相談（自殺予防）

看護現場でのカウンセリング技法の活用１

看護現場でのカウンセリング技法の活用２

 HIV エイズカウンセリング、人間関係の倫理、 
授業の振り返り、まとめ

P.29-40

資料 

資料 

P.121-129

資料

資料

資料

資料

渡久山

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

大 川
〃

渡久山

講 義

〃

〃

〃

演 習

〃

〃

〃

〃

〃

講 義

〃

〃

〃

〃

テキスト 「わかりやすい臨床心理学入門」：小山望編著 福村出版 \2,300 

参考文献 

「カウンセリングの理論」：国分康孝著 精神書房 \2,300 

「エンカウンター」：国分康孝著 精神書房 \2,000 

「臨床心理学」：名嘉幸一編著 中外医学社 \2,400 

他科目との
関連 

「心理学」「臨床心理」での学習につなげる 

成績評価 
の方法 ミニ・レポート12％、期末レポート20％、期末試験68％
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学習相談・ 
助言体制 

授業終了後はしばらく教室に居り、学生が個人的に質問できる機会をつくる。演習に抵抗
を示す学生は授業外で個別指導の機会を設ける。 

授業改善の
特記事項 

心理的援助の様々な分野に関する文献を検索し、報告するミニ・レポートを学期中に3回
程度、課すことで興味・関心を喚起し、図書館になじませる。 

備 考 演習に積極的に参加し、実践的に学ぶ態度を持つこと。 

 

 

科 目 

コード 
40012 

授業 

科目 
看護大学ゼミナールⅡ 
（OPCN Seminar Ⅱ） 

担当 

教員 

○渡久山朝裕 田場由紀 

川崎道子 金城芳秀 

開講年次 2年次後期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

現代社会への身体的・精神的・社会的不適応から生じている健康問題や関連領域の課題に

対して，学生が主体的に取組む過程を通して、看護大学ゼミナールⅠで学んだ情報収集・

分 析・代案の提示と結果の予測、最善策の選択、実行など自らの問題解決能力を磨き、能

動的 学習能力とチームワーク力を身につける。 

到達目標 

1．現代社会に生じている健康問題に積極的に関心を向けることができる。 

2．健康問題の学習テーマについてチームで絞り込むことができる。 

3．絞り込む過程では看護大学ゼミナールⅠで学んだ問題解決方法や問題解決能力を発揮

することができる。 

4．図書・文献検索から多様な情報収集を行い、学術的情報にアクセスすることができる。 

5. 地域に出かけて行き、活動等を通して実践的に学ぶことができる。 

6．チームのメンバーとディスカッションができる。 

7．チームの一員としてチームワークに貢献できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第 1･2 回 

 

第 3･4 回 

第 5･6 回 

第 7･8 回 

第 9･10 回 

第 11･12 回 

第 13･14 回 

第 15･16 回 

第 17 回 

授業目標の理解、各活動プログラムの説明、 
チーム配置、活動課題の検討、誓約書の提出 
学習活動① 
中間報告会 
学習活動② 

 学習活動③ 
 学習活動④ 
学習活動⑤ 

 活動発表会・評価 
振り返り・アンケート 

事前、事後学習

や学習課題に

ついては、各チ

ームのテーマ

に応じて各担

当者が随時行

う。 

川 崎 

金 城 

田 場 

渡久山 

演 習 

テキスト 
フレッシュマンセミナーテキスト．大学新入生のための学び方ワークブック．初年次教育 

テキスト編集委員会編．東京電機大学出版局．2009 

参考文献 適宜、紹介する。 

他科目との
関連 

「看護大学ゼミナールⅠ」での学習を土台にし、さらに「看護大学ゼミナールⅢ」での学

習につなげていく。 

成績評価 

の方法 

地域活動への参加40%、プレゼンテーション10%、期末個人レポート30%、 
担当教員の評価20% 

学習相談・ 
助言体制 

 学生たちの主体性を尊重しつつ、不十分な点については助言しながら課題を達成させる。 

授業改善の
特記事項 

この科目について、授業の最終日にアンケート調査を行い、学生たちから指摘された改善 
点や修正点を検討し、次年度に活かしていく。 

備 考  学習活動は、5日間、合計15時間程度を目安にし、活動先と調整のうえ、計画的に行うこと。 
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科 目 

コード 
40012 

授業 

科目 
看護大学ゼミナールⅡ 
（OPCN Seminar Ⅱ） 

担当 

教員 

○渡久山朝裕 田場由紀 

川崎道子 金城芳秀 

開講年次 2年次後期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

現代社会への身体的・精神的・社会的不適応から生じている健康問題や関連領域の課題に

対して，学生が主体的に取組む過程を通して、看護大学ゼミナールⅠで学んだ情報収集・

分 析・代案の提示と結果の予測、最善策の選択、実行など自らの問題解決能力を磨き、能

動的 学習能力とチームワーク力を身につける。 

到達目標 

1．現代社会に生じている健康問題に積極的に関心を向けることができる。 

2．健康問題の学習テーマについてチームで絞り込むことができる。 

3．絞り込む過程では看護大学ゼミナールⅠで学んだ問題解決方法や問題解決能力を発揮

することができる。 

4．図書・文献検索から多様な情報収集を行い、学術的情報にアクセスすることができる。 

5. 地域に出かけて行き、活動等を通して実践的に学ぶことができる。 

6．チームのメンバーとディスカッションができる。 

7．チームの一員としてチームワークに貢献できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第 1･2 回 

 

第 3･4 回 

第 5･6 回 

第 7･8 回 

第 9･10 回 

第 11･12 回 

第 13･14 回 

第 15･16 回 

第 17 回 

授業目標の理解、各活動プログラムの説明、 
チーム配置、活動課題の検討、誓約書の提出 
学習活動① 
中間報告会 
学習活動② 

 学習活動③ 
 学習活動④ 
学習活動⑤ 

 活動発表会・評価 
振り返り・アンケート 

事前、事後学習

や学習課題に

ついては、各チ

ームのテーマ

に応じて各担

当者が随時行

う。 

川 崎 

金 城 

田 場 

渡久山 

演 習 

テキスト 
フレッシュマンセミナーテキスト．大学新入生のための学び方ワークブック．初年次教育 

テキスト編集委員会編．東京電機大学出版局．2009 

参考文献 適宜、紹介する。 

他科目との
関連 

「看護大学ゼミナールⅠ」での学習を土台にし、さらに「看護大学ゼミナールⅢ」での学

習につなげていく。 

成績評価 

の方法 

地域活動への参加40%、プレゼンテーション10%、期末個人レポート30%、 
担当教員の評価20% 

学習相談・ 
助言体制 

 学生たちの主体性を尊重しつつ、不十分な点については助言しながら課題を達成させる。 

授業改善の
特記事項 

この科目について、授業の最終日にアンケート調査を行い、学生たちから指摘された改善 
点や修正点を検討し、次年度に活かしていく。 

備 考  学習活動は、5日間、合計15時間程度を目安にし、活動先と調整のうえ、計画的に行うこと。 
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科 目 
コード 

21154 
授業 

科目 

疾病論Ⅰ 
（Nosography Ⅰ） 

担当 

教員 

 ○佐伯宣久 
寺田陽子（非常勤） 

開講年次 2年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 成人期および老年期に特有な疾病の病態生理、症状、診断、治療について学習する。 

到達目標 

1．成人期・老年期で見られる主要な疾患の病態、診断法、治療について理解する。 

2．成人期・老年期で見られる主要な症状の発生要因を理解し、これらの症状の原因と 

なりうる疾患を挙げることができる。 

3．女性生殖器の機能及び女性特有の病態、症状、治療等について理解する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

授業番号 

 

 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

  ⑩ 

  ⑪ 

  ⑫ 

  ⑬ 

 

 

  ⑭ 

  ⑮ 

講義の日程は別に配布する時間割を参照してください。 

 

＜内科・外科疾患＞ 

呼吸器疾患                     

循環器疾患                         

高血圧、感染症                                      

 消化器系の疾患I（消化管）                   

消化器系の疾患II（肝臓・膵臓・胆のう）      

血液疾患 

代謝・内分泌疾患 

 腎泌尿器疾患  

脳の疾患 

皮膚・眼・耳鼻咽喉・口腔の疾患 

運動器・神経系の疾患 

加齢変化と疾患 

救急ICU疾患、その他 

 

＜婦人科疾患＞ 

炎症性疾患、腫瘍性疾患 

不妊症、生殖医療 

 

 

 

講義後の自己

学習をしっか

り行っていた

だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

佐 伯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐 伯 

寺 田 

 

 

講 義 

 

テキスト 

特に指定しないが、講義内容は下記の文献を参考に構成されている。 

・医療情報科学研究所 編集：病気がみえる Vol. 1－9, メディックメディア 

・松田暉 他 総編集：看護学テキスト NICE 疾病と治療 I-IV, 南江堂 2010  

参考文献 

矢崎義雄 総編集：内科学 第 10 版, 朝倉書店 2013 

畠山勝義 監修：標準外科学 第 14 版, 医学書院 2016 

松野丈夫・中村利孝：標準整形外科学 第 12 版, 医学書院 2015 

富田靖 監修：標準皮膚学 第 10 版, 医学書院 2013 

木下茂 監修：標準眼科学 第 13 版, 医学書院 2016 

他科目との
関連 

人体の構造と機能、人体の構造と機能演習Ⅰ、栄養と代謝、臨床薬理、微生物と免疫、 

病態生理、疾病論Ⅱ 

成績評価 

の方法 
期末試験により評価する。 
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 学習相談
 助言体制 

授業後や放課後などに質問や相談に対応し、適宜助言を行う。 

授業改善の
特記事項 

各種疾患に関する講義は「人体の構造と機能」「微生物と免疫」「疾病論Ⅰ・Ⅱ」の４科目

で網羅しており、過不足無く効率的に学習できるよう、毎年度において授業内容を見直し

ている。 

備 考 
講義では成人期で見られる主要な疾患について重要事項を解説する。医療現場で使える知

識とするために、講義を参考に自己学習を行うことにより理解を深めていただきたい。 
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科 目 

コード 
21155 

授業 

科目 

疾病論Ⅱ 

(NosographyⅡ) 

担当 

教員 

○佐伯宣久 
上里忠和（非常勤） 
松岡剛司（非常勤） 
稲福徹也（非常勤） 
青山貴博（非常勤） 
山本和義（非常勤） 

開講年次 2年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 
周産期及び小児に特有の病態生理、症状、診断、治療等について学習する。また､主たる 

精神疾患についても学習する。 

到達目標 

1．主な周産期疾患の病態生理・診断・治療を理解する。 

2．主な小児疾患の病態生理・診断・治療を理解する。 

3．主な精神疾患や認知症の病態・診断・治療を理解する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

授業番号 

 

 

①  

② 

 

 

 ③ 

 ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

 

 

 ⑩～⑫ 

 

 

 ⑬ 

 

 ⑭～⑮ 

 講義日程は別に配布する時間割を参照してください。 

 

＜周産期疾患＞ 

 妊娠の異常と合併症妊娠（１） 

妊娠の異常と合併症妊娠（２） 

 

＜小児疾患＞ 

 総論、新生児疾患 

代謝疾患、内分泌疾患 

膠原病、炎症性腸疾患、放射線医学 

呼吸器疾患、消化器疾患、再生医療 

循環器疾患、血液疾患、腫瘍性疾患 

 腎泌尿器疾患、神経疾患 

 小児の精神疾患とこころのケア 

 

＜精神疾患＞ 

精神疾患の病態、症状、診断、治療等 

 統合失調症、気分障害、アルコール依存症 

 人格障害、神経症性障害、 

性同一性障害 

 

認知症 

 

 

講義後の自己

学習をしっか

り行っていた

だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 里 

佐 伯 

 

 

佐 伯 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

松 岡 

 

 

青 山 

 

 

山 本 

 

稲 福 

 

 

講 義 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト 

＜周産期疾患＞ 医療情報科学研究所 編集：病気がみえるVol.10 産科,  

メディックメディア  

＜小児疾患＞ 佐地勉・原寿郎・竹内義博 編著：ナースの小児科学, 中外医学社 2015 

＜精神疾患＞ 特に指定しない。参考文献にある書籍あるいはその他から書籍を選んで 

自己学習してください。 

（看護学テキスト NICE 疾病と治療 III, 南江堂にも精神疾患の章がある） 
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参考文献 

＜周産期疾患＞ 

東京慈恵医科大学産婦人科学講座 翻訳：ウイリアムス産科学 原著24版, 南山堂 2015 

荒木勤：最新産科学 正常編, 文光堂 2008 

荒木勤：最新産科学 異常編, 文光堂 2012 

＜小児疾患＞ 

医療情報科学研究所 編集：病気がみえる Vol. 1－9, メディックメディア 

内山聖 監修：標準小児科学, 医学書院 2013 

内山聖・安次嶺馨 編集：現場で役立つ小児救急アトラス, 西村書店 2009 

衞藤義勝 監修：ネルソン小児科学 原著第19版, エルゼビア・ジャパン 2015 

＜精神疾患＞  

渡辺雅幸：専門医がやさしく語る初めての精神医学, 中山書店 2015 

（精神疾患についてわかりやすく説明されている） 

武田雅俊 監修：精神医学マイテキスト 改訂2版, 金芳堂 2014 

上島国利・立山萬里 編集：精神医学テキスト改訂第3版, 南江堂 2012 

川野 雅資 編集：精神看護学Ⅱ 精神臨床看護学 第6版, ヌーヴェルヒロカワ 2015 

（精神保健看護IIで使用するので講義と関連する部分を読んでおくことが望ましい） 

真田弘美・正木治恵 編集：老年看護学技術 改訂第2版, 南江堂 2016 

  （老年保健看護IIで使用するので講義と関連する部分を読んでおくことが望ましい） 

他科目との

関連 

精神保健看護Ⅰ・Ⅱ、周産期保健看護Ⅰ・Ⅱ、小児保健看護Ⅰ・Ⅱ、臨床心理 

病態生理、微生物と免疫、ヘルスアセスメントで学んだ知識と統合し、 

精神保健看護実習Ⅱ、周産期保健看護実習Ⅱおよび小児保健看護実習Ⅱで活用する。 

成績評価 

の方法 
自己学習によっても解消しない疑問などについては適宜対応する。 

学習相談・ 

助言体制 
授業後や放課後などに質問や相談に対応し、適宜助言を行う。 

授業改善の

特記事項 

各種疾患に関する講義は「人体の構造と機能」「微生物と免疫」「疾病論Ⅰ・Ⅱ」の４科目

で網羅しており、過不足無く効率的に学習できるよう、毎年度において授業内容を見直し

ている。 

備 考 

講義では周産期疾患・小児疾患・精神疾患・認知症について重要事項を解説する。 

医療現場で使える知識とするために、講義を参考に自己学習を行うことにより理解を深め

ていただきたい。 
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科 目 

コード 
22190 

授業 

科目 

生涯人間発達論 
（Life-span Development） 

担当 

教員 

○上原和代 賀数いづみ 

山本敬子 大湾明美 

実務経験：あり 

開講年次 １年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・助・看) 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他 なし 

授業概要 

生涯発達理論の基礎を理解した上で、ライフサイクル各期の身体的・心理社会的発達の

特徴を科学的に理解し、それらの知識が胎児期から老年期までの看護にどのように応用

できるかを学習する。 

 

到達目標 
 

 

 1.人間を生涯発達の視点から見る意義を理解できる。 

 2．主たる発達理論を挙げ、説明できる。 

 3．生涯発達の研究方法と説明できる。 

 4．個体と環境との関連を理解できる。 

 5．妊娠の成立、胎児の成長・発達とその評価方法について説明できる。 

 6．周産期および新生児の評価方法を説明できる。 

 7．乳児・幼児前期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

 8．幼児後期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

 9．学童期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

10．青年期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

11．成人期の発達とその評価方法を説明できる。 

12．老年期の発達とその評価方法を説明できる。 

13．死に関する発達と死の受容について討議できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前･事後学習 
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3･4回 

第5･6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

 

第14・15回 

オリエンテーション・人間発達とは、発達理論 

生涯発達の研究方法・個体と環境 

出生前発達と出生 

乳児・幼児前期 

幼児後期 

学童期 

成人期 

青年期 

壮年期（中年期/更年期） 

向老期 

老年期 

 

老年期 

1.P.2-20 

1.P.21-35 

1.P.38-59 

1.P.60-94 

1.P.95-135 

1.P.136-173 

2.P.12-35 

別途指示する 

  〃 

〃 

3.P201-207 

3.P231-235 

別途指示する 

上 原 

〃 

賀 数 

上 原 

〃 

〃 

山 本 

〃 

〃 

〃 

大 湾 

 

〃 

講 義 
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科 目 

コード 
22190 

授業 

科目 

生涯人間発達論 
（Life-span Development） 

担当 

教員 

○上原和代 賀数いづみ 

山本敬子 大湾明美 

実務経験：あり 

開講年次 １年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・助・看) 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他 なし 

授業概要 

生涯発達理論の基礎を理解した上で、ライフサイクル各期の身体的・心理社会的発達の

特徴を科学的に理解し、それらの知識が胎児期から老年期までの看護にどのように応用

できるかを学習する。 

 

到達目標 
 

 

 1.人間を生涯発達の視点から見る意義を理解できる。 

 2．主たる発達理論を挙げ、説明できる。 

 3．生涯発達の研究方法と説明できる。 

 4．個体と環境との関連を理解できる。 

 5．妊娠の成立、胎児の成長・発達とその評価方法について説明できる。 

 6．周産期および新生児の評価方法を説明できる。 

 7．乳児・幼児前期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

 8．幼児後期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

 9．学童期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

10．青年期の成長・発達の特徴とその評価方法を説明できる。 

11．成人期の発達とその評価方法を説明できる。 

12．老年期の発達とその評価方法を説明できる。 

13．死に関する発達と死の受容について討議できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前･事後学習 
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3･4回 

第5･6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

 

第14・15回 

オリエンテーション・人間発達とは、発達理論 

生涯発達の研究方法・個体と環境 

出生前発達と出生 

乳児・幼児前期 

幼児後期 

学童期 

成人期 

青年期 

壮年期（中年期/更年期） 

向老期 

老年期 

 

老年期 

1.P.2-20 

1.P.21-35 

1.P.38-59 

1.P.60-94 

1.P.95-135 

1.P.136-173 

2.P.12-35 

別途指示する 

  〃 

〃 

3.P201-207 

3.P231-235 

別途指示する 

上 原 

〃 

賀 数 

上 原 

〃 

〃 

山 本 

〃 

〃 

〃 

大 湾 

 

〃 

講 義 

 

テキスト 

 1.生涯人間発達学改訂第 2版増補版:上田礼子,三輪書店,2012 

 2.成人看護学概論改訂第 2版,南江堂 

3.老年看護学概論,南江堂,2011 

参考文献  適宜事前に提示する。 

他科目との
 関連  

 心理学、各保健看護Ⅰ 

 本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の
方法 

 課題とミニテスト 20％、討議への参加度 5％、期末試験 75％ 

学生相談･ 
助言体制 各担当教員の初回授業にてオフィスアワーを提示する。 

授業改善の
特記事項 

 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 

 本科目は、原則として１コマあたり最低 4時間の予習・復習が必要。 

 本科目は、毎回授業始めに 10 分間のミニテストを行う。 

 本科目は、原則として成績不良者への期末試験の再試験は行わない。 
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科 目 

コード 
31113 

授業 

科目 

看護学原論 
(Principle and Practice of Nursing) 

担当 

教員 

○金城忍 栗原幸子 

実務経験：あり 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 看護の目的論、対象論、方法論を学ぶ。すなわち、看護とは何か、人間はどのような存在か、 

 どのように看護を展開するかについて、文献の読み取りや自己の体験を通して学ぶ。看護理 

 論と看護実践との関係、主な看護理論の概要についても学習する。 

到達目標 

 1.看護の基幹概念を理解し、理解した内容を記述できる。（看護／人間／健康・疾病） 

 2.健康の観点から自己の生活を観察しより健康な状態の実現に向けて取り組む姿勢をもつ。 

 3.看護における立場の変換について原理的な理解ができ、具体例で説明できる。 

 4.看護実践方法論について具体例とつなげながら理解し、理解した内容を記述できる。 

 5.看護の概念を自分の言葉で表現できる。 

 6.看護実践と理論の関係について理解し、理解した内容を記述できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

 

第11回 

 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

「看護学原論」導入：何をどのように学ぶか 

看護の基幹概念を学ぶ（1）：病気とは、健康とは 

看護の基幹概念を学ぶ（2）：看護とは 

コミュニケーション技術 
‘もう一人の自分’を働かせて 
人と関わる：看護のための認識論 
健康の法則と生活：食と健康（1） 

生活過程（1） 

『看護覚え書』からの読み取り（1） 

『看護覚え書』からの読み取り（2） 

『看護覚え書』からの読み取り（3） 

健康の法則と生活：食と健康（2） 

生活過程（2） 

実践方法論（1）：実践方法論対象に三重の関心を注ぎ

ながら看護過程を展開する 

実践方法論（2） 

実践方法論（3） 

看護実践と看護理論（1） 

看護実践と看護理論（2），まとめ 

事前に 

指定する 

金 城 

〃 

〃 

〃 

 

栗 原 

金 城 

〃 

〃 

〃 

栗 原 

金 城 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

講 義 

テキスト 
薄井坦子：科学的看護論、第３版＜新装版＞、日本看護協会出版会、2014年 

F.ナイチンゲール（薄井坦子他訳）：看護覚え書、改訳第７版、現代社、2011年 

参考文献  初回授業の時に文献リストを配布する。 

他科目との

関連 
「看護専門職論Ⅰ」および「早期体験実習」の学習内容と連動させながら学ぶ。 

成績評価 

の方法 
途中の課題（10点×5回＝50点） 最終レポート（50点） 遅刻・欠席は減点 

学習相談・ 

学習体制 
 授業評価に記述された疑問に関しては次回授業で取り上げる。個別の相談は随時対応する。 

授業改善の

特記事項 
 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 グループ学習を取り入れながら授業を展開する。 
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科 目 

コード 
31113 

授業 

科目 

看護学原論 
(Principle and Practice of Nursing) 

担当 

教員 

○金城忍 栗原幸子 

実務経験：あり 

開講年次 1年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

 看護の目的論、対象論、方法論を学ぶ。すなわち、看護とは何か、人間はどのような存在か、 

 どのように看護を展開するかについて、文献の読み取りや自己の体験を通して学ぶ。看護理 

 論と看護実践との関係、主な看護理論の概要についても学習する。 

到達目標 

 1.看護の基幹概念を理解し、理解した内容を記述できる。（看護／人間／健康・疾病） 

 2.健康の観点から自己の生活を観察しより健康な状態の実現に向けて取り組む姿勢をもつ。 

 3.看護における立場の変換について原理的な理解ができ、具体例で説明できる。 

 4.看護実践方法論について具体例とつなげながら理解し、理解した内容を記述できる。 

 5.看護の概念を自分の言葉で表現できる。 

 6.看護実践と理論の関係について理解し、理解した内容を記述できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

 

第11回 

 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

「看護学原論」導入：何をどのように学ぶか 

看護の基幹概念を学ぶ（1）：病気とは、健康とは 

看護の基幹概念を学ぶ（2）：看護とは 

コミュニケーション技術 
‘もう一人の自分’を働かせて 
人と関わる：看護のための認識論 
健康の法則と生活：食と健康（1） 

生活過程（1） 

『看護覚え書』からの読み取り（1） 

『看護覚え書』からの読み取り（2） 

『看護覚え書』からの読み取り（3） 

健康の法則と生活：食と健康（2） 

生活過程（2） 

実践方法論（1）：実践方法論対象に三重の関心を注ぎ

ながら看護過程を展開する 

実践方法論（2） 

実践方法論（3） 

看護実践と看護理論（1） 

看護実践と看護理論（2），まとめ 

事前に 

指定する 

金 城 

〃 

〃 

〃 

 

栗 原 

金 城 

〃 

〃 

〃 

栗 原 

金 城 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

講 義 

テキスト 
薄井坦子：科学的看護論、第３版＜新装版＞、日本看護協会出版会、2014年 

F.ナイチンゲール（薄井坦子他訳）：看護覚え書、改訳第７版、現代社、2011年 

参考文献  初回授業の時に文献リストを配布する。 

他科目との

関連 
「看護専門職論Ⅰ」および「早期体験実習」の学習内容と連動させながら学ぶ。 

成績評価 

の方法 
途中の課題（10点×5回＝50点） 最終レポート（50点） 遅刻・欠席は減点 

学習相談・ 

学習体制 
 授業評価に記述された疑問に関しては次回授業で取り上げる。個別の相談は随時対応する。 

授業改善の

特記事項 
 授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備 考 グループ学習を取り入れながら授業を展開する。 
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科 目

コード
31125 

授業 

科目 

看護専門職論Ⅰ 

（Professional NursingⅠ） 

担当 

教員 

〇宮里智子 嘉手苅英子  

大湾明美  石川幸代（非常勤） 

浦添美和（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 1 年次前期 単位数 １単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講義 

選択必修 必須 時間数 15 時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

大学で看護を学ぶ意味について考え、沖縄の看護の歴史と、本学の建学の精神、教育

理念、教育目標を理解する。さらに、看護の歴史と専門職看護の概念と現状を概観し、

人々の健康を守る社会的活動の中の看護職の役割と関連他職種との協働・連携につい

て学ぶ。 

到達目標 

1. 沖縄県立看護大学で看護を学ぶ意味について述べる。

（大学で看護を学ぶ意味、沖縄県の看護教育の歴史、本学の教育の特徴）

2. 看護という仕事の特徴について述べる。

（看護の概念、看護倫理、看護の対象、場の広がり）

3.保健医療福祉活動の中の看護の役割と関連職種との協働と連携について述べる。

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前･事後学習

(学習課題) 
担当者名 

授業 

形態 

第 1回 大学で看護を学ぶということを本学の教育課程と
教育目標をとおして理解する。 
教育課程の編成（教養科目・専門教養科目・生涯発
達看護科目・広域・基盤看護科目・統合科目） 

配布資料 嘉手苅 講 義 

第 2回 生命の尊厳と平和について考える 配布資料 
レポート①

嘉手苅 
ゲストス
ピーカー 

第 3回 看護という仕事の特徴（１） 
看護の概念、看護の対象、場の広がり 

第 1章 
配布資料 

宮 里 

第 4回 職業としての看護（明治期から現在まで） 
沖縄の臨床看護の発展過程  

第 4 章 
資料配布 
レポート②

石 川 
（非常勤）

第 5回 継続教育  
卒後教育・現任教育 
専門看護師、認定看護師、認定看護管理者 
看護職者としてのキャリア形成 

第 4章 宮 里 

第 6回 保健医療福祉活動における看護の役割と関連職種
との協働連携 

資料配布 
レポート③

大 湾 

第 7回 看護という仕事の特徴（２） 第 5章 
レポート④

宮 里 

第 8回 広がる看護活動(国際保健看護） 第 4章 浦 添 
（非常勤）

テキスト 系統学看護学講座 専門分野Ⅰ看護学概論 基礎看護学［１］第 16 版 医学書院 2017 年 

参考文献 適宜紹介する。 

他科目との 
関連 

「看護学原論」の目的論、対象論と関連づけながら学ぶ。 
「早期体験実習」で看護実践の場に臨み、関連付ける。 

成績評価の 
方法 

レポート①～④（10 点×4回＝40 点）、最終レポート（60 点）、遅刻・欠席は減点。

学習相談 
学習体制 

授業評価に記述された疑問に関しては、次回の授業で取り上げる。 

個別の相談は随時対応する。 

授業改善の 
特記事項 

授業評価に記述された授業への要望等を必要に応じて取り入れていく。 

備考 なし

科 目 

コード
31140 

授業 

科目 

ヘルスアセスメント

(Health assessment)

担当 

教員 

○宮里智子 謝花小百合

上原和代 知念真樹

赤嶺伊都子 田場由紀

賀数いづみ 宮城裕子

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看）

授業 

形態 
講義・演習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

個人の健康状態を全人的に理解するために必要なヘルスアセスメントの概念と枠組みを

学ぶ。さらにフィジカルアセスメントに焦点をあて、フィジカルアセスメントに関する基

本的な知識、技術と態度を学ぶとともに、ライフサイクル各期に特有の方法と留意点につ

いても演習を通して具体的に学ぶ。 

到達目標 

1．ヘルスアセスメントの意義と必要性について述べることができる。

2．看護の対象となる人々を包括的にとらえるための概念枠組みについて説明できる。

3. 対象となる人々を身体的、心理的、社会的に捉えた情報の収集ができる。

4．ヘルスアセスメント技法を用いて主観的・客観情報を収集し記述できる。 

5．対象となる人々の安全、安楽に配慮してヘルスアセスメント技法を用いることができる。 

6．収集した情報と根拠に基づいたヘルスアセスメントを記述できる。 

7. ライフサイクル各期に特有なアセスメントの方法について説明できる。

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 

講義 

担当者 
授業形態 

第 1～3回 

第 4～6回 

第 7～9回 

第 10～12 回 

第 13～15 回 

第 16～18 回 

第 19～21 回 

第 22～23 回 

1. ヘルスアセスメントとその概念枠組み

2. 健康歴聴取と面接技術

3. 模擬患者を活用しての健康歴聴取

4. ヘルスアセスメントに必要な技法

打診、聴診、胸骨角等の確認方法（ミニテスト）

頭頸部・胸部の観察の視点

5. 神経系のアセスメント(特殊感覚含む)

（ミニテスト）

6. 消化器系のアセスメント

7. 成人のアセスメント（呼吸器系含む）（ミニテスト） 

8. 成人のアセスメント（循環器系含む）

9． 高齢者のアセスメント（筋骨格系含む） 

・筋骨格系

・高齢者（ミニテスト）

10．技術の確認（呼吸・循環） 

11. 女性のアセスメント（乳房）（ミニテスト）

12. 小児のアセスメント（乳児健診項目含む）

（ミニテスト）

P.2-94

P.1-31

P.96-112

P.177-187

P.124-138

P.158-175

P.207-233

P.177-187

P.188-206

P.139-154

資料配付 

P.246-252 

P.71-74 

宮 里 

謝 花 

謝 花 

宮 里 

宮 里 

上 原 

宮 城 

赤 嶺 

宮 里 

田 場 

宮 里 

賀 数 

上 原 

知 念 

講義･演習 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 
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科 目 

コード
31140 

授業 

科目 

ヘルスアセスメント

(Health assessment)

担当 

教員 

○宮里智子 謝花小百合

上原和代 知念真樹

赤嶺伊都子 田場由紀

賀数いづみ 宮城裕子

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看）

授業 

形態 
講義・演習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

個人の健康状態を全人的に理解するために必要なヘルスアセスメントの概念と枠組みを

学ぶ。さらにフィジカルアセスメントに焦点をあて、フィジカルアセスメントに関する基

本的な知識、技術と態度を学ぶとともに、ライフサイクル各期に特有の方法と留意点につ

いても演習を通して具体的に学ぶ。 

到達目標 

1．ヘルスアセスメントの意義と必要性について述べることができる。

2．看護の対象となる人々を包括的にとらえるための概念枠組みについて説明できる。

3. 対象となる人々を身体的、心理的、社会的に捉えた情報の収集ができる。

4．ヘルスアセスメント技法を用いて主観的・客観情報を収集し記述できる。 

5．対象となる人々の安全、安楽に配慮してヘルスアセスメント技法を用いることができる。 

6．収集した情報と根拠に基づいたヘルスアセスメントを記述できる。 

7. ライフサイクル各期に特有なアセスメントの方法について説明できる。

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 

講義 

担当者 
授業形態 

第 1～3回 

第 4～6回 

第 7～9回 

第 10～12 回 

第 13～15 回 

第 16～18 回 

第 19～21 回 

第 22～23 回 

1. ヘルスアセスメントとその概念枠組み

2. 健康歴聴取と面接技術

3. 模擬患者を活用しての健康歴聴取

4. ヘルスアセスメントに必要な技法

打診、聴診、胸骨角等の確認方法（ミニテスト）

頭頸部・胸部の観察の視点

5. 神経系のアセスメント(特殊感覚含む)

（ミニテスト）

6. 消化器系のアセスメント

7. 成人のアセスメント（呼吸器系含む）（ミニテスト） 

8. 成人のアセスメント（循環器系含む）

9． 高齢者のアセスメント（筋骨格系含む） 

・筋骨格系

・高齢者（ミニテスト）

10．技術の確認（呼吸・循環） 

11. 女性のアセスメント（乳房）（ミニテスト）

12. 小児のアセスメント（乳児健診項目含む）

（ミニテスト）

P.2-94

P.1-31

P.96-112

P.177-187

P.124-138

P.158-175

P.207-233

P.177-187

P.188-206

P.139-154

資料配付 

P.246-252 

P.71-74 

宮 里 

謝 花 

謝 花 

宮 里 

宮 里 

上 原 

宮 城 

赤 嶺 

宮 里 

田 場 

宮 里 

賀 数 

上 原 

知 念 

講義･演習 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 
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テキスト 
「ヘルスアセスメント」改定第２版 南江堂 2017 

「ナーシンググラフィカ 小児看護学② 小児看護技術」メディカ出版 

参考文献 

「フィジカルアセスメント完全ガイド」Gakken  

「フィジカルアセスメントガイドブック」医学書院  

「基礎がわかる！ 実践できる！ フィジカルアセスメント」照林社 

「ヘルス・フィジカルアセスメント」上巻・下巻 日総研 

 「ベイツ診療法 Bates' Guide to Physical Examination and History Taking 11th  

  Edition」、メディカル･サイエンス インターナショナル 

他科目との

関連 

人体の構造と機能、人体の構造と機能演習Ⅰ等の既習科目の内容を統合し、生活援助・療

養援助技術実習などの科目へとつなげていけるようにする。また、本科目は看護師課程、

保健師課程、助産師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 

ミニテスト30点（10点×5回を30点に換算）、技術の確認 30点、演習ノート30点、 

グループワークへの参加度10点、 

学習相談・ 

助言体制 

毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カ

ードの提出を求め、次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

授業改善の

特記事項 

テキスト内容を補充・説明する資料を配布する。授業内容と看護師および保健師国家試

験の過去問題との関連を伝達する。 

備 考 

学生は次回使用のテキスト箇所および資料内容を読み、準備して授業に臨む。      

毎回の事前課題レポートを授業に持参する（ヘルスアセスメント演習ノート参照）。 

演習記録は、その日のうちにまとめ（ヘルスアセスメント演習ノート参照)。 

                                          

科 目 

コード 
31151 

授業 

科目 

生活援助・療養援助技術Ⅰ 

（Fundamental Nursing Skills Ⅰ） 
担当 

教員 

○栗原幸子 金城忍 

 宮里智子 上原和代 他 

実務経験：あり 

開講年次 1年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・看) 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 60時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

看護技術の本質と修得過程を理解し、看護技術の習得レベルを自己評価しつつ学習するプ

ロセスを通して、看護技術に共通する基本技術である観察・コミュニケーション、感染予

防(標準予防策、衛生的手洗い法)、食事、排泄、衣服の着脱、清潔、睡眠、移動など日常

生活動作(ADL)に関する援助技術の原則と科学的方法について、‘理解し、できるレベル’

で学習する。 

到達目標 

1. 看護技術とは何かを説明できる。 

2. 対象の立場に立って考えることができ、言語・非言語的コミュニケーションによって対

象の気持ちに近づくことができるともに、看護者としての考えを伝え、双方向のコミュ

ニケーションをとることができる。 

3. 標準予防策について説明でき、正確に、かつ適切なタイミングで衛生的手洗いを実施で

きる。さらに汚染を広げないという視点をもち、行動することができる。 

4. 技術の行動のポイントとその根拠をおさえ、正確に、かつ適切な時間内に「ベッド・メ

イキング」「環境整備」を実施できる。 

5. 正確にかつ適切な時間内でバイタルサイン測定を実施し、測定結果を基準値と比較し

て、記録・報告することができる。 

6. 技術の行動のポイントその根拠をおさえ、その人のもてる力をいかしながら、正確に、

かつ適切な時間内に「体位変換」「車いす移乗」「ストレッチャー移動」「良肢位」「抑制」

「安楽な姿勢」「食事介助」「排泄介助」「寝衣交換」「全身清拭」「手浴・足浴」「陰部洗

浄」を実施できる。 

7. 技術の行動のポイントとその根拠をおさえ、毎日の生活や学内演習で繰り返し使うこと

で、ひげそり、爪切りを身に付けることができる。 

8. 子どもの発達段階を考慮し、日常生活の援助技術(移動、食事、清潔、更衣、排泄)を安

全・安楽に実施できる。 

9. 自己の看護技術の修得レベルを評価する視点を身につけ、学習課題を把握できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

 

 

 

第 1 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「 」は学習する基本技術。ＭはModuleの略を示す】 

オリエンテーション：生活援助・療養援助技術Ⅰへの

導入と事前課題について 

Ｍ２・Ｍ３・Ｍ５：看護過程の成立と共通基本技術 

1. 自己の日常生活行動に、人間の体のしくみと働き

に関する知識を重ねて日常生活行動のプロセスを

理解し、自己のセルフケア能力を高める。 

2. 自己学習にて技術のポイントとその根拠をおさ

え、毎日の生活や学内演習で繰り返し使い身につ

けていく。 

3. 「記録・報告」 

「ボディ・メカニクス」「ベッド・メイキング」

「衛生的手洗い法」「観察技術（血圧・脈拍・呼

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗 原 

金 城 

宮 里 

上 原 

 

 

 

 

 

 

演 習 
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科 目 

コード 
31151 

授業 

科目 

生活援助・療養援助技術Ⅰ 

（Fundamental Nursing Skills Ⅰ） 
担当 

教員 

○栗原幸子 金城忍 

 宮里智子 上原和代 他 

実務経験：あり 

開講年次 1年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・看) 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 60時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

看護技術の本質と修得過程を理解し、看護技術の習得レベルを自己評価しつつ学習するプ

ロセスを通して、看護技術に共通する基本技術である観察・コミュニケーション、感染予

防(標準予防策、衛生的手洗い法)、食事、排泄、衣服の着脱、清潔、睡眠、移動など日常

生活動作(ADL)に関する援助技術の原則と科学的方法について、‘理解し、できるレベル’

で学習する。 

到達目標 

1. 看護技術とは何かを説明できる。 

2. 対象の立場に立って考えることができ、言語・非言語的コミュニケーションによって対

象の気持ちに近づくことができるともに、看護者としての考えを伝え、双方向のコミュ

ニケーションをとることができる。 

3. 標準予防策について説明でき、正確に、かつ適切なタイミングで衛生的手洗いを実施で

きる。さらに汚染を広げないという視点をもち、行動することができる。 

4. 技術の行動のポイントとその根拠をおさえ、正確に、かつ適切な時間内に「ベッド・メ

イキング」「環境整備」を実施できる。 

5. 正確にかつ適切な時間内でバイタルサイン測定を実施し、測定結果を基準値と比較し

て、記録・報告することができる。 

6. 技術の行動のポイントその根拠をおさえ、その人のもてる力をいかしながら、正確に、

かつ適切な時間内に「体位変換」「車いす移乗」「ストレッチャー移動」「良肢位」「抑制」

「安楽な姿勢」「食事介助」「排泄介助」「寝衣交換」「全身清拭」「手浴・足浴」「陰部洗

浄」を実施できる。 

7. 技術の行動のポイントとその根拠をおさえ、毎日の生活や学内演習で繰り返し使うこと

で、ひげそり、爪切りを身に付けることができる。 

8. 子どもの発達段階を考慮し、日常生活の援助技術(移動、食事、清潔、更衣、排泄)を安

全・安楽に実施できる。 

9. 自己の看護技術の修得レベルを評価する視点を身につけ、学習課題を把握できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

 

 

 

第 1 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「 」は学習する基本技術。ＭはModuleの略を示す】 

オリエンテーション：生活援助・療養援助技術Ⅰへの

導入と事前課題について 

Ｍ２・Ｍ３・Ｍ５：看護過程の成立と共通基本技術 

1. 自己の日常生活行動に、人間の体のしくみと働き

に関する知識を重ねて日常生活行動のプロセスを

理解し、自己のセルフケア能力を高める。 

2. 自己学習にて技術のポイントとその根拠をおさ

え、毎日の生活や学内演習で繰り返し使い身につ

けていく。 

3. 「記録・報告」 

「ボディ・メカニクス」「ベッド・メイキング」

「衛生的手洗い法」「観察技術（血圧・脈拍・呼

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗 原 

金 城 

宮 里 

上 原 

 

 

 

 

 

 

演 習 
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第２〜３回 

 

 

 

 

第４〜９回 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10〜14 回 

 

 

第 15 回 

第 16〜26 回 

 

 

 

 

 

第 27 回 

 

第 28〜30 回 

 

 

吸・体温測定）」 

＊ skill note の作成と技術修得 

 

子どもの日常生活の援助技術： 

「安全」「移動（抱っこ，バギー等）」「食事（調

乳・授乳等）」「清潔・衣生活（臀部浴，衣服の着

脱）」「排泄（おむつ交換）」 

 

Ｍ２：看護過程の成立と共通基本技術： 

「コミュニケーション技術」「バイタルサイン測定」 

「学習成果発表」 

 

Ｍ３：よい生活環境をととのえる： 

「ベッド・メイキング」「病床環境を整える」 

Ｍ４：感染を予防する： 

「標準予防策」「手指清潔法」「個人防護具の着脱」 

 

Ｍ５：運動－休息のバランスを整える： 

「床上移動」「体位変換」「車椅子移乗」 

   「良肢位」「抑制」「安楽な姿勢」 

 

Ｍ６：清潔への援助 導入 

 

Ｍ６：清潔への援助：「シーツ交換」「寝衣交換」

「全身清拭」「陰部洗浄」「足浴・手浴」「口腔内

清潔法」「洗髪」「オムツ交換」「爪切り」「ひげ

そり」 

個別チェック（「寝衣・シーツ交換の応用」） 

 

Ｍ７：食と排泄のバランスをととのえる 

「便・尿器の与え方」「床上排泄の体験」 

Ｍ７：食と排泄のバランスをととのえる： 

「食事介助」 

 

 

 

 

小児看護技術 

左記技術の 

該当ページ 

 

 

事前学習課題

のプリント 

M1-1～M2-39 

M3-1～M3-7 

 

M4-1～M4-9 

 

M5-1～M5-22 

 

 

M6-1～M6-17 

M6-1～M6-17 

 

 

 

 

 

M7-1～M7-17 

 

M7-1～M7-17 

 

 

 

 

上 原 

他 

 

 

 

栗 原 

 

 

 

宮 里 

 

 

 

 

栗 原 

ゲストス

ピーカー 

 

金 城 

 

金 城 

 

 

 

 

 

栗 原 

 

栗 原 

 

テキスト 

「Module 方式による看護方法実習書＜第３版＞」：薄井坦子監修 現代社 2011 

＊授業で資料を配布する。 
 ナーシンググラフィカ 小児看護学② 小児看護技術 第 3版：中野綾美編、メディカ出版 

参考文献 

1. 「ナースが視る人体」：薄井坦子 講談社 2003 
2. 「ナースが視る病気」：薄井坦子 講談社 2006 
3. 根拠と事故防止からみた小児看護技術 第 2版:浅野みどり 医学書院 

＊その他の文献については授業で文献リストを配布する。 

他科目との
関連 

人体の構造と機能、人体の構造と機能演習、微生物と免疫、栄養と代謝、看護専門職論Ⅰ、
ヘルスアセスメント、生涯人間発達論、小児保健看護Ⅰ 
また、本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 

①授業への貢献 20%、②実習記録 25% 、③モジュール毎に行う筆記試験 10%   
④子どもの日常生活の援助技術 10%、⑤技術の個別チェック（「寝衣・シーツ交換の応
用」）35%。技術の個別チェックは、合格基準に到達するまで再チェックを行う。 

学習相談・ 

学習体制 

毎回の授業終了後に、授業を通して理解が深まった点、身についたこと、疑問点や修得で
きなかった技術のポイント、授業に対する感想や要望などの内容の授業評価の提出を求
め、次回授業に説明補充を行うことで理解をはかる。また、演習は５名１グループに分か
れて行い、教員が２グループを受け持つため、学生の学習状況の把握と指導は、グループ
担当教員が中心となって行う。 

授業改善の
特記事項 

毎回の授業終了後に授業評価の提出を求め、その内容を考慮して次回の授業展開を考える。 

備 考 

＜演習の進め方＞ 
・演習は５名１グループに分かれて行い、教員が２グループを受け持つ。また、演習はグ

ループ毎の計画に沿って行う。グループメンバー同士で互いに看護者役と患者役とを体
験しつつ技術の修得過程をたどり、教師の個別指導（技術チェック）を通して技術の修
得レベルを高める。 

・自己の日常生活行動に、人間の体のしくみと働きに関する知識を重ねて日常生活行動の
プロセスを理解し、自己のセルフケア能力を高める。 

・自己学習にて技術のポイントとその根拠をおさえ、毎日の生活や学内演習で繰り返し使
い、身に付けていく。 

＜子どもの日常生活の援助技術＞ 
 事前に、あなたの身近な環境で乳幼児と触れあう機会をもつことで本演習の理解が深まり

ます。 
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授業改善の
特記事項 

毎回の授業終了後に授業評価の提出を求め、その内容を考慮して次回の授業展開を考える。 

備 考 

＜演習の進め方＞ 
・演習は５名１グループに分かれて行い、教員が２グループを受け持つ。また、演習はグ

ループ毎の計画に沿って行う。グループメンバー同士で互いに看護者役と患者役とを体
験しつつ技術の修得過程をたどり、教師の個別指導（技術チェック）を通して技術の修
得レベルを高める。 

・自己の日常生活行動に、人間の体のしくみと働きに関する知識を重ねて日常生活行動の
プロセスを理解し、自己のセルフケア能力を高める。 

・自己学習にて技術のポイントとその根拠をおさえ、毎日の生活や学内演習で繰り返し使
い、身に付けていく。 

＜子どもの日常生活の援助技術＞ 
 事前に、あなたの身近な環境で乳幼児と触れあう機会をもつことで本演習の理解が深まり

ます。 
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科 目 

コード 
31152 

授業 

科目 

生活援助・療養援助技術Ⅱ 
(Fundamental Nursing SkillsⅡ 

担当 

教員 

○金城忍 宮里智子  

栗原幸子 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（助・看） 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 生活援助・療養援助技術Ⅰ 

その他 なし 

授業概要 
看護技術の修得レベルを自己評価しつつ学習するプロセスを通して、無菌操作、導尿、浣

腸、経管栄養、看護過程展開の技術などの看護技術について学習する。 

到達目標 

 

1. 健康障害をもち、一般的な治療を必要としている人への看護技術とは何か、を述べる

ことができる。 

2. 一般的な治療を必要としている人へ看護技術を適用していくなかで、コミュニケーシ

ョンをとることができ、実施後の反応を記録・報告することができる。 

3. 無菌操作の原則を理解し、「傷の手当ての介助」を正確に行うことができる。 

4. 「導尿」、「浣腸」、「経管栄養法」を必要としている対象者の状況を述べることができ

る。 

5. 「導尿」、「浣腸」、「経管栄養法」の行動のポイントとその根拠を述べることができる。 

6. モデル人形に「経管栄養法」を実施することができる。 

7. 看護過程展開の技術を理解し、実施することができる。 

8. 自己の看護技術の修得レベルを評価し、今後の学習課題を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

 

 

第 1 回 

 

第 2〜5回 

 

第 6 回 

 

第 7・8回 

 

 

第 9〜11 回 

 

 

 

第12〜15回 

【「 」は学習する基本技術。ＭはModuleの略を示す】 

 

生活援助・療養援助技術Ⅱの導入 

 

Ｍ10：看護過程展開の技術：紙上事例① 

 

Ｍ10：看護過程展開の技術：紙上事例② 

 

Ｍ7：食と排泄のバランスをととのえる： 

  「経管栄養法」 

 

Ｍ4：感染を予防する：「無菌操作」 

Ｍ4：感染を予防する：「傷の手当ての介助」 

 

 

Ｍ7：食と排泄のバランスをととのえる： 

  「導尿」・「浣腸」 

 

 

 

 

配付資料 

M2-21～M2-22 

M10-1～M10-10 

 

配付資料 

M7-1～M7-5 

 

配布資料 

M4-4～M4-8 

M4-14～M4-15 

 

配付資料 

M7-1～M7-5 

 

 

金 城 

 

金 城 

 

金 城 

 

栗 原 

 

 

宮 里 

 

 

 

栗 原 

 

 

演 習 

 

テキスト 「Module 方式による看護方法実習書〈第 3版〉」:薄井坦子監修 現代社 2004 

参考文献 

 患者理解への看護の視点 科学的看護論を使う：薄井坦子 日本看護協会出版会 1996 

「ナースが視る人体」：薄井坦子 講談社 2003 

「ナースが視る病気」：薄井坦子 講談社 2006 

他科目との
関連 

日本語表現法，身体活動論，人体の構造と機能，人体の構造と機能演習Ⅰ，微生物と免疫，

人間関係論，看護学原論にて学んだ内容を踏まえて学習を深める。さらに生活援助・療養

援助技術Ⅰにて修得した技術を学内演習で繰り返し使い，修得レベルを高める。 

また、本科目は助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 
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成績評価 

の方法 

①授業への貢献 15％、②実習記録・レポート 20％、③モジュール毎に行う筆記試験 20％、 

④技術の個別チェック 45％、で評価を行う。 

学習相談・ 

学習体制 

毎回の授業終了後に、授業を通して理解が深まった点、身についたこと、疑問点や修得

できなかった技術のポイント、授業に対する感想や要望などの内容の授業評価の提出を

求め、次回授業に説明補充を行うことで理解をはかる。演習は５名１グループに分かれ

て行い、教員が２グループを受け持つため、学生の学習状況の把握と指導は、グループ

担当教員が中心となって行う。また、演習時間外で教員の指導を受けることができるよ

う教員を配置し、事前に日程を提示する。 

授業改善の

特記事項 

演習時間外での自己学習を行えるように実習室物品配置の提示や自己学習教材を完備す

る。さらにモジュール毎に、テキスト内容を補充する資料を配付する。 

備 考 

「生活援助・療養援助技術Ⅰ」に引き続き(自己学習− グループ学習− 個別指導− 自己評

価)システムで学習する。 

・ミニテストを行うので、事前学習を行って準備すること。 

・演習時間は教員からの直接的指導を受ける機会である。よって演習に取り組む前にビデ

オを視聴する、教科書を確認するなどは、グループメンバー同士で時間外に取り組み授

業に臨むこと。 

・期末試験として個別チェックを実施する。 
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科 目 

コード 
31153 

授業 

科目 

生活援助・療養援助技術Ⅲ 
（Fundamental Nursing SkillsⅢ） 

担当 

教員 

○金城忍 栗原幸子他  

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  生活援助・療養援助技術Ⅱ 

その他  なし 

授業概要 
看護技術の修得レベルを自己評価しつつ学習するプロセスを通して，診断・治療過程に伴

う侵襲性の高い看護技術について学習する。 

到達目標 

1. 診断・治療過程に伴う侵襲的な治療を必要としている人への看護技術とは何かを述べ

ることができる。 

2. 診断・治療過程における看護者の役割について実施することができる。 

3. 診断・治療過程に伴う侵襲的な治療を必要としている人へ看護技術を適用していくな

かで，コミュニケーションをとることができ，実施後の反応を記録・報告することが

できる。 

4. 「検査」，「与薬」を必要としている対象者の状況を述べることができる。 

5. 「採血」，「注射」，「点滴静脈内注射」の行動のポイントとその根拠を述べることがで

きるとともに, 無菌操作の原則を想起しながら, モデル人形に実施することができる。 

6. 自己の看護技術の習得レベルを評価し,今後の学習課題を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

 

 

第 1～2回 

 

 

第 3～8回 

第 9～12 回 

 

第13～14回 

第 15 回 

【「 」は学習する基本技術。ＭはModuleの略を示す】 

 

生活援助・療養援助技術Ⅲの導入 

Ｍ4：感染を予防する：「無菌操作」 

 

Ｍ8：診断過程と看護：検査と看護「採血技術」 

Ｍ8：診断過程と看護：与薬と看護「注射技術」 

 

Ｍ8：診断過程と看護：与薬と看護「点滴静脈内注射」 

Ｍ8：診断過程と看護：与薬と看護「経口与薬法」 

 

 

配布資料 

M4-4～M4-9 

 

M8-1～M8-12 

M8-13～M8-17 

 

M8-18 

M8-14 

 

 

金 城 

 

 

金 城 

栗 原 

 

栗 原 

栗 原 

 

 

演 習 

 

テキスト 「Module 方式による看護方法実習書〈第 3版〉」:薄井坦子監修 現代社 2004 

参考文献 
「ナースが視る人体」：薄井坦子 講談社 2003 

「ナースが視る病気」：薄井坦子 講談社 2006 

他科目との
関連 

生活援助・療養援助技術Ⅱにて関連する科目と，臨床薬理，病態生理，疾病論Ⅰ・Ⅱにて

学んだ内容を踏まえて学習を深める。同時に専門関連科目の「保健看護Ⅰ」を踏まえて習

得すべき看護技術を全ての対象に適応し得るようにイメージしながら技術修得に取り組

む。 

成績評価 

の方法 

①授業への貢献15％，②実習記録20％，③モジュール毎に行う筆記試験20％， 

④レポート20％，⑤期末試験 25%で評価を行う。 

学習相談・ 

学習体制 

毎回の授業終了時に，授業を通して理解が深まった点，身についたこと，疑問点や修得

できなかった技術のポイント，授業に対する感想や要望，についてのアンケートを記入

してもらい，次回の授業にてフィードバックを行う。また，演習時間外で教員の指導を

受けることができる日程を事前に提示する。 

授業改善の

特記事項 

演習時間外での自己学習を行えるように実習室物品配置の提示や自己学習教材を完備す

る。さらに各モジュールに，テキスト内容を補充する資料を配付する。 
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備 考 

「生活援助・療養援助技術Ⅱ」に引き続き（自己学習− グループ学習− 個別指導− 自己評

価）システムで学習する。 

・ミニテストを行うので，事前学習を行って準備すること。 

・演習時間は教員からの直接的指導を受ける機会である。よって演習に取り組む前にビデ

オを視聴する，教科書を確認するなどは，グループメンバー同士で時間外に取り組み授

業に臨むこと。 
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科 目 

コード 
31160 

授業 

科目 

生活援助・療養援助技術実習 

(Fundamental Nursing Skills Practicum) 
担当 

教員 

 ○金城忍 宮里智子 

  栗原幸子 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目 看護学原論 ヘルスアセスメント 生活援助・療養援助技術Ⅱ 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習において

はインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

生活の場や療養の場において、看護の必要性を判断しながら、学習した生活援助技術や療

養援助技術を安全かつ確実に実践、または見学し、評価する。このプロセスを通して、そ

れぞれの生活援助技術・療養援助技術の目的、原理原則、具体的方法ならびに看護実践方

法論について学習する。 

到達目標 

1. 看護専門職者を目指す学生としての責任を自覚し、看護学生にふさわしい態度で行動

することができる。 

2. 療養生活を送っている患者や家族の尊厳を守りながら関わることができる。 

3. 受け持ち患者の全体像を描き、看護の必要性を把握することができる。 

4. 受け持ち患者の療養生活に関する援助の必要性を道筋を立てて考え、対象の持てる力

を発揮する方向で看護計画を立案することができる。 

5. 対象の反応を見定めながら、看護計画に沿って実施することができる。 

6. 実施した看護を対象の位置から評価することができる。 

7. 受け持ち患者を支えている保健医療福祉等の関係職種間の連携・調整について説明す

ることができる。 

8. 自己の看護実践を振り返り、今後の学習課題を明確にすることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

1日目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4日目 

 

 

 

7日目 

以降 

1. 実習指導教員や病棟の看護師から指導を受けながら、病棟や実習の進め

方に慣れる。 

2. 患者をひとり受け持って、病棟の看護師や実習指導教員の行うケアに参

加しながら、受持ち患者への関心を寄せていく。 

3. 受持ち患者について得られた情報から患者の全体像を大づかみに描き、

情報を得つつ描いた全体像を修正していく。 

4. 実習初日から実習３日目までは、看護師や実習指導教員の行う受持ち患

者への看護に参加しながら患者の全体像を修正し、その時々の気持ちを

感じ取りつつ、日常生活の自立の程度や行われている治療や看護の様子

を把握していく。 

5. 実習４日目からは、受持ち患者への看護ケア計画を立てて実習に臨み、

当日の朝、担当看護師や実習指導教員と調整する。ケアを行っていく中

で、受持ち患者の看護の必要性を把握していく。 

6. 実習７日目の終了時には、受持ち患者に必要な看護を筋道を立てて考え、

看護計画を立てる。 

7. その翌日から受持ち患者の看護目標に沿って、その日の行動計画を立て

て実習に臨めるようにする。朝、患者の状態を確認し、必要に応じて行

動計画を修正する。担当看護師との調整を経て実施し、対象の反応から

自分の行った看護を評価する。ケアの実施に際しては状況に合わせて手

段を選択し、自己の能力を判断しながら指導者の援助を求める。実施し

た看護について、担当看護師や実習指導教員に報告を行う。 

金 城 

宮 里 

栗 原 

他 

テキスト 看護学原論および生活援助・療養援助技術Ⅰ・Ⅱで使用したテキスト 

〜 

〜 
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参考文献 
「ナースが視る人体」：薄井坦子 講談社 2003 

「ナースが視る病気」：薄井坦子 講談社 2006 

他科目との

関連 

生活援助・療養援助技術Ⅱにて関連する科目や，専門関連科目の「保健看護Ⅰ」を踏まえ

て受け持ち患者の看護の必要性を明確にし，看護計画を立案し，実際に看護を展開してい

く。 

また、本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 

倫理的な姿勢（到達目標１〜到達目標２：32％），本実習に特化した実習目標（到達目

標３〜到達目標６：60％），関係職種との関係性（到達目標７：4％），および今後の学

習課題（到達目標８：4％）によって評価する。 

 学習相談・ 

学習体制 

実習前には学内にて実習に対する疑問点の相談を受ける。実習期間中は実習指導教員の

みならず，基礎看護教員からのサポートも行う。 

授業改善の

特記事項 

実習では「生活援助・療養援助技術Ⅰ」、「生活援助・療養援助技術Ⅱ」で用いたテキ

ストや資料を活用しながら、理論と実践をつなげていけるように指導していく。 

備 考  なし 
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科 目 

コード 
31171 

授業 

科目 

クリティカル・緩和ケア論

(Critical/Palliative care) 

担当 

教員 

○神里みどり 謝花小百合 

清水かおり（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

化学療法、放射線療法および移植・手術療法など侵襲性の高い治療を受ける人々の看護、  

重症期・終末期の看護と緩和ケア、ならびに災害看護・救急看護の看護について、看護師

の役割、チーム医療、ならびに看護の原則や方法について基本的な知識を学習する。看護

の対象となる人々には子どもから高齢者まで含まれる。 

到達目標 

1．救急における看護ケアについて説明できる。 

2．周手術期における看護ケアについて説明できる。 

3. 化学療法、放射線療法時の看護ケアについて説明できる。 

4．災害時における看護ケアについて説明できる。 

5．苦痛症状を伴う人々の緩和ケア、終末期における看護ケアについて説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

 ＜第 1～8回：クリティカルケア＞    

講 義 
第 1回 急性期看護（救急・周手術期看護を含む） 

1)P.1-45 

2)P.2-18 
謝 花 

第 2-5 回 
手術療法を受ける患者の看護 

（術前・術中・術後の看護を含む） 

1)P.48-136 

P.229-248 

2)P.62-212 

謝 花 

第 6-7 回 化学療法・放射線を受ける患者の看護 2)P.214-226 神 里 

第 8回 災害時における看護 配布資料 清 水 

 ＜第 9～15 回：緩和ケア＞   

第 9 回 緩和ケアの概念 3)P.12-44 神 里 

第 10 回 身体的苦痛症状の看護（疼痛） 3)P.46-142 神 里 

第 11 回 身体的苦痛症状の看護(呼吸困難、倦怠感) 3)P.46-142 神 里 

第 12 回 心理社会的苦痛症状の看護（スピリチュアルケア含） 3)P.144-198 神 里 

第 13 回 
終末期における患者のステージとケア 

終末期における倫理的問題 
3)P.238-254 謝 花 

第 14 回 症状緩和のための非薬理学的療法 3)P.41,74-75 神 里 

第 15 回 家族・遺族への看護 3)P.256-282 謝 花 

 

テキスト 

 1)成人看護学 急性期看護Ⅰ概論 周手術期看護 南江堂 2015 

 2)成人看護Ⅰ急性期・周手術期 第2版 パーフェクト臨床実習ガイドⅠ照林社 2016 

3)緩和ケア メディカ出版 2016 

参考文献 
「災害看護」南江堂 2017 

「看護診断ハンドブック 第11版」 

他科目との

関連 

病態生理、疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱ、ヘルスアセスメント、生活援助療養援助技術Ⅰ・Ⅱの関

連科目の内容を踏まえて学習を深める。 

成績評価 

の方法 

授業への参加度（10％）、事前課題レポート・講義時に提示する課題レポート（40％）、

テスト（50％）で評価を行う。 

学習相談・ 

助言体制 

毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カー

ドの提出をもとめ、次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

オフィスアワー：開講時に提示する。 

授業改善の

特記事項 

テキスト内容を補充・説明する資料を配布する。 

授業内容と保健師国家試験の過去問題との関連を伝達する。 

備 考 
学生は次回使用のテキスト箇所および資料内容を読み、準備して授業に臨む。 

事前課題レポートを指定された日に提出する。 
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テキスト 

 1)成人看護学 急性期看護Ⅰ概論 周手術期看護 南江堂 2015 

 2)成人看護Ⅰ急性期・周手術期 第2版 パーフェクト臨床実習ガイドⅠ照林社 2016 

3)緩和ケア メディカ出版 2016 

参考文献 
「災害看護」南江堂 2017 

「看護診断ハンドブック 第11版」 

他科目との

関連 

病態生理、疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱ、ヘルスアセスメント、生活援助療養援助技術Ⅰ・Ⅱの関

連科目の内容を踏まえて学習を深める。 

成績評価 

の方法 

授業への参加度（10％）、事前課題レポート・講義時に提示する課題レポート（40％）、

テスト（50％）で評価を行う。 

学習相談・ 

助言体制 

毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カー

ドの提出をもとめ、次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

オフィスアワー：開講時に提示する。 

授業改善の

特記事項 

テキスト内容を補充・説明する資料を配布する。 

授業内容と保健師国家試験の過去問題との関連を伝達する。 

備 考 
学生は次回使用のテキスト箇所および資料内容を読み、準備して授業に臨む。 

事前課題レポートを指定された日に提出する。 
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科 目 

コード 
31172 

授業 

科目 

クリティカル・緩和ケア演習 

（Critical/Palliative care Seminar ） 
担当 

教員 

○謝花小百合 神里みどり 

赤嶺伊都子 他 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数  1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 生活援助・療養援助技術実習 生活援助・療養援助技術Ⅲ クリティカル・緩和ケア論 

その他  なし 

授業概要 

化学療法、放射線療法および移植・手術療法など侵襲性の高い治療を受ける人々の看護、

重症期・終末期の看護と緩和ケア、ならびに災害看護・救急看護の看護について、看護師

の役割、チーム医療、ならびに看護の原則や方法について、演習を通して技術、態度を学

習する。看護の対象となる人々には子どもから高齢者まで含まれる。 

到達目標 

1．急性状況下にある患者への基本的な看護援助技術を習得できる。 

2. 集中治療を必要とする患者への基本的な看護援助技術を習得できる。 

3. 周手術期にある患者への基本的な看護援助技術を習得できる。 

4．がん治療に伴う侵襲性の高い治療（化学療法、放射線療法）を受ける人々への基本的な 

  看護援助方法を習得できる。 

5．終末期にある人々の苦痛症状への緩和ケアおよび看護援助技術を習得できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

 

第 2～4回 

 

 

 

 

 

第 5～７回 

 

 

 

 

 

 

第 8～10 回 

 

 

 

 

第 10･11 回 

 

 

 

 

第 12～15 回 

 

 

 

演習の進め方のオリエンテーション  

 

1. ICU 看護 （シミュレーション演習） 

   1）モニタリング（呼吸、循環、代謝、意識障害） 

   2）心電図モニター 

  3）ISBAR   

＊シミュレーション中に技術確認を実施する 

 

2. 救急、災害・緊急時の看護 

（シミュレーション演習） 

   1）成人の一次救命処置（Basic Life Support） 

/二次救命処置（Advanced Life Support） 

   2）災害時の看護 

＊シミュレーション中に技術確認を実施する 

 

3. 周手術期の看護（シミュレーション演習） 

   1）術後の観察と管理 

   ①全身の観察、②ドレナージの管理  

＊シミュレーション中に技術確認を実施する 

 

4. 終末期の看護 

   1）ターミナル期のケア 

2）死後のケア 

   3) 家族ケア（シミュレーション演習） 

 

5．事例を用いての看護過程演習 

  1）周手術期にある患者 

  2) 化学療法、放射線治療中の患者 

  3）終末期にある患者  

事前課題は演

習開始前に提

示する。 

事後課題は演

習時に提示す

る。 

神 里 

謝 花 

 

謝 花 

 

 

 

 

赤 嶺 

 

 

 

 

 

 他 

 

 

 

 

 

謝 花 

 

 

 

 

謝 花 

演 習 

テキスト 
クリティカル・緩和ケア論で使用したテキストおよび講義資料 

その他、各演習時にプリント配布 

参考文献 
「災害看護」南江堂 2017 

「看護診断ハンドブック第11版」 

他科目との
関連 

病態生理、疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱ、ヘルスアセスメント、生活援助療養援助技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、

クリティカル・緩和ケア論の関連科目の内容を踏まえて学習を深める。 

成績評価 
の方法 

授業参加状況(10％）、事前課題・演習後のレポート・技術･ロールプレイ等（90％）とし 
総合的に評価する。 

学習相談・ 
助言体制 

毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カー 
ドの提出をもとめ、次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

授業改善の
特記事項 

説明資料を配布する。 
学生は次回資料内容を読み、準備して授業に臨む。 

備 考 

毎回の事前課題レポートを指定された日に提出すること。 

演習後のレポートは指定された日時までに提出すること。 

自己学習を含め主体的に演習に望むことが必要である。 
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テキスト 
クリティカル・緩和ケア論で使用したテキストおよび講義資料 

その他、各演習時にプリント配布 

参考文献 
「災害看護」南江堂 2017 

「看護診断ハンドブック第11版」 

他科目との
関連 

病態生理、疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱ、ヘルスアセスメント、生活援助療養援助技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、

クリティカル・緩和ケア論の関連科目の内容を踏まえて学習を深める。 

成績評価 
の方法 

授業参加状況(10％）、事前課題・演習後のレポート・技術･ロールプレイ等（90％）とし 
総合的に評価する。 

学習相談・ 
助言体制 

毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カー 
ドの提出をもとめ、次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

授業改善の
特記事項 

説明資料を配布する。 
学生は次回資料内容を読み、準備して授業に臨む。 

備 考 

毎回の事前課題レポートを指定された日に提出すること。 

演習後のレポートは指定された日時までに提出すること。 

自己学習を含め主体的に演習に望むことが必要である。 
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目

（
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合
科
目
）



 
 

科 目 

コード 
31180 

授業 

科目 

クリティカル・緩和ケア実習

(Critical/Palliative care Practicum） 

担当 

教員 

〇神里みどり 謝花小百合 

赤嶺伊都子 精神保健看護 

小児保健看護 他 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履

修

条

件 

前提科目 クリティカル・緩和ケア演習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、B型肝炎の抗体検査で陰性の者または予防接種が完

了していないものは、実習を履修することができない。さらに 11 月以降の実習において

はインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

侵襲性の高い治療または緩和ケアの必要な人々を対象とした臨地実習を通して、対象の健

康/疾病ニーズ、生理学的ニーズ、心理社会的ニーズに焦点をあてて、多様な場で提供さ

れるケアに必要な理論的、臨床的基本、ならびに技術・態度について学習する。 

到達目標 

 1）患者の人権を尊重した態度でかかわり、援助することができる。 

 2）手術療法を受ける患者の健康障害の病態像、治療法について述べることができる。 

 3）手術療法を受ける患者の状態について身体的・心理的・社会的側面から情報収集を行い、 

  情報を統合してアセスメントし、患者のもつ問題を明らかにすることができる。 

 4）手術療法を受ける患者の個別性を考慮し、看護計画の立案・実施・評価ができる。 

 5）術前の心身の準備に必要な援助を行うことができる。 

 6）術後の疼痛や身体的苦痛の緩和を図ることができる。 

 7）手術侵襲に伴う合併症を予防し、術後回復に必要な援助を行うことができる。 

 8) がん患者に行われている看護を説明できる。 

 9）終末期にある患者の全人的苦痛を身体的・心理的・社会的・スピリチュアルの側面から 

  総合的に理解し、症状緩和ケア、家族・遺族に必要な看護を説明できる。 

10）関係職種間の連携について理解し、チーム医療における看護の役割について述べること 

  ができる。  

11）実践したことを振り返り、自己の学習課題を見いだすことができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

 

 

 

 

 

 

 

前週の演習 

実習初日 

 

 

 

 

 

 1～2週目 
 

 

 2 週目後半 

 実習内容 

1）手術を受ける患者の術前・術中・術後の看護(手術室看護を含む） 

2）がん患者の看護（薬物療法、緩和ケア） 

3) 終末期にある患者の看護  

 

 実習の進め方 

1) 治療環境での看護実習オリエンテーション 

(1) 大学内で前の週の演習時に実習指導教員が行う。 

(2) 実習場所の特殊性に関しては、実習初日に各病棟の看護師長が行う。 

①外科系病棟              

②緩和ケア病棟・ホスピス病棟     

 

2) 病棟実習（手術室含む） 

入院中の周手術期患者を受け持ち、看護過程を展開する。 

 

3) 緩和ケア病棟・ホスピス病棟 実習（1 日間） 

4) 実習報告会 

(1) 病棟報告会（病棟実習最終日に各病棟で実習指導者を交えて報告する） 

(2) 学内報告会（実習最終日） 

神 里 

謝 花 

赤 嶺 

精 神 

小 児 

 

他 

学生 

4～6 名 

編成 

 

テキスト クリティカル・緩和ケア実習 実習の手引き 

参考文献 

「成人看護学 急性期看護Ⅰ 概論 周手術期看護」南江堂 2015 

 成人看護Ⅰ急性期・周手術期 第2版 照林社 2016 

「緩和ケア」メディカ出版 2016 

「看護診断ハンドブック第 11 版」 

「災害看護」南江堂 2017  

他科目との

関連 

看護活動を実施できる基礎的知識、技術および倫理的態度を学習するために、病態生理、 

疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱヘルスアセスメント、生活援助技術Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、生活援助・療養援助技

術実習、クリティカル・緩和ケア論、クリティカル・緩和ケア演習等の既習科目や実習の

内容を統合している。 

成績評価 

の方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

実習の成績は、年度内に実施されるすべての実習が終了した後に確定される。 

学習相談・ 

助言体制 

実習では毎日のカンファレンスでグループごとに振り返りを行い、各自の学んだことにつ

いて発表しグループ全体で共有し、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を全員で

考え、翌日の実習展開をスムーズに行うように指導助言していく。 

授業改善の

特記事項 

実習指導上の問題は、早期に現場の師長や指導者と話し合い、双方が協力体制を構築し取

り組む 

備 考 
実習に望むにあたり、実習の手引き（クリティカル・緩和ケア実習）の実習内容をよく読

み、事前学習して望むこと。 
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テキスト クリティカル・緩和ケア実習 実習の手引き 

参考文献 

「成人看護学 急性期看護Ⅰ 概論 周手術期看護」南江堂 2015 

 成人看護Ⅰ急性期・周手術期 第2版 照林社 2016 

「緩和ケア」メディカ出版 2016 

「看護診断ハンドブック第 11 版」 

「災害看護」南江堂 2017  

他科目との

関連 

看護活動を実施できる基礎的知識、技術および倫理的態度を学習するために、病態生理、 

疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱヘルスアセスメント、生活援助技術Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、生活援助・療養援助技

術実習、クリティカル・緩和ケア論、クリティカル・緩和ケア演習等の既習科目や実習の

内容を統合している。 

成績評価 

の方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

実習の成績は、年度内に実施されるすべての実習が終了した後に確定される。 

学習相談・ 

助言体制 

実習では毎日のカンファレンスでグループごとに振り返りを行い、各自の学んだことにつ

いて発表しグループ全体で共有し、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を全員で

考え、翌日の実習展開をスムーズに行うように指導助言していく。 

授業改善の

特記事項 

実習指導上の問題は、早期に現場の師長や指導者と話し合い、双方が協力体制を構築し取

り組む 

備 考 
実習に望むにあたり、実習の手引き（クリティカル・緩和ケア実習）の実習内容をよく読

み、事前学習して望むこと。 
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科 目 

コード 
31133 

授業 

科目 

早期体験実習 

(Early Exposure to Clinical Practice) 

担当 

教員 

○金城 忍  宮里智子 

川崎道子  大川嶺子 

賀数いづみ 上原和代  

神里みどり 大湾明美  

実務経験：あり 

開講年次 1年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 

原則として、麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、B 型肝炎の各抗体検査で陰性の者また

は予防接種が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実

習においてはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

本実習においては下線の 4種類の予防接種が完了していることが求められる。 

授業概要 

看護実践の場または地域において、看護職者の仕事を観察し、自由に対話する中から、ま

た、看護を必要としている人々やその他の医療従事者・関連職種との対話から，さらに学

生同士の討論や役割モデルとなる看護職者の講演などを通して、看護という職業の意義や

社会における期待、必要性、そして今後の職業的準備のあり方について学習する。 

到達目標 

1．モデルとなる看護職者と自分の職業選択を比較し、自分のキャリア発達について考察

できる。 

2. 看護職が働く様々な場において、看護職が果たしている役割について記述できる。 

3．看護という職業の意義や社会における期待について記述できる。 

4．看護を担っていく人に求められる能力について考え、それについて記述できる。 

5．看護の難しさや素晴らしさを感じ取り、それについて記述できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 担当者名 

5日間 

各自の実習指導者について実習を行う。 

日程および実習の展開は実習施設や実習指導者によって

異なる。詳細については、実習施設・実習指導者毎の「実

習の手引き」に示す。 

6月13日(木)、14日(金)、21日(金)、28日(金)、7月5日(金）

のうちの4日間、離島での実習の場合は6月15日（土）も実

習期間に含む：現場での実習 

7月12日(金)：学内報告会、7月19日(金)：予備日 

「実習の手引

き」による 

金城 宮里 

 川崎 大川  

賀数 上原 

神里 大湾 

 

テキスト 指定なし 

参考文献 「看護専門職論Ⅰ」の講義資料 

他科目との
関連 

「看護専門職論Ⅰ」で学習した内容を元に実習を行う。専門職論 1のレポート「私が看護

職者を目指す理由」を活用する。 

「看護学原論」では本実習科目で学習した内容を含めてまとめを行う。 

成績評価 
の方法 

実習への参加状況・姿勢（40％） 実習課題レポート（60％） 

（注：実習への参加状況には実習オリエンテーションへの出席も含む） 

学習相談・ 
助言体制 

約8名に一人の教員が実習担当教員として指導にあたり、相談窓口にもなる。実習先では 

 実習指導者が指導を行う。実習中の指導体制については別途提示する。 

授業改善の
特記事項 

学内報告会は、グループ間の報告による学びをふまえ、担当教員ごとに開催する。 

備 考 

① 実習に先立ち、5月31日(金)に実習オリエンテーションを行う。 

② 実習施設・実習指導者毎の実習展開は「実習の手引き」を参照すること。 

③ 実習先が離島の場合の日程は、実習指導者と調整して上記実習期間中に設定する。 

 

科 目 

コード 
36124 

授業 

科目 

精神保健看護Ⅰ 
    （Mental Health and 

 Psychiatric Nursing Ⅰ） 

担当 

教員 

   ○大川嶺子 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1 単位 科目 

分類 

専門関連科目 
（保・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15 時間 

条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

心の発達や精神の健康及び不健康についてライフサイクルや社会生活の面から理解し、心

の健康を保持増進するための精神保健や精神の疫学的動向と対策について学習する。ま

た、精神看護の歴史的変遷、役割と機能など精神看護の基本について学習する。 

到達目標 

1．現代社会における精神の健康・不健康の動向と対策について述べることができる。 

2．さまざまな身体的状態において生じる心の健康問題について述べることができる。 

3．生活の場及びライフサイクルにおける精神保健上の問題、および危機時における精神

保健について述べることができる。 

4. 欧米や沖縄を含む日本における精神保健福祉の沿革と歴史について理解し、精神障害

者に対する自己の偏見に気づく。 

5．精神看護の定義と役割・機能について述べることができる。 

6．精神障害者の社会生活への支援について述べることができる。 

7．地域精神保健活動の意義および制度等について述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

精神の健康と不健康の動向と対策 

生活の場及びライフサイクルと精神保健 

危機時における精神保健 

精神保健医療福祉の沿革と歴史 

精神障害者への偏見と権利擁護 

精神看護の定義と役割・機能 

精神障害者の社会生活の支援 

地域精神保健看護活動と制度・資源の活用と調整 

  
授業内容の復習テ

スト・レポートを課

す 

 

 

 

ゲストスピーカー 

大 川 

 
 
 
 
 
 

講 義 

テキスト ヌーヴェル ヒロカワ 精神看護学Ⅰ 精神保健学 第 6版  

参考文献 
①メジカルフレンド社 新体系看護学 34 精神看護学 1（精神保健学概論 精神保健） 

②厚生統計協会  国民衛生の動向  ③精神保健福祉研究会 我が国の精神保健福祉  

他科目との

関連 

①沖縄の生活と文化 ②家族社会学演習、③心理学、④ストレスマネジメントと健康教育 

⑤人間関係論、⑥生涯人間発達論の内容を踏まえて学びを深める。 

成績評価 

の方法 
出席・小テスト・レポート（40%）、および期末試験（60%）で評価を行う。 

 学習相談・

 助言体制 

講義の途中、講義終了時に適宜質疑等を受ける。 

研究室での質問はアポイントを取ること。 

授業改善の

特記事項 
テキスト内容を補充・説明する資料を配付する。 

備 考 
事前にテキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 

授業開始前に小テストを行うことがある。レポート課題は授業中に提示する。 
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科 目 

コード 
36124 

授業 

科目 

精神保健看護Ⅰ 
    （Mental Health and 

 Psychiatric Nursing Ⅰ） 

担当 

教員 

   ○大川嶺子 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1 単位 科目 

分類 

専門関連科目 
（保・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15 時間 

条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

心の発達や精神の健康及び不健康についてライフサイクルや社会生活の面から理解し、心

の健康を保持増進するための精神保健や精神の疫学的動向と対策について学習する。ま

た、精神看護の歴史的変遷、役割と機能など精神看護の基本について学習する。 

到達目標 

1．現代社会における精神の健康・不健康の動向と対策について述べることができる。 

2．さまざまな身体的状態において生じる心の健康問題について述べることができる。 

3．生活の場及びライフサイクルにおける精神保健上の問題、および危機時における精神

保健について述べることができる。 

4. 欧米や沖縄を含む日本における精神保健福祉の沿革と歴史について理解し、精神障害

者に対する自己の偏見に気づく。 

5．精神看護の定義と役割・機能について述べることができる。 

6．精神障害者の社会生活への支援について述べることができる。 

7．地域精神保健活動の意義および制度等について述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

精神の健康と不健康の動向と対策 

生活の場及びライフサイクルと精神保健 

危機時における精神保健 

精神保健医療福祉の沿革と歴史 

精神障害者への偏見と権利擁護 

精神看護の定義と役割・機能 

精神障害者の社会生活の支援 

地域精神保健看護活動と制度・資源の活用と調整 

  
授業内容の復習テ

スト・レポートを課

す 

 

 

 

ゲストスピーカー 

大 川 

 
 
 
 
 
 

講 義 

テキスト ヌーヴェル ヒロカワ 精神看護学Ⅰ 精神保健学 第 6版  

参考文献 
①メジカルフレンド社 新体系看護学 34 精神看護学 1（精神保健学概論 精神保健） 

②厚生統計協会  国民衛生の動向  ③精神保健福祉研究会 我が国の精神保健福祉  

他科目との

関連 

①沖縄の生活と文化 ②家族社会学演習、③心理学、④ストレスマネジメントと健康教育 

⑤人間関係論、⑥生涯人間発達論の内容を踏まえて学びを深める。 

成績評価 

の方法 
出席・小テスト・レポート（40%）、および期末試験（60%）で評価を行う。 

 学習相談・

 助言体制 

講義の途中、講義終了時に適宜質疑等を受ける。 

研究室での質問はアポイントを取ること。 

授業改善の

特記事項 
テキスト内容を補充・説明する資料を配付する。 

備 考 
事前にテキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 

授業開始前に小テストを行うことがある。レポート課題は授業中に提示する。 
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科 目 

コード
36125 

授業 

科目 

精神保健看護Ⅱ 
（Mental Health and 

Psychiatric NursingⅡ） 

担当 

教員 

○村上満子 大川嶺子

屋嘉比浩子（非常勤）

実務経験：あり 

開講年次 3年次前期 単位数 2単位 
科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 主な精神疾患とそれらの病因、症状、検査、診断、治療および看護について学習する。 

到達目標 

1．精神看護の考え方、精神を病む人の理解と基本的対応について説明できる。

2．精神科における治療的環境について説明できる。

3．精神看護に用いる理論・モデル・技法について説明できる。

4．主な精神疾患および精神症状のアセスメントと看護について説明できる。

5．治療および自立支援における多職種との連携について述べる事ができる。

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1･2回 

第3～5回 

第6･7回 

第 8･9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14･15 回 

精神看護の基本（接近の基本、観察・記録の基本） 

精神看護に用いる理論・モデル  

アセスメントの視点と方法

精神疾患患者の症状と看護① 

統合失調症を中心に 

精神疾患患者の症状と看護② 

気分障害を中心に 

精神疾患患者の症状と看護③ 

アルコール依存症を中心に

精神疾患患者の症状と看護④ 

神経症性障害を中心に 

精神疾患患者の症状と看護⑤ 

発達障害、知的障害、てんかん、児童思春期、 

摂食障害、虐待  

精神科における治療環境 

疾病論Ⅱ・臨

床薬理等該当

箇所の復習を

課す 

疾患・治療法

について授業

前に小テスト

を行う 

村 上 

〃 

〃 

〃 

大 川 

〃 

〃 

〃 

村 上 

屋嘉比 

講 義 

テキスト ヌーヴェル ヒロカワ 精神看護学Ⅱ 精神臨床看護学 第6版 

参考文献 

①エルゼピア・ジャパン：精神科看護―原理と実践― 原著第 8版

②メジカルフレンド社： 新体系看護学全書 34・35 精神看護学①②

③ヌーヴェル ヒロカワ： 精神看護学Ⅰ 精神保健学

④医学書院： 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の展開 精神看護学①・②

⑤中央法規： 看護のポイントシリーズ 精神科Ⅰ・Ⅱ

他科目との

関連 
①人間関係論 ②臨床心理 ③疾病論Ⅱ ④臨床薬理

成績評価の

方法 
①出席・課題・小テスト（30%）、②期末試験（70%）で評価を行う。 

学習相談・ 

助言体制 
・講義終了時にしばらく教室に残り質疑を受ける。 
・原則として講義日の午後４･5限目は、オフィスアワーとする。 

授業改善の

特記事項 

 ・テキスト内容を補充・説明する資料を配付する。 
・授業内容と国家試験の過去問題との関連を考慮に入れ講義を進める。 

備 考 
・積極的に講義へ参加し、学んだことを自身の実生活にも反映させてほしい。 

・テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
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成績評価の

方法 
①出席・課題・小テスト（30%）、②期末試験（70%）で評価を行う。 

学習相談・ 

助言体制 
・講義終了時にしばらく教室に残り質疑を受ける。 
・原則として講義日の午後４･5限目は、オフィスアワーとする。 

授業改善の

特記事項 

 ・テキスト内容を補充・説明する資料を配付する。 
・授業内容と国家試験の過去問題との関連を考慮に入れ講義を進める。 

備 考 
・積極的に講義へ参加し、学んだことを自身の実生活にも反映させてほしい。 

・テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
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科 目 

コード 
36126 

授業 

科目 

精神保健看護演習 

（Mental Health and Psychiatric  

Nursing Seminar） 

担当 

教員 

○村上満子 大川嶺子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目 生活援助・療養援助技術実習 精神保健看護実習Ⅰ 精神保健看護Ⅱ  

その他  なし 

授業概要 

急性期及び慢性期、リハビリ期の精神科看護に必要な技術、および精神科における看護 

過程を展開する方法について学習する。また、実習の対象の権利を守るために、最低限 

必要な知識、技術および態度について学習する。 

到達目標 

1．精神障害者や精神的な健康問題を持つ人への看護に必要な知識と技術について記述で

きる。 

2．急性期及び慢性期の基本的な精神科看護について記述できる。 

3．精神科看護における看護過程について記述できる。 

4．実習対象の権利を守るために、最低限必要な知識、技術および態度について述べるこ

とができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 

担当 

者名 
授業形態 

第1･2回 

 

 

第3回 

 

第4回 

第5回 

 

 

第6～8回 

 

第9～12回 

第13回 

 

第14回 

第15回 

 演習･実習への導入 

 事前学習振り返り *1 

 精神症状の理解 *2 

 関わりの技術-コミュニケーション *1 

      プロセスレコード例の検討① 

 精神療法 

 精神科における治療環境 *2 

   法的整備・病院環境・入院形態・人権保護等 

 精神症状の評価 *2 

 精神保健看護における看護過程展開 *3 

   統合失調症患者の看護計画（急性期） 

   統合失調症患者の看護計画（慢性期） 

 関わりの技術－コミュニケーション 

      プロセスレコード例の検討② 

 実習場面のロールプレイと評価 

期末試験 まとめ 

 

*1 事前課題

の事例使用 

 

*2 映像資料･

文献資料使用

しレポート作

成（事後） 

 

*3 看護過程

に沿って順次

課題提出 

村 上 

 

 

〃 

 

大 川 

〃 

 

 

村 上 

 

大 川 

村 上 

 

〃 

〃 

演 習 

テキスト ヌーヴェル ヒロカワ  精神看護学Ⅱ 精神臨床看護学 第6版 

参考文献 
① ヌーヴェル ヒロカワ  精神看護学Ⅰ精神保健学 第6版 

② メジカルフレンド社    新体系看護学35  精神看護学②（精神障害を持つ人の看護） 

他科目と 

の関連 
①臨床薬理、②疾病論Ⅱ、③生涯人間発達論、④人間関係論の内容を踏まえて学びを深める。 

成績評価 

の方法 
①出席・課題・小テスト（80%）、②期末試験（20%）で評価を行う。 

学習相談・ 

助言体制 

演習中は担当教員が常時質問を受ける体制をとり、演習課題はその都度担当教員に提出

して確認を受ける。 

授業改善の 

特記事項 

テキスト内容を補充・説明する資料を配付する。授業内容と国家試験問題との関連を考

慮入れ講義を進める。 

備 考 

・事前課題として関連科目内容のレポートを課す。 

・関連科目の授業資料、テキスト等を参考にすること。 

・積極的に参加し、他の実習及び自身の実生活にも学びを反映させてほしい。 

─ 108 ─



科 目 

コード 
36133 

授業 

科目 

精神保健看護実習Ⅰ 

（Mental Health and Psychiatric 

Nursing PracticumⅠ） 

担当 

教員 

○大川嶺子 村上満子 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・看) 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目 精神保健看護Ⅰ 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接

種が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習に

おいてはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

精神保健上の問題（ストレス、心理社会的健康問題、ハンディキャップなど）を抱え

ながら地域で生活している対象との関わりを通して、様々な環境に影響されながら生

活している対象について理解し、支援方法について学習する。 

到達目標 

1． 精神障害をもつ対象を尊重した関わりについて理解できる。 

 2．対象の健康的な側面について記述できる。 

3．地域で生活している対象を支えるサポートシステムについて理解できる。 

 4．実践したことを振り返り、自己の偏見に気づくことが出来る。 

日 数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

 

 

 

 実習内容 

1．地域で暮らしている対象の生活の特徴 

2．対象への社会的サポートシステムの実際 

 

 実習の進め方 

  1．複数の実習場所を体験する。 

2．受け持ちは特に定めず、複数の対象とかかわりを持つ。  

    3. 対象と共に施設日課に参加して、観察とコミュニケーションを 

       とおして対象の健康的な側面を捉える。 

    4. 実習施設において施設職員のオリエンテーションを受ける。 

    5. 実習指導教員および施設実習指導者と連携をとりながら実習を 

       行う。 

    6. 日々の実習終了時に学生、実習指導教員、施設実習指導者等に 

       よる 1時間程度のカンファレンスを持ち、対象の生活背景や療養 

       状況、および対象が得ているサポートについて学ぶ。         

    7. 実習内容および学びを所定の日々の記録用紙に記載し、実習指導 

       教員および施設実習指導者に提出する。 

    8. 各々の施設において、学生、実習指導教員、施設実習指導者等 

       による実習報告会を行う。 

    9. 実習最終日に、学内において実習報告会を行う。 

   10. 実習終了後、総括レポートを提出する。 

 

大 川 

 

 

村 上 

 

 

 

他 

テキスト 2年次後期の「実習の手引き（精神保健看護実習Ⅰ）」 

参考文献 精神保健看護Ⅰ、精神保健看護Ⅱに使用したテキストおよび講義資料 

他科目との

関連 
精神保健看護Ⅰ、心理学、人間関係論、臨床心理、疾病論Ⅱ 

成績評価 

の方法 

施設実習指導者・実習指導教員の情報等を参考に、出席状況･実習態度･カンファレン

スへの参加状況（40％）、実習記録･レポート等の諸記録（60％）で、科目担当教員

が総合的に評価する。 
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学習相談・ 

助言体制 

各グループの実習担当教員が随時相談を受け、助言を行う。学生は、積極的に実習に

参加し、疑問等がある場合はその都度実習担当教員へ相談する。 

授業改善の

特記事項 
実習施設にはそれぞれ特徴があるので、それらを体験または共有できる様にした。 

備 考 
実習施設は、利用者のリハビリの場であることを念頭に置き、報告･連絡･相談を密に

して、責任を持って実習に参加すること。 

 

科 目 

コード 
36134 

授業 

科目 

精神保健看護実習Ⅱ 

（Mental Health and Psychiatric  

     Nursing PracticumⅡ） 

担当 

教員 

○大川嶺子 村上満子 他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・看) 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履

修

条

件 

前提科目 精神保健看護演習 

その他 

麻疹､風疹､水痘､流行性耳下腺炎､Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完了し

ていない者は､実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習においてはインフルエ

ンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

 施設で療養している、又は在宅で療養している精神障害を持つ人々を対象に看護を行い、

対象の全人的理解の方法及び看護技術を習得すると共に、関連職種間の連携・調整に必

要な協働能力を学ぶ。 

到達目標 

 1．精神科病院のもつ特殊性を理解し、対象を尊重した関わりができる。 

 2．対象を生活史や家族背景から理解し、対象の抱える問題とそれらとのつながりについて 

  包括的に捉える事ができる。 

 3．精神症状および精神障害が対象の日常生活行動・対人関係などに与える影響について捉え、

記述することができる。  

 4．対象との関係性の構築について理解し記述することができる。 

 5．集団（患者･医療従事者）の持つダイナミックスについて理解ができる。 

 6．対象の生活史や家族背景と、対象の抱える問題の包括的理解に基づいて対象のニーズを捉え、 

  看護を計画・実践・評価できる。 

 7．退院に向けての支援を通して関係職種との連携・調整の実際を体験し、看護の役割を述べる

ことができる。 

 8．実践したことを振り返り、自己の学習課題を見いだすことができる。           

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画  指導教員 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
演習最終日 

実習初日 
 
 
 
 

     
 
 

5 日目以降 
 
 
 

9 日目 
10 日目 

 実習内容 

1. 精神科病院環境の特殊性 

2. 精神症状のある人の入院時の看護 

3．セルフケア能力向上に向けての看護 

  4. 患者を中心とした家族・関係職種との連携調整 

5．社会復帰支援 

 

実習の進め方 
1．オリエンテーション 
1）大学側からは実習目的・目標、方法に関して行う。 

  2）実習施設看護部からは施設概要、方針、看護部組織、理念・方針に関し
て、又実習病棟からは、病棟および患者の特殊性について行う。 

 
  2．病棟実習 

1）１名の患者を受け持ち、看護過程を展開する 
2）受け持ち患者で体験できない事については、体験の共有を図る 
3）自己の看護場面の振り返りを行う 
4）実習3日目は学内で情報整理、看護計画立案を行い、4日目に病棟で計画

検討会を行って修正する 
5）実習4日目以降に看護計画を実施する 

 
  3．見学実習および臨床講義    
  1）保護室、開放病棟又は閉鎖病棟、外来、デイケア等の見学を行う 

2）薬剤部、作業療法部等の臨床講義を受ける 
 
4．実習報告会 

 1) 病棟実習最終日に実習病棟で報告会を行う 
 2）実習最終日に学内でグループ討議、及びまとめを行う 
 
 

 

大 川 

 

 

村 上 
 
 
 

他 
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学習相談・ 

助言体制 

各グループの実習担当教員が随時相談を受け、助言を行う。学生は、積極的に実習に

参加し、疑問等がある場合はその都度実習担当教員へ相談する。 

授業改善の

特記事項 
実習施設にはそれぞれ特徴があるので、それらを体験または共有できる様にした。 

備 考 
実習施設は、利用者のリハビリの場であることを念頭に置き、報告･連絡･相談を密に

して、責任を持って実習に参加すること。 

 

科 目 

コード 
36134 

授業 

科目 

精神保健看護実習Ⅱ 

（Mental Health and Psychiatric  

     Nursing PracticumⅡ） 

担当 

教員 

○大川嶺子 村上満子 他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・看) 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履

修

条

件 

前提科目 精神保健看護演習 

その他 

麻疹､風疹､水痘､流行性耳下腺炎､Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完了し

ていない者は､実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習においてはインフルエ

ンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

 施設で療養している、又は在宅で療養している精神障害を持つ人々を対象に看護を行い、

対象の全人的理解の方法及び看護技術を習得すると共に、関連職種間の連携・調整に必

要な協働能力を学ぶ。 

到達目標 

 1．精神科病院のもつ特殊性を理解し、対象を尊重した関わりができる。 

 2．対象を生活史や家族背景から理解し、対象の抱える問題とそれらとのつながりについて 

  包括的に捉える事ができる。 

 3．精神症状および精神障害が対象の日常生活行動・対人関係などに与える影響について捉え、

記述することができる。  

 4．対象との関係性の構築について理解し記述することができる。 

 5．集団（患者･医療従事者）の持つダイナミックスについて理解ができる。 

 6．対象の生活史や家族背景と、対象の抱える問題の包括的理解に基づいて対象のニーズを捉え、 

  看護を計画・実践・評価できる。 

 7．退院に向けての支援を通して関係職種との連携・調整の実際を体験し、看護の役割を述べる

ことができる。 

 8．実践したことを振り返り、自己の学習課題を見いだすことができる。           

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画  指導教員 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
演習最終日 

実習初日 
 
 
 
 

     
 
 

5 日目以降 
 
 
 

9 日目 
10 日目 

 実習内容 

1. 精神科病院環境の特殊性 

2. 精神症状のある人の入院時の看護 

3．セルフケア能力向上に向けての看護 

  4. 患者を中心とした家族・関係職種との連携調整 

5．社会復帰支援 

 

実習の進め方 
1．オリエンテーション 
1）大学側からは実習目的・目標、方法に関して行う。 

  2）実習施設看護部からは施設概要、方針、看護部組織、理念・方針に関し
て、又実習病棟からは、病棟および患者の特殊性について行う。 

 
  2．病棟実習 

1）１名の患者を受け持ち、看護過程を展開する 
2）受け持ち患者で体験できない事については、体験の共有を図る 
3）自己の看護場面の振り返りを行う 
4）実習3日目は学内で情報整理、看護計画立案を行い、4日目に病棟で計画

検討会を行って修正する 
5）実習4日目以降に看護計画を実施する 

 
  3．見学実習および臨床講義    
  1）保護室、開放病棟又は閉鎖病棟、外来、デイケア等の見学を行う 

2）薬剤部、作業療法部等の臨床講義を受ける 
 
4．実習報告会 

 1) 病棟実習最終日に実習病棟で報告会を行う 
 2）実習最終日に学内でグループ討議、及びまとめを行う 
 
 

 

大 川 

 

 

村 上 
 
 
 

他 
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テキスト 3年次後期の「実習の手引き（精神保健看護実習Ⅱ）」 

参考文献 精神保健看護Ⅱ､精神保健看護演習に使用したテキストおよび講義資料 

他科目との

関連 

 精神保健看護Ⅰ･Ⅱ、精神保健看護実習Ⅰに加え、人間関係論、臨床心理、生涯人間発達

論、疾病論、臨床薬理で学んだ知識を活用する。 

成績評価の

方法 

施設実習指導者・実習指導教員の情報等を参考に、出席状況･実習態度･カンファレンス

への参加状況（20％程度）、実習記録･レポート等の諸記録（80％程度）で、科目担当教

員が総合的に評価する。 

学習相談・ 

助言体制 

各グループの実習担当教員が随時相談を受け、助言を行う。学生は、積極的に実習に参加

し、疑問等はその都度実習担当教員へ相談すること。 

授業改善の 

特記事項 

看護師国家試験の過去問題との関連を伝達する。既習の関連科目の復習を行わせて、実

習に活用できるようにした。 

備 考 実習施設では報告･連絡･相談を密にして、責任を持って行動すること。 

 

科 目 

コード 
37124 

授業 

科目 

地域保健看護Ⅰ 

（Community Health Nursing Ⅰ） 

担当 

教員 

○川崎道子 牧内忍 

  知念真樹 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

地域保健看護（公衆衛生看護）の概念、歴史、基本理念、活動の場と対象、活動の展開
方法と技術等の概要を学び、地域保健看護（公衆衛生看護）の機能と保健師の役割につ
いて理解する。また、地域における人々の健康状態の疫学的動向と対策および、生活と
健康の関連性を理解し、対象の特性をふまえた看護支援のための視点を養う。 

到達目標 

1．地域における健康問題の出現過程と地域環境や人々の生活との関連性が理解できる。 

2．公衆衛生看護活動の目的と対象、活動展開における基本的な理念が理解できる。 

3．公衆衛生看護過程と活動に用いられる方法・技術について理解できる。 

4．公衆衛生看護活動の場と保健師の機能について理解できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前･事後学習 

(学習課題) 
担当者名 授業形態 

第1回 

 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

健康問題と公衆衛生看護の概念 

 

地域診断 

公衆衛生看護の変遷と教育 

公衆衛生看護活動の対象、場及びその機能 

公衆衛生看護活動の方法と技術－１ 

公衆衛生看護活動の方法と技術－２ 

沖縄県の保健師活動の現状 

 公衆衛生看護管理と倫理 

P3-20、29-35 

69-82「レポート」 

P97-117 

P21-29,36-41,493- 

P49-54 

P58-63 

〃「レポート」 

 

P483-492、P503-510 

川 崎 

 

知 念 

川 崎 

〃 

〃 

牧 内 

川 崎 

〃 

講 義 

 

 

テキスト インターメディカル「公衆衛生看護学.jp」を必携とする。 

参考文献 「新版 保健師業務要覧」、その他は開講時に紹介する。 

他科目との 

関連 

疫学と保健医療情報、人間関係論、生涯人間発達論、看護専門職論Ⅰ、ヘルスアセスメ
ント等の既習科目の内容を統合し、公衆衛生及び地域における看護活動の概要を認識し
て､地域保健看護Ⅱ、Ⅲ、地域保健看護演習への導入とする。 

本科目は保健師課程、助産師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の

方法 
授業参加状況（10％）、筆記試験（80％）、レポート（10％）で評価する。 

学習相談･ 
助言体制 

出席票に講義内容の疑問点などの記載をもとめ、次回の授業で補足説明する。また、研

究室に教員の予定表を掲示し、相談しやすいように配慮する。 

授業改善の

特記事項 
公衆衛生看護のアウトラインが理解できるように具体例を用い講義を展開する。 

備 考 

・日々、新聞などから地域住民（生活者）の保健行動、健康問題などに関心をよせ、公

衆衛生看護の視点で対策を考える。 

・事前にテキストの該当ページを読み、主体的に授業に参加する。 
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科 目 

コード 
37124 

授業 

科目 

地域保健看護Ⅰ 

（Community Health Nursing Ⅰ） 

担当 

教員 

○川崎道子 牧内忍 

  知念真樹 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

地域保健看護（公衆衛生看護）の概念、歴史、基本理念、活動の場と対象、活動の展開
方法と技術等の概要を学び、地域保健看護（公衆衛生看護）の機能と保健師の役割につ
いて理解する。また、地域における人々の健康状態の疫学的動向と対策および、生活と
健康の関連性を理解し、対象の特性をふまえた看護支援のための視点を養う。 

到達目標 

1．地域における健康問題の出現過程と地域環境や人々の生活との関連性が理解できる。 

2．公衆衛生看護活動の目的と対象、活動展開における基本的な理念が理解できる。 

3．公衆衛生看護過程と活動に用いられる方法・技術について理解できる。 

4．公衆衛生看護活動の場と保健師の機能について理解できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前･事後学習 

(学習課題) 
担当者名 授業形態 

第1回 

 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

健康問題と公衆衛生看護の概念 

 

地域診断 

公衆衛生看護の変遷と教育 

公衆衛生看護活動の対象、場及びその機能 

公衆衛生看護活動の方法と技術－１ 

公衆衛生看護活動の方法と技術－２ 

沖縄県の保健師活動の現状 

 公衆衛生看護管理と倫理 

P3-20、29-35 

69-82「レポート」 

P97-117 

P21-29,36-41,493- 

P49-54 

P58-63 

〃「レポート」 

 

P483-492、P503-510 

川 崎 

 

知 念 

川 崎 

〃 

〃 

牧 内 

川 崎 

〃 

講 義 

 

 

テキスト インターメディカル「公衆衛生看護学.jp」を必携とする。 

参考文献 「新版 保健師業務要覧」、その他は開講時に紹介する。 

他科目との 

関連 

疫学と保健医療情報、人間関係論、生涯人間発達論、看護専門職論Ⅰ、ヘルスアセスメ
ント等の既習科目の内容を統合し、公衆衛生及び地域における看護活動の概要を認識し
て､地域保健看護Ⅱ、Ⅲ、地域保健看護演習への導入とする。 

本科目は保健師課程、助産師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の

方法 
授業参加状況（10％）、筆記試験（80％）、レポート（10％）で評価する。 

学習相談･ 
助言体制 

出席票に講義内容の疑問点などの記載をもとめ、次回の授業で補足説明する。また、研

究室に教員の予定表を掲示し、相談しやすいように配慮する。 

授業改善の

特記事項 
公衆衛生看護のアウトラインが理解できるように具体例を用い講義を展開する。 

備 考 

・日々、新聞などから地域住民（生活者）の保健行動、健康問題などに関心をよせ、公

衆衛生看護の視点で対策を考える。 

・事前にテキストの該当ページを読み、主体的に授業に参加する。 
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科 目 

コード 
37125 

授業 

科目 

地域保健看護Ⅱ 

（Community Health NursingⅡ） 

担当 

教員 

○牧内忍 知念真樹 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

地域における個人・家族、集団の健康現象の分析から健康問題を明らかにし、解決のた

めの地域保健看護（公衆衛生看護）活動計画を立案･実施･評価する一連の過程に必要な

知識と技術を学習する。また、プライマリヘルスケア、ヘルスプロモーション、地域診

断等の理念と方法を学習する。 

 

到達目標 

 

 

1. 健康現象の分析から地域の健康問題を明らかにする過程が理解できる。 

2. 地域診断の意義と診断過程、必要な知識と技術が理解できる。 

3. へルスプロモーションの進め方と使われるモデル、活動に用いるスキル等が理解で

きる。 

4. 対象のニーズに合わせた活動計画を策定、行政施策に繋げるプロセスが理解できる。 

5. 保健事業計画から集団支援、個別支援の計画・評価のプロセスが理解できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前･事後学習
 （学習課題） 担当者名 

授業 

形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

地域診断に基づいた健康教育指導案作成 

健康教育指導案・媒体作成 

健康教育プレゼンテーション 

 〃 

健康問題の分析と保健活動ニーズの明確化 

地域診断、地域保健計画策定・評価の意義 

地域アセスメント演習 

 〃 

保健事業の現状（実績） 

地方自治体における地域保健計画策定と予算 

地域保健活動計画作成（演習） 

 〃 

保健事業計画の策定・評価 

集団支援・個別支援の計画と評価 

集団支援・個別支援の計画と評価 

Ｐ196-207 

 

 

 

 

Ｐ97-147 

 

 

Ｐ128-147 

 

 

 

 

 

 

知 念 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

牧 内 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

講 義 

  

テキスト インターメディカル「公衆衛生看護学.jp」を必携とする。 

参考文献 

「国民衛生の動向」「国民福祉と介護の動向」「展開図でわかる「個」から「地域」へ広

げる保健師活動」「見せる公衆衛生看護技術」「生活習慣病予防のためのグループ支援」

その他は、開講時に紹介する。 

他科目との

関連 

地域保健看護Ⅰ、地域保健看護実習Ⅰの関連科目の他に沖縄の生活と文化､社会学､家
族社会学演習､ストレスマネジメントと健康教育､精神保健看護Ⅰ､および生涯発達看
護科目のうち既習の科目の内容をして学習する。 

本科目は保健師課程、助産師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の

方法 

授業参加状況（20％）、レポート（30％）、筆記試験（50％：中間・期末）で評価す

る。 

学生相談･ 
助言体制 

出席票に講義内容の疑問点などの記載をもとめ、次回の講義で補足説明する。 

また、研究室に教員の予定表を提示し、相談しやすいように配慮する。 

授業改善の

特記事項 

地域の健康問題解決に向けた地域保健計画策定過程から保健事業、集団支援、個別支

援の流れや関連性を強調する。 

備 考 
保健師活動を理解する上でコアとなる科目である。地域保健看護実習Ⅰでのアセスメ
ントの視点、健康問題などを想起し主体的にグループワーク、講義へ参加する。 
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学生相談･ 
助言体制 

出席票に講義内容の疑問点などの記載をもとめ、次回の講義で補足説明する。 

また、研究室に教員の予定表を提示し、相談しやすいように配慮する。 

授業改善の

特記事項 

地域の健康問題解決に向けた地域保健計画策定過程から保健事業、集団支援、個別支

援の流れや関連性を強調する。 

備 考 
保健師活動を理解する上でコアとなる科目である。地域保健看護実習Ⅰでのアセスメ
ントの視点、健康問題などを想起し主体的にグループワーク、講義へ参加する。 
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科 目 

コード 
37126 

授業 

科目 

地域保健看護Ⅲ 

（Community Health Nursing Ⅲ） 
担当 

教員 

○川崎道子 牧内忍 

知念真樹  

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他 なし 

授業概要 

人々のセルフケアを助けるグループや地区組織を育成し、地域にネットワークを構築す

る過程、地域保健・学校保健・産業保健の場で展開されているヘルスケアシステムにつ

いて学習する。また、地域における健康危機管理、災害時地域管理を含めた地域保健看

護（公衆衛生看護）管理について学習する。 

到達目標 

1．母子、障害者(児)、成人、高齢者、感染症、難病の健康課題の解決、健康増進に向

けたヘルスケアシステムを法的根拠、保健計画、実践、評価の視点で理解できる。 

2.地域における組織化、地域ケアシステム、健康危機管理及び災害保健活動について理

解できる。 

3.学校保健・産業保健の場で展開されているヘルスケアシステムについて理解できる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
 (学習課題) 

担当者名 授業 
形態 

第1回 

第2回 

 

第3回 

第4回 

 

第5回 

第6回 

第7回 

 

第8回 

 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

健康課題、健康増進に向けたヘルスケアシステム 

母子保健対策（歯科含む）とヘルスケアシステム 

 

成人保健対策と（歯科含む）ヘルスケアシステム 

成人保健対策（特定健康診査・特定保健指導） 

 

高齢者対策(在宅ケア含む)とヘルスケアシステム 

感染症対策とヘルスケアシステム 

障害者(児)対策（身体・知的・精神）とヘルスケアシ
ステム 

難病（小児慢性特定疾患含む）対策とヘルスケアシス
テム 

組織化と地域ケアシステム 

健康危機管理と災害時の保健活動 

学校保健看護活動-1（学校保健の概要） 

〃       -2（養護教諭の職務の実際） 

産業保健看護活動-1（産業保健の概要） 

〃       -2（産業保健看護の５管理） 

〃        -3 (産業保健看護活動の実際） 

 

P238-260 

「レポート」 

P261-281 

P267-269 

「レポート」 

P282-304 

P357-392 

P320-356 

 

P306-319 

 

P149-171 

P405-430 

P431-444 

 〃 

P445-465 

 〃 

 〃 

川 崎 

知 念 

 
牧 内 
〃 

 

知 念 

〃 

〃 

 

〃 

 

川 崎 

〃 

〃 

〃 

牧 内 

〃 

〃 

講 義 

 

テキスト 
インターメディカル「公衆衛生看護学.jp」、日本看護協会出版会「看護法令要覧」、

厚生統計協会「国民衛生の動向」を必携とする。 

参考文献 

「国民衛生の動向」「看護法令要覧」「保健師業務要覧」「新版・養護教諭執務の手引

き 第9版」「学校保健マニュアル」「産業保健マニュアル」等 その他は、開講時に紹

介する。 

他科目との 

関連 

「保健医療福祉制度」の法律と「地域保健看護Ⅰ・Ⅱ」の授業内容を関連づけて学習

する。本科目は保健師課程、助産師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の 

方法 
授業参加状況（20％）、筆記試験（70％ 期末）、レポート（10％）で評価する。 
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学生相談・助

言体制 

出席票に講義内容の疑問点などの記載をもとめ、次回の講義で補足説明する。 

また、研究室に教員の予定表を掲示し、相談しやすいように配慮する。 

授業改善の特

記事項 

授業内容を具体的にイメージできるよう図表を多く用いる。また、関連する資料を配付

し内容を補充する。授業内容と保健師国家試験問題の関連を解説する。 

備考 幅広い保健師活動を分野毎の具体的なシステム（一連の保健事業）を通して学ぶ。 

 

─ 117 ─

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



科 目 

コード 
37127 

授業 

科目 

地域保健看護演習 

(Community Health and Nursing 

 Seminar) 

担当 
教員 

○川崎道子 牧内忍 

知念真樹 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助） 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 地域保健看護実習Ⅰ 生活援助・療養援助技術実習地域保健看護Ⅱ 地域保健看護Ⅲ 

その他 なし 

授業概要 

学生相互のロールプレイやグループワークよって、家庭訪問、健康相談、健康教育、

健康診査等の場における地域保健看護（公衆衛生看護）活動に必要な支援技術と活動

の展開方法を具体的に学習する。 

到達目標 

1．健康問題に対する個別支援(家庭訪問､健康相談)の計画・展開・評価について理解
できる。 

2．健康問題に対する集団支援(健康教育､健康診査)の計画・展開・評価について理解
できる。 

3．家庭訪問計画作成および健康教育指導案作成の準備を自主的に行うことができる。 

講義回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
(学習課題) 

担当者名 授業 
形態 

第1回 

第2回 

第3回 

 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

第9回 

第10回 

第11回 

第12回 

第13回 

第14回 

第15回 

家族を単位とした支援 

個人・家族のアセスメントツール 

個人・家族支援の看護過程 

（アセスメント～実施計画立案） 

個人・家族支援の看護過程  演習 

   〃          発表 

 健康相談の目的、対象、保健指導 

健康相談 演習－１ 

健康相談 演習－２ 

家庭訪問の目的、方法、保健指導 

家庭訪問 演習 

家庭訪問ロールプレイ（前半グループ発表） 

   〃      （後半グループ発表） 

乳幼児健康診査の目的、方法、保健指導 

 特定健康診査の目的、方法、保健指導 

地域アセスメント、健康教育、健康相談のふり返り 

（技術試験OSCE、実習の事前学習） 

P64-68 

P227-237 

 

 

 

 

P189-195 

 

 

P177-188 

 

 

 

P208-226 

  〃 

川 崎 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

知 念 

〃 

〃 

川 崎 

〃 

〃 

〃 

知 念 

牧 内 

〃 

演 習 

  

テキスト インターメディカル「公衆衛生看護学jp」を必携とする。 

参考文献 
「国民衛生の動向」「看護法令要覧」「保健師業務要覧」｢家族看護学」「保健師記録」 

その他は、開講時に紹介する。 
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他科目との 

関連 

地域保健看護Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、地域保健看護実習Ⅰの科目の他に、保健医療福祉制度、

生涯人間発達論、ヘルスアセスメント、生活援助・療養援助技術Ⅰ、生涯発達看護

科目（周産期・小児・成人・老年の保健看護Ⅰ）及びストレスマネジマントと健康

教育等と関連づけて学習する。また、本科目は保健師課程、助産師課程の読み重ね科

目である。 

成績評価の 

方法 
授業参加状況（20%）、筆記試験（50%）、地域アセスメント（10%）およびOSCE試験

（20%）で評価する。 

学習相談・ 

助言体制 

出席票に講義内容の疑問点などの記載をもとめ、次回の講義で補足説明する。 

また、研究室に教員の予定表を掲示し、相談しやすいように配慮する。 

授業改善の 

特記事項 

講義内容が地域保健看護実習Ⅱで活用できるように、地域特性のある事例を用いて講

義・演習を展開する。 

備 考 

地域保健看護実習Ⅱの実習項目を個人・グループで演習する。生活者として対象（地

域住民）を理解し、効果的に保健指導技術が提供できるよう主体的に学習する。あわ

せて、実習市町村の地域アセスメントを作成し健康教育指導案作成へ活かす。 
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科 目 

コード 
37142 

授業 

科目 

地域保健看護実習I 

(Community Health Nursing PracticumⅠ) 
担当 

教員 

○知念真樹  牧内 忍 

國吉香代子 宮里澄子 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履
修
条
件 

前提科目  地域保健看護Ⅰ  

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完

了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習においてはイ

ンフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

市町村役場や保健センターを基点として、地域において生活する高齢者・育児中の母親・慢

性疾患などの健康課題を持つ人々や地域の人々と交流し、人々の生活の実際と健康との関連

性を理解する。また、人々の健康ニーズと地域生活を支えるために必要な支援の実際を知り、

地域における対象をとらえる視点および対象の特性をふまえた看護支援の視点を学習する。 

到達目標 

下記の実習目標に沿って定められた実習到達目標を別途提示する。 

1．看護専門職者としての倫理観と責任感を養う。 

2．看護の対象のおかれた状況を分析・統合し、科学的根拠に基づいた問題解決能力を養う。 

3．看護を必要とする人々と適切な関係を築き、対象のニーズに基づいた看護を実践できる

能力を養う。 

4．看護専門職者としての保健医療福祉等の関連職種間の連携・調整に必要な協働能力を養

う。 

5．実践の中で自己の課題に気づき、解決に向けて主体的な学習態度を養う。 

日 数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

5日間 1. 定められた日時に学内オリエンテーションを受ける。 

2. 週 1日(8 時間)で、5週にわたりグループによる課題実習を行う。 

3. 市町村役場・保健センター等を窓口として、地域で生活する住民に協力を

依頼する。 

4. 継続的に話し合いや共同活動を行う中で地域住民に関する理解を深める。 

5. 実習を通して学んだ地域において集団をとらえる視点をコミュニティ・ア

ズ・パートナーモデル等を用いて整理する。 

6. 地域住民の健康課題を整理し、課題解決の方法を検討する。 

7. 地域住民の生活に必要な支援を検討する。 

8. 地域の既存のヘルスケアシステムや活用できる社会資源を把握し、地域住

民の支援ニーズと照合して、改善・補充すべき事柄を検討する。 

9. 実習の結果をまとめ、臨地において報告し、実習担当者および指導教員か

ら助言を得て、理解を深める。 

10. 学内報告を行い、教員からの助言を受けながら学生間で学びを共有する。 

学生は、以上の活動を臨地と大学の両方で深める。 

課題によって、専門性のある領域の教員や他機関の助言を得て理解を深める。 

牧 内 

 

知 念 

 

國 吉 

 

宮 里 

 

テキスト 地域保健看護実習Ⅰ実習の手引き、インターメディカル「公衆衛生看護学.jp」 
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参考文献 

医学書院「コミュニティー・アズ・パートナー」、市町村勢要覧、市町村保健福祉計画、

福祉保健所概況、衛生統計年報、国民衛生の動向、その他、学生自身が文献検索により収

集する。 

 他科目との

関連 
 地域保健看護Ⅰ、保健医療情報演習、沖縄の生活と文化の内容を参考にして地域を視る。 

成績評価 

の方法 

事前学習（8％）、実習目標の到達度（52％）、提出物（8％）、実習態度（24％）、実習

参加状況（8％）とする。ただし、実習オリエンテーションへの出席も実習評価に含まれる。 

 学生相談･

助言体制 

グループ指導教員が随時相談を受け、助言を行う。研究室前に教員の予定表を掲示して相談

しやすいように工夫する。 

授業改善の 

特記事項 
グループ運営は学生が自主的に協力し合って学習することができるように指導する。 

備 考 

・学生はグループでの活動に責任を持って参加し、メンバーの役割を担う。 
・指導教員や実習担当者と十分に連絡を取り、実習前に､担当地域の概要や地域住民の状況

を把握する。 

・実習中は必要な情報や学習した内容を記録して､毎回振りかえりを行う。 

・実習報告会を通して学んだことを報告書に整理する。 
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科 目 

コード 
37143 

授業 

科目 

 地域保健看護実習Ⅱ 

(Community Health Nursing PracticumⅡ) 

担当 

教員 

○牧内 忍 知念真樹 

國吉香代子 宮里澄子 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 後期 単位数 3単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・助) 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 135時間 

履

修

条

件 

前提科目 地域保健看護演習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種

が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習にお

いてはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

保健所および市町村における地域保健看護（公衆衛生看護）の機能と体制、保健師の役

割と活動の展開方法、家庭訪問等の保健指導技術等について、見学や体験を通して学習

する。また、広い視野に立つ地域保健看護（公衆衛生看護）活動の実際を理解するため

に、実習地区の特性や人々の健康に対する考え方や行動と地域の健康問題との関連、近

隣関係や保健行政とのかかわりを学習する。 

到達目標 

 下記の実習目標に沿って定められた実習到達目標を別途提示する。 

 1.看護専門職者としての倫理観と責任感を養う。 

 2.看護の対象のおかれた状況を分析・統合し、科学的根拠に基づいた問題解決能力を

養う。  

 3.看護を必要とする人々と適切な関係を築き、対象のニーズに基づいた看護を実践で

きる能力を養う。 

 4.看護専門職者としての保健医療福祉等の関連職種間の連携･調整に必要な協働能力

を養う。 

日 数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

3週間 事前学習 

･実習施設ごとのグループで、既存資料の検討や地区踏査を行い、実習地域
の特性、健康問題等を把握する。 

･地域保健看護演習において、健康教育の企画を行い、指導案を作成する。 

･実習施設の保健事業予定表をもとに、実習計画を作成する。 

※指導教員は、体験することが望ましい事業等を考慮して、施設側の実習担
当者と計画の調整を行う。 

1. 実施 

2. 定められた日時に学内オリエンテーションを受ける。 

3. 実習初日に、保健所における、広域的、専門的かつ技術的な保健活動に
ついて学ぶ。（ただし、那覇市保健所は初日に限らない） 

4. 実習開始 2-3 日目に、実習施設の組織、機能、保健事業、地域特性と健
康問題等に関するオリエンテーションを受ける。 

5. 実習中は必要に応じ実習計画を調整・修正する。 

6. 学生は主体的にカンファレンスを行い、実習内容の理解、共有に努める。 

7. 学生はグループ内で、リーダー等の役割を決め、実習担当者や指導教員
との連絡調整や報告を行い、実習の円滑な進行を図る。 

8. 実習施設での最終日には、担当保健師、指導教員の参加のもと臨地での
報告会を行い実習の総括を行う。 

9. 実習期間の最終日は、学内でテーマ毎に実習のまとめ、報告会を行い、
到達目標に対して学習を深める。 

牧 内 

 

知 念 

 

國 吉 

 

宮 里 

 

テキスト  地域保健看護実習Ⅱ 実習の手引き、インターメディカル「公衆衛生看護学.jp」 

参考文献  地域保健看護Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび地域保健看護演習で使用したテキストおよび参考書等 

他科目との 

関連 

 地域保健看護I・Ⅱ・Ⅲおよび地域保健看護演習との関連科目を統合して実習を行う。 

また、本科目は保健師課程、助産師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の

方法 

提出物、事前学習（12％）、実習目標の倒達度（60％）、実習態度、実習参加状況 

（28%）とする。事前学習、学内オリエンテーションも実習評価に含まれる。 

学習相談･ 

助言体制 

・実習施設毎の指導教員が演習終了後も随時相談を受け、助言を行う。 

・実習中は、原則として１日～2日に１回巡回指導を行うが、到達目標が到達できてな

い場合などは複数の指導教員で頻回指導を行う。 

授業改善の

特記事項 

・学生がグループごとに自主的に協力し合って実習することができるように指導する。 

・講義の知識（理論）と実際の実習展開とを関連づけて学生を指導する。 

備 考 

・実習地域の健康問題と保健事業（個別支援、集団支援など）とを関連づけて実習を

行う。 

・経験する事業等について予習し、主体的な態度で実習に臨む。 

・指導教員や実習担当保健師と十分に連絡をとり、実習計画の立案、健康教育指導案

の作成 を行う。また、報告・連絡・相談をタイムリーに行う。 
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テキスト  地域保健看護実習Ⅱ 実習の手引き、インターメディカル「公衆衛生看護学.jp」 

参考文献  地域保健看護Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび地域保健看護演習で使用したテキストおよび参考書等 

他科目との 

関連 

 地域保健看護I・Ⅱ・Ⅲおよび地域保健看護演習との関連科目を統合して実習を行う。 

また、本科目は保健師課程、助産師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の

方法 

提出物、事前学習（12％）、実習目標の倒達度（60％）、実習態度、実習参加状況 

（28%）とする。事前学習、学内オリエンテーションも実習評価に含まれる。 

学習相談･ 

助言体制 

・実習施設毎の指導教員が演習終了後も随時相談を受け、助言を行う。 

・実習中は、原則として１日～2日に１回巡回指導を行うが、到達目標が到達できてな

い場合などは複数の指導教員で頻回指導を行う。 

授業改善の

特記事項 

・学生がグループごとに自主的に協力し合って実習することができるように指導する。 

・講義の知識（理論）と実際の実習展開とを関連づけて学生を指導する。 

備 考 

・実習地域の健康問題と保健事業（個別支援、集団支援など）とを関連づけて実習を

行う。 

・経験する事業等について予習し、主体的な態度で実習に臨む。 

・指導教員や実習担当保健師と十分に連絡をとり、実習計画の立案、健康教育指導案

の作成 を行う。また、報告・連絡・相談をタイムリーに行う。 
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科 目 

コード 
37150 

授業 

科目 

在宅保健看護実習 
（Home Health  Nursing Practicum ） 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

宮里智子 大川嶺子 

村上満子 宮城裕子 

砂川ゆかり 光来出由利子 

未定（小児） 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履
修
条
件 

前提科目 

地域保健看護実習Ⅰ  生活援助・療養援助技術実習 精神保健看護実習Ⅱ  

小児保健看護実習Ⅱ 周産期保健看護実習Ⅱ 成人保健看護実習Ⅱ  老年保健看護実習Ⅱ  

クリティカルケア・緩和ケア実習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完了して

いない者は、実習を履修することはできない。さらに11月以降の実習においてはインフルエンザの

予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 
生活機能障害を持ち、在宅で生活している対象者の健康問題を家族を含めて総合的に理解し、具体

的な支援技術を学習する。また、関連職種間の連携・調整に必要な協働能力を学ぶ。 

到達目標 

1．対象のQOLを向上させるための生活ニーズおよび家族の生活ニーズについて、生活の個別性・ 

連続性・地域性を含めて、総合的にアセスメントできる 

2．対象の在宅生活を支えている社会資源と協働連携して、健康問題の解決のための実施ができる 

3．対象のQOLの向上に生かせる新たな社会資源を見いだすことができる 

4．これまで学習した施設ケアと在宅ケアを継続させるための看護職者の役割について述べること

ができる 

5．ケアを受けながら自分らしい生活の継続性とは何かについて、述べることができる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

5日間 
実習内容 

1)生活機能障害を持ち、訪問看護等を受けている対象（小児～高齢者）を担当事

例として１事例を受け持つ。 

2)対象への看護過程（アセスメント、計画、実施、評価）を展開する。 

3)対象以外の訪問看護にも同行し（2-3件/日）、担当事例の看護計画に役立てると

同時に、訪問看護師の役割機能及び在宅と施設の相違について学習する。 

4)訪問看護ステーション等を拠点に、対象者の自宅や利用施設への訪問、及び居

宅介護支援事業所や訪問系・通所系サービス等でのケアに参加しながら情報収

集を行い、総合的にアセスメントする。 

5)対象と家族を支えている社会資源（インフォーマル及びフォーマルサポート）

について把握する。 

6)立案した看護計画の中から、学生として実施可能な課題を選択し、実習指導者

または担当教員の指導の下で実施する。  

7)毎日のカンファレンス、４日目の合同カンファレンス（実習指導者含む）、５日

目の報告会（学内）で、学びを共有する。 

8)最終的に、看護過程の実習記録、課題レポートを提出する。 

実習方法 

1)学生と対象のマッチングを行う。実習前に対象予定者の情報と、学生の既習し

た実習内容や担当したい対象の情報を踏まえた上でマッチングを行う。 

2)対象の状況に応じて、自宅以外での展開も行う。自宅以外で対象が行き来して

いる友人宅や地域のサロンや公民館、公共機関等への同行や、自宅がある地区

の踏査を行い、活用可能な社会資源を見いだす。 

3)実習２日目に実習指導者と教員を交えて事例検討を行い、援助の方針や計画に

ついて修正する。 

 

大 湾 

田 場 

宮 里 

大 川 

村 上 

宮 城 

砂 川 

光来出 

未定（小児） 

4)計画・実施した中で対象のQOLを向上させるために今後も必要なケア（学生が

見いだしたケア、新たな社会資源の発掘等）について、関係者（家族、友人・

知人、専門職者等）に引き継ぐ。 

テキスト 在宅看護論，南江堂，2012． 

参考文献  ケアマネジャー実践ガイド 医学書院 1997 

 他科目との
 関連 

地域保健看護実習Ⅰ、生活援助・療養援助技術演習、精神保健看護実習Ⅱ、小児保健看護実習Ⅱ、

周産期保健看護実習Ⅱ、成人保健看護実習Ⅱ、老年保健看護実習Ⅱ、クリティカルケア・緩和ケア 

実習の既習科目を前提とし、在宅で生活している対象者の課題解決の実際を学ぶ。 

本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

 成績評価の
 方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

 学習相談・ 
助言体制 

実習中は毎日開始前と終了時にカンファレンスを実施し、学びの内容や互いの課題を共有し、教

員、学生で解決に取り組む。 

 授業改善の
 特記事項 

実習オリエンテーション時に、在宅看護の定義、機能について講義を行う。実習中はオリエンテ

ーション資料、実習の手引きやテキストを携帯し、理論と実践を行き来できるように促す。 

備 考 実習施設：訪問看護ステーション、病院（訪問看護）、小児発達センター等 
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4)計画・実施した中で対象のQOLを向上させるために今後も必要なケア（学生が

見いだしたケア、新たな社会資源の発掘等）について、関係者（家族、友人・

知人、専門職者等）に引き継ぐ。 

テキスト 在宅看護論，南江堂，2012． 

参考文献  ケアマネジャー実践ガイド 医学書院 1997 

 他科目との
 関連 

地域保健看護実習Ⅰ、生活援助・療養援助技術演習、精神保健看護実習Ⅱ、小児保健看護実習Ⅱ、

周産期保健看護実習Ⅱ、成人保健看護実習Ⅱ、老年保健看護実習Ⅱ、クリティカルケア・緩和ケア 

実習の既習科目を前提とし、在宅で生活している対象者の課題解決の実際を学ぶ。 

本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

 成績評価の
 方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

 学習相談・ 
助言体制 

実習中は毎日開始前と終了時にカンファレンスを実施し、学びの内容や互いの課題を共有し、教

員、学生で解決に取り組む。 

 授業改善の
 特記事項 

実習オリエンテーション時に、在宅看護の定義、機能について講義を行う。実習中はオリエンテ

ーション資料、実習の手引きやテキストを携帯し、理論と実践を行き来できるように促す。 

備 考 実習施設：訪問看護ステーション、病院（訪問看護）、小児発達センター等 
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（
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目
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関
連
科
目

（
統
合
科
目
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科 目 

コード 
33126 

授業 

科目 

周産期保健看護Ⅰ 
（Perinatal Health Nursing Ⅰ） 

担当 

教員 

○井上松代 西平朋子 

 知念久美子 下中壽美

 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期  単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履 

修 

条 

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

産む性を選択した女性の周産期に焦点をあて、正常な妊娠期の身体的変化、心理的変化、

健康生活を促進する援助方法や周産期における疫学的動向と対策について学習する。 

また、妊娠期の正常からの逸脱に関する病態生理や援助法についても学習する。  

到達目標 

1．周産期看護の目的、用いられる理論、母子保健統計等について説明できる。 
2．正常な妊婦の身体的変化、心理社会的変化について説明できる。 
3．正常な妊娠経過およびその過程にある人々の看護について説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学

習 
(学習課題)

担当者名 授業形態 

第 1回 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 

 

 

 

 

第 3 回 

 

 

第 4 回 

 

第 5 回 

 

 

 

 

 

第 6 回 

 

 

第7回 

 

第 8 回 

母性看護（周産期看護）のプリンシプル 

1.母性看護と周産期看護 

2.周産期看護への看護理論の適用 

3.周産期看護における理論と実践 

4.周産期看護で役立つ理論と概念 

女性と健康課題 

1.周産期におけるセクシュアリティ 

2.女性のライフステージと健康問題 

母性看護（周産期看護）のプリンシプル 

5.法律と制度 

6.母子保健統計 

7.母性看護実践と倫理 

8.女性の選択と決定支援 

妊娠期の看護 

1.妊娠経過のアセスメントに必要な知識と技術 

2.妊娠経過のアセスメント 

3.妊娠期の健康課題と看護 

 

周産期にあるマイノリティへのケア 

1.ドメスティック・バイオレンス被害者と性暴力 

被害者への支援 

2.子ども虐待の予防と早期発見 

3.在日外国人の母子保健 

4.災害時における女性と妊産婦・新生児への支援 

1.妊娠経過のアセスメントに必要な知識と技術 

（学内実習：ユニフォーム着用、母性保健看護実習室） 

 

4.妊娠期に起こりうる正常からの逸脱 

 

周産期の想定外のストレス状況へのケア 

1.不妊治療後に妊娠・出産した女性と家族への看護 

2.先天異常を持つ子どもを出産した女性と家族 

1.第1章 

(第 1～第4節) 

 

 

 

1.第2章 

 

 

1.第1章 

(第5～第8節) 

 

 

 

2.第1章 

(第1～第2節) 

 

2.第1章 

(第 3 節) 

1.第3章 

(第1～第4節) 

 

 

 

 

2.第1章 

(第 1 節) 

 

2.第1章 

(第 4 節) 

1.第4章 

(第1～第3節) 

 

井 上 

 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

西 平 

 

 

〃 

 

井 上 

 

 

 

 

 

知 念 

他 

 

西 平 

 

下 中 

 

講 義 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

演 習 

 

 

講 義 

 

〃 
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科 目 

コード 
33126 

授業 

科目 

周産期保健看護Ⅰ 
（Perinatal Health Nursing Ⅰ） 

担当 

教員 

○井上松代 西平朋子 

 知念久美子 下中壽美

 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期  単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履 

修 

条 

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

産む性を選択した女性の周産期に焦点をあて、正常な妊娠期の身体的変化、心理的変化、

健康生活を促進する援助方法や周産期における疫学的動向と対策について学習する。 

また、妊娠期の正常からの逸脱に関する病態生理や援助法についても学習する。  

到達目標 

1．周産期看護の目的、用いられる理論、母子保健統計等について説明できる。 
2．正常な妊婦の身体的変化、心理社会的変化について説明できる。 
3．正常な妊娠経過およびその過程にある人々の看護について説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学

習 
(学習課題)

担当者名 授業形態 

第 1回 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回 

 

 

 

 

第 3 回 

 

 

第 4 回 

 

第 5 回 

 

 

 

 

 

第 6 回 

 

 

第7回 

 

第 8 回 

母性看護（周産期看護）のプリンシプル 

1.母性看護と周産期看護 

2.周産期看護への看護理論の適用 

3.周産期看護における理論と実践 

4.周産期看護で役立つ理論と概念 

女性と健康課題 

1.周産期におけるセクシュアリティ 

2.女性のライフステージと健康問題 

母性看護（周産期看護）のプリンシプル 

5.法律と制度 

6.母子保健統計 

7.母性看護実践と倫理 

8.女性の選択と決定支援 

妊娠期の看護 

1.妊娠経過のアセスメントに必要な知識と技術 

2.妊娠経過のアセスメント 

3.妊娠期の健康課題と看護 

 

周産期にあるマイノリティへのケア 

1.ドメスティック・バイオレンス被害者と性暴力 

被害者への支援 

2.子ども虐待の予防と早期発見 

3.在日外国人の母子保健 

4.災害時における女性と妊産婦・新生児への支援 

1.妊娠経過のアセスメントに必要な知識と技術 

（学内実習：ユニフォーム着用、母性保健看護実習室） 

 

4.妊娠期に起こりうる正常からの逸脱 

 

周産期の想定外のストレス状況へのケア 

1.不妊治療後に妊娠・出産した女性と家族への看護 

2.先天異常を持つ子どもを出産した女性と家族 

1.第1章 

(第 1～第4節) 

 

 

 

1.第2章 

 

 

1.第1章 

(第5～第8節) 

 

 

 

2.第1章 

(第1～第2節) 

 

2.第1章 

(第 3 節) 

1.第3章 

(第1～第4節) 

 

 

 

 

2.第1章 

(第 1 節) 

 

2.第1章 

(第 4 節) 

1.第4章 

(第1～第3節) 

 

井 上 

 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

西 平 

 

 

〃 

 

井 上 

 

 

 

 

 

知 念 

他 

 

西 平 

 

下 中 

 

講 義 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

演 習 

 

 

講 義 

 

〃 

 

─ 127 ─

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



 
への看護 

3.周産期に子どもを亡くした女性と家族への看護 

 

 

テキスト 
1.有森直子（編）. (2015). 母性看護学Ⅰ 概論. 医歯薬出版. 
2.有森直子（編）. (2015). 母性看護学Ⅱ 周産期各論. 医歯薬出版. 
3.医療情報科学研究所編集：病気がみえるVol.10 産科，MEDIC MEDIA 

参考文献 国民衛生の動向, 母子保健の主なる統計 

他科目との
関連 

周産期保健看護実習Ⅰと関連する。 

本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 
の方法 試験80%, ALOHA note10%, プレテスト10% 

学習相談・ 
助言体制 

Office Hour：各講義終了後1時間 

授業改善の
特記事項 

・ALOHA noteを講義で活用する。 
・事例（場面）を提示しディスカッションを行いながら講義を行う。 
・講義内容を視覚で理解するために視聴覚教材・模型等を活用する。 
・学内実習は学生が主体的に参加し技術の修得ができるように2クラスに分けて行う。 

備 考 
事前学習としてテキストを読んで講義に望むこと。指定ページのALOHA noteを実施（予習）
して講義に臨むこと。毎回講義開始前にプレテストを行う。 
講義・演習中の写真撮影は禁止する（スマホ等携帯電話、デジカメ）。 
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科 目 

コード 
33127 

授業 

科目 

周産期保健看護Ⅱ 
（Perinatal Health NursingⅡ） 

担当 

教員 

○賀数いづみ 井上松代 

西平朋子  知念久美子 

下中壽美 

橋口幹夫（非常勤） 

源川隆一（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（助・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 産婦並びに褥婦に焦点をあて､分娩経過や産褥経過並びに新生児について異常も含めて 

学習する。また､褥婦については心理社会的特徴や新しい役割獲得についても学習する。 

到達目標 

1.正常分娩の臨床経過および産婦に必要な援助が説明できる。 
2.正常な経過をたどる褥婦や新生児について理解し、必要な援助が説明できる。 
3.産婦・褥婦の心理社会的特徴について説明できる。 
4.ハイリスク妊産褥婦の病態・検査・診断・治療及び看護について説明できる。 
5.新生児に起こりやすい異常やハイリスク新生児の診断･治療及び看護について説明でき

る。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

 

第 2～5回 

 

 

 

第 6 回 

第 7 回 

 

第 8～10 回 

 

 

    

第 11 回 

 

 

第 12～14 回 

 

 

 

第 15 回 

 分娩期の看護 

 

 産褥期における看護                              

 母乳育児と看護                                 

 褥婦の看護過程 

 

 新生児期における看護                            

 新生児の看護過程 

                               

 ハイリスク妊産褥婦：常位胎盤早期剥離､前置胎盤、 

 妊娠高血圧症候群､妊娠糖尿病､異常分娩､胎児機能 

不全､帝王切開術      

  

  

 ハイリスク妊産褥婦の看護 

 

 

 新生児の生理・ハイリスク新生児：新生児合併症、 

 分娩外傷、低出生体重児、先天異常・障害をもつ 

 新生児、胎児機能不全 

 ハイリスク新生児の看護（周産期関連統計を含む） 

ゆいノート(事

前) 

 1.第 2 章 

 1.第 3 章 

  

 2.第 3 章 36 

 

 1.第 4 章 

 2.第 4 章 

  

 1.第 1-3 章 4

節 

 2.第 1 章 

    7,10, 12,  

  第 2 章 27-34 

  第 3 章 37-43 

 3.P82-177, 

    258-360, 

    368-378  

 

  1.第 4 章 4 節 

  2.第 4 章 2 

  3.P392-431 

賀 数 
 

知 念 
下 中 
井 上 

〃 
 

知 念 
〃 
 

橋 口 
 
〃 
 
〃 
 

西 平 
 
 

源 川 
〃 
〃 
 

賀 数 

講 義 

 

 

テキスト 

1.有森直子編 母性看護学Ⅱ 医歯薬出版株式会社  
2.佐世正勝/石村由利子：ウェルネスからみた母性看護＋病態関連図.医学書院  
3.医療情報科学研究所編集：病気がみえるVol.10 産科，MEDIC MEDIA 
4.太田操：ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程, 医歯薬出版 
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参考文献 

小林康江・中込さと子・荒木奈緒(編集):ナーシンググラフィカ母性看護学②母性看護の 
実践、メディカ出版． 
荒木奈緒・中込さと子・小林康江(編集): ナーシンググラフィカ母性看護学③母性看護の 
実践、メディカ出版． 
前原 澄子（編集）：新看護観察のキーポイントシリーズ母性Ⅰ 中央法規 
前原 澄子（編集）：新看護観察のキーポイントシリーズ母性Ⅱ 中央法規 

他科目との
関連 

周産期保健看護Ⅰ、周産期保健看護実習Ⅰ、疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱを踏まえて授業に臨むこと。 

周産期保健看護演習及び周産期保健看護実習Ⅱに関連する。  

また、本科目は助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 
の方法 筆記試験70％、ミニテスト10％、ゆいnote 20％ 

学習相談・
 助言体制 

ゆいノートの課題への助言及び毎回の授業の終了時に理解できなかった事項、疑問に感じ 

た事項等の質問を受け、次回授業時に説明を補足する。 

授業改善の
特記事項 

 ミニテストを実施し、必要時解説を行う。 

備 考 

 次回使用のテキスト箇所および資料内容を読み、ゆいノートを予習する。 

 周産期保健看護演習とのつながりを意識して講義に臨むこと。 

 テキストは最新版を使用します。提示の頁は変更の可能性があります。 

 講義・演習中の写真撮影は禁止する（スマホ等携帯電話、デジカメ）。 
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科 目 

コード 
33128 

授業 

科目 

周産期保健看護演習 

（Perinatal Health Nursing Seminar） 

担当 

教員 

○西平朋子 賀数いづみ 

井上松代 知念久美子 

下中壽美 他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数  1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（助・看） 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目  生活援助・療養援助技術実習 周産期保健看護実習Ⅰ 周産期保健看護Ⅱ 

その他  なし 

授業概要 
 周産期保健看護ⅠおよびⅡをふまえ、産婦・褥婦および新生児をケアするために必要な看護 

の原則と方法などについて看護実践と関連づけて学習する。 

到達目標 

1.模擬事例を通して、正常な産婦・褥婦・新生児の経過からウェルネスの視点で看護計画が

立案できる。 

2.産婦・褥婦・新生児に必要な基本的な母性看護技術を習得する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 
担当者名 

授業 

形態 

第 1 回 

第 2～4 回 

 

 

 

第 5 回 

第 6 回 

 

 

第 7 回 

第 8 回 

第 9 回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

 

 

第 14 回 

 

第 15 回 

 分娩期の看護：分娩の進行に合わせた産婦の援助 

 産褥期の看護： 

①褥婦の全身状態・子宮復古の観察とアセスメント 

（シミュレーションおよびディスカッション） 

②母乳育児支援と産褥体操・家族計画 

 新生児の看護①：胎外生活適応の評価 

新生児の看護②： 

・新生児のバイタルサイン測定と計測 

 ・新生児の清潔と保温：沐浴・臍処置・保育器 

看護過程 ①褥婦：計画発表とディスカッション 

看護過程 ②新生児：計画発表とディスカッション 

 看護過程 ③計画の実施・評価・報告 

保健指導 ①褥婦：発表とディスカッション 

保健指導 ②新生児：発表とディスカッション 

 帝王切開術後の看護 

技術試験１：褥婦の観察と母乳育児支援 

 

 

 技術試験 2：新生児の観察と沐浴 

 

技術試験のふり返り 

＊テキスト
を全て読ん
でおくこと 

＊ゆいノー
トの課題を
講義開講時
に提示する 

 

 

下 中  

井 上 他 

 

 

西平・知念他 

知念 

西 平 ・ 賀 数 

井 上 ・ 知 念 

下 中 他 

 

井 上 

知念・西平 

下 中 

井 上 

西 平 

知 念 

賀数・井上  

西平・知念  

下 中 他 

       

〃      

 

〃 

演 習 
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テキスト 

1.有森 直子 編著：母性看護学Ⅱ周産期各論, 医歯薬出版                

2.佐世正勝/石村由利子：ウェルネスからみた母性看護＋病態関連図, 医学書院.       

3.医療情報科学研究所編集：病気がみえるVol.10 産科，MEDIC MEDIA.          

4.太田操：ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程, 医歯薬出版 

参考文献 

 小林康江・中込さと子・荒木奈緒（編集)：ナーシンググラフィカ 母性看護学② 母性看護の 

実践, メディカ出版.   

 荒木奈緒・中込さと子・小林康江（編集）：ナーシンググラフィカ 母性看護学③ 母性看護技

術, メディカ出版.   

 前原 澄子（編集）：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅰ, 中央法規.  

 前原 澄子（編集）：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅱ, 中央法規.  

 有森 直子 編著：母性看護学Ⅰ 概論, 医歯薬出版． 

他科目との

関連 

周産期保健看護Ⅱの講義で得た知識をもとに、看護過程の展開、保健指導、看護技術を習得

するための学習を行なう。 

本科目は助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の

方法 

講義への参加度（発言・提出物・他）10%、保健指導（褥婦10、新生児10)20%、 

技術試験(試験1：30、試験2：20）50% 、看護計画立案（褥婦10、新生児10)20% 

学習相談・ 

助言体制 

 毎回の講義終了後に質問を受ける時間を設ける。 

 講義時間外でも技術練習ができるよう実習室を開放する。指導が必要な場合に教員と連絡

がとれるよう担当教員の指導可能時間と連絡先を提示しておく。 

授業改善の

特記事項 

ゆいノートを演習で活用し、学生の学習状況を把握する。 

少人数制の指導を行なう。 

臨床で多く遭遇する場面や事例を選定するなど況設定等を工夫し、演習と実践が結びつく

ように促す。 

学生の主体的参加を促すためにディスカッションを行いながら演習を進める。 

備 考 

1.看護過程（褥婦、新生児）の課題は、発表・ディスカッション終了後の指定された日まで

に提出する。 

2.保健指導（褥婦、新生児）用のパンフレットは、発表・ディスカッションをふまえてグル

ープメンバーで追加・修正を行った後、実習初日に実習担当教員へ提出する。 

 

 

科 目 

コード 
33133 

授業 

科目 

周産期保健看護実習Ⅰ 

(Perinatal Health Care PracticumⅠ) 

担当 

教員 

○井上松代 賀数いづみ

  西平朋子 知念久美子

  下中壽美 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目  周産期保健看護Ⅰ 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習において

はｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの予防接種を終了していることも条件として追加される。 

授業概要 
 社会に支えられながら地域で生活している妊婦の特徴やアセスメント法、ならびに支

援方法について実習を通して学習する。 

到達目標 

1.妊婦やその家族の人格を尊重した関わりができる。 

2.妊娠の経過に伴う身体的・心理的・社会的な変化について説明できる。 

3.妊婦の健康診査に必要な基本的看護技術が実践できる。 

4.妊娠期の保健指導について説明できる。                                       

5.母子保健医療チームにおける外来看護師の役割を説明できる。 

6.実践したことを振り返り、自己の課題を見出すことができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

5 日間 

実習内容 

1．妊婦の健康診査の実際を学ぶ 

 （血圧・体重測定、腹囲・子宮底測定、腹部触診、胎児心音聴取、 

  浮腫の観察など指導者の指導のもと実施） 

 2. 妊婦とのコミュニケーション、カルテや親子健康手帳から、妊婦の日常 

    生活、身体的・心理的・社会的変化を情報収集する 

 3. 外来で行われている保健指導の実際を学ぶ 

実習の進め方 

1．オリエンテーション 

2．妊婦の健康診査 

 1）妊婦を受け持ち、外来受診から終了まで同行する 

 2）健康診査の項目について指導者の指導のもと実施する 

 3）保健指導の見学 

 4）受け持ち妊婦についてアセスメントを行う 

3．カンファレンス 

 1）毎日行い、学生間で知識や体験を共有する 

2）実習最終日は学内で行う 

井 上 

賀 数 

西 平 

知 念 

下  中 

他 

 

 

テキスト 実習の手引き2年後期 「周産期保健看護実習Ⅰ」 

参考文献 
周産期保健看護Ⅰで使用したテキストおよび参考文献 

医療情報科学研究所編集：病気がみえる Vol.10 産科、MEDIC MEDIA 

他科目との 

関連 

周産期保健看護Ⅰの講義で得た知識をもとに、看護技術を習得するための学習を行なう。 

本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 
実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 
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科 目 

コード 
33133 

授業 

科目 

周産期保健看護実習Ⅰ 

(Perinatal Health Care PracticumⅠ) 

担当 

教員 

○井上松代 賀数いづみ

  西平朋子 知念久美子

  下中壽美 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目  周産期保健看護Ⅰ 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習において

はｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの予防接種を終了していることも条件として追加される。 

授業概要 
 社会に支えられながら地域で生活している妊婦の特徴やアセスメント法、ならびに支

援方法について実習を通して学習する。 

到達目標 

1.妊婦やその家族の人格を尊重した関わりができる。 

2.妊娠の経過に伴う身体的・心理的・社会的な変化について説明できる。 

3.妊婦の健康診査に必要な基本的看護技術が実践できる。 

4.妊娠期の保健指導について説明できる。                                       

5.母子保健医療チームにおける外来看護師の役割を説明できる。 

6.実践したことを振り返り、自己の課題を見出すことができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

5 日間 

実習内容 

1．妊婦の健康診査の実際を学ぶ 

 （血圧・体重測定、腹囲・子宮底測定、腹部触診、胎児心音聴取、 

  浮腫の観察など指導者の指導のもと実施） 

 2. 妊婦とのコミュニケーション、カルテや親子健康手帳から、妊婦の日常 

    生活、身体的・心理的・社会的変化を情報収集する 

 3. 外来で行われている保健指導の実際を学ぶ 

実習の進め方 

1．オリエンテーション 

2．妊婦の健康診査 

 1）妊婦を受け持ち、外来受診から終了まで同行する 

 2）健康診査の項目について指導者の指導のもと実施する 

 3）保健指導の見学 

 4）受け持ち妊婦についてアセスメントを行う 

3．カンファレンス 

 1）毎日行い、学生間で知識や体験を共有する 

2）実習最終日は学内で行う 

井 上 

賀 数 

西 平 

知 念 

下  中 

他 

 

 

テキスト 実習の手引き2年後期 「周産期保健看護実習Ⅰ」 

参考文献 
周産期保健看護Ⅰで使用したテキストおよび参考文献 

医療情報科学研究所編集：病気がみえる Vol.10 産科、MEDIC MEDIA 

他科目との 

関連 

周産期保健看護Ⅰの講義で得た知識をもとに、看護技術を習得するための学習を行なう。 

本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 
実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

─ 133 ─

Ⅰ
教
育
課
程
の
概
要

Ⅱ
授
業
時
間
割

Ⅲ
シ
ラ
バ
ス

教　

養　

科　

目

専
門
関
連
科
目

（
専
門
教
養
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
広
域
・
基
盤
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
生
涯
発
達
看
護
科
目
）

専
門
関
連
科
目

（
統
合
科
目
）



 

学習相談・ 

助言体制 

 毎回の実習終了後に質問を受ける時間を取る。 

 実習時間外でも技術練習ができるよう実習室を開放し、指導が必要な場合に教員と連絡

がとれるよう担当教員の指導可能時間と連絡先を提示しておく。 

授業改善の 

特記事項 

 ALOHAノートを実習初日で確認し、学生の学習準備状況を把握する。 

 看護技術は担当教員または臨床指導者とマンツーマンで指導を行なう。 

備 考 なし 
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科 目 

コード 
33134 

授業 

科目 

周産期保健看護実習Ⅱ 

(Perinatal Health Nursing PracticumⅡ) 

担当 

教員 

○西平朋子 賀数いづみ 

 井上松代 知念久美子 

下中壽美  他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(助・看) 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履

修

条

件 

前提科目  周産期保健看護演習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習においては

インフルエンザの予防接種を終了していることも条件として追加される。 

授業概要 

産婦・褥婦・新生児の臨床経過や心理社会的特徴を理解し､看護に必要な基本的知識・技

術・態度を病産院での実習を通して学習する。NICU に入院している乳児の基本的な看護に

ついても学習する。 

到達目標 

1．産婦・褥婦・新生児とその家族の人格を尊重した関わりができる。 

2．産婦・褥婦・新生児とその家族が親子関係・家族関係を形成するために必要な看護に

ついて説明できる。 

3. 正常から逸脱した新生児とその家族に必要な看護について説明できる。 

4. 産婦・褥婦の身体的・心理的・社会的特徴に基づいた看護計画の立案､実践､評価がで

きる。 

5．新生児のアセスメントに基づいた看護計画の立案・実践・評価ができる。 

6．母子保健医療チームにおける看護師の役割を説明することができる。 

7．実践したことを振り返り、自己の学習課題を明確にすることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

 

10日間 

 

実習内容 

 1．褥婦および新生児を受け持ち、看護過程を展開する。         

 2．正常新生児の観察と計測、清潔の援助（沐浴など）、授乳の実施。 

 3．正常新生児の形態学的・生理的特徴と胎外生活適応過程について学ぶ。 

 4．褥婦・新生児の1か月健康診査(または母乳外来）を見学し､退院後の生

活、身体的・心理・社会的変化を学ぶ。 

 5．低出生体重児・ハイリスク新生児の看護を学ぶ（NICU）。 

 6．分娩見学を行い､産婦や出生直後の新生児に必要な看護を学ぶ。 

 7．実習をとおして褥婦および新生児に関わる関連職種間の連携・調整を

（関連法規・施策も含めて）考察する。 

 8．実践のふり返りをとおして自己の課題を明確にする。 

 

実習の進め方 

 1．オリエンテーション 

 2．母子1組を受け持ち、ケアを行う。 

1）看護計画を立案し、実践する。必要時追加・修正を行う。 

2）媒体を用いて必要な保健指導を１つ行う。 

3）院内で実施される集団保健指導を見学する。 

 3．新生児室（2日間） 

 4．NICU （1日間） 

 5．褥婦・新生児の１か月健診見学（1例）または母乳・育児支援外来を見

学する。 

 6．毎日のカンファレンスで学生間の知識や学びを共有し理解を深める。 

 7. 最終日は学内でカンファレンスを行い、学生間及び施設間で実習内容を 

共有し理解を深める。 

 

西 平 

 

賀 数 

 

井 上 

 

知 念 

 

下 中 

 

他 
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テキスト 
3 年次実習の手引き  

周産期保健看護Ⅰ、周産期保健看護Ⅱ、周産期保健看護演習で使用したテキスト 

参考文献 周産期保健看護Ⅰ、周産期保健看護Ⅱ、周産期保健看護演習で使用した参考文献 

他科目との

関連 

周産期保健看護Ⅰ､周産期保健実習Ⅰ､疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱ､周産期保健看護Ⅱ､周産期 

保健看護演習と関連する。 

本科目は助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の

方法 実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

学習相談・

助言体制 
 基本技術について相談を受け､助言する。また、実習前に基本的看護技術（沐浴など） 

の練習が実施できるよう実習室の環境整備を行う。 

授業改善の

特記事項 
 周産期保健看護演習で､集中的に基本的看護技術を確認し修得できるようにする。 

備 考 

事前学習「ゆいノート」を完成させて実習初日に提出する。 

既習の産褥期に必要な基本看護技術（バイタルサイン測定、退行性変化・進行性変化の観

察技法等）および新生児の基本看護技術（沐浴・新生児のバイタルサイン測定､計測等）

を十分に練習して実習に臨むこと 
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科 目 

コード 
32126 

授業 

科目 

小児保健看護Ⅰ 

（Child Health NursingⅠ） 

担当 

教員 

○上原和代  永島すえみ 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

子どもの成長・発達と健康を社会や環境との視点から捉え、健康の維持増進、疾病の予防

に 関する方法、小児期における疫学的動向と対策を学習する。子どもの身体的心理的健

康を支援するための基本的ヘルスケアを学習する。 

到達目標 

 1．小児保健看護において重要な概念と看護師の役割を説明できる。 

 2．国内外の小児保健医療の動向、法律、保健医療サービスを説明できる。 

 3．子どもの基本的生活習慣の獲得過程について説明できる。 

 4．子どもの健康な成長発達を促すために必要な日常生活の援助方法について説明できる。 

 5．子どもの健康障害やそのリスクを早期に発見するための評価方法について説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第 1回 

 

小児看護で用いられる概念と理論 

小児看護とは、小児看護の歴史と意義 

子どもの権利と看護 

小児看護で用いられる理論 

 

1.P12-33 

事後テスト 

永 島 講義 

第 2回 

 

小児看護と法律・施策 

 子どもと家族を取り巻く社会環境と諸統計 

世界の子どもの健康 

母子保健施策、小児に関する法律 

小児看護の課題 

1.P34-58 

事前テスト 

 

1.P59-76 

事後レポート 

〃  

  

第 3 回 

 

子どもの成長・発達と看護 

 成長・発達の原則、成長・発達に影響する要因 

 発育の評価、発達の評価 

 予防接種 

1.P78-79 

 P162-172 

 P120-125 

  P140 

事前テスト 

 

上 原  

第 4 回 

 

乳幼児期の子どもの成長・発達と看護 

 形態的成長・発達の特徴、機能的発達の特徴 

 心理・社会的発達の特徴 

 

1.P80-91 

事前テスト 

〃  

第 5・6回 

 

 

基本的生活習慣の獲得過程と援助 

栄養と食習慣、トイレ・トレーニングと排泄習慣 

睡眠と活動、生活リズム、清潔と衣生活、 

遊びと学習、不慮の事故と安全対策 

1.P100-120 

P126-130 

2.P58-72 

  P98-104 

  P124-133 

事前テスト  

 

〃   

第 7 回 

 

 

学童期・思春期にある子どもの成長・発達と看護 

  学校保健、特別支援教育、第二次性徴、肥満と痩せ 

アイデンティティ、不登校、いじめ、喫煙と飲酒 

1.P131-161 

事前テスト 

 

〃 
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第 8 回 

 

性意識の変化と性の逸脱行動 

  

子どもの健康問題の早期発見とその対応 

 子どものヘルスアセスメント 

 

 

2.P12-21 

P210-225 

P243-250 

事前テスト 

 

 

上 原 

テキスト 
1.中野綾美編集.(2017).ナーシンググラフィカ 小児看護学① 小児の発達と看護 

2.中野綾美編集.(2017).ナーシンググラフィカ 小児看護学② 小児看護技術 

参考文献 

上田礼子.(2012).生涯人間発達学 改訂第 2版増補版、三輪書店 

ユニセフ.(最新刊).世界子供白書 

厚生統計協会.(最新刊).厚生の指標、増刊、国民衛生の動向、 

日本小児保健協会.(2009).DENVERⅡデンバー発達判定法、日本小児医事出版社 

母子衛生研究会.(2008).授乳・離乳の支援ガイド実践の手引き 

小野田千枝子監修.(2001).こどものフィジカルアセスメント、金原出版 

奈良間美保他編.(最新刊).系統看護学講座 小児看護学①、医学書院 

他科目との

関連 

1 年次後期開講の生涯人間発達論、生活援助・療養援助技術Ⅰ（子どもの日常生活に関す

る援助技術）の復習をしておくと本科目が効果的に学習できる。小児看護の重要な概念、

理論、法律・施策、および子どもの成長・発達と健康な生活への支援に活用できる知識を

得、小児保健看護実習Ⅰの準備とする。 

また、本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 
事前テスト20％、レポート10％、期末試験70％とする。 

学習相談・ 

助言体制 
授業翌日の16：00～17：00をオフィスアワーとし、各回の担当教員が対応する。 

授業改善の

特記事項 

テキスト内容の補足資料を配付します。毎回の事前・事後テストにおいても不正行為があっ

た場合は履修規定第10条に準じて対処します。 

備 考 

・本科目は原則として1コマあたり最低90分ずつの予習と復習が必要である。 

・毎回事前テスト、または事後レポートがある。学習範囲を確認して授業に臨むこと。 

・本科目は原則として成績不良者への学期末試験の再試験は行わない。 

 

─ 138 ─



 

科 目 

コード 
32127 

授業 

科目 

小児保健看護Ⅱ 

(Child Health Nursing Ⅱ) 

担当 

教員 

○上原和代 山本真充 

非常勤 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

子どもに特有の健康障害を中心に、病態生理や症状、診断、治療などをふまえ、病院、家

庭、学校、地域において種々の健康レベルにある子どもへの看護支援に必要な基礎的知識

や倫理的態度の重要性について学習する。 

到達目標 

1．病気や入院が子どもと家族に与える影響と看護について説明できる。 

2．子どもの権利を擁護し発達を支援する看護について説明できる。 

3．健康障害のある子どもと家族に対し、病態生理を踏まえ疾病の経過別、症状別、治療

処置別、及びさまざまな状況における看護の方法について説明できる。 

4．健康障害のある子どもと家族に対し、入院、外来、在宅の場における看護の方法につ

いて説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

(学習課題) 
担当者名 授業形態 

 

第 1 回 

 

健康障害や入院が子どもと家族に及ぼす影響と看護 

事前テスト 

1.P.173-188 

1.P.70-74 

 

上 原 

 

講 義 

第 2 回 

 

外来における子どもと家族への看護 

環境を調整する技術 

在宅における子どもと家族への看護 

事前テスト 

1.P.266-273 

2.P.28-55 

1.P.274-284 

 

〃  

第 3～7回 

 

急性期にある子どもと家族への看護 

検査や処置を受ける子どもと家族への看護 

事前テスト

1.P.189-215 

1.P.242-251 

山 本  

第 8～9回 

 

慢性期にある子どもと家族への看護 

成人への移行期にある健康障害を持つ子どもと 

家族への看護 

事前テスト

1.P.216-226 

1.P.376-379 

 

非常勤  

第 10 回 

 

終末期にある子どもと家族への看護 

痛みのある子どもと家族への看護 

事前テスト

1.P.227-241 

1.P.354-360 

山 本  

第 11 回 

 

心身障害のある子どもと家族への看護 

先天的な健康問題のある子どもと家族への看護 

ゲストスピーカー 

事前テスト 

1.P.326-338 

1.P.339-353 

上 原  

第 12～13 回 

 

手術を受ける子どもと家族への看護 事前テスト 

1.P.252-265 

非常勤  
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第 14 回 

 

子どもと援助関係を形成する技術 

 ゲストスピーカー 

事後レポート 

2.P12-33 

上 原 

 

 

第 15 回 

 

被虐待児と家族への看護 

災害を受けた子どもと家族への看護 

 

事前テスト 

1.P295-299 

1.P285-294 

 

〃  

テキスト 

1.ナーシング・グラフィカ小児看護学① 小児の発達と看護：中野綾美 他、メディカ出版 

2.ナーシング・グラフィカ小児看護学② 小児看護技術：中野綾美 他、メディカ出版 

3.ナースの小児科学改定第 6版：佐地勉 他、中外医学社 

核最新刊毎回、該当テキストを講義に持参すること。 

参考文献 

系統看護学講座 小児看護学１：奈良間美保 他、医学書院 

小児看護技術：今野美紀・二宮啓子編、南江堂 

生涯人間発達学 改訂第 2版増補版:上田礼子、三輪書店、2012 

その他、随時提示する。 

他科目との

関連 

生活援助・療養援助技術Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、生涯人間発達論、ヘルスアセスメント、小児保健看護

Ⅰ、 小児保健看護実習Ⅰ、疾病論Ⅱなど、既習科目を統合し、健康障害のある子どもと

家族への看護を学習し、3年次後期に開講される小児保健看護実習Ⅱの準備とする。 

成績評価 

の方法 
事前テスト10％、レポート10%、学期末試験80％ 

学習相談・ 

助言体制 

講義週の金曜日13時～14時をオフィスアワーとし、科目責任者および各回の担当教員が 

対応する。 

授業改善の

特記事項 

期末試験の出題範囲を初回授業にて提示する。授業で取り扱わない疾患も含め、期末試

験に出題されるので、自己学習をおすすめします。なお、毎回の事前テストにおいても

不正行為があった場合は履修規定第10条に準じて対処します。 

備 考 

・本科目は原則として1コマあたり最低90分ずつの予習と復習が必要である。 

・毎回、事前テストまたは事後レポートがある。学習範囲を確認して授業に臨むこと。 

・本科目は原則として成績不良者への学期末試験の再試験は行わない。 
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科 目 

コード 
32128 

授業 

科目 

小児保健看護演習 

（Child Health Nursing Seminar) 

担当 

教員 

○山本真充 上原和代 

他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（助・看） 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目 生活援助・療養援助技術実習 小児保健看護実習Ⅰ 小児保健看護Ⅱ 

その他 なし 

授業概要 
小児保健看護ⅠおよびⅡを踏まえ、子どもの健全な成長発達を促進するために必要な

養育的ケアの原則と方法、育児支援などについて看護実践と関連付けて学習する。 

到達目標 

1．看護の実践に必要な小児看護の知識と技術（看護過程の展開、子どもと家族との関

係構築、プレパレーション、養育的ケア、育児支援、療養生活指導、活動を制限さ

れた子どもへの遊び支援等）について模擬事例を通して習得する。 

2．発達段階と健康障害、安全・安楽を考慮した小児の主な看護技術を習得する。  

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第 1 回 

 

 

 

第 2～5回 

 

 

 

 

第 6～9 回 

 

 

 

 

 

 

第 10～15 回 

演習オリエンテーション 

事前学習課題に関するワーク 

 

 

看護過程演習（グループワーク） 

・関連図の作成 

・看護計画の立案 

 

 

シミュレーション学習 

・子どもと家族とのコミュニケーション 

・子どもの状態に合わせた情報収集 

・子どもの状態に合わせた観察 

・子どもの状態に合わせた対応 

 

 

小児看護技術演習・小児看護技術試験 

・バイタルサイン測定 

・吸入 

・口鼻腔吸引 

・点滴静脈内注射中の管理 

・小児の一次救命処置 

 

下記について

該当するテキ

ストの範囲を

復習する。 

・小児看護で

出会うこと

の多い疾病

の病態生理

と主な検査、

治療、看護 

・子どものヘ

ルスアセス

メント 

・日常生活お

よび診療に

伴う援助技

術 

・プレパレー

ション 

その他、詳細

は事前に提示

する。 

山 本 

上 原 

演 習 

テキスト 
生活援助・療養援助技術、小児保健看護Ⅰ、小児保健看護Ⅱで使用したテキストの他、

資料を配布する。 

参考文献 

 ・系統看護学講座 小児看護学①②：奈良間美保他、医学書院 

・小児看護技術：今野美紀、二宮啓子、南江堂 

・小児看護実習ガイド：筒井真優美他、照林社 

・発達段階からみた小児看護過程：石黒彩子他、医学書院 
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他科目との

関連 

小児保健看護実習Ⅱで必要となる基本的な看護技術および看護過程の展開方法につい

て学習する。 

また、本科目は助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 

演習への参加状況40%、事前学習状況10％、グループワーク10%、筆記試験10%、看護

技術試験20%、学生間のピア評価10％とし総合的に評価する。 

ただし筆記試験および看護技術試験の成績は6割以上を合格とし、不合格者は小児保

健看護実習Ⅱに向けて個別指導を受ける。 

学習相談・ 

助言体制 

演習期間中は、学生の相談に教員が対応できるよう体制を整える。教員は状況に応じ

ロールモデル、ファシリテーターであるため積極的に活用すること。 

授業改善の

特記事項 

・小児看護技術の自己学習教材としてオリジナルの動画を準備している。Web上、DVD

で閲覧できるので積極的な活用を期待する。 

・看護過程演習とシミュレーション学習のつながりをもたせた演習内容とした。 

備 考 
本科目は小児保健看護実習Ⅱの前提科目である。 

事前に提示する自己学習を含め主体的に演習に臨むことが必要である。 

 

 

科 目 

コード 
32133 

授業 

科目 

小児保健看護実習Ⅰ 

(Child Health Nursing Practicum Ⅰ) 
担当

教員 

○上原和代 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目 小児保健看護Ⅰ 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種

が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習にお

いてはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

健康な子どもの成長発達の特徴とそのアセスメント方法や支援方法、また日常ありふれ

た健康問題をもった子どもへの支援方法について、主に保育所での実習をとおして学習

する。 

到達目標 

 1．看護実習生として責任を自覚した行動ができる。  

 2．子どもの人権を理解し尊重した行動ができる。 

 3．乳幼児と積極的に関わることができる。 

 4．乳幼児の成長・発達に応じて日常生活の支援ができる。 

 5．乳幼児への支援を通して成長・発達をアセスメントできる。 

 6．乳幼児への安全管理、安全教育について説明し、考察できる。 

7. 乳幼児期の子どもの保育・教育について説明できる。 

 8．実践したことを振り返り、自己の課題を見出すことができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

5 日間  1．実習内容 

主に地域の保育所や認定こども園にて乳幼児への日常生活の支援を通して、

その成長・発達の状況を既習の標準的な指標や理論など、根拠に基づき分析

する。また、地域で展開される子育て支援活動についても学ぶ。 

2．実習方法 

 1）実習期間：5日間（月曜日～金曜日）、祝日除く 

 2）実習時間：8：30～16：30 

 3）実習施設：那覇市内の保育所・保育園・認定こども園 

 4）実習の進め方 

・実習開始までに学生は事前に提示された課題(備考参照)にとりくむ。 

・実習初日、学生は施設の指導者から施設オリエンテーションを受ける。 

・学生は配置されたクラスの日課に沿って活動する中で、実習目標が達成

できるよう、実習に取り組む。 

・学生は日々のカンファレンス、施設および学内報告会を運営し、互いの

実習内容を共有することで理解を深める。 

・学生は実践の振り返りを通して自己の学習課題を明確にする。 

・学生は所定の実習記録を完成させ、期日までに提出する。 

上 原 

 

他 

テキスト 実習の手引き 

参考文献 
生涯人間発達論、生活援助･療養援助技術Ⅰ、小児保健看護Ⅰのテキストおよび講義資

料、その他随時紹介 

他科目との

関連 

生涯人間発達論、生活援助･療養援助技術Ⅰ、小児保健看護Ⅰにて既習の知識や技術を

実践の場で活用する。 

本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 
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他科目との

関連 

小児保健看護実習Ⅱで必要となる基本的な看護技術および看護過程の展開方法につい

て学習する。 

また、本科目は助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 

演習への参加状況40%、事前学習状況10％、グループワーク10%、筆記試験10%、看護

技術試験20%、学生間のピア評価10％とし総合的に評価する。 

ただし筆記試験および看護技術試験の成績は6割以上を合格とし、不合格者は小児保

健看護実習Ⅱに向けて個別指導を受ける。 

学習相談・ 

助言体制 

演習期間中は、学生の相談に教員が対応できるよう体制を整える。教員は状況に応じ

ロールモデル、ファシリテーターであるため積極的に活用すること。 

授業改善の

特記事項 

・小児看護技術の自己学習教材としてオリジナルの動画を準備している。Web上、DVD

で閲覧できるので積極的な活用を期待する。 

・看護過程演習とシミュレーション学習のつながりをもたせた演習内容とした。 

備 考 
本科目は小児保健看護実習Ⅱの前提科目である。 

事前に提示する自己学習を含め主体的に演習に臨むことが必要である。 

 

 

科 目 

コード 
32133 

授業 

科目 

小児保健看護実習Ⅰ 

(Child Health Nursing Practicum Ⅰ) 
担当

教員 

○上原和代 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目 小児保健看護Ⅰ 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種

が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習にお

いてはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

健康な子どもの成長発達の特徴とそのアセスメント方法や支援方法、また日常ありふれ

た健康問題をもった子どもへの支援方法について、主に保育所での実習をとおして学習

する。 

到達目標 

 1．看護実習生として責任を自覚した行動ができる。  

 2．子どもの人権を理解し尊重した行動ができる。 

 3．乳幼児と積極的に関わることができる。 

 4．乳幼児の成長・発達に応じて日常生活の支援ができる。 

 5．乳幼児への支援を通して成長・発達をアセスメントできる。 

 6．乳幼児への安全管理、安全教育について説明し、考察できる。 

7. 乳幼児期の子どもの保育・教育について説明できる。 

 8．実践したことを振り返り、自己の課題を見出すことができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

5 日間  1．実習内容 

主に地域の保育所や認定こども園にて乳幼児への日常生活の支援を通して、

その成長・発達の状況を既習の標準的な指標や理論など、根拠に基づき分析

する。また、地域で展開される子育て支援活動についても学ぶ。 

2．実習方法 

 1）実習期間：5日間（月曜日～金曜日）、祝日除く 

 2）実習時間：8：30～16：30 

 3）実習施設：那覇市内の保育所・保育園・認定こども園 

 4）実習の進め方 

・実習開始までに学生は事前に提示された課題(備考参照)にとりくむ。 

・実習初日、学生は施設の指導者から施設オリエンテーションを受ける。 

・学生は配置されたクラスの日課に沿って活動する中で、実習目標が達成

できるよう、実習に取り組む。 

・学生は日々のカンファレンス、施設および学内報告会を運営し、互いの

実習内容を共有することで理解を深める。 

・学生は実践の振り返りを通して自己の学習課題を明確にする。 

・学生は所定の実習記録を完成させ、期日までに提出する。 

上 原 

 

他 

テキスト 実習の手引き 

参考文献 
生涯人間発達論、生活援助･療養援助技術Ⅰ、小児保健看護Ⅰのテキストおよび講義資

料、その他随時紹介 

他科目との

関連 

生涯人間発達論、生活援助･療養援助技術Ⅰ、小児保健看護Ⅰにて既習の知識や技術を

実践の場で活用する。 

本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 
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成績評価 

の方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に基づく評価（90%）、担当教員および科目責任者

による実習への取り組みの評価（10%）の合計とする。実習の評価には全体オリエンテー

ションの参加状況も含まれる。連絡のない遅刻、欠席、早退、実習記録の未提出、そ

の他、倫理的に問題があると思われる状況については大幅な減点となる場合がある。 

学習相談・ 

助言体制 

教員は日々のカンファレンスに参加し、学生の学びや理解が深まるよう相談・助言を

行う。実際の子どもの世話やコミュニケーションスキルについては実習指導者から直

接学ぶ。 

授業改善の

特記事項 

同時期に4～5施設に分かれて実習する。施設毎に特色ある保育・教育活動が展開され

ており、地域で果たす機能が異なる施設もあるため、最終日に学生間の学びを共有で

きるよう学内報告会を行う。 

備 考 

・実習に臨むにあたり、既習の子どもの発達段階の特徴について復習しておくこと。 

・実習グループごとに既習の小児看護技術（抱っこ、更衣、オムツ交換、授乳、身体

計測）について指定の期間に練習すること。 

・子どもにわかりやすい布製の名札を作成し、上着またはエプロンに付け外しできる

ようにしておくこと（安全ピンは使用不可）。 

・実習 1 か月以内のぎょう虫検査結果の提出が必要な施設もあるため、該当する学生

は教員の指定する期日までに検査結果を大学の健康管理担当者(保健室)へ提出する

こと（自費）。 
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科 目 

コード 
32134 

授業 

科目 

小児保健看護実習Ⅱ 

(Child Health Nursing Practicum Ⅱ) 

担当 

教員 

○上原和代 山本真充 

  他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履

修

条

件 

前提科目 小児保健看護演習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種

が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習におい

てはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

健康障害をもつ子どもとその家族の家庭的および社会的環境を理解し、子どもの身体

的・精神的な健康レベルや、ＱＯＬを高める看護に必要な基本的態度を医療施設の実

習を通して学習する。 

到達目標 

1. 健康障害のある子どもとその家族の権利を尊重した関わりができる。 

2．臨床現場で起こる出来事や自己の実践を振り返ることで倫理的感受性を高め、子ども

と家族の権利の擁護者として必要な行動を説明できる。 

3. 健康障害のある子どもの症状と発達に応じたコミュニケーション技術を用い、子ども

とその家族に対し、援助的関係を築くことができる。 

4. 健康障害のある子どもの身体的、心理的、社会的、成長・発達の各側面について情報

収集できる。 

5. 収集した情報を整理し、分析・解釈・統合し、注目点を抽出して看護目標を設定する

ことができる。 

6. 成長・発達と健康障害の程度を考慮し、安全・安楽と自立に留意した看護を計画・実

施・評価できる。 

7. 子どもと家族に関係する保健・医療・福祉・教育等の専門職者との連携を説明できる。 

8.実践したことを振り返り、自己の課題を見出し説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

10 日間 1．実習内容  

   原則として学生 1名で入院中の子どもを受け持ち、看護過程を展開する。 

2．実習方法 
  1)実習期間：2週間（月曜日～金曜日） 

  2)実習時間：8：00～16：00（病棟の勤務時間に応じて調整） 

3)実習施設：沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 

那覇市立病院、沖縄南部療育医療センター 

  4)実習の進め方   

・学生は実習開始までに事前に提示された課題に取り組む。 

・受け持ちの子どもと家族に合わせてコミュニケーションとり、ケア提供に

必要な情報を問診、フィジカルアセスメントの技法を用いて収集する。 

・受け持ちの子どもの健康問題など身体的側面に加え、心理、社会、成長・

発達の各側面について、子どもの健康障害に伴う子どもと家族への影響を

アセスメントする。 

・アセスメントをもとに看護上の注目点を抽出する。注目点に沿って看護目

標を設定し、看護計画を立案、実践する。 

・実践した看護計画の結果を日々評価する。必要に応じて看護計画を追加、

修正する。 

・実習期間中、子どもと家族の権利に関して気になった場面について所定の

様式に記録する。場面に含まれる倫理的な葛藤に気づき自己の実践に生か

すことを目的に倫理カンファレンスを行う。 

・実習を通して子どもと家族に関わる専門職者間の連携を観察、記述する。 

・学生は自身の看護実践を振り返り自己の課題を見つけ改善策を提案する。 

 

上 原 

山 本 

他 
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・学生は所定の実習記録を完成させ、期日までに提出する。 

・その他、カンファレンス、報告会等を適時に開催する。 

テキスト  実習の手引き 

参考文献  小児保健看護Ⅰ、Ⅱで使用したテキスト、講義資料、その他随時紹介。 

他科目との

関連 

生涯人間発達論、生活援助・療養生活援助技術Ⅰ、ヘルスアセスメント、疾病論Ⅱ、小

児保健看護Ⅰ、小児保健看護Ⅱ、小児保健看護実習Ⅰ、小児保健看護演習など既習の知

識および技術を活用する。 

成績評価 

の方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に基づく評価（90%）、担当教員および科目責任

者による実習への取り組みの評価（10%）の合計とする。全体オリエンテーションの参

加状況も含まれる。連絡のない遅刻、欠席、早退、実習記録の未提出、その他、倫理的

に問題があると思われる状況については大幅な減点となる場合がある。小児保健看護演

習（前提科目）の単位が認められない場合、本実習は履修しなかったものとする。 

学習相談・ 

助言体制 

原則として実習グループ毎に実習指導教員を配置し指導する。実習上の疑問点や困った

ことについては施設の実習指導者、教員へ積極的に相談し疑問を解決すること。 

授業改善の

特記事項 

実習中に実施が予想される子どもへの看護技術については小児保健看護演習で技術指

導を行う。また、インシデント防止策として実習の手引きを用い、実習期間中に学生の

実施が許可される技術項目とその範囲について実習グループ毎に確認する。 

備 考 

実習に臨むにあたり、子どもの発達段階の特徴、実習で出会うことの多い疾患の病態・

治療、看護について実習の手引きに示した事前学習範囲に沿って学習すること。また、

既習の子どものヘルスアセスメントの技術および基礎看護技術を十分復習しておくこ

と。 
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科 目 

コード 
34124 

授業 

科目 

成人保健看護Ⅰ 

(Adult Health NursingⅠ) 

担当 

教員 

○山本敬子、神里みどり  

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

成人期にある人の生活と生活環境を理解し、健康の保持・増進・疾病予防のための保健管理

および保健活動における看護の役割と機能、および成人期における健康状態の疫学的動向と

対策を学習する。また、健康レベルに応じた QOL を維持・高めるための看護を学習する。 

到達目標 

1．成人期にある対象の特徴について述べることができる。 

2．成人期にある対象の生活と生活習慣に関連する健康問題について述べることができる。 

3．成人期にある対象の疫学的動向を踏まえ、ヘルスプロモーションと健康教育について述べ

ることができる。 

4．成人期にある対象を対象とした看護に必要な中範囲理論について述べることができる。 

5．成人期にある対象の健康レベルに応じた看護過程について述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

成人看護学における対象の理解 

健康レベルと看護の特徴 
成人期にある人，家族への看護援助に必要な中範囲理論 1 
成人期にある人，家族への看護援助に必要な中範囲理論 2 
ヘルスプロモーションと健康教育 1 
ヘルスプロモーションと健康教育 2 
成人期にある人，家族への看護援助に必要な中範囲理論 3 
成人期の特徴を捉えた看護過程 
総括 

 山  本 

〃 

〃 

〃 

神 里 

〃 

山  本 

〃 

講 義 

 

テキスト 

成人看護学概論, 南江堂, 林直子他,  

看護診断ハンドブック(原著 14 版), リンダ J.カルペニート＝モイエ, 医学書院 

看護成果分類(NOC) 成果測定のための指標・測定尺度(原著 5版), ELSEVIR 

参考文献 

看護介入分類(原著 6版), GloriaM. Butcher 他, 南江堂              

国民衛生の動向 Vol.62 No.9  2018/2019 財団法人 厚生労働統計協会 

看護理論, 南江堂, 筒井真優美  

他科目との

関連 
生涯人間発達論 ※本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 
最終筆記試験：80％、課題レポート：20％ 

学習相談・ 

助言体制 

毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カード

の提出をもとめ、次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。必要時個人またはグル

ープ面接を行う。 

授業改善の

特記事項 

テキスト内容を補充・説明する資料を配布する。 

学生は次回使用のテキスト箇所および資料内容を読み、準備して授業に臨む。 

備 考  
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科 目 

コード 
34125 

授業 

科目 

成人保健看護Ⅱ 

（Adult Health NursingⅡ） 

担当 

教員 

○山本敬子 赤嶺伊都子 

   宮城裕子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

成人期にある人の健康障害を機能障害別に病態生理・治療を理解し、急性期から回復期、慢

性期、終末期に応じた看護をリハビリテーション、在宅ケアを含めて学習する。対象の権利

を擁護し、自己管理に向けた支援と看護の役割を学習する。 

到達目標 

1．既習授業を想起し、各機能障害の病態生理、症状、治療について説明できる。 

2．各機能障害、健康レベルに応じた対象の特徴について述べることができる。 

3. 各機能障害、健康レベルに応じた対象の看護過程について述べることができる。 

4. 成人期にある対象の看護に活用できる看護理論を説明できる。 

5．慢性疾患をもつ対象のセルフケア支援と看護の役割を説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

第 9回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

成人期にある対象の理解と看護過程 

成人期にある対象の理解と看護過程 

呼吸機能障害をもつ対象の理解と看護 

呼吸機能障害をもつ対象の理解と看護 

循環機能障害をもつ対象の理解と看護 

循環機能障害をもつ対象の理解と看護 

循環機能障害をもつ対象の理解と看護 

代謝機能障害をもつ対象の理解と看護 

代謝機能障害をもつ対象の理解と看護 

栄養摂取・消化機能障害をもつ対象の理解と看護 

栄養摂取・消化機能障害をもつ対象の理解と看護 

脳・神経機能障害をもつ対象の理解と看護 

脳・神経機能障害をもつ対象の理解と看護 

腎機能障害をもつ対象の理解と看護 

生体防御機能障害をもつ対象の理解と看護 

総括 

 

 

以下、テキスト南

江堂 第Ⅴ章 

V-1 

 

V-2  

 

 

V-4  

 

V-3  

 

V-7  

 

V-5 

V-6 

山 本 

〃 

宮 城 

〃 

赤 嶺 

〃 

〃 

宮 城 

〃 

赤 嶺 

〃 

宮 城 

〃 

宮 城 

赤 嶺 

山 本 

講 義 

テキスト 

成人看護学 慢性期看護, 南江堂, 鈴木久美他 

看護診断ハンドブック(原著 14 版), リンダ J.カルペニート＝モイエ, 医学書院  

看護成果分類(NOC) 成果測定のための指標・測定尺度(原著 5版), ELSEVIR 

参考文献 

看護介入分類(原著 6版), GloriaM. Butcher 他, 南江堂  病気がみえる Voi.1-4, 6-8, 

メディックメディア, 疾病と治療Ⅰ-Ⅲ, 南江堂 エビデンスに基づく看護過程実践Ｑ＆

Ａ― 関連図で導く看護診断とケアプラン,中央法規出版 看護理論, 南江堂, 筒井真優美 

 
他科目との

関連 

成人保健看護Ⅰ、栄養と代謝、臨床薬理、病態生理、リハビリテーション論、疾病論Ⅰ、

臨床心理、ヘルスアセスメント、ストレスマネジメントと健康教育 

成績評価 

の方法 
筆記試験80％、課題レポート20％ 

学習相談・ 

助言体制 

終了時に理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カードの提出をもと

める。次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

授業改善の

特記事項 

学生は既習授業 (人体の構造と機能、臨床薬理、病態生理、疾病論Ⅰ・Ⅱ)の復習及び次

回使用のテキスト箇所を読み、準備して授業に臨む。テキスト内容を補充・説明する資料

を配布する。 

備 考 学生は学習時間を確保できるように、アルバイトやサークル等の活動時間を調整する。 
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他科目との

関連 

成人保健看護Ⅰ、栄養と代謝、臨床薬理、病態生理、リハビリテーション論、疾病論Ⅰ、

臨床心理、ヘルスアセスメント、ストレスマネジメントと健康教育 

成績評価 

の方法 
筆記試験80％、課題レポート20％ 

学習相談・ 

助言体制 

終了時に理解できなかった事項、疑問に感じた事項等を記載した出席カードの提出をもと

める。次回授業時に説明補充、意見交換等で理解を図る。 

授業改善の

特記事項 

学生は既習授業 (人体の構造と機能、臨床薬理、病態生理、疾病論Ⅰ・Ⅱ)の復習及び次

回使用のテキスト箇所を読み、準備して授業に臨む。テキスト内容を補充・説明する資料

を配布する。 

備 考 学生は学習時間を確保できるように、アルバイトやサークル等の活動時間を調整する。 
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科 目 

コード 
34126 

授業 

科目 

成人保健看護演習 

（Adult Health Nursing Seminar） 

担当 

教員 

○赤嶺伊都子 謝花小百合 

宮城裕子 山本敬子 他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目  成人保健看護実習Ⅰ 生活援助・療養援助技術実習 成人保健看護Ⅱ 

その他  なし 

授業概要 

健康障害を持つ成人期にある人の病態生理・治療を理解し、身体的、心理・社会的情報を

アセスメントし、看護実践に必要な問題解決の基礎的能力を習得する。健康障害を持つ成

人期にある人の身体的、心理社会的特徴を理解し、セルフケア支援に必要なコミュニケー

ション技術、指導技術を学習する。また、実習の対象の権利を守るために、最低限必要な

知識、技術および態度を養う。 

到達目標 

1.模擬事例を通して、健康障害を持つ成人期にある対象の病態生理・治療を理解し、看護

実践に必要な問題解決の基礎的能力（看護過程の展開）を習得できる。 

2.社会復帰・在宅ケア・セルフケア支援に必要な臨床技術・指導技術を習得できる。 

3.対象の権利を守るために、最低限必要な知識、技術および態度を習得できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 授業形態 

第1回～ 

第8回 

     

 

 

 

第9回～ 

第13回 

 

 

 

 

 

 

 

 

第14・15回 

 

 1．模擬事例を用いての看護過程演習 

 1）健康障害を持つ成人期にある人の看護過程演習 

 2）グループワーク 

 

 

 

 2．臨床看護技術演習 

 1）呼吸ケアの看護技術 

    口腔・鼻腔吸引、酸素療法 

     

3．セルフケア支援に必要な指導技術演習 

  1）ケーススタディ 

①パンフレット作成    

②セルフケア支援（食事療法、運動療法、服薬指導） 

  2) 自己血糖測定の指導 

 

4．実技評価・個別指導 

 

･看護過程事前

課題 

･グループ・個

人課題レポー

ト 

 

･技術演習事前

課題 

･演習ノート 

･配布資料 

 

 

･配布資料 

 

･配布資料 

赤 嶺 

謝 花 

宮 城 

山 本 

 

 

謝 花 

宮 城 

  

  

 

宮 城 

赤 嶺 

 

 

 

赤 嶺 

謝 花 

宮 城 

演 習 

   

 

 

テキスト 
看護診断ハンドブック 第 11 版 医学書院  

成人保健看護演習ノート（配布資料）、 

参考文献 

成人看護学 慢性期看護 南江堂、 

看護成果分類(NOC) 成果測定のための指標・測定尺度（原著第 6版）,ELSEVIER 

看護介入分類(NIC)(原書第 6版) GloriaM. Bulechek 他,南江堂、 

ヘルスアセスメント 南江堂 

他科目との

関連 

人間関係論、疾病論Ⅰ、臨床心理、ヘルスアセスメント、生活援助・療養援助技術Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ、成人保健看護Ⅰ・Ⅱ 

成績評価 

の方法 

技術評価30％、レポート65％(技術演習25％、看護過程演習40％)、態度（演習への参加度）

5％ 
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学習相談・ 

助言体制 

毎回の授業の終了時に、理解できなかった事項、疑問に感じた事等を意見交換等で理解

を図る。 

授業改善の

特記事項 

演習ノート、演習内容を補充・説明する資料を配布する。 

学生は次回使用の演習ノート、資料内容を読み、準備して授業に臨むこと。 

備 考 

事前課題（看護過程、技術演習）を指定された日時までに提出すること。 

演習後のレポートおよびグループ・個人課題は指定された日時までに提出すること。 

自己学習を含め主体的に演習に望むことが必要である。 
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科 目 
コード 

34135 
授業 

科目 

成人保健看護実習Ⅰ 

（Adult Health Nursing PracticumⅠ） 

担当 

教員 

○赤嶺伊都子 謝花小百合 

宮城裕子 山本敬子 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履
修
条
件 

前提科目  成人保健看護Ⅰ 

その他 
各抗体検査（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎）で陰性の者または予防接種
が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習におい
てはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 
成人期にある人の生活環境と社会的役割を理解し、健康の保持・増進、疾病予防・早期発
見のための保健行動、受療行動、セルフケアにおける看護の役割・機能を学習する。 

到達目標 

1. 成人期にある対象の身体的、心理的、社会的特徴について説明できる。 

2. 成人期にある対象の生活と生活習慣に関連する健康問題について説明できる。 

3. 成人期にある対象の生活と生活習慣に関連する健康問題の要因について説明できる。 

4. 成人期にある対象のヘルスプロモーションと疾病予防、早期発見・治療、重症化予防の

ための保健行動、受療行動、セルフケアの実際について説明できる。 

5. 成人期にある対象のヘルスプロモーションと疾病予防、早期発見・治療、重症化予防の

ための支援活動の実際について説明できる。 

6. 保健医療機関の機能と役割について説明できる。 

7. 保健医療福祉等の関係職種間の連携・調整の実際について説明できる。 

8. 学生として倫理的態度および責任ある行動がとれる。 

9. 主体的に学びを深め、自己の学習課題を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

 

1 日目～ 

4 日目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5日目 

 実習内容：総合保健機関または総合病院外来における看護 
  実習の進め方： 
  1．オリエンテーション 
  1)施設別・グループ別オリエンテーションを大学内で実習指導教員が行う。 
  2)各実習施設の初日に実習担当看護師(外来師長または実習施設の看護職)が行

う。 
   
2．総合保健機関または病院外来における実習(4 日間) 

  1）総合保健機関の場合 
    （1）一人の利用者の健康診断等に同伴する。 
    （2）利用者とのコミュニケーションや利用者の反応、表情、言動の観察を行

い、 
         健康上のニーズをアセスメントする。 
    （3）健康の保持増進・疾病予防のための健康教育および支援活動の実際につ

いて学習する。 
  2）病院外来の場合 
    （1）成人期にある患者を１例受け持ち、受付から終了まで患者に同伴し、対

象とのコミュニケーションや反応、表情、言動の観察を行い、対象との
関わりや診療場面の見学を通して健康上の問題やニーズをアセスメン
トする。また、保健行動、セルフケア、受療行動などについて学び、患
者に必要な看護援助を学ぶ。 

    （2）禁煙外来や生活習慣病外来など、健康教育および支援活動が行われてい
る場の見学を通して必要な看護援助について学ぶ。 

    （3）利用者に対する医師、看護者、その他の病院職員のサービス・支援につ
いて学ぶ。 

 
3．実習報告会（最終日は大学内で、実習で学習したことについて報告会を行い、 

                 実習の成果を共有する） 

 

赤 嶺 

謝 花 

宮 城 

山 本 

 

他 

テキスト 実習の手引き 2 年次後期 成人保健看護実習Ⅰ 
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参考文献 成人看護学概論 南江堂、ヘルスアセスメント 南江堂 

他科目との
関連 

生涯人間発達論、ヘルスアセスメント、成人保健看護Ⅰ、病態生理、身体活動論 
本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 
の方法 実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

学習相談・ 
助言体制 

毎日の実習カンファレンスを充実し、実習で学習した内容を深める。記録、レポート等
の記録物について指導、助言をする。学生の実習に関する相談に対応する。 

授業改善の
特記事項 実習内容を補充・説明する資料を配布する。 

備 考 実習オリエンテーションで配布する資料や実習の手引きを読んで実習に参加する。 
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科 目 

コード 
34136 

授業 

科目 

成人保健看護実習Ⅱ 
(Adult Health Nursing Practicum Ⅱ) 

担当 

教員 

○赤嶺伊都子 謝花小百合 

宮城裕子   山本敬子 他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目  成人保健看護演習 

その他 

各抗体検査(麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎)で陰性の者または予防接種が

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習において

はインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 
健康障害をもち医療機関で入院加療の必要な成人の身体的・心理社会的側面を理解し、社

会復帰または在宅ケアを視野に、対象者との相互作用を通して健康回復およびセルフケア

への看護が実践できる基礎的知識、技術および倫理的態度を学習する。 

到達目標 

1. 成人期にある対象の発達段階の特徴を踏まえて、健康障害が対象に及ぼす影響につい

て、身体的、心理的・社会的・霊的側面から情報収集できる。 

2. 対象との相互作用を通して、専門的援助関係を築くことができる。 

3. 対象の健康障害の病態生理および対象に行われている治療について説明できる。 

4. 対象の発達段階の特徴を踏まえて、健康障害が対象に及ぼす影響について、身

体的、心理的・社会的・霊的側面からアセスメントできる。 

5. 対象の健康問題・課題を明らかにし、必要な看護援助を計画できる。 

6. 計画した看護援助を、対象の状況に合わせて実施し、評価できる。 

7. 在宅療養・社会復帰を視野に必要な看護援助を行うことができる。 

8. 対象の療養生活を支援するために保健医療福祉チームにおける看護の役割と

機能について説明できる。 

9. 対象者を取り巻く環境調整の必要性と、他職種との連携について説明できる。 

10.学生として倫理的態度および責任ある行動がとれる。 

11.主体的に学びを深め、自己の学習課題を明確にすることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

1週目 

 

～ 

2週目 

 

 1．成人期の健康障害をもつ患者を受け持ち、看護過程を展開する。 

 1)健康障害の病態像と対象の日常生活に及ぼす影響、変化をアセスメントする。 

 2)対象が健康障害をどのように捉えているのかをアセスメントする。 

 3)治療法に伴う生体反応を観察・測定し、対象の身体・心理・社会・霊的側面
からアセスメントし、看護上の問題を明らかにして、必要な看護援助について
計画できる。 

 4)計画に基づいて、患者の安全、安楽に配慮して実施し、評価できる。 

 5)対象者と目標を共有して、健康回復およびセルフケアに必要な支援を行うこ
とができる。 

 6)生活環境や職場環境、経済的問題について傾聴し、対象が意思決定するため
の支援を行うことができる。 

 2．1週目の木曜日および金曜日に病棟指導者を交えて中間カンファレンスで事
例検討会を行い、再アセスメント、看護計画の修正を行う。 

3．実習最終日は各病棟で実習指導者を交えて最終カンファレンスを行う。 

赤 嶺 

謝 花 

宮 城 

山 本 

他 

テキスト  実習のてびき 
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参考文献 

 成人看護学 慢性期看護 南江堂、 

看護診断ハンドブック、リンダ J.カルペニート＝モイエ、医学書院 

看護成果分類(NOC) 成果測定のための指標・測定尺度（原著第 5版）,ELSEVIER 

看護介入分類(NIC)(原書第 6版) GloriaM. Bulechek 他,南江堂、 

ヘルスアセスメント 南江堂 
成人看護実習ガイドⅡ､照林社､ 

他科目との
関連 

看護活動を実施できる基礎的知識、技術および倫理的態度を学習するために、疾病論Ⅰ･

ヘルスアセスメント･生活援助技術Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、生活援助・療養援助技術実習･成人保健看護

Ⅰ･成人保健看護Ⅱ･成人保健看護演習･成人保健看護実習Ⅰ等の既習科目や実習の内容を

統合している。 

成績評価 
の方法 実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

学習相談・ 
助言体制 

実習では毎日のカンファレンスでグループごとに振り返りを行い、各自の学んだことに 
ついてグループ内で共有し、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等をグループ全員

で考え、翌日の実習展開をスムーズに行うように指導助言していく。 

授業改善の
特記事項 

実習指導上の問題は、早期に現場の師長や指導者と話し合い、双方が協力体制を構築し取

り組む。 

備 考 
実習に望むにあたり、成人期の発達段階の特徴、実習病棟に多い疾患の病態・治療につい

て自己学習し、また、基礎看護技術を十分練習しておくこと。 
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科 目 

コード 
35125 

授業 

科目 

老年保健看護Ⅰ 
(Geriatric NursingⅠ) 

担当 

教員 

○大湾明美 田場由紀 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履
修
条
件

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

高齢者の健康（身体的・精神的・社会的）と生活、これらに影響を及ぼす社会システムお

よび老年期における疫学的動向と対策を学習し、健康長寿（サクセスフルエイジング）を

支援するための看護の役割を学習する。 

到達目標 

1.高齢者の健康と地域文化を含めた生活について、身体的、心理的、社会的特徴を述べる

ことができる 

2.高齢者を個別的に捉える視点として、ストレングス、生活ニーズ、および ICF モデルの

説明ができる 

3.高齢者の生活を取り巻く社会システムや環境が、高齢者の生活や健康に与える影響を述

べることができる 

4.QOL の概念について説明することができる 

5.サクセスフルエイジングを支援するための看護の役割について述べることができる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1回 

 

 

第2回 

 

 

 

第3回 

第4回 

 

第5回 

 

 

第6回 

 

 

 

 

第7回 

第8回 

1.老年保健看護を理解するための基盤（導入） 

 1)老年保健看護の重要な概念､理論､モデル 

 2)老年保健看護の歴史 

2.高齢者の見方と捉え方 

1)高齢者の個別性と多様性   

2)統一体としての捉え方 

3.高齢者の健康と生活 

1)高齢者疑似体験 

2)高齢者の健康と生活の捉え方 

3)高齢者のサクセスフルエイジングと生活 

4.高齢者の健康と生活に影響を及ぼす社会システム 

1)老年期における疫学的動向と社会保障の変遷 

2)高齢者の保健・医療・福祉・介護対策 

5.高齢者を取り巻く環境 

1)高齢者を取り巻く環境の捉え方 

2)生かし生かされる環境づくり 

6.サクセスフルエイジングを支援するための老年 

保健看護の役割 

1)QOLの概念とQOLを高めるための社会的な取り組み 

2)サクセスフルエイジングを支援するための老年

保健看護の役割 

*毎回事前課題

レポートを出

す 

P103-138 

 

P139-146 

P147-159 

 

P66-71 

P84-101 

P37-50 

 

 

 

P279-287 

P314-324 

 

 

別資料 

P325-330 

大 湾 

 

 

田 場 

 

 

 

〃 

〃 

 

〃 

 

 

大 湾 

 

 

 

 

田 場 

大 湾 

 

講 義 

 

 

〃 

 

 

 

演 習 

講 義 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

〃 

テキスト 老年看護学概論，南江堂，2011． 

参考文献 老年看護学技術，南江堂，2011． 
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他科目との
関連 

生涯人間発達論、心理学などの既習科目の内容を踏襲しつつ、高齢者看護の対象論、目的

論を具体的に示し、老年保健看護科目への導入とする。 

本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の
方法 

ミニテスト10％、課題レポート10％、試験80％ 

学習相談・ 
助言体制 

毎回の授業ごとに、関連のある課題レポートを課す。レポートは次回の授業までに提出を

求め、講義内容についての理解を広げ深める方法の体験を促す。 

授業改善の
特記事項 

講義内容を伝達するための講義資料を毎回作成、配布する。 

講義内容と関連する国試問題を毎回提示し、事後課題とする。 

備 考 毎回テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
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科 目 

コード 
35126 

授業 

科目 

老年保健看護Ⅱ 
(Geriatric NursingⅡ) 

担当 

教員 

○田場由紀 砂川ゆかり  

大湾明美 光来出由利子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
高齢者の健康障害に対する基本的な知識を体系的に学習し、施設や在宅等多様な場で、健康レ

ベルに応じたケアを必要とする高齢者の尊厳を支える看護について学習する 

到達目標 

 1．高齢者特徴的な疾患（老年症候群、認知症）について述べることができる 

 2．高齢者の健康障害によってもたらされる生活機能障害について述べることができる 

 3．高齢者ケアの考え方（尊厳、自己決定、QOL、エンパワメント）について述べることができる 

 4．多様な高齢者ケアの場におけるケアの特性を述べることができる 

 5．高齢者の尊厳を支える看護の役割と展望について述べることができる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
  （学習課題） 担当者名 授業形態 

 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

 

第6回 

第7回 

第8回 

 

第9回 

第10回 

第11回 

 

第12回 

第13回 

 

第14回 

第15回 

1．高齢者の健康障害と生活 

 1）高齢者の健康障害をもたらす主要疾患 

 2）老年症候群と生活機能障害 

 3）高齢者の慢性疾患とリスク 

4）高齢者のQOLと総合機能評価 

5）高齢者のニーズと地域包括ケアシステム 

2．高齢者の健康レベルと多様な場におけるケア 

 1）高齢者の健康生活とケアの特性 

 2）高齢者の診断・治療とケアの特性 

3）高齢者の療養生活とケアの特性 

3．高齢者のもつ社会資源を生かしたケア 

 1）社会資源としての高齢者を生かすケア 

2）介護する家族を生かすケア 

 3）家族以外のインフォーマルサポートを生かすケア 

4．高齢者の尊厳を支えるための看護 

1）基本的人権の尊重、権利擁護、倫理に基づくケア 

2）自己決定を支えるケア 

5．高齢者の尊厳を支える看護の役割と展望 

1）当事者主体の高齢者ケア 

2）看護の役割拡大と協働連携 

*毎回事前課題レ
ポートを出す 

①P220-226 

①P189-229 

②P31-41 

②P1-30 

別刷 

 

①P306-313 

①P288-305 

①P81-87 

 

①P320-322 

①P253-278 

①P260-269 

 

①P51-64 

①P231-237 

 

①P325-344 

①P306-312 

 

田 場 

〃 

砂 川 

〃 

大 湾 

 

光来出 

田 場 

〃 

 

〃 

光来出 

田 場 

 

〃 

砂 川 

 

田 場 

大 湾 

講 義 

テキスト ①老年看護学概論，南江堂，2011． ②老年看護学技術，南江堂，2011． 

参考文献 ケアマネジャー実践ガイド 医学書院 1997 
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他科目との
関連 

老年保健看護Ⅰで示す高齢者看護の対象論、目的論、方法論を前提とし、人体の構造と機能、   

疾病論Ⅰ・Ⅱ、人間関係論等の既習科目を統合し、高齢者看護の実際を学ぶ。 

成績評価の
方法 ミニテスト10％、課題レポート10％、試験80％ 

 学習相談・
助言体制 

毎回の授業ごとに、関連のある課題レポートを課す。レポートは次回の授業までに提出を求め、

講義内容についての理解を広げ深める方法の体験を促す。 

授業改善の
特記事項 

講義内容を伝達するための講義資料を毎回作成、配布する。 

講義内容と関連する国試問題を毎回提示し、事後課題とする。 

備 考 毎回テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
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科 目 

コード 
35127 

授業 

科目 
老年保健看護演習 

(Geriatric Nursing Seminar） 

担当 

教員 

○田場由紀 砂川ゆかり 

 光来出由利子 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 老年保健看護実習Ⅰ 生活援助・療養援助技術実習 老年保健看護Ⅱ 

その他 なし 

授業概要 
高齢者の健康障害に伴う生活機能のアセスメントとケアの技法を学習し、根拠に基づいた

看護実践上の問題解決能力を習得する。 

到達目標 

1.加齢や認知症に伴うコミュニケーション障害への支援方法を習得する 

2.客観的指標を用いた高齢者総合機能評価の技法を習得する 

3.高齢者の全体像（身体状況、心理状況、社会状況および環境）を把握し、生活ニーズを 

導くためのアセスメント技法を習得する 

4.高齢者及びその家族への看護実践および看護研究から導かれたケア技法を学び、問題解 

決能力を習得する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
  (学習課題） 担当者名 授業形態 

 

第1回 

第2回 

第3･4回 

 

 

第5～8回 

 

 

 

第9･10回 

第11回 

第12回 

第13･14回 

第15回 

 

1.援助関係を形成するプロセスと援助者の態度 

2.援助関係を形成するためのコミュニケーション技法 

3高齢者のアセスメント 

 1)生活機能のアセスメント 

 2)総合機能評価 

4.高齢者のストレングスを活かした計画立案の技法 

 1)ストレングスを活かした計画立案 

 2)ICFモデルを活用した計画立案 

5.認知症高齢者ケアの技法 

 1)中核症状に対するケア技法 

 2)周辺症状に対するケア技法 

6.家族ケアの技法 

7.協働連携のケア技法（シミュレーション演習） 

8.高齢者のケアマネジメント 

 1)生活ニーズとケアマネジメント 

 2)看護実践および看護研究から導かれたケア技法 

 

*事前に読むこと 

①P232-252 

②P106-116 

 

②P2-15 

別刷 

 

②P128-308 

 

 

②P32-125 

②P18-30 

 

①P253-278 

 

①P288-305 

 

田 場 

〃 

砂 川 

 

 

 

田 場 

光来出 

 

砂 川 

〃 

〃 

田 場 

〃 

〃 

 

演 習 

テキスト ①老年看護学概論，南江堂，2011．②老年看護学技術，南江堂，2011． 

参考文献 ケアマネジャー実践ガイド 医学書院 1997 

他科目との
関連 

ヘルスアセスメント、生活援助・療養援助技術などの広域・基盤看護科目の内容を老年保

健看護Ⅰ、老年保健看護Ⅱの既習科目と統合し、実際のケアに生かす方法を学ぶ。 

成績評価の
方法 

授業への参加状況10％、演習課題50％、課題レポート40% 

学習相談・助
言体制 

毎回の授業ごとに、関連のある課題レポートを課す。課題レポートの内容は患者体験を
促すものとし、尊厳を支える看護について多様な場面から検討する。 

授業改善の
特記事項 

講義内容を伝達するための講義資料を毎回作成、配布する。 

備 考 毎回テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
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科 目 

コード 
35134 

授業 

科目 

老年保健看護実習Ⅰ 
(Geriatric Nursing PracticumⅠ) 

担当 

教員 

○田場由紀 砂川ゆかり  
 光来出由利子 他 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 45時間 

履
修
条
件 

前提科目 老年保健看護Ⅰ 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完了して

いない者は、実習を履修することはできない。さらに11月以降の実習においてはインフルエンザの

予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

高齢者の健康状態と日常生活を理解した上で、サクセスフルエイジングを生きる高齢者から老年期

の発達課題を乗り越えることで得た強み（ストレングス）を学び、その強みを高齢者の看護実践に

活かす能力を習得する。 

到達目標 

1．対象に関心を持ち、個人として尊重した態度を取ることができる。 

2．観察とコミュニケーション技術を活用して、対象の生活史や加齢に伴う変化、人々との関わりか

ら対象の健康と地域文化を含めた生活について、身体的、心理的、社会的状況を記述することが

できる。 
3．対象の発達課題とストレングスについて、個別的に導くことができる。 

4．対象のストレングスを生かしたサクセスフルエイジングの支援のためのアセスメントができる。 

5．一連の看護実践をふり返り、自己の課題を見いだし、今後の学習課題を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

5日間  実習内容 

1)対象とのかかわりを通して、対象の生活史や日常生活、加齢に伴う身体的・精神的・社 

会的変化を把握する。 

2)対象の暮らす地域について学び、対象の日常生活への理解を深める。 

3)対象の感じている健康上の問題や思いを把握する。 

4)対象がセンターを利用する経緯や動機を把握し、対象の健康状態への理解を深める。 

5)対象の行っているセルフケアについて生活史や健康状態の影響と関連させ理解する。 

6)対象の発達課題を把握する。 

7)対象の家族、友人、知人、近隣、仲間との交流について把握する。 

8)センターの活動が対象の健康状態や日常生活に及ぼしている影響を見いだす。 

9)対象の身体的・精神的・社会的特徴から、ストレングスを見いだす。  

10)対象のセルフケアと生きがいについての語りから、サクセスフルエイジングとの関係

を述べることができる。 

11)対象のサクセスフルエイジングへのニーズを把握する。 

12)対象のストレングスをサクセスフルエイジングに生かす提案ができる。 

13)実習で学習したことを共有・統合し、今後の学習への課題を見いだす。 

 実習方法 

1)センターの活動に参加し、対象と積極的にかかわりをもつ。 

2)センターで紹介された対象の１事例を担当し、センター利用時以外の自宅での生活や

他の活動にも同行する。 

3)センター以外の場に出向く時には、目的や方法等を計画した上で、教員や実習指導者と 

調整した上で行う。 

 

田 場 

砂 川 

光来出 

他 

 

テキスト 老年看護学概論，南江堂，2011．  

参考文献  別途指示する 
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 他科目と
の 関連 

老年保健看護Ⅰの既習科目を前提とし、人間関係論などの専門教養科目や看護専門職論、生活援助・

療養援助技術を用いて対象理解のための実践を学ぶ。 

本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の
 方法 実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

学習相談・ 
助言体制 

 実習中は毎日開始前と終了時にカンファレンスを実施し、学びの内容や互いの課題を共有し、教員、 

学生とで解決に取り組む 

授業改善の
 特記事項 実習中は実習のてびき、老年保健看護Ⅰの資料を携帯し、理論と実践を行き来できるように促す。 

備 考 実習施設：老人福祉センター 老人憩いの家 

 

科 目 

コード 
35135 

授業 

科目 

老年保健看護実習Ⅱ 
（Geriatric Nursing PracticumⅡ） 

担当 

教員 

○田場由紀 砂川ゆかり 

光来出由利子 他 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目 老年保健看護演習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完了し

ていない者は、実習を履修することはできない。さらに11月以降の実習においてはインフルエン

ザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

認知症を持ち、多様な場でケアを受けつつ治療や療養生活をしている高齢者の健康課題を、その家

族を含めて総合的に理解し、高齢者の尊厳を支えるための具体的な看護実践ができる能力と、自己

を振り返り課題を見いだす能力および、関連職種間の連携・調整に必要な協働能力を学ぶ。 

到達目標 

1. 治療・療養の場および生活の場で認知症に伴う症状やコミュニケーション上の課題を把握し、

必要な支援を行うことができる。 

2.ケアの場の特性を踏まえ、対象および家族の地域文化を含めた生活を理解し、医療ニーズ、生活

ニーズをアセスメントし、看護問題を導くことができる。 

3.対象のストレングスと社会資源を活用し、協働連携による本人および家族への看護計画、実施、

評価ができる。 

4.一連の看護実践をふり返り、自己の課題を見いだし、今後の学習課題を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

10日間 実習内容 

＜共通＞ 

1) 対象との関わりや生活史を踏まえ、対象の体験世界と現実世界のずれを理解する。 

2) 認知症に伴う症状やコミュニケーション上の課題を把握し、必要な支援を行う。 

＜生活の場（グループホーム、小規模多機能型居宅介護支援事業所など＞ 

3)対象者や家族、ケア提供者との関わりから、対象の生活機能障害を把握する。 

4)対象の生活史、生活様式と対象の持つ地域文化を把握する。 

5)過去に対象に関わってきた（または対象が関わりたいと思っている）インフォーマル・ 

サポート（家族・親族、友人・知人・隣人等）と活用可能なフォーマル・サービス（専 

門職者等）の実際を学び、社会システムと高齢者のつながりとの関係を理解する。 

6) 対象のストレングスを踏まえた上で全体像（身体的状況、心理的状況、社会的状況） 

をアセスメントし、対象および家族の医療ニーズ、生活ニーズを導く。 

7) 対象のニーズと家族のニーズの共通と相異を把握する。 

8) 対象の認知機能に応じた自己決定の方法を見つける。 

9)対象の尊厳を支えるための看護計画を立案し、看護計画検討会で提案する。 

10)援助可能な計画を検討し、教員や実習指導者の下で計画に沿ったケアを実施する。 

11)対象のアセスメント、計画、実施のプロセスを振り返り、実施したケアの評価を行う。 

12)実施したケアの評価を踏まえ、対象の尊厳を支えるための今後のケアの方針を提案 

する。 

13)生活機能障害を抱えながらの暮らしを支える協働連携について考察する。 

＜治療・療養の場（病院、介護老人保健施設、介護療養型医療施設など）＞ 

14) 対象に提供されているケアに参加しながら、対象の自立度、健康状態、生活状況、

生活機能障害を把握する。 

15) 対象や家族、ケア提供者と協働し、それぞれが果たしている役割を把握し、看護の

役割機能を学ぶ。 

16) 対象の生活の場（主に自宅）に関する物的環境、人的環境について、面接や家庭訪

問、サービス調整会議、ケアカンファレンスなどを通して把握する。 

17) 6)～12）を実施する。 

18）治療・療養の場で生活の継続性を支える条件について考察する。 

田 場 

砂 川 

光来出 

他 
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科 目 

コード 
35135 

授業 

科目 

老年保健看護実習Ⅱ 
（Geriatric Nursing PracticumⅡ） 

担当 

教員 

○田場由紀 砂川ゆかり 

光来出由利子 他 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・看） 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目 老年保健看護演習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完了し

ていない者は、実習を履修することはできない。さらに11月以降の実習においてはインフルエン

ザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

認知症を持ち、多様な場でケアを受けつつ治療や療養生活をしている高齢者の健康課題を、その家

族を含めて総合的に理解し、高齢者の尊厳を支えるための具体的な看護実践ができる能力と、自己

を振り返り課題を見いだす能力および、関連職種間の連携・調整に必要な協働能力を学ぶ。 

到達目標 

1. 治療・療養の場および生活の場で認知症に伴う症状やコミュニケーション上の課題を把握し、

必要な支援を行うことができる。 

2.ケアの場の特性を踏まえ、対象および家族の地域文化を含めた生活を理解し、医療ニーズ、生活

ニーズをアセスメントし、看護問題を導くことができる。 

3.対象のストレングスと社会資源を活用し、協働連携による本人および家族への看護計画、実施、

評価ができる。 

4.一連の看護実践をふり返り、自己の課題を見いだし、今後の学習課題を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

10日間 実習内容 

＜共通＞ 

1) 対象との関わりや生活史を踏まえ、対象の体験世界と現実世界のずれを理解する。 

2) 認知症に伴う症状やコミュニケーション上の課題を把握し、必要な支援を行う。 

＜生活の場（グループホーム、小規模多機能型居宅介護支援事業所など＞ 

3)対象者や家族、ケア提供者との関わりから、対象の生活機能障害を把握する。 

4)対象の生活史、生活様式と対象の持つ地域文化を把握する。 

5)過去に対象に関わってきた（または対象が関わりたいと思っている）インフォーマル・ 

サポート（家族・親族、友人・知人・隣人等）と活用可能なフォーマル・サービス（専 

門職者等）の実際を学び、社会システムと高齢者のつながりとの関係を理解する。 

6) 対象のストレングスを踏まえた上で全体像（身体的状況、心理的状況、社会的状況） 

をアセスメントし、対象および家族の医療ニーズ、生活ニーズを導く。 

7) 対象のニーズと家族のニーズの共通と相異を把握する。 

8) 対象の認知機能に応じた自己決定の方法を見つける。 

9)対象の尊厳を支えるための看護計画を立案し、看護計画検討会で提案する。 

10)援助可能な計画を検討し、教員や実習指導者の下で計画に沿ったケアを実施する。 

11)対象のアセスメント、計画、実施のプロセスを振り返り、実施したケアの評価を行う。 

12)実施したケアの評価を踏まえ、対象の尊厳を支えるための今後のケアの方針を提案 

する。 

13)生活機能障害を抱えながらの暮らしを支える協働連携について考察する。 

＜治療・療養の場（病院、介護老人保健施設、介護療養型医療施設など）＞ 

14) 対象に提供されているケアに参加しながら、対象の自立度、健康状態、生活状況、

生活機能障害を把握する。 

15) 対象や家族、ケア提供者と協働し、それぞれが果たしている役割を把握し、看護の

役割機能を学ぶ。 

16) 対象の生活の場（主に自宅）に関する物的環境、人的環境について、面接や家庭訪

問、サービス調整会議、ケアカンファレンスなどを通して把握する。 

17) 6)～12）を実施する。 

18）治療・療養の場で生活の継続性を支える条件について考察する。 

田 場 

砂 川 

光来出 

他 
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テキスト 老年看護学概論，南江堂，2011． 老年看護学技術，南江堂，2011． 

参考文献  ケアマネジャー実践ガイド 医学書院 1997 

他科目との 

関連 

老年保健看護Ⅰ、老年保健看護実習Ⅰ、老年保健看護Ⅱ、老年保健看護演習の既習科目を前提とし、

広域・基盤看護科目である精神保健看護や地域保健看護の既習科目を踏まえ、認知症をもつ高齢者

の生活の場にあわせた課題解決の実際を学ぶ。 

本科目は、保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の 

方法 
実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

 学習相談・ 

助言体制 

実習中は毎日開始前と終了時にカンファレンスを実施し、学びの内容や互いの課題を共有し、教

員、学生とで解決に取り組む。 

授業改善の 

特記事項 

実習中は実習のてびき、老年保健看護Ⅰ・Ⅱの講義資料を携帯し、理論と実践を行き来できるよ

うに促す。 

備 考 
実習施設：病院、介護療養型医療施設、介護老人保健施設、グループホーム、小規模多機能事業所

など 
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科 目 

コード 
33511 

授業 

科目 

助産実践論 
  (Theory of Midwifery) 

担当 

教員 

○賀数いづみ  

川満恵子（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件

前提科目 なし 

その他 助産師国家試験受験資格関連科目履修者に限る 

授業概要 
助産業務に関わる実践の科学的根拠を人文・社会・自然科学等の広範な科学の学際的視点

から、助産学の基礎概念、助産業務管理の基礎を学習する。 

到達目標 

1．助産の基礎概念が説明できる。 
2．周産期医療における質保証の説明ができる。 
3．助産実践の倫理について具体例を用いて説明できる。 
4．お産の歴史と文化について説明できる。 
6．日本および世界の母子保健の動向と課題、周産期医療システムについて説明できる。 
7．周産期医療の質およびリスクマネジメントについて説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

第 9回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

第 14 回 

第 15 回 

 助産師とは 
 助産師が行うケア 
 助産実践の倫理 
 女性の健康と人権 
 日本の母子保健の動向と課題 
 世界の母子保健の動向と課題 
お産の歴史と文化 

 周産期医療における質と安全の保証 
日本の周産期医療システム 
世界の周産期医療システム 

 助産サービスの質管理 
 助産サービス管理の実際 
 地域における助産サービス管理の実際 
 周産期におけるリスクマネジメント 
 まとめ 

1.第 1 章 

1.第 2 章 

1.第 3 章 

1.第 4 章 

1.第 5 章 

1.第 6 章 

1.第 7 章 

2.第 1 章 

2.第 2 章 

2.第 3 章 

2.第 4 章 

2.第 5 章 

2.第 6 章 

2.第 7 章 

 

賀 数 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

川 満 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

賀 数 

講 義 
 

テキスト 

 1． 工藤美子 (責任編集). 助産師基礎教育テキスト 2019 年版 第 1巻 助産概論,  

日本看護協会出版会. 

 2． 成田伸 (責任編集). 助産師基礎教育テキスト 2019 年度版 第 3巻 周産期における 

医療の質と安全, 日本看護協会出版会.   

参考文献 福井トシ子（編集）.新版助産師業務要覧(基礎編) 第3版 2019 

福井トシ子（編集）.新版助産師業務要覧(実践編）第3版 2019 

他科目との
関連 助産業務の基本的知識を修得し、助産実習に臨む。 

成績評価 
の方法 クラスへの参加度15％、レポート15％、試験70％ 

学習相談・ 
助言体制 学生が主体的に自己学習できるよう議論の場を設定し、質問及び疑問に対応する。 

授業改善の

特記事項  主体的に授業に参加できるよう助産実践の場を想定した課題設定等を工夫する。  

備 考 

学生は事前学習をして講義に臨むこと。 

テキストは最新版を使用する。 

 助産師国家試験受験資格関連科目履修者は必修。 
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科 目 

コード 
33521 

授業 

科目 

基礎助産学 

（Fundamentals of Midwifery） 

担当 

教員 

○井上松代 賀数いづみ 
  知念久美子 佐伯宜久 
  橋口幹夫（非常勤） 
  源川隆一（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 3単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講義･演習 

選択必修 選 択 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  助産師国家試験受験資格関連科目履修の者に限る 

授業概要 
助産活動を行う基礎として、妊産褥婦および胎児・新生児の形態・機能の生理的・病態変 

化、異常時の診断・治療を学習する。 

到達目標 
1.マタニティサイクルの正常からの逸脱の診断とケアについて説明できる。 

2.ハイリスク新生児の病態と診断、ケアについて説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 
担当者名 

授業形

態 

第 1回 

 

 

 

第 2 回 

 

 

第 3 回 

第 4･5 回 

 

第 6 回 

 

 

 

第 7 回 

 

  

 

第 8･9 回 

 

 

第 10･11 回 

 

 

第 12･13 回 

 

 

第 14･15 回 

 

 

第 16･17 回 

 

 

第 18 回 

 

妊婦の健康診査：フィジカルアセスメント、ＮＳＴ 

 

 

 

妊婦に行なわれる検査の見方（血液・尿・膣分泌物） 

 

 

超音波診断装置の用い方 

超音波診査法の実際 

 

出生前診断 

 

 

 

生活習慣が胎児に及ぼす影響(アルコール,煙草,ドラッ

グ) 妊娠と薬物 

  

 

合併症妊娠Ⅰ(糖尿病合併妊娠,心疾患合併妊娠, 腎疾患

合併症、甲状腺合併妊娠,自己免疫疾患合併妊娠） 

 

合併症妊娠Ⅱ（精神疾患合併妊娠,呼吸器疾患合併妊娠, 

妊娠外科疾患合併妊娠,血液疾患合併妊娠） 

 

妊娠期の異常Ⅰ（悪阻,流早産,子宮外[異所性]妊娠,頸

管無 力症,妊娠中の異常出血,妊娠高血圧症候群） 

  

分娩期の異常Ⅰ（分娩進行の異常、分娩期の出血） 

 

 

娩期の異常Ⅱ(帝王切開,産科ショック,骨盤位分娩介助

法) 

  

先天異常（常染色体異常、薬剤の影響、遺伝子疾患な

ど） 

1.P.1-76 

3.第1-2章, 第4-

5章，7.P.158-168 

 

1.P.62-75 

3. 第3章 

 

1.第2章,  10.Ⅰ-

Ⅱ章.10.Ⅲ-Ⅳ章, 

 

3.第3章, 

7.P.132-134, 

9.P22-36. 

 

3. P.50-54, 

P.100-104 , 

P.169-178 

 

6., 8., 9. 

 

 

6., 8., 9. 

 

 

6., 8., 9. 

 

 

6.P.第3章 

8.,9.P199-217 

 

6., 8., 9. 

 

 

6., 7., 8., 9. 

 

井 上 

 

 

 

賀 数 

 

 

橋 口 

〃 

 

〃 

 

 

 

知 念 

 

 

 

橋 口 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

佐 伯 

 

講 義 

 

 

 

〃 

 

 

演 習 

〃 

 

講 義 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

演 習 

 

 

講 義 
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第 19 回 

 

第 20 回 

 

 

第 21･22 回 

 

 

 

第 23 回 

  

会陰切開・縫合術の実際 

 

産褥期の異常(深部静脈血栓症,産褥期感染症,産褥期精

神障害） 

 

ハイリスク新生児の病態・検査・治療         

新生児の神経学的診察法、新生児の異常徴候と疾患、 

呼吸 

 

循環障害、分娩損傷  

新生児蘇生法 

 

7. 

 

6., 8., 9. 

 

 

6., 8., 9. 

 

 

 

1.第Ⅵ章., 

5., 6., 8., 9.第

Ⅲ章，1.第Ⅵ章 

 

橋 口 

 

賀 数 

 

 

源 川 

 

 

 

源 川 

 

演習 

 

講義 

 

 

〃 

 

 

 

演習 

テキスト 

1. 我部山キヨ子編，助産師のためのフィジカルイグザミネーション第2版，医学書院, 

2018. 

2. 吉沢豊子編，助産師基礎教育テキスト第2巻女性の健康とケア 日本看護協会出版会, 

2018. 

3. 森恵美編，助産師基礎教育テキスト第4巻妊娠期の診断とケア 日本看護協会出版会, 

2018. 

4. 町浦美智子編，助産師基礎教育テキスト第5巻分娩期の診断とケア 日本看護協会出版

会, 2018. 

5. 横尾京子編，助産師基礎教育テキスト第6巻産褥期のケア 新生時期・乳幼児期のケア, 

日本看護協会出版会. 2018. 

6. 遠藤俊子編，助産師基礎教育テキスト第7巻ハイリスク妊産褥婦・新生児へのケア, 日

本看護協会出版会、2018. 

7. 進純郎，堀内成子，正常分娩の助産術 トラブルへの対応と会陰裂傷縫合, 医学書院、

2010. 

8. 日本産婦人科学会/日本産婦人科医会, 産婦人科診療ガイドライン産科編, 日本産婦人

科学会, 2016. 

9.大鷹美子訳, ウイリアムス臨床産科マニュアル改訂第2版, メジカルビュー社, 2014. 

10.谷垣伸治, 妊婦健診に一歩差がつく産科超音波検査, 医学書院, 2014. 

参考文献 ALOHA note, ゆいノート,他開講時提示 

他科目との

関連 

臨床で実際に実践されている検査、診断、治療を理解しておくことで、助産診断・技術学

および助産実習での基礎知識となる。 

成績評価 

の方法 
試験80%、プレゼンテーション10%、講義への参加度（質疑応答）10% 

学習相談・ 

助言体制 
 講義終了時に質問できるよう時間を取る。 

授業改善の

特記事項 

臨床で実践されていることをイメージしやすいように、事例の紹介をする。超音波検査の

演習や縫合の演習で技術の基本を理解できるように使用物品や環境を整えている。 

備 考 

事前学習と復習を確実に行うこと。 

＊テキストは最新版を使用します。事前・事後学習で提示したテキスト番号およびページ

（章）は変更の可能性があります。授業内容に該当するテキストおよびページを各自で探

して事前・事後学習しておくこと。 
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科 目 

コード 
33533 

授業 

科目 
助産診断・技術学 

(Diagnosis and Practice of Midwifery） 
担当 

教員 

 ○賀数いづみ 井上 松代  
西平 朋子 知念久美子 
下中 壽美 他 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 5単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講義・演習 

選択必修 選 択 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目   なし 

その他  助産師国家試験受験資格関連科目履修者に限る 

授業概要 

妊産褥婦並びに新生児の健康診査と､健康診査に基づく助産ケアについて学習する。また、

正常な産婦への分娩介助法も習得するとともに、緊急時の対処法についても学習する。さ

らに、周産期の健康生活の維持増進並びに育児に関する保健指導法も学習する。 

到達目標 

1．マタニティサイクルの助産診断と援助について説明できる。 

2．模擬事例を通して正常分娩介助の基本的技術を習得する。 

3．新生児の助産診断と援助について説明できる。 

4．ハイリスク妊産褥婦・新生児の看護について説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

 

第 1～3回 

第 4～5回 

第 6～7回 

第 8回 

 

第 9 ～10 回 

第 11～12 回 

第 13～14 回 

第 15～16 回 

 

第 17～18 回 

第 19～20 回 

第 21～22 回 

第 23 回 

第 24～25 回 

第 26～27 回 

 

第 28～29 回 

第 30 回 

第 31～32 回 

 

第 33 回 

 

第 34～35 回 

 

第 36～37 回 

 

第 38～39 回 

第 40 回 

第 41～42 回 

 

第 43～44 回 

第 45 回 

  

 妊婦の健康診査、妊婦のセルフケア能力向上への支援  

 事例Ⅰ①妊娠経過のアセスメントとケア 

      ②安定した妊娠生活の維持と出産準備への支援 

 妊娠期の保健指導 （発表）            

  

 分娩進行に関わる診断技法 

 産婦の分娩への適応状態の診断方法 

 分娩第 1期～第 3期の産婦のアセスメントと援助  

 分娩進行とケアの実際 ①：呼吸法・リラックス法  

              ②：補助動作 

 事例Ⅱ①産婦の入院時アセスメントと援助 

    ②分娩進行状態のアセスメントと援助 

 分娩期の助産計画立案:初期計画・分娩予測と援助 

        〃  （発表） 

 スタンダードケアプランの作成 

 分娩介助技術 

  

 正常に経過している褥婦のアセスメントと看護 

母乳育児支援 

 正常に経過している新生児のアセスメントと看護 

 

 褥婦及び新生児に関する保健指導案の検討  

  

事例Ⅲ:褥婦への母乳育児支援のためのアセスメントと 

援助 

 事例Ⅳ:新生児の生理的黄疸      

  

 ハイリスク妊産婦のヘルスアセスメントと看護 

 ハイリスク褥婦のヘルスアセスメントと看護 

 ハイリスク新生児のヘルスアセスメントと看護 

 

客観的臨床技術試験（OSCE：妊婦･産婦・褥婦・新生児） 

 分娩介助実技試験 

 

4 巻 1～5章 

 

 

4 巻 6～7 章 

 

5 巻 1～3 章 

   

5 巻 4 章 

 4 巻 7 章 

 

5 巻 5～6 章 

 

 

 

 

 

 

 6 巻 1～3 章 

6 巻 4 章 

  6巻(新生児) 

   1～4 章 

6 巻 5～6章 

 

 

 

 

 

7 巻 1～3 章 

7 巻 4 章 

7 巻 5 章 

 

 

井 上 

〃 

〃 

〃 

 

賀 数 

〃 

西 平 

下 中 

 

西 平 

〃 

〃 

〃 

〃 

下中･他 

 

知 念 

〃 

下 中 

 

知 念 

 

〃 

 

下 中 

 

井 上 

知 念 

下 中 

 

全 員 

〃 

 

講義演習 

〃 

〃 

〃 

 

講義演習 

〃 

講義演習 

演習 

〃 

〃 

〃 

講義･演習 

演習 

〃 

〃 

 

講義 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

演習 

〃 

〃 

〃 

講義 

〃 

〃 
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テキスト 

森恵美/他(責任編集):助産師基礎教育テキスト第4巻,第5巻,第6巻,第7巻日本看護協会 

出版会,我部山キヨ子：臨床助産師必携，医学書院 

北川眞理子他(編集)：今日の助産,南江堂 

大鷹美子訳：ウイリアムズ臨床マニュアル第２版 MEDICAL VIEW 

日本助産診断・実践研究会(編著)：マタニティ診断ガイドブック,医学書院  

NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会:母乳育児支援スタンダード,医学書院 

日本産科婦人科学会/日本産婦人科医会(編集監修)産婦人科診療ガイドライン産科編 

 参考文献 
荒木 勤 著：改訂版 最新産科学 正常編 文光堂 

荒木 勤 著：改訂版 最新産科学 異常編 文光堂 

 他科目との
 関連 

モデルを活用し基本的助産技術を習得して助産実習に臨む。 

 成績評価 

 の方法 
筆記試験（60％）OSCE・分娩介助実技試験（30％）レポート・クラスへの参加度(10％) 

 学習相談・
  助言体制 

学生が自己学習できるよう実習室及び演習模型を整備する。演習には実習指導教員も参

加し、学生の質問及び疑問に丁寧に対応する。 

 授業改善の
 特記事項 

学生の理解を助け、主体的に授業に参加できるよう視聴覚教材・モデル等の工夫をする。
実践場面を想定した演習になるよう状況設定等を工夫する。 

備 考 

事前学習と復習を確実に行う。技術練習は積極的に指導助言を得ること。 

＊テキストは最新版を使用します。提示した章は変更の可能性があります。 

助産師国家試験受験資格関連科目履修者は必修。 
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科 目 

コード 
33541 

授業 

科目 

ウィメンズ ヘルス サイエンス 

(Women's Health Science) 

担当 

教員 

○賀数いづみ､井上松代、 

西平朋子、知念久美子 

佐伯宣久 

涌谷桐子（非常勤講師） 

三浦耕子（非常勤講師） 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期  単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履

修

条

件

前提科目 
人体の構造と機能、人体の構造と機能演習Ⅰ、人体の構造と機能演習Ⅱ、疾病論Ⅰ、 

疾病論Ⅱ、周産期保健看護Ⅰ、周産期保健看護Ⅱ 

その他  なし 

授業概要 
リプロダクティブヘルスに焦点をあて、女性のライフサイクル各期に特徴的な疾患並び 

に健康の保持増進のための援助技術を学習する。  

到達目標 

1．女性のフィジカルアセスメントができる。 

2．ライフサイクル各期の女性の特徴とケアについて説明できる。 

3．女性特有の身体的心理社会的問題を列挙し、説明できる。 

4．性科学の概念を理解し､セクシャリティについて述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 

担当者名 

 
授業形態 

第 1～2回 
 

 
 
 

 

第 3～4 回 
 

 
 
 
 
 
第 5 回 
 
第 6 回 

女性の身体のしくみ                

1.成人の身体のしくみ              

2.女性の生理学                

3.月経障害の検査､診断､治療 

4.不妊症の検査､診断､治療 

女性が発症しやすい疾患の検査､診断､治療     
1.子宮と付属器の疾患 
a.子宮腫瘍（がん､肉腫､子宮筋腫､子宮腺筋症） 

b.卵巣腫瘍（がん､卵巣嚢腫） 

 c.子宮内膜症  

2.思春期・更年期・老年期に発症しやすい婦人科疾患 

ドメスティックバイオレンスに悩む女性の現状と支援 

災害時の女性への支援 

 1.第1章 
1.第3章 
2.202-219 
2.p2-51 

 2.p226-268 
3.不妊､女性医学 

1.第3章 
 2.p118-201 
  3.腫瘍 
  2.52-53 
  2.98-117 
3.感染症 

1.第3章 
  
〃 

 
涌 谷 

 
 
 
 
 
 

三 浦 
 
 
 
 
 

井 上 
 

賀  数 

 講 義 

第 7 回 生涯における女性のケア                       

1. 女性の生涯と社会の移り変わり          
1.第2章 〃  

第 8 回 2. 思春期女性のケア    1.第 2 章 井 上  

第 9回 3. 成熟期女性のケア 〃 知 念  
第 10 回 4. 中高年女性のケア 〃 賀 数  
第 11 回 性科学 1.第4章 知 念  
第 12 回 

第 13 回 

性の多様性  性分化疾患 

性同一性障害 同性愛 

1.第5章  
2.p60-75  

佐 伯 

井 上 
 

第 14 回 性感染症とヘルスプロモーション 1.第6章
2.p81-93 

西 平  

第 15 回 セクシュアルヘルス 1.第7章 
〃  
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テキスト 

1.吉沢豊予子（責任編集）：助産師基礎教育テキスト2019年版 第2巻 女性の健康とケア. 

日本看護協会出版会  

2.医療情報科学研究所：病気がみえるVol.9 婦人科・乳腺外科  MEDIC MEDIA 

3.日本産科婦人科学会､日本産科婦人科医会：産婦人科診療ガイドライン－婦人科外来編 

参考文献 
周産期保健看護Ⅰ､疾病論Ⅰ､疾病論Ⅱ､周産期保健看護Ⅱで使用したテキスト及び参考 

文献 

他科目との

関連 

周産期保健看護Ⅰ、疾病論Ⅰと関連する。 

助産師国家試験受験資格関連科目の履修希望者は必修。 

成績評価 

の方法 
レポート10点、試験90点 

学習相談・ 

助言体制 
毎回の講義終了後に質問を受ける時間をもうけ、疑問などの相談を受ける。 

授業改善の

特記事項 

学生の理解が深められるよう課題・事例（場面）設定の工夫、視聴覚教材・模型等を 

活用する。 

学生が主体的に授業に参加できるようディスカッションを行いながら講義を行う。 

備 考 
 学生は次回使用のテキスト箇所および資料内容を読み、事前学習をして臨むこと。 

 テキストは最新版を使用する。表示した頁の変更もあります。 
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科 目

コード 
33554 

授業 

科目 

助産実習 

（Midwifery Practicum） 
担当 

教員 

○賀数いづみ 井上松代 

西平朋子 知念久美子 

下中壽美 他 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 8単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 選 択 時間数 360時間 

履

修

条

件 

前提科目 ウィメンズヘルスサイエンス、助産実践論、 基礎助産学、助産診断・技術学 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が 

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習において

は インフルエンザの予防接種を終了していることも条件として追加される。 

助産師国家試験受験資格関連科目履修者に限る。 

授業概要 
周産期における母児管理を学び母子保健の専門家としての実践能力を身につける。正常経

過にある産婦が主体的に出産に取り組めるよう助産を展開する。 

到達目標 

 1．周産期にある人々やその家族の意思決定を尊重し、対象者が主体的役割をとれるよう 

支援できる。  

2．妊産褥婦および新生児の助産診断に基づいて助産過程の展開ができる。 

3．正常分娩の介助ができる。  

4．産婦・褥婦・新生児とその家族が親子関係・家族関係を確立するために必要な看護 

   について説明できる。 

5．ハイリスク新生児に必要な基本的看護が実践できる。 

6. 母子保健医療福祉等の関連職種間の連携・調整について､助産師の役割を説明できる。 

7. 助産学生として実践したことを振り返り､自己の学習課題を明確にすることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

 

8週間 

 

 実習内容 

1. 継続事例として初産婦 1例を妊娠中から受け持ち、妊娠・分娩・産褥（入院

中から産褥 1か月）の健康診査､保健指導､分娩介助､新生児の健康診査、保

健指導を行う。 

2. 分娩目的で入院した産婦の分娩介助および産後の母子ケアを行う。 

3. 異常分娩（吸引・鉗子分娩）の見学または部分的介助、帝王切開術の見学、

ハイリスク新生児の看護を学ぶ。 

4. 指導助産師のもと､児受けを行い出生直後の新生児の看護を学ぶ。 

5. 産科棟および助産所における管理と助産業務の実際を学ぶ。 

 実習の進め方 

1. 実習前に実習科目担当教員及び施設職員からオリエンテーションを受け

る。 

2. 初産婦 1例を継続事例（妊娠期～1か月健診まで）として受け持ち、教員の

指導のもと､妊婦健診時の健康診査・保健指導､分娩介助､産後入院中の母子

ケアを行う。退院後は､家庭訪問（退院後 1週間以内）､１か月健康診査およ

び必要な保健指導を行う。 

3. 分娩介助を 10 例(継続事例 1例を含む) 行う。 

4. 指導助産師のもと児受けを 2例以上行う。 

5. 異常分娩や帝王切開術の見学実習を行う。 

6. NICU で 1 事例を 2日間受け持ち､ケアを行う。 

7. 継続事例の記録 1 例､一般事例の記録 9 例､帝王切開見学､NICU 実習の記録

は所定の記録用紙にまとめ､提出する。 

8. 産科病棟師長に同行または説明から､助産が行われる場の管理及び助産業

務について見学実習を行う  

9. 助産所の管理について見学実習を行う。 

10.事例検討会：実習中に受け持った 10 例の中から 1例を選択し焦点を決め､ 

ケア過程の分析を行い､発表及び検討会を行う。 

 

賀 数 

 

井 上 

 

西 平 

 

知 念 

 

下 中 

 

他 
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テキスト 助産実習の手引､講義・演習で使用したテキスト 

参考文献 

荒木勤 改訂版最新産科学正常編（改訂版）/異常編（改訂版）文光堂  

「母乳育児成功のための10ヵ条」の実践 BFHI翻訳編集委員会：UNICEF/WHO 

 赤ちゃんとお母さんにやさしい母乳育児支援ガイドベーシックコース 医学書院 

涌谷桐子：ペリネイタルケア夏季増刊 母乳育児支援ブック他 

他科目との 

関連 

周産期保健看護Ⅰ､周産期保健看護Ⅱ､疾病論Ⅰ・疾病論Ⅱ､周産期保健実習Ⅰ､ 

周産期保健実習Ⅱ及び助産関連科目を復習して実習に臨むこと。 

成績評価 

の方法 

実習態度、カンファレンスへの参加状況、実習記録、事例検討会、実習施設の指導責任者

の情報を参考に、実習科目担当者が総合的に評価する（知識・技術面60%、態度40%）。 

詳細は、手引きの助産実習評価票（中間評価・最終評価）参照。          

学習相談・ 

助言体制 

指導教員や臨床指導者への相談および指導助言を受けることができるよう､実習指導体制 

を整える。 

授業改善の 

特記事項 
 実習前および実習中､集中的に基本的看護技術の練習が可能である。 

備 考 

 ･基礎看護技術及び妊産褥婦・新生児に必要な看護技術をモデル人形で十分練習して実習 

 に臨む。妊産褥婦に必要な保健指導教材を実習に活用できるよう準備して実習に臨む。 

･事前学習として､ALOHAノート・ゆいノートを復習しておくこと。 

･助産師国家試験受験資格関連科目履修者は必修。 
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科 目 

コード 
40013 

授業 

科目 

看護大学ゼミナールⅢ 
（OPCN Seminar Ⅲ） 

担当 

教員 

○大湾明美 神里みどり 

宮里智子 上原和代 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

看護大学ゼミナールⅡに引き続き、現在の看護に関わる課題を見つけ看護方法を改善するた

めに、看護用具の発明や改善、看護介入および看護システムに関わる改善・工夫など、学生

自ら主体的に創造的にその課題を克服する能力を獲得できるように学習する。 

到達目標 

1. 看護に関連した課題についてブレーンストーミングを通して仮説を抽出できる。 

2. １の課題の仮説について、文献検討から課題を見出しその根拠を説明できる。 

3. ２の課題に対する解決策について、ブレーンストーミングを通して、自由に発想し創造

的に解決策を見出す。 

4. 主体的かつ建設的態度でグループワークに参加できる。 

5. 自分と異なる意見に対してアサーティブな対応がとれる。 

6. 効果的なプレゼンテーションができる。 

7. 問題・課題解決する上で論理的思考、創造的思考の活用の必要性がわかる。      

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第1・2回 

 

 

第3～7回 

 

 

第8・9回、 

 

第10～13回 

 

第14～15回 

演習の進め方、問題解決に必要な創造的思考の理解、

ブレーンストーミングによる課題の抽出) 

 

課題の明確化と解決法の検討 

(文献検討・グループ討議) 

 

中間報告 

 

解決法の検討(文献検討・グループ討議) 

 

プレゼンテーション、振り返り 

初回時に提示 大 湾 

神 里 

宮 里 

上 原 

演 習 

テキスト  なし 

参考文献 取り組む課題によって、適宜紹介する。 

他科目との
関連 これまでの講義・演習・実習すべての科目、ならびに個人的経験等と関連する。 

成績評価 
の方法 

授業への参加（30%）、プレゼンテーション（40％）、報告資料（30%） 

学習相談・ 
助言体制  オフィースアワー（教員と学生が気軽に話せる場所と機会）を設ける。 

授業改善の
特記事項  オフィースアワーで得られる学習ニーズは、メールや会議等を通して全学的な共有を図る。 

備 考 

 学生の自主性を尊重する科目である。 

少人数でのグループワークを中心に行なう。 

学生は学習時間を確保できるように、アルバイトやサークル等の活動時間を調整する。 
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科 目 

コード 
37131 

授業 

科目 

島嶼保健看護 
(Insularity Health and Nursing) 

担当 

教員 

○川崎道子 大湾明美 

神里みどり 牧内忍 

知念真樹  未 定  

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 2単位 科目 
分類 

専門関連科目 
(保・看) 

授業 
形態 講義・演習 

選択必修 選 択 時間数 45時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

島嶼の人々を、その背景となる地理･歴史･文化･経済およびそこから培われた生活をとおし

て総合的に理解し、これまで学んできた健康の概念と人々の生活との関連性および島嶼にお

ける疫学的動向と対策の理解を深め、また健康の全ての段階において保健医療福祉が連携に

よって果たす役割と看護支援のあり方について理解する。 

到達目標 

1. 島嶼の地理・歴史・文化・経済・制度等にみられる特徴が健康や生活に及ぼす影響を総

合的に理解することができる。 

2. グローカルな視点をもち、国内外・沖縄県内の島嶼の保健・医療・看護の現状と課題を

理解できる。 

3．健康の概念の理解を深め、島嶼における看護職者の役割について考えることができる。  

4. 島嶼の看護実践のために重要な概念と理論を概説できる。 

5．島嶼での看護実践のおもしろさとキャリア人生上の意義に気づくことができる。  

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学

習（学習課題） 
担当者名 

授業 

形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 

第 4回 

第 5回 

第 6回 

第 7回 

第 8回 

第 9回 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

 

第 13～20回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 21・22

回 

第 23 回 

グローカルな視点からみた「島嶼保健看護」「国際保健看護」 

島嶼保健看護の魅力 

海外（アジア・太平洋）の島嶼保健看護の現状と課題 

国際保健看護の魅力 

島嶼保健に必要な概念：プライマリ・ヘルスケア、協働連携 

沖縄県の離島・へき地の保健医療体制 

島嶼における健康危機管理  

離島訪問のための事前学習(既存資料の収集、訪問計画など) 

   〃     〃 

   〃     〃 

中間試験（第１回～７回） 

事前学習発表および課題の追加学習 

 

離島訪問（1泊 2日：8コマ）①～③は分担可 

① 関係者及び住民に島の地理、歴史、文化、経済、制度等

について フィールドワーク 

② 住民の健康課題と生活及び健康行動について 

   フィールドワーク 

③ 保健医療福祉行政の立場より住民の健康状態と課題につ

いて 

フィールドワーク 

④ 離島訪問を踏まえ、島嶼の健康課題、対策、看護職者の

役割等について整理し学内で報告（課題レポート：報告

書 グループ） 

⑤ 課題レポート（個人）の作成 

 離島訪問のまとめ 

 報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川 崎 

大 湾 

神 里 

知 念 

大 湾 

川 崎 
〃 
〃 
〃 

 
川 崎 
牧 内 

未 定 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

講 義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演 習 
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テキスト  特に指定しない。資料を適宜配布する。 

参考文献 「沖縄県離島関係資料」「沖縄県保健医療福祉行政の概要」「村勢要覧」等 

他科目との
 関連 

地域保健看護関連の科目を応用して、沖縄県離島、へき地における保健医療福祉の現状と

健康課題を理解する。 

本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の
 方法 

授業参加状況20％、中間試験50％、事前学習・離島訪問・報告会への貢献度10％、課題レ

ポート：①報告書（グループ）10％、②個人10％ 

学習相談・
 助言体制 

授業での疑問や演習課題の相談は、担当教員が随時対応する。離島訪問については、グル

ープの担当教員と相談しながら進める。 

授業改善の
 特記事項 

グループワークを取り入れ積極的な授業参加を促す。 

島嶼保健看護に必要な概念について離島訪問を通して理解を深める。 

備 考 

指定された日時までに下記を提出する。 

 1)学習記録（本授業での学習記録を自分なりにファイルしておくこと；見出し（インデ

ックス）をつけること；新聞の切り抜き、写真など何でも参考資料とする） 

 2)課題レポート①（報告書：グループ） 

3)課題レポート②（個人） 

4)自己評価票 
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科 目 

コード 
38111 

授業 

科目 

国際保健看護 
（International Health Nursing） 

担当 

教員 

○知念真樹 川崎道子 大湾明美 

神里みどり 横川裕美子(非常勤) 

実務経験：あり 

開講年次 4 年次 前期 単位数 2 単位 科目 

分類 

専門関連科目 

(保・看) 
授業
形態 講義・演習 

選択必修 選 択 時間数 30 時間 

履
修
条
件 

前提科目 なし 

その他 なし 

授業概要 

国際的視野から諸外国の地理的環境、歴史、文化、経済、医療政策、疫学的動向と対策、保

健看護事情と、人々の生活を理解し、日本国内に在住する外国人の背景と現状を理解する。

それらから健康に影響を与える要因および保健医療福祉が果たす役割について考察でき

る。  

到達目標 

1．看護においてグローカルな視点をもつことの重要性が理解できる。 

2. 健康に関連する国際的援助機関の役割と活動の実際を理解できる。 

3. 世界の各地域（島嶼を含む）における保健医療看護の現状と課題を理解できる。 

4. 看護における異文化理解の重要性を述べることができる。 

5. 国内に滞在・在住する外国人の背景と健康課題を理解し、看護職の役割を考えることが

できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習

（学習課題） 
担当者名 

授業 

形態 

第 1回 

 

第 2 回 

第 3 回 

 

第 4 回 

第 5 回 

 

第 6 回 

第 7 回 

 

第 8 回 

第 9 回 

 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13～20 回 

 

第 21・22 回 

第 23 回 

ガイダンス、グルーカルな視点から見た島嶼保健看

護と国際保健看護、学生のハワイ研修報告 

島嶼保健看護の魅力 

海外（アジア・太平洋）の島嶼保健看護の現状と課

題 

国際保健看護の魅力 

途上国における国際保健看護の実際（知念・ゲスト

スピーカー） 

国際保健看護の視点（国内・国外） 

沖縄における在日外国人に対する国際保健看護の

実際（ゲストスピーカー） 

世界の各地域における保健医療看護の現状と課題 

健康に関連する日本の援助機関の役割（JICAの活動

の実際） 

SDGsをテーマにしたグループワーク 

中間テスト 

学内演習方法についての説明 

学外演習（インタビュー対象者の国の概要と健康課

題の発表、JICA研修員へのインタビュー） 

学外演習のまとめ 

報告会 

講義中に課題

を提示する 

川崎・知念 

 

大 湾 

神 里 

 

知 念 

〃 

 

横 川 

知  念 

 

横 川 

知  念 

 

〃 

 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

講 義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

演 習 

テキスト 
系統学看護学講座 専門分野Ⅰ看護学概論 基礎看護学［１］第 16 版 医学書院  

公衆衛生看護.jp 

参考文献 

ビバリー・ヘンリー著 国際保健看護 看護の科学社、2005 年 

田村やよひ編 国際看護学 メヂカルフレンド社 2012 年 

山崎明美・當山紀子編 やさしく学べる国際保健・看護の基礎と実践 桐書房 2012 年 

近藤麻理著 知って 考えて 実践する 国際看護 医学書院 2011 年 

公衆衛生がみえる 2016-2017 メディックメディア、2016 年 

他科目との

関連 

経済学、社会学、保健医療情報、環境保健学、公衆衛生学、疫学の知識を活用して、世界 

の健康状況を理解する。 

成績評価 

の方法 授業参加状況 20%、最終報告資料（グループ）10%、個人レポート 10%、中間テスト 50% 
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学習相談・ 

助言体制 
出席票に理解できない箇所や疑問点の記載を求め、対応する。 

授業改善の 

特記事項 
授業にはグループワークを取り入れ積極的な授業参加を促す。 

備 考 

・海外研修セミナー（ハワイ研修）への参加および課題レポート提出により 2単位中 1単位 

 (第 12 回～23 回分の読み変え）の認定を行う。 

・上記学生の場合は、到達目標 5の「国内に滞在・在住する外国人」を「ハワイに在住する

人々」に置き換える。 
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科 目 

コード 
40020 

授業 

科目 

卒業演習 

(Evaluation Seminar) 

担当 

教員 

○教務委員長 

 助教以上の全教員 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 後期 単位数 1単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

本学が定めた卒業時の到達目標に照らして、自らを客観的に振り返り、自分の到達度を評 

価し、評価結果を総合的に分析する。不足する知識・技術・態度を主体的に学習し、補充 

すると共に、能動的学習能力を獲得できるように学習する。 

到達目標 

1．卒業時に修得すべき知識と技能を示すことができる。 

2．自分に不足している知識や技能を見つけ、再学習の方法を提示できる。 

3．再学習の計画を立て、実行できる。 

4．自分を客観的に振り返ることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

 

第1～3回 

 

第4～7回 

 

第8～11回 

 

第12～15回 

 

  

第1回看護統合試験、自己評価、解説 

 

看護技術試験、自己評価 

 

第2回看護統合試験、自己評価、解説 

 

第3回看護統合試験、自己評価、解説 

 

 

 

新学期ガイダ

ンスで、日程と

共に提示する。 

教務委員長 

助教以上の

全教員 

 

演 習 

 

 

テキスト なし 

参考文献 適宜紹介する 

他科目との
関連 

これまで履修したすべての科目 

成績評価 
の方法 毎回の参加度、試験成績を総合的に判断して評価する 

学習相談・ 
助言体制 オリエンテーション時にオフィスアワーを提示する 

授業改善の
特記事項 

開講年度に提示 

備 考 
授業開始前までに自分に不足している知識と技能を見つけて、達成できるように準備して
おくこと。 
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科 目

コード 
31126 

授業 

科目 

看護専門職論Ⅱ 

（Professional Nursing Ⅱ） 
担当 

教員 

○宮里智子 大湾明美 

饒平名かおり（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

（保・助・看） 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

これまで学習した知識を統合し、専門職業上の問題を探求する。また、社会のニーズに照

らして専門職業として看護を捉え、専門職業としての看護の発展に影響する最近の動向に

ついて理解を求める。さらに、学生から実務者役割への移行期の課題、ならびに看護専門

職の法的、社会的側面にも焦点を当てる。 

到達目標 

1. 看護活動を支える社会のしくみ、および、保健医療福祉組織における看護の機能と役

割について理解できる。 

2. 看護の質評価について理解し、看護ケアの改善における課題について看護管理の視点

から考察できる。 

3. チーム医療における看護専門職及び他職種の役割を理解し、保健医療福祉サービスの

継続性を保障するためのチーム間の協働と連携について説明できる。 

4. 医療安全のための医療機関の取り組みと看護の活動・役割について理解し、安全なケ

アのためにチームとして取り組む意義について説明できる。 

5. 看護職のキャリア開発、看護専門職としてのリーダーシップについて理解できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 
担当者名 

授業 

形態 

第1回 看護活動を支える社会のしくみ （１） 

 保健医療福祉制度 

資料配布 大 湾 講 義 

第2回 看護活動を支える社会のしくみ （２） 

医療提供体制看護制度・看護政策 
P152-182 宮 里  

第3回 マネジメントに必要な基本知識 

・個人・組織・集団・組織の支援 

・看護管理の基礎知識；用語の定義、看護業務基準・ 

看護体制・看護方式 

P184-217 〃  

第4回 看護管理の実際; 看護組織・看護管理者の役割 P60-96 〃  

第5回 看護の質保証・サービスの評価 P145-149 

 

〃  

第6回 看護における安全管理・リスクマネージメント 

 

P25-48,136-144 

配布資料 

レポート①提出 

（事後） 

到達目標４ 

饒平名 

（非常勤）

 

第7回 保健医療福祉サービスの継続性、チーム医療における 

看護の役割：保健医療福祉活動における看護の役割と 

関連職種との協働連携 

配布資料 

レポート②提出 

（事後） 

到達目標３ 

大 湾  
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第8回 地域包括ケアシステムにおける看護の役割 配布資料 〃  

第9回 看護専門職者としてのリーダーシップ P192-197 宮 里  

第10回 看護継続教育; 新人看護師研修の努力義務化・クリニ

カルラダー 

P97-103  

P165-170 
〃  

第11回 看護職のキャリア開発（１）：看護職の専門分化 

（専門看護師/認定看護師など） 

P165-170 〃  

第12回 看護職のキャリア開発（２）：体験談から学ぶ 

 
資料配付 ゲストス

ピーカー 

 

第13回 日本の保健医療システムにおける看護の現状と課題

（学生の発表） 

発表資料の作成 

（事前） 

宮 里  

第14回 臨地実習での自己の看護実践をもとに、看護専門職に

求められている看護とは何か（学生の発表） 

発表資料の作成 

（事前） 

〃  

第15回 臨地実習での自己の看護実践をもとに、ケアの改善に

おける課題を考察し発表する（学生の発表） 

発表資料の作成 

（事前） 
〃  

  レポート③提出 

（事後） 

  

テキスト 「系統看護学講座 統合分野 看護管理 看護の統合と実践①：医学書院 2016 

参考文献  

他科目との

関連 

看護専門職論Ⅰ 

本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 
ミニテスト（20%）、プレゼンテーション（20%）、レポート(60%) 遅刻・欠席は減点 

学習相談・ 

助言体制 

・毎回の授業終了後に、授業を通して理解が深まった点、疑問点や授業に対する感想や

要望などの内容の授業評価の提出を求め、次回授業に説明補充を行うことで理解をはか

る。 

・オフィスアワーをもうけ、学生からの質問を受ける体制をとる。オフィスアワーは、 

 第1回目の授業で提示する。 

授業改善の

特記事項 

毎回の授業終了後に授業評価の提出を求め、その内容を考慮して次回の授業展開を考え

る。 

備 考 
・毎回ミニテストを行うので、事前学習を行って参加する。 

・テキストの該当ページを読んで授業に参加する。 

 

─ 182 ─



 

第8回 地域包括ケアシステムにおける看護の役割 配布資料 〃  

第9回 看護専門職者としてのリーダーシップ P192-197 宮 里  

第10回 看護継続教育; 新人看護師研修の努力義務化・クリニ

カルラダー 

P97-103  

P165-170 
〃  

第11回 看護職のキャリア開発（１）：看護職の専門分化 

（専門看護師/認定看護師など） 

P165-170 〃  

第12回 看護職のキャリア開発（２）：体験談から学ぶ 

 
資料配付 ゲストス

ピーカー 

 

第13回 日本の保健医療システムにおける看護の現状と課題

（学生の発表） 

発表資料の作成 

（事前） 

宮 里  

第14回 臨地実習での自己の看護実践をもとに、看護専門職に

求められている看護とは何か（学生の発表） 

発表資料の作成 

（事前） 

〃  

第15回 臨地実習での自己の看護実践をもとに、ケアの改善に

おける課題を考察し発表する（学生の発表） 

発表資料の作成 

（事前） 
〃  

  レポート③提出 

（事後） 

  

テキスト 「系統看護学講座 統合分野 看護管理 看護の統合と実践①：医学書院 2016 

参考文献  

他科目との

関連 

看護専門職論Ⅰ 

本科目は保健師課程、助産師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価 

の方法 
ミニテスト（20%）、プレゼンテーション（20%）、レポート(60%) 遅刻・欠席は減点 

学習相談・ 

助言体制 

・毎回の授業終了後に、授業を通して理解が深まった点、疑問点や授業に対する感想や

要望などの内容の授業評価の提出を求め、次回授業に説明補充を行うことで理解をはか

る。 

・オフィスアワーをもうけ、学生からの質問を受ける体制をとる。オフィスアワーは、 

 第1回目の授業で提示する。 

授業改善の

特記事項 

毎回の授業終了後に授業評価の提出を求め、その内容を考慮して次回の授業展開を考え

る。 

備 考 
・毎回ミニテストを行うので、事前学習を行って参加する。 

・テキストの該当ページを読んで授業に参加する。 

 

 

科 目 

コード 
40142 

授業 

科目 

看護統合実習 
(Integrated Nursing Practicum) 

担当 

教員 

○教務委員長 

助教以上の看護教員 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目  看護専門職論Ⅱ 専門全領域の保健看護実習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習において

はインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

看護専門職論Ⅱ及びこれまで学習した看護の概念と臨床的推論コンピテンシーを統合、拡

大、磨くための機会を提供する。施設または地域の場での集中的かつ自立的な臨地実践経

験を通して、特定のクライエントおよび集団へのヘルスケアニーズに焦点を当て、先行研

究の成果を活用した看護実践を行い、根拠に基づいた看護実践(EBN)について学習する。 

到達目標 

下記の実習目標に沿って定められた実習到達目標を別途提示する。 

1．看護専門職者としての倫理観と責任感を養う。 

2．看護の対象のおかれた状況を分析・統合し、科学的根拠に基づいた問題解決能力を養

う。 

3．看護を必要とする人々と適切な関係を築き、対象のニーズに基づいた看護を実践でき

る能力を養う。 

4．看護専門職者としての保健医療福祉等の関連職種間の連携・調整に必要な協働能力を

養う。 

5．実践の中で自己の課題に気づき、解決に向けて主体的な学習態度を養う。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

 

１日目 

～ 

10日目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （新学期ガイダンスにて）概要の説明 

 臨地実習 

 ・実習配置の決定方法 

1）取り組みたい課題および実習したい専門領域・実習施設について学生の 

希望を調査する。 

2）学生の希望した複数の実習場を考慮して、各学生、各教員ともに不公平

がないように、教務委員会で配置領域を決定する。 

・実習の進め方 

1）学事歴に決められた期間に90時間の実習を行う。 

2）4月中に実習先、担当教員を決定する。 

 ・希望調査を行い、希望調査にもとづき、配置領域を決定する。 

 ・各専領域で学生毎の担当教員と実習施設を決定する。 

3）担当教員は、実習計画書の提出に間に合うよう、学生の計画に基づいて、

学生とともに実習施設と調整し、実習施設(病棟)、時期を決定する。教

員は実習施設に配慮しつつ、準備の段階から学生の自主的行動を促すよ

うに関わる。 

4）7月中に、学生は担当教員と相談の上、実習計画を立てる。所定の様式

にそって実習計画書を作成、計画書を学務課に提出する。 

5）学生は計画に従って担当教員および施設側の実習指導者と連携しなが

ら、自立して実習を行う。 

6）毎日の実習目標、計画、実施、評価を記載した毎日の実習記録と全体サ

マリーを作成する。 

 7）シラバスの到達目標に照らしてレポートを作成する。 

カンファレンス 

 

教務委員長 

 

助教以上の

看護教員 
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テキスト  ガイダンス時に提示予定 

参考文献 ガイダンス時に提示予定 

他科目との 
関連 

看護卒業論文、看護総合演習の前提となる科目である。これらの科目で要求される論文や

報告書のテーマとなる課題を特定すること。 

成績評価 
の方法 

出席状況、実習態度、学生の計画性、実習目標の到達度、レポート等(毎日の実習記録と
全体サマリーを含む)の提出物、実習施設の指導責任者、実習指導担当教員の情報、評価
等を参考に、科目責任者が総合的に評価する。 

学習相談・ 
助言体制 各担当教員が授業開始前にオフィスアワーを提示する。 

授業改善の特
記事項 

開講年度に提示 

備 考 看護系教員が少人数の学生を担当する。原則として、看護卒業論文または看護総合演習と
同じ教員が担当する。 
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科 目 

コード 
40131 

授業 

科目 

看護卒業論文 
(Nursing Research  

   and Evidence-Based Practices) 

担当 

教員 

○教務委員長 

助教以上の看護教員 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 通年 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 

演 習 

選択必修 選 択 時間数 60時間 

履

修

前提科目  看護統合実習を履修できること。３年次必修科目成績がＣ２科目以内であること。 

その他  なし 

授業概要 

統合実習において試みた根拠に基づいた看護(EBN)の過程を科学的に考察し、報告書にまと

めることにより、看護の意図的な取組の論理性、実践の正確な記述、結果の適切な分析や

評価のあり方、ならびに論文の書き方について学習する。 

到達目標 

1．統合実習での看護実践記録を正確に整理できる。 

2．実施した看護実践を科学的に考察し、論文を作成できる。 

3．上述した看護実践を要約し、事例検討会資料を作ることができる。 

4．事例検討会で発表できる。 

5．事例検討会に建設的に貢献できる。 

6．看護専門職者として必要な問題解決力(正しい課題認識・代替案の考案・相互に受け入

れ可能な解決策の選択など)の基礎を習得できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

 

第1～15回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第16～30回 

（新学期ガイダンスにて）概要の説明 

統合実習前（前期） 
1.これまでの学習の中から看護実践上の課題を探

る。 

2.研究成果の活用方法を学ぶ 

・論文の探し方 

・論文の読み方 

・科学論文の書き方 

・Evidence based practice(EBP)  

・グループ討議の技術 

3.統合実習の準備 

・先行研究の検討により看護実践上の課題とその

解決方法を明確にする。 

・EBP の実施、評価を含めた看護統合実習となるよ

う実習計画書を作成する。 

統合実習終了後（後期） 

1.EBP に基づいた自身の看護実践を正確に記述す

る。 

2.自身の看護実践を文献を用いて考察する。 

3.一連の取り組みを論文にまとめ、事例検討会 

（学習成果発表会）で報告・討議する。 

新学期ガイダ

ンス時に日程

と共に提示す

る。 

教務委員長 

助教以上 

の看護教員 

講 義 

および 

演 習 
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4.討議の結果を含めて、論文を完成させる。 

テキスト 随時提示 

参考文献 

澤田昭夫「論文のレトリック」講談社学術文庫 604 

澤田昭夫「論文の書き方」講談社学術文庫 153 

高橋誠「会議の進め方」第 2版、日経文庫、2008 

八幡ひろし「会議の技術」PHP 文庫、2009 

他科目との
関連 看護統合実習 

成績評価 
の方法 授業への参画、論文・資料等の成果物、事例検討会への参画等を総合的に判断する。 

学習相談・ 
助言体制 各担当教員が授業開始前にオフィスアワーを提示する。 

授業改善の
特記事項 開講年度に提示 

備 考 看護系教員が少人数の学生を担当する。原則として、看護統合実習と同じ教員が担当する。 
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科 目 

コード 
40030 

授業 

科目 

看護総合演習 

(Comprehensive Nursing Seminar) 

担当 

教員 

○教務委員長 

 助教以上の看護教員 

実務経験：あり 

開講年次 4年次 通年 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 

演 習 

選択必修 選 択 時間数 60時間 

履

修

条

前提科目  看護統合実習を履修できること。 

その他  なし 

授業概要 

統合実習において試みた看護実践について、科学的に振り返り、特に関心の深いテーマや 

さらに深める必要のあるテーマを見つけ、自己にふさわしい学習方法により、それらに関

する知識や技術をさらに深め、その成果を報告書にまとめ、看護の意図的な取組の論理性､

実践の正確な記述、結果の適切な分析や評価のあり方、ならびに論文の書き方について学

習する。 

到達目標 

1．これまでの学習過程の中から自己の課題を客観的に分析できる。 

2．実施した看護実践に必要な知識や技術を列挙でき、説明できる。 

3．自己にふさわしい学習方法を説明でき、実施できる。 

4．統合実習で見つけた関心あるテーマについて知識や技術を深め、報告書を作成できる。 

5．報告書を要約し、会議資料を作ることができる。 

6．会議で発表できる。 

7．建設的会議に貢献できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

  

第1～15回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第16～30回 

（新学期ガイダンスにて）概要の説明 

統合実習前（前期） 

1.これまでの学習の中から自己の課題を見出す。 

2.研究成果の活用方法を学ぶ 

・論文の探し方 

・論文の読み方 

・科学論文の書き方 

・Evidence based practice(EBP)  

・グループ討議の技術 

3.統合実習の準備 

・教員との対話により自己をふり返る（リフレク

ションする）ことで、課題を明確化し、課題解決

に向けた学習方法を検討する。 

・既習範囲を含め、文献的な根拠を確認する。 

・自己の課題解決するための看護統合実習となる

よう実習計画書を作成する。 

 統合実習終了後（後期） 

1.自身の看護実践を正確に記述する。 

2.自身の看護実践を客観的に分析する。 

新学期ガイダ

ンス時に日程

と共に提示す

る。 

教務委員長 

助教以上 

の看護教員 

講 義 

および 

演 習 
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3.結果を報告書にまとめ、事例検討会（学習成果発

表会）で報告・討議する。 

4.討議の結果を含めて、報告書を完成させる。 

テキスト 随時提示 

参考文献 

澤田昭夫「論文のレトリック」講談社学術文庫 604、2002 

高橋誠「会議の進め方」第 2版、日経文庫、2008 

澤田昭夫「論文の書き方」講談社学術文庫 153 

八幡ひろし「会議の技術」PHP 文庫、2009 

他科目との
関連 

看護統合実習 

成績評価 
の方法 授業への参画、論文・資料等の成果物、事例検討会への参画等を総合的に判断する。 

学習相談・ 
助言体制 各担当教員が授業開始前にオフィスアワーを提示する。 

授業改善 
特記事項 

開講年度に提示 

備 考 看護系教員が小人数の学生を担当する。原則として、看護統合実習と同じ教員が担当する。 
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人間が人間を支えていく人材を

世に送り出す看護大学としてのイメージを

NURSING（看護）の英文頭文字のＮの

文字によって人体をデザイン化し、

シンボライズしました。

２０１９

シ　ラ　バ　ス
（看護学部）

－平成31年度入学生用－

編　集：沖縄県立看護大学

住　所：〒 902-8513

　　　　沖縄県那覇市与儀 1丁目 24番 1号

ＴＥＬ：０９８－８３３－８８００（代表）

ＦＡＸ：０９８－８３３－５１３３

ホームページアドレス：http://www.okinawa-nurs.ac.jp



沖 縄 県 立 看 護 大 学

２０１９

－ 平 成 31 年 度 入 学 生 用 －

（ 看 護 学 部 ）
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